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　五月。

　魔法使いフラグをめぐる争いも終わり、平和な時が続いている。

　これを好機と見た言げん想そう堂どう一行は、言げん霊れい会かいのお膝ひざ元もとである新しん黒くろ谷だに市しから離れ、新たな拠きよ点てんへと向かう。

　彼らが目指したのは、玖く鳴なりという名の鉱山都市である。

　玖く鳴なり石いしというオーガニックジェムのほとんど唯ゆい一いつの産出地であり、その採さい掘くつから販売までを取り仕切る魔ま術じゆつ結けつ社しや同どう盟めい、および彼らと手を組んだ時の為い政せい者しやによって統とう治ちされている。

　江戸時代の中頃までは外と様ざまの小しよう藩はんに過ぎなかった玖鳴藩が、この魔石によって財を成し、薩さつ長ちようの倒とう幕ばくを陰かげから支えていたというのは、裏の世界ではあまりにも有名な話。

　玖鳴を取り仕切る魔術結社同盟は、言霊会に対抗し得る組織として名を馳はせていた。

　しかし、それも過去のこと。

　各地で代替品の開発が進んだために、経営は困難に。そして昭和の末に起きた落盤事故が決め手となり、鉱山は閉鎖。

　それ以来、街も魔術師も、ゆるやかに衰すい退たいし続けている。

　モノカルチャーの果てに残されたのは、やむ気け配はいのない人口の流出と高齢化、そして申し訳程度の観光地化であった。街としての玖鳴は新幹線の通る地方都市に敗北し始め、この地を統治していた魔術結社同盟の結びつきも弱体化。今ではただの典てん型けい的てきな地方都市と化し、監かん視しのために作られた言霊会支部との間で小こ競ぜり合あいが続いている。

　そのおかげで、いまやここには飛びぬけて強い結社が存在しない。




　――もし大たい樹じゆにすがるつもりがないのなら、根を生やすには悪くない場所だ。




　店長はそう判断し、玖鳴への引越しを断行した。

　その先で、まさかあんな事件が起きるとはつゆ知らず……。








　断章一　「物語の外にα」







　中国人は追っ手を撒まき、密会用の部屋へ辿たどり着ついた。

　そこは計算された子供部屋のようだった。ふわふわと漂ただよう雲のようなデザインの椅い子す、トレーニング用のゴムボール、巨大な莵うさぎのぬいぐるみ……思考を助け、柔じゆう軟なんな発想をもたらす数々の小道具が、乱らん雑ざつに見えるよう何らかの規則に従したがい、配置されている。

　扉とびらを閉めると、ちょうど反対側の扉が開く音がして、彼を招待した男が入ってくる。

　アメリカの国こく籍せきを持つ世界一の魔ま術じゆつ師し。

「時間通りですね」

「時間通りだな」

　北京ペキン語と英語で挨あい拶さつを交わした二人は、雲のような椅子に腰を下ろす。

　お茶を用意するのももどかしい、といった様子でアメリカ人が会話の口火を切った。

「例の本は読んでいただけたかな？」

「一読しました」

　中国人は鞄かばんを膝ひざの上に乗せ、一冊の文庫本を取り出した。

　使用言語は日本語。

　表紙、本文に配されたイラストから、かつて日本で一いつ世せいを風ふう靡びしたライトノベル・スタイルを模もしていることが分かる。

　明日までに読んできて欲しい、と目の前の男から送られたものだ。

　言葉を発してはいけない男の子と、言葉を聞いてはいけない女の子が出会って、一いつ緒しよに幸せの四よつ葉ばを探す物語。しかしそれは純じゆん然ぜんたるフィクションなどではなく――

「七年前の《大だい崩ほう壊かい》について書かれたものですね」

　アメリカ人は首しゆ肯こうする。




　七年前。

　日本に生まれた魔法使いが、彼女と関かかわった全すべてのものを終うわちらきせったた。

　彼女と少しでも関わりのあったものは天に召めされた。関東を中心に空白のページのような虚きよ無むが広がり、日本を牛ぎゆう耳じる言げん霊れい会かいの中心メンバーが消失した。

　こうして《大崩壊》が始まった。

　混乱に乗じ、京都を中心とする日本語圏第二位の魔ま術じゆつ結けつ社しやが関東に進出したが、同じく隙すきを見て乗り込んでいた各言語圏の魔術師たちとの間に争いが勃ぼつ発ぱつ。日本は瞬またたく間に国土を分ぶん割かつされ、数多あまたの言語が入り混じる乱らん世せとなった。

　この状況を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていたのが、《覇は権けん言げん語ご》たる英語、そして未来の《覇権言語》たる中国語の魔術師たちである。

　世界ランク一位と二位は、調ちよう停ていという名目で上陸し、ケーキを切り分けるように支配権を振り分けた。

　表向きは日本政府が国土を割かつ譲じようした――文字通り「売ばい国こく」が行われたことになっているが、事実はこのようであった。




　北海道は、以前から北方四島を足がかりにしていたロシアが、キリル文字と共に。

　東北は、未来の《覇権言語》となるであろう中国語が、アジア諸国を引き連れて。

　関東から近きん畿きにかけては、英米豪が、まるで戦後のように。

　以西は、旧ＥＵアラブアフリカ南米諸国が、互いに睨にらみをきかせながら。




　現在、学校で教えられるのは支配層の言語である。出版物は英語版、中国語版が主流となり、日本語は各家庭内でしか使われなくなった。公用語としての地位を失ったのだ。《大崩壊》以後に生まれた子供たちの間では、日本語でのコミュニケーションは主流ではなくなりつつある。

　しかし、かつての言霊会を中心とする魔術師、及び外国語による支配に抵抗する日本語推すい進しん派はが、そうした状況に甘んじているはずがない。彼らは地下にもぐり、日本語復権の機会をうかがっている。

「《大崩壊》から七年、彼らは〝当時何が起きたのか〟を正確に把は握あくするために調査を行った。その集大成がこれだ。研究者たちはこの本に《大崩壊》以前に刊行されていた娯ご楽らく小説の装そう丁ていを施ほどこし、ひそかに日本各地の古書店にさも本物の古書のように売り飛ばした」

　そして日本語派は古書店で真実を買い求めた。

「ですが、それならネットを利用するのが一番ですよ。真実ほどオカルトに近い扱いを受けるものはありませんし、僕らは検けん閲えつなどしていない。だからきっと……この本は真実を知らしめるために刷られたものではない。そうでしょう？」

　その通りだ、と言うように、アメリカ人が首肯した。

　それから、彼は懐ふところから一冊の本を取り出す。

「これを見たまえ」

「海かい賊ぞく版ばんでしょうか」

「貴君の手元にあるものと同じだ」

　表紙、背表紙、タイトル、見返し……外見だけはそっくりな二冊の本。

「ただ、中身が違う。こちらは初版、貴君に送ったのは三八回も改かい版はんされた後のものだ」

「三八回？」

　通常ならば、出版物に手が加えられるのは増ぞう刷さつされたときだけである。それも誤ご字じ脱だつ字じ・誤ご植しよくの訂てい正せいがメインであり、そう何度も改版されることはない。

　そこで中国人は相手の意を汲くみ取とった。




　――《異本世界パラレルワールド》




《覇権言語》の語り手たちは言げん想そう獣じゆう《ラプラスの魔》を倒したとき、その腹を引き裂いていくつもの時間理論を掻かき出だすことに成功した。

　それ以来、彼らは時間理論を魔術化・独占し、隙のない支配体制を作り上げてきた。

　しかし、中には自由化された理論も存在する。

　過去に行くことが最初から歴史の中に組み入れられているとする説。

　時間を遡さかのぼることでパラレルワールドが生じ、世界が分ぶん岐きするとする説。

　初めから時間に連続性などないとする説。

　エンターテインメントではこれらを利用してタイム・パラドックスの生じない「時間物」の作品を作るのだが、もちろんこれは魔術にも応用が利きく。

「彼らは二番目の理論を応用したのだろう」

　全能の神と作家、過去改変とプロットの修正、新しく生じる分岐後の世界と細部を修正された異本。これらを隠いん喩ゆの糸で結びつける。想像力豊かな子供に時計の針を戻す映像を見せて「時間が巻き戻った」と考えさせるのと原理は同じ。

「たとえば、源げん氏じ物もの語がたりには大おお雑ざつ把ぱに言って一〇〇種類を超える異本が存在する。これは光ひかる源げん氏じという架か空くうの存在が微び妙みように異なる一〇〇以上の世界を生きる、という意味にとることが出来る。改版されて細部が改められた本を異本と認識出来る魔術師がいても不思議ではない」

「つまり、日本語派は現実から逃げて三八通りもの《異本世界》を作り上げたと」

「そうだ。そしてそれぞれの世界で違うシナリオが展開された。貴君の本ではどうなっていた？」

「僕が読んだバージョンでは――」

　中国人は本の中身を思い出す。

「弓ゆみ原はら歌か鳥とりという少年が文字通り主人公になり、言霊会との闘とう争そうを経へて最終的にはフラグという魔法使いの少女を救い出すんです。ところが最後に魔法が暴ぼう発ぱつしてしまい、世界が打ち切られる。そういう話になっていました」

　俺おれたちの冒険はまだ始まったばかりだ、という破は滅めつの言葉。その世界にはバルスと叫さけぶだけで滅ほろびる天空の城よりましといった程度の虚きよ弱じやく性せいしかない。

　世界が脆もろいのか、言葉の力が強過ぎるのか。

「初版ではこうなんだよ。弓原歌鳥は主人公にならない。浮うき舟ふね詩し織おりという人物は存在しない。破滅の言葉を唱となえたのは店長だが、彼はその時点では幼女ではなかった。そして話は全て言霊会の中で展開された」

「同じ本とは思えませんね。日本語派の連中はその結末が気に入らなくて何度も改版した、というわけですね」

「作者という神に何度も修正を求めたわけだ。魔術師ル＝グウィンに生命を吹き込まれたラウィーニアがウェルギリウスにそうしたように……だが、結局のところ日本語派のお気に召すシナリオは作られなかった」

「三八回も内容を修正してそれですか」

「作者は予定を変えるのがお嫌いなようだよ。それに、わがままだ。我々がどれだけ訂正を要求しても、何とか辻つじ褄つまを合わせて自分の望んだ結末に持っていこうとする」

　魔法使いの少女フラグはどのシナリオでも世界を滅ぼすか、誰だれかの手にかかって死ぬ運命を背負っている。無音の部屋に隔かく離りされて世界と心中する。誰かに巨大なエネルギータンクとして利用されるのを嫌がって世界を滅ぼす。弓原歌鳥に殺される。

　彼女が救われる筋すじ書がきは一つしかなかった。

　弓原歌鳥を陥れ、味方に引きずり込む。

「貴君にお送りしたのは、最も上う手まくいったシナリオなのだよ。言霊会は一時的に弱体化するが、戦力のほとんどは保持出来ている。作中では誰も死ななかっただろう？　これだけの防ぼう波は堤ていがあれば《大崩壊》以後のように、諸外国から魔術師が押し寄せてくるような事じ態たいは起こり得ない」

「ただ、この《異本世界》だとラスト一行で世界が滅びてしまうことになります」

「それを防ぐのは簡単だ。あの言葉をフラグに聞かせさえしなければいい」

　アメリカ人は一いち葉ようの写真を取り出す。

「彼女に尽じん力りよくしてもらうことになるだろう」

　そこには「浮舟詩織」と名乗る人間の、若かりし頃の姿が写っている。

　表向きは才女ということで通っている。中学生ながら、親の手伝いで研究室に入いり浸びたり、数ある異本の本文異同を間違い探しのパズルのように見つけている。目印として使う大量の付ふ箋せんに言想を見み出いだし、一二歳の頃に時空間を飛び交う魔術を編あみ出だした。

　そして同時期に日本語の復ふつ興こうを目指す日本語派に触れ、地下にもぐった。そこにいたのが、たまたま《大崩壊》を逃れたために旧言霊会の暗部を一手に担うようになった男、弓原歌鳥だ。彼女は弓原歌鳥に暗あん殺さつ術じゆつを仕込まれ、自分の役割に目覚め、そして第九回の改版から《異本世界》に直接介入するようになった。

「今執しつ筆ぴつされているバージョンでは、彼女の手でヘッドホンが修理される予定だ。それから、弓原妹に新たな力を授ける場面が加わるらしい。言想堂の戦力を増強する必要があるそうだ」

「でも、なぜ彼らはそうまでしてフラグを救いたがっているんですか？　いくら《異本世界》を作ったところで僕たちの支配するこの現実には何の影響も及ぼせないのに」

「《異本世界》を箱庭のように育て、自分たちが幸せをつかめたかもしれない未来ハツピーエンドを読み、日々の慰なぐさめとするのだろう。未来のない人間にとって、過去をおもちゃにして遊ぶのは最高の娯楽ではないか」

「たったそれだけのために？」

　こんなに手間のかかることを？

「それだけのためと言うがね、貴君の本に書かれた世界の魔法使いの女の子は、前よりずっと幸せに暮らしているよ。そしてこれからも仲間たちと一緒に愛いとしき日常を送るだろう。普段は地下で爆弾を作りテロを画かく策さくする連中が、少女の笑顔を守るためにその手を汚よごしている。おかしなことかな？」
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　弓ゆみ原はら歌か鳥とりは、玖く鳴なり郊こう外がいのブティックで妹になじられていた。

「お兄ちゃんには失望しました」

　環たまきの背は小学生のように低いが、さすがに椅い子すに座った歌鳥より小さいということはない。恐きよう竜りゆうさえ氷の中に閉じ込めそうな目で見下ろされると、そろそろ初夏だというのに脂あぶら汗あせが止まらなくなる。

「たとえ妹であっても女の子なのです。『何を着ても可か愛わいいよ』とか『いいね、似合ってるよ』とか、どうしてお兄ちゃんはそんなに語ご彙いが貧弱なの？　挙あげ句くの果はてに『子供服の方がサイズが合うんじゃないのか？』って、なに」

「そ、そうは言うがな、妹よ。困ったことにお前は超妹級に可愛いんだ。もしお前がクッキングアイドルにでも抜ばつ擢てきされていたら、地上波デジタルへの移行は一年早く完了していたに違いない」

　歌鳥は地じ雷らいを踏ふみ抜ぬかないように、適当な言い訳を並べ立てる。服装なんかどうでもいい、などと口にしようものならケツ毛を毟むしられかねないムードである。

「つまり、お前の着こなしは完かん璧ぺきだ。そのような条件下での服選びは困こん難なんを極きわめる。妹を溺でき愛あいする兄の口から『可愛い』とか『似合ってるよ』以外の言葉が出てこなくても仕方がないじゃないか？」

「『似合う？』って聞かれても『似合うよ』って答えちゃダメ。『もう少し大人っぽい方が好きだな』みたいにお兄ちゃんの意見を言うべきだし、『スカートの丈たけが短過ぎる』って不安を示してみせるべきなの。わたしオウムと買い物に来たわけじゃない」

　適当に褒ほめていればやり過ごせるだろうという兄の思おも惑わくなどお見通しのようで、妹はその反論を容よう赦しやなく聞き流す。その様は彼氏が噓うそをつくときのちょっとした癖くせなど見慣れたものだというような、堂どうに入いったものであった。

　なぜ兄妹で別れる寸前の倦けん怠たい期きカップルじみた修しゆ羅ら場ばを繰り広げているのかというと――

　話は一〇時間ほど遡さかのぼる。




　言げん想そう堂どう一行が玖鳴へやって来てからおよそ二週間。

　玖鳴の駅から程近いマンションを新たな拠きよ点てんと定めた一行は、店長がもろもろの手続きを終えて再び書店を開くまでのささやかな休きゆう暇かを楽しんでいた。

　歌鳥と環の兄妹はマンションの一室をあてがわれ、

「環」

「はい」

「寝ている間に兄のベッドに入るなと言っただろう」

「嫌だお」

　毎朝こんな感じで平和な時を過ごしていた。

　いつもなら、「そんな風に口をωっぽくしてもダメだ。なにか間違いが起こったらどうするんだ」などと言って諭さとすところだが、今日の歌鳥はそれ以上妹に構うことなく、てきぱきと着替えを済ませた。

　何な故ぜか。

　給料日だからだ。

　生まれて初めて堅かた気ぎの仕事でお金をもらうのである。妹に構っていられないのも当然であった。

　いつもと違う反応をいぶかしむ妹を置いて、歌鳥は隣となりの部屋へ向かった。本来は管理人が住む部屋だったのか、隣の部屋は二部屋分の大きさがあり、ここに言想堂の主要メンバーが暮らしている。

　隣りん室しつの扉とびらを開け、中に入る。

　彼は事務所代わりに使っているリビングの戸を開けると同時に声をかけた。

　部屋の中には童どう女じよが一人、それから大型犬が一匹いた。

「おはようございます。店長、給料下さい」

　童女は歌鳥の声が聞こえなかったのか、ソファに座ったままノートパソコンを食い入るように眺ながめている。この小学生のような見た目、しかし中身は老ろう境きようにさしかかったおっさんという、どこをどうしたら生まれてきたのか良く分からないのが言想堂の店長である。名前は分からないので、みんなから店長と呼ばれている。いちおう、かつては言げん霊れい会かいでならした超大物の魔術師だ。

　床ゆかで飛行中のムササビのように伸びている大型犬は、名をチャムといい、店長に飼かわれている。時代がかった物言いをする言げん想そう獣じゆうであり、人じん語ごを解かいするハイスペック・ドッグなのだが、普段は言想堂の店番をやっている。

「ねえ、店長。聞いてますか？　今日は給料日ですよ」

「……あー、うっせぇなあ。聞こえてるよ。手が滑すべっちゃうだろうが」

　店長はノートパソコンから目も離さずに告げる。どうやら今日は機き嫌げんが悪いらしい。

「だいたい銀行だってまだ開いてないだろ。大人しくデートでもしてこいよ」

「デート？」

「ほら、そこ。弁当のような名状しがたい何かを作ってるから」

　店長はキッチンの方を顎あごで示した。

　歌鳥の危き機き察さつ知ち能のう力りよくが警けい鐘しようを鳴らす。

　と同時に、キッチンからファンタスティックで生なま臭ぐさいスメルが漂ただよってきて、その危険な香りを従したがえてヘッドホンをつけた少女が顔を出した。

　――フラグ。

　またの名を《言こと霊だまに愛された少女》という。

　一年ほど前にこの世に生を受けた言想の少女であり、日本で唯ゆい一いつの魔法使いではないかと目されている。その身体からだから漂う言霊と、金きん髪ぱつに碧へき眼がんの洋風人形のような完璧に整った美び貌ぼうから分かる通り、人間ではない。

　世界の理ことわりを根底から覆くつがえしかねないどうしようもないもの――言想魔法の使い手だ。

　彼女の魔法は人の声を聞いたら無差別に発動してしまうため、普段は音おん声せい遮しや断だん用ようのヘッドホンをつけてインストを流している。それでも会話が出来るのは、唇くちびるの動きから完璧に相手の発言を読み取る能力があるからである。

　彼女は自分の魔法を制せい御ぎよ出来ないがゆえに危険視されていた。

　日本語圏における魔ま術じゆつ結けつ社しやの総そう元もと締じめたる言霊会は、彼女を処分するよう歌鳥に命令を下した。これがおよそ一ヶ月前の出来事である。歌鳥は一度彼女を追い詰めたものの、言霊会を裏うら切ぎり、店長たちの協力を得て彼女を救い出した。どこまでもマッチポンプな救出劇ではあったが、それ以来、彼女は歌鳥に好意を寄せるようになったのである。

　最近はその好意の証明として料理を頑がん張ばっているらしいのだが……。

「歌鳥くん、おはよう。今日は暇ひまなの？」













　そうだよ、と返事をしそうになって、彼はフラグの格好に気がついた。

　ヒラヒラのフリルがたくさんついたエプロンを着用し、髪を束ねてコック帽ぼうをかぶり、左手は腰に、右手には菜さい箸ばしを。その気合の入った服装から、キッチンで地獄絵図が展開されていることは容易に予想がついた。

　悲しいことに、フラグは「美味」の方向感覚まで人間離れしていたのである。

　料理の修しゆ業ぎようと称し、彼女は毎日のように歌鳥に創作料理を食べさせてくれる。歌鳥は毎日のように彼女の実験台となり実験結果をレポートしているのだが、その腕前は上がるどころか右肩下がりである。最近では泥どろ団だん子ごの方がミネラルが摂とれるだけマシではないのかと思い始めたが、料理の上う手まい女の子になりたいという意思を尊そん重ちようしたいという思いもあり、歌鳥は一日一回だけ彼女のアレを食べて、密ひそかに自室のトイレに吐き戻すなどしている。

「暇ではないけど、フラグは何をしているんだ？」

「お料理を作ってるの。歌鳥くんに味見してもらいたいんだけど、だめかな？」

　それは夜まで腹の中に異物を詰め込み続けるぞ、という脅おどしに聞こえた。

　歌鳥はチャムを見た。鼻の良い番犬は三さん途ずの川かわを犬かきで渡っているに違いない。

　ついでに店長を見た。童女はボクに関かかわるな、と態たい度どで示していた。

「残念だが今日はどうしても外せない用事があるんだ。店長とチャムさんに味見してもらってくれ」

「その用事ってなんなの？」

「それはだな……」

　歌鳥は用事をでっち上げようとしたが上手い考えが思い浮かばない。答えにつまる歌鳥を、フラグは《落としの松まつさん》といった二つ名をつけられそうな人たちがよくする追及の目で見つめる。

　そこに、突然妹が現れた。

「お兄ちゃんはわたしと服を買いに行く約束をしているのです」

　歌鳥は神が現れたと思った。

「えっ、そうなの？　いいな、いいなー」

　自分も一いつ緒しよに行きたい、という思いを言げん外がいににじませながら、フラグは突然の乱入者をぎこちなく歓迎した。妹はフラグたち言想堂のメンバーと、あまり良い関係を築きずけていないのかもしれない。

「今日は給料日なのでいっぱい可愛い服を買ってもらうの」

　だが、今はもっと切実な問題を前にしている。歌鳥は妹と口裏を合わせた。

「実はそういうことなんだ。妹を一人で外出させるわけにはいかないからな。護ご衛えいとしてついていかなきゃいけないんだよ。いや、本当はフラグの料理も気になるんだけどね。でも先約があるから、仕方ないね」

　魔術師は太陽の出ている間ならば滅めつ多たに人を襲おそわない。だが、万が一ということもあるし、魔術の世界とは全く関係のないところで喧けん嘩かや事故に巻き込まれることもある。過か保ほ護ごかと思われそうではあるが、それでも護衛が必要なのだ。この理り屈くつにはいかにフラグであろうとも反対出来ない。

　こうして、晴れて歌鳥は妹と一緒に買い物に行くことになったのである。




　つまり、彼はあくまで少女を守る騎き士しとして同行しているのだ。

　――なのに、どうしてこうなった？

　確かに郊外型のショッピングモールでアイスクリームを買ったり、海岸線沿いを手をつないで歩いたり、幼児体型にぴったりの服を物色したりもしているが、それは予定外の仕事だ。妹から真剣さが足りないと責められても仕方がない。

「いいこと考えた」

　妹はぽんと柔やわらかい手を叩たたく。その頭の上に閃ひらめきの豆電球が見えるようだった。

「試しにお兄ちゃんが選んでみればいい。それならわたし、決めやすい」

「どうしても俺が選ばなきゃダメか？」

「嫌なの？」

　不機嫌と不安が入り混じった顔で迫せまられては、断るわけにもいかない。

「……いや、そういうわけじゃないんだけど、ちょっと自信がないんだ。レギンスとトレンカの違いくらいしか分からないし、ティーン向けのファッションには詳しくないし、今の流行は追いかけてない」

「ノープロブレムだよ。わたし試着室にいるから、選んできて。お兄ちゃんが選んでくれたのなら何でもいいの」

「そうか、じゃあ俺なりに頑張ってみるよ」

　妹はこくりと小さく頷うなずいて、試着室の中に消えていく。その顔にほんの少し赤みが差したのを、歌鳥は見逃さなかった。最後に妹はカーテンを少しだけ開けて、顔をこちらに向けた。

「覗のぞいちゃダメだからね」

「分かってるって」

　言わなくてもいい一言をあしらい、目的のコーナーへと向かう。そこは歌鳥のような男には縁えんのない少女臭が充じゆう満まんする魔ま境きよう。その中から目的の一着を選び取るのは、亜あ熱ねつ帯たいの森で毒のないキノコを見つけるようなものだ。

　それにしてもどんな服を選ぶべきなのか。

　歌鳥は妹の言葉から真意を汲み取ろうとする。

　そもそも妹が何を欲しているのか、彼には良く分からない。

　妹は先のフラグをめぐる争いで、歌鳥の敵として立ちはだかった。ところが、彼女は己おのれの魔術を使って歌鳥を助け、争いが終わった後は言霊会を抜けて歌鳥についてきた。

　家族になりたいと言って。

　距離感がまだ摑つかめない。

　まだ妹だと分かる前の、可愛いけれど決して近づきたくはない類たぐいの同級生であった環。家族になって罪つみ滅ほろぼしをするように要求してきた環。その二人があの小さな姿に重なり合っている。そんな妹とのコミュニケーションは複ふく雑ざつで難なん解かいだ。

　お前は人として、兄として正しいことをしているのか。

　こうして一緒に過ごす時間を増やしている間にも、その二つを試されているような気がする。まるで選んだ服の一着一着が、彼の出す答えになるかのようだ。

「何をしているんですか？」

　唐とう突とつに声をかけられて、歌鳥は慌あわてて振り向く。接近されていることにもまるで気付かないほど深く考え込んでいたらしく、ブティックの店員と思おぼしき女性が警けい戒かいするような眼まな差ざしを向けている。

「騎士としての役目を果たしているんです」

「はあ」

　片手にメタリックな感じのベルトを、もう片方の手にワンピースを持ったままでは、まるで説得力がない。彼は妹がいるであろう試着室の方へ目を向けた。

「試着しても構いませんね？」

　店員は歌鳥の顔と鎖さ骨こつとベルトを何度も見比べた。

「……。試してみる価値はあると思います」







　帰りのバスの中では、妹は少しだけ上機嫌に見えた。

　結局ブティックの中ではいいのが見つからなくて、歌鳥は他のお店で妹の服を選んだ。妹は最初複雑な表情を見せたものの、そのチョイスは犬にタマネギを食わせるほどには間違っていなかったようで、バスから降りるときのステップは羽が生えたように軽かろやかだった。

　時刻はもう五時を回っている。駅前のロータリーは金曜日らしく混こん雑ざつしており、メインストリートから繁はん華か街がいへと枝分かれする道を無数の中年紳しん士しが歩いていた。「勿」のような類るい人じん猿えんを肩に乗せてダイエットに励はげむ者、行き場を失った野の良らメイド、豹ひよう頭とうの勇者などが街中を歩いていたが、特に魔術的に危険な感じではない。

　駅前広場を通りかかったとき、二人の男が声を上げているのに気がついた。二人は「本日閉店」の垂たれ幕まくの下で玖く鳴なり石いしから作られたアクセサリーを販売している。

　玖鳴石。

　この街だけで採とれる特とく殊しゆな宝石だ。言霊が結けつ晶しよう化かしたものだ、と言われている。

　見た目は琥こ珀はくのようだが、琥珀と違って海水には浮かない。

　だが海水に浮かないのは玖鳴石の最大の特とく徴ちようではない。

　この石は言葉を保存する。

　石に向かって喋しやべった誰かの言葉を、琥珀が太たい古この蚊かを封ふうじ込こめたように保存する。だからこの街には石が囁ささやくという伝説があるし、その囁きを聞く者には特殊な才能があると言われている。

　もっとも、今では国内のさまざまな魔術結社に行き渡ってしまったり、言霊のタンクや言葉を封じ込める装置としてもっと優ゆう秀しゆうなものが開発されたりしたため、もはや安物の宝石程度の価値しかないのだが。

　――見た目は、本当に綺き麗れいだよな。

　信号待ちの間、ベルベットで覆おおわれた台の上に並ぶ琥珀色のネックレスやブローチを眺めていると、自然と頭の中にフラグの姿が浮かんだ。彼は頭の中の肖しよう像ぞう画がに玖鳴・オリジナル・アクセをレイヤーのように重ね合わせる。フランス人形のようないでたちの彼女にはオーガニックジェムが驚くほど似合う。

「そこの少年！」

　二人の男のうち年配の方が声をかけてきた。サングラスをかけた壮年の大男で、江戸時代の侍さむらいが着る裃かみしものような大げさな和服を着ている。正月番組か旧家の屋敷以外では見ない姿だ。その口ひげからは店長をはるかに超えるダンディーを感じるが、よく考えれば店長よりダンディーを感じない男性というのも珍しい。

　もう片方はつやつやとした黒髪のオールバックで、黒のスーツを着込んでいる。ＢＬ小説に頻ひん出しゆつする暴力団の若わか頭がしらといった風ふ情ぜいであり、裏うら風ふう俗ぞくを二、三軒経営していても違い和わ感かんがない。トランプで戦いそうな顔をしている、と歌鳥は思った。

　妹が不安げな面おも持もちで歌鳥を見上げている。

　それも当然のことだろう。この街では玖鳴石の販売を行うのは魔術結社の人間――玖く鳴なり採さい掘くつ機き構こうの人間だけだ。彼らが歌鳥たちに声をかけたということは、この人混みの中から魔術師らしい何かを感じ取ったということになる。

　今のところ、言想堂が玖鳴の魔術結社同盟と敵対する理由は一つもない。

　店長の方針も聞かずに関わるべきではないし、信号が変わり次し第だい彼らの声を無視して家いえ路じにつくべきなのだ。歌鳥は彼らを無視しようとした。

　だが、大男と若頭に回りこまれてしまう。

　周りの人間は、歌鳥たちを哀あわれむような目で見つめてきた。

「よろしければご覧らんになっていきませんか？」

　若い男の方は物もの腰ごしが柔らかく、そのまま同人誌即売会の売り子をやっても違和感がない。

　くいっ、と袖そでを引かれる。

「関わり合いにならない方がいい。閉店セールは客引き。店を畳たたむわけじゃない。あの二人がやってるのは適性試験」

　妹はスケッチブックに小さな字で忠告を書いていた。

　本日閉店、という惹じやつ句くは「（いつも通り）本日は（○○時に）閉店します」という意味にも解かい釈しやく出来る。従って人の出入りが激はげしい有名な街には、毎日のように「閉店セール」を行う店が存在する。「消防署の方から来ました」と同じ理屈だ。

　歌鳥はあの石が魔術師としての適性試験に使われるものだということを小耳に挟んだことがある。囁きが聞こえたら才能がある、というわけだ。

「知ってるよ。聞こえないフリをしろ。いいな？」

　無む邪じや気きな豚ぶたのような笑えみを浮かべると、二人は牧場の人間のように歓迎してくれた。妹も歌鳥の後ろに隠れ、様子を窺うかがう。

「玖鳴石はここの特産品でしてね、不思議な力を持っています。お二人は言葉を喋る石、という伝説を聞いたことがありませんか？」

　もちろん知っている。歌鳥は何も知らないような顔をして答えた。

「言葉を喋る石？」

「そう。玖鳴石は《言こと霊だま》が長い年月の間に結晶化したものだと言われています」

　歌鳥も妹も顔色を変えず、ふんふんと頷いた。

「白はく亜あ紀きの虫たちが琥珀の中に閉じ込められたように、玖鳴石の中には言葉が捕まっている……そういう話があるんです。どうです、聞こえるかどうか、試してみませんか？　もし聞こえたら伝説に新たな一ページを刻きざむことになりますよ」

　石の紹介を終えると、オールバックのスーツは歌鳥に向かって未加工の石を差し出した。地中から掘り出したばかりの鉱石のように砂さ礫れきが付着してでこぼこしている。銅貨色の仄ほの暗ぐらい耀かがやきが歌鳥の目を引いた。

　彼はそれを自分の耳に当てた。




「母さんは精せい霊れいになったんだよ」




「残念ですが何も聞こえませんね」

　歌鳥は妹の耳に石を近づけた。歌鳥は再び石の囁きを聞いた。おそらく同じ声が妹の鼓こ膜まくを震ふるわせているのだろうが、妹もまた何の反応も示さない。妹はくりくりと首を振る。

「この子にも聞こえないみたいですね」

　それは残念だ、というように、大男はがっくりと肩を落とした。そのしぐさは何だか大おお熊ぐまがコミカルな動きをしたようで、見る人によれば可愛いかもしれない。

「残念ですね。私たちはいつか本当に声の聞こえる人が現れるんじゃないかって、駅前で張り込んでるんですよ。お騒がせしました。ところで、こちらのアクセサリーはどうです？　ここでしか買えない、しかも本日限りの限定品です。彼女さんにどうです？」

　歌鳥と妹は顔を見合わせた。

「無む駄だづかいはよくない」

　そうは書いたものの、妹は何かを期待しているようにもじもじしている。

　ふと、今日一日連れ回してくれたお礼として石をプレゼントするとどうなるだろう、と考えた。妹は喜ぶだろうか。それともそれは、兄として不適切な行為だろうか。

「半額って言っても一万円越えちゃうし、俺のような貧びん乏ぼう人にんには無理ですよ」

　その発言でピンと来たのか、裃ダンディーが歌鳥の耳にお買い得情報を流す。

「少年、今だけ、安くしとくよ……九割引でどうだい」

　そこまで値引きをされたら、ちょっとしたお土産を買って帰るのと変わらない。

「えっ、本当にいいんですか？　それじゃあ……」

「買っちゃうの？」

　財布と取り出した歌鳥を咎とがめるように、でも少しだけ期待のこもった目で妹が見上げてくる。

　歌鳥は楕だ円えんに磨みがかれた玖鳴石のネックレスを指差した。裃ダンディーは素早くネックレスを箱詰めし、歌鳥に手渡した。

「一九八〇円になります」

　オールバックスーツが柔らかな声こわ音ねで「お買い上げありがとうございます」と追つい撃げきする。歌鳥は二千円を差し出し、二〇円のお釣りを受け取った。

　そして二人は店の前を離れ、再び帰路につく。

「そういうのは、きちんとしたお店で買うべき」

　妹がスケッチブックだけを頭上に掲かかげた。

「そうかな。でもフラグはこんなのでも喜んでくれると思うよ」

「？」

　妹が立ち止まり、歌鳥を見上げた。合格発表者一覧から自分の受験番号を見つけられなかった浪ろう人にん生せいのような顔だ。

「だって彼女さんにってことだから、妹にあげるわけにはいかないよな」

「それって、そういう意味で言ったんじゃないと思うけど」

　くるりと前に向き直り、妹は足早に帰路を目指す。少しだけ分かりやすい反応をしたのが面白くて、歌鳥は誤解を解くことにした。

「冗じよう談だんだよ、冗談。ちゃんと環にあげるために買ったんだから」

「冗談でもそういうことやっちゃいけない」

　妹は大変ご立腹のようで、話しかけても答えてくれそうにない。歌鳥は宥なだめながら妹の後ろを歩く。

　辛かろうじて存続しているような商店街を通り抜け住宅地に差しかかる。特に護衛が必要なほど危険な場所ではない。

　ではない、はずなのだが。

「環」

「何」

　妹は前を向いたままスケッチブックだけを上に掲げる。

「そんな風にしてると危険だぞ。ちゃんと前を見て歩きなさい。人間は前しか見れないんだから」

「わたしお兄ちゃんみたいにドジじゃないから」

「食パンをくわえたまま全速力で角を曲がってくる女子学生とかにぶつかったら大変だろ？」

　曲がり角に差しかかると、歌鳥は妹の襟えり首くびを摑んだ。

　歌鳥の言葉通り、曲がり角から少女が突然現れて、二人の目の前でどずっさぁーと転び、持っていた紙袋の中身を路上にぶちまけた。

「とまあ、このように危険だ」

「なっとくした」

「それにしても見事な転び方だ。人ひと気けのない道だからとスピードを出していたら曲がり角に老人がいて慌ててブレーキを踏んだところ見事にハンドル捌さばきを誤あやまり家の外壁に衝しよう突とつした、という交通教本に載のってそうな事故の例に匹ひつ敵てきする……で、おい、大丈夫か」

　歌鳥が声をかけると、左右の確認をせずに曲がり角を突っ切ろうとした少女は涙目で立ち上がる。生足を盛大に露ろ出しゆつした短パンに赤いジャケットを羽は織おり、コースターのように巨大なサングラスをかけて×印のはいったマスクをしている少女は、道に散らばった小シヨウ龍ロン包ポウを見て、がっくりと肩を落とす。

「ああ、あたしの焼き小龍包が……！　火傷やけどしそうなほど熱いジューシーな肉汁をもっちりとした舌触りの生き地じで包み込んだ丸まる玖く飯はん店てんの至高の逸いつ品ぴんが……！　わざわざ買いに来たのに……」

　そこまで詳しい描びよう写しやが出来るなら元気だろう。

　関わりたくない手合いだ。歌鳥は妹を連れてそそくさと逃げ出す。

「おい、お前！　そこの彼女連れのリア充！」

　残念、回り込まれてしまった。

「そこの女の足に引っかかってこけたんだぞ、弁べん償しようしろ！」

　言いがかりである。妹は歌鳥にだけ見えるようにそっとスケッチブックを掲げた。

「あたってない」

　恐らく妹の書くことは正しい。

　歌鳥は路地を見た。人目がなく、誰も使いそうにない青のポリバケツが置いてある。この子をあの中に放り込めば一週間は静かに過ごせる。

　――いや、それはいくらなんでもだめだ。

　幸いにも今日は給料日。揉もめ事ごとを処理するだけのお金は十分にある。歌鳥がやるべきはこの街で絶対に目立たないことだ。

　彼は散らばった少女の荷物を拾い集め、手渡すと、こう言った。

「うちの妹が迷惑をかけた。焼き小龍包は俺が弁償しよう。それと、怪け我がはないか、お嬢さん？」

「あ……うん。大丈夫だよ」

　突然優しくされて面食らったのか、彼女は膝小僧を払い、怪我がないことをアピールしてみせる。特に裏社会の関係者という感じはない。代金の千円を支払うと、逃げるように去っていく。

　当たり屋の真ま似ね事ごとでもしたい年頃なのだろうか。

「さっきから、治安のわるいまちだね」

「ちょっとアグレッシブな土地柄なんだろう」

　適当なことを言ってから、そういう土地も悪くないと思った。人と関わり合いを持とうとする人間が多いのは別に悪いことではない。やり方は不ま味ずくとも、少なくとも孤こ独どくな人間は減る。誰ともコミュニケーション出来なくて、ひとりひとりが孤独に死んでいく人間だらけの大都会と比べれば、まだアグレッシブな田舎いなかの方がマシだという気もする。

　くぅ、と可愛い音を立てて妹の腹が鳴った。もう六時過ぎだ。

「お腹なかすいた？　肉まん食べて帰ろうか」

「今食べたら晩ごはん入らない」

「じゃあ半分こしよう」

「うん」










「ねえ、歌鳥くん。店長がおかしいの」

　帰宅した弓原兄妹を迎え入れたのは、フラグの不ふ穏おんな一言だった。

　数秒間の沈ちん黙もくの間に、ぱちりぱちりと木で木を打つ音が聞こえてくる。

「店長がおかしいのはいつものことだろ？」

　軽口を叩く歌鳥と、何だか満足顔の環を交互に見て、何か言いたそうに、でもそれを我が慢まんしながら、彼女は必要なことだけを伝える。

「でもね、なんだかすごく元気がなくて」

　歌鳥の代わりにフラグの料理を腹いっぱい詰め込んだのなら、それはもう元気がなくなるに違いない。

「それに、お給料も渡してくれないの。いくら言ってもまた今度ねって」

「それは由ゆ々ゆしき事態だ。店長はどこだ？」

　フラグは事務所用の部屋を指差した。歌鳥は妹に部屋に戻るように言い、ドアをがらりと開ける。

　童女と犬が将しよう棋ぎを指していた。

　かつて《歩く魔術結社》と言われた魔術師。あらゆる魔術を無む効こう化かする炎を操あやつり《バベルの業ごう火か》の異い名みようを持つ大型犬。全盛期ならば世界も狙えるゴールデンコンビである。

　そのゴールデンコンビが将棋を指している。

「王手」

　チャムが爪つめを立てないように飛ひ車しやを動かした。犬のくせに穴あな熊ぐまを組んだチャムが店長を追い詰めている。歌鳥の見る限り手持ちの銀ぎんを使えば店長は助かるのだが、たとえこの劣れつ勢せいをひっくり返しても穴熊を崩くずすのは難しそうだ。

「店長、大事なお話があります」

「今は大事な勝負の途中だ」

「勝負は中断してください。もし無視するというのなら店長の鼻の穴にと金きんを詰める用意がある」

「……。分かった、話を聞こうじゃないか。チャム、時計を止めてくれ」

　右前足の肉球が対局時計の呼吸を止めた。

「何の用だ」

「フラグから聞きました。店長がお給料を払ってくれないそうですね」

「給料……？」

　店長はまるで遠い昔の思い出を探すようにその言葉を繰り返した。

「給料、か。なあ、カトリ。給料ってなんだい？」

「労働の対価とは何か、と考えるまでもなく存在する、所定の期日に支払われる賃金のことです」

　歌鳥は国立大学の助教授のように答える。

「普段は存在しない」

「今日は給料日です」

　店長は懐から煙草たばこの箱を出し、中に入っていたキャンディーをくわえた。将棋盤を離れ、事務所の窓のブラインドを開ける。五月の夕陽が事務所をおぼろに染め、逆ぎやつ光こうが店長に憂うれいを与えた。さながら刑事ドラマのワンシーンのようである。

「カトリ、ボクが『マジカル金きん融ゆうガール　ＴＥＮ－ＣＨＯ－ＣＨＡＮＧ』の正体だということは、当然知っているな？」

「小耳にすら挟んだことがありません」

「常勝無敗、推定年齢一二歳の金融ネットアイドルだ。覚えておけ」

「で、そのマジカル金融ガールが何をしでかしたんです？」

「キミもＦＸという言葉には聞き覚えがあるだろう」

　言想堂では金融の棚にコーナーを作って並べてある。歌鳥もその概がい要ようは知っている。

「儲もうけが莫ばく大だいな代わりに被害も甚じん大だいであるとか。サバトのような儀式だと聞いています。で、何をしでかしたんですか？」

「ちょっと手が滑すべってしまってね」

「……。いくら損そんしたんですか」

　店長は片手でパーの形を作る。

「五万円ですか」

　歌鳥は希望的観測を述べた。

「軽く見積もってその百倍といったところかな。そういうわけだから、残念だが給料のことは諦あきらめてくれ」

　次の瞬間、歌鳥は店長の肩に手を置き、人間生きてりゃそういうこともあるよと言いかけたところで、流れるようにヘッドロックに移行した。

「やめておけ小僧、そんなことをしてもぬしの給料は戻ってこんのだぞ」

「止めないで下さい。少なくとも俺の気は晴れるんです！　それに店長が泡あわを吹けばバブル景気くらいはやって来るかもしれないじゃないですか！」

「そうか、ならばわしも加勢しよう」

「この薄はく情じよう者ものどもがあぁぁぁっ！」

　店長は意識を飛ばされる直前に歌鳥の手から抜け出し、ソファーの上に避ひ難なんする。

「キミらはっ、年長者を敬うやまうとゆーことを、知らんのか！」

「店の金を着服して借金の穴埋めをする子供にはおしおきが必要です」

「いいか、カトリ。ボクだって好きで土地と金を転がしてるわけじゃない。ボクらが生きるにはお金が必要なんだ。ゼニだよゼニ！　書店の経営だけで黒字を出すなんて、ましてや五人も六人も食わせるなんて、出来るわけないじゃないか。岩いわ浪なみ文庫の新刊が出るたびに大学生が列をなす時代じゃないんだ。それとも何だ、良い案があるのか？」













　歌鳥は書店経営を黒字にする方法を考えた。

　常識的に考えて、そんな方法は存在しない。しかし弓原歌鳥は常識に囚とらわれてはいけないことを知っている。

「まず、人口を二〇倍にします」

「出来るわきゃねーだろ！」

「落ち着いてください。個人経営のお店が潰れないためには潜せん在ざい的てきな顧こ客きやくの数を増やさなければなりません。だから、まず書店をやめて政治家になればいいんですよ。で、首都機能をこちらに移転させる。次に新幹線を通す。それから大学とテーマパークを誘ゆう致ちする」

「どこの都市開発型ＳＬＧだよ……現実はパン屋で街を独占出来るほど甘くはないぜ」

「でも、店長は経営者より政治家の方が適てき職しよくだと思います。アジるの得意だし、選挙ポスター栄ばえしそうだし」

「吾われもそう思うぞ」

「それに、この国の人間は童女の正論なら受け入れます」

「キミらはボクを何だと思ってるんだ。政治家になんか、ぜったい、ぜったいになってやんないんだからな」

「じゃあ店長はどうやって給料を払うつもりなんですか。資金はなし。仮に開業できても黒字化の目め処どが立たないなら銀行だってお金を貸してくれませんよ」

「すでに手は打ってある。副ふく業ぎようをやるんだ」

「副業？」

「そうだ。しかも金融商品みたいなリスキーなものは扱わない。そして元手がかからないわりに儲けはでかい」

「何をやるんですか？」

「便利屋だ。カトリ、ボクらは便利屋をやるぞ」

「便利屋ぁ？」

　もしうどん屋かドラマーを目指すと言われてもこんな素すっ頓とん狂きような声は出なかっただろう。

「またとりあえずキャラクターだけ揃そろえてみたラノベか日常系マンガっぽい副業を……」

　書店員たるもの最近流行の作品くらい押さえねばならぬと読よみ漁あさった結果、その辺りの事情にかなり詳しくなっていた歌鳥であった。

　店長は頭を抱える歌鳥の様子など目に入らぬように、事業内容を説明する。

「キミたちは非常に有能な魔術師だ。そして非常に有能な魔術師にしか解決出来ない仕事はどんな土地にでも転がっているはずだ」

「だったらそちらをメインにすればいいじゃないですか」

「便利屋では定期収入が得られない。常に厄やつ介かいごとが発生してるわけじゃないからね。名刺に『便利屋』とでも書くのか？　それは中ちゆう二に病びようにしか許されないことだ。『職業のないスパイは影のない人間みたいに不自然なものだ』と魔術師ダンセイニも言っている」

「だけどこの街にも専門家がいるでしょう。俺たちが名乗りを上げれば他の魔術結社の連中から妨害が入ります」

「分かってないようだな、カトリ。いいか、ボクらは一月前の戦いで言霊会の暗部を担うトップエリートと引き分けたんだ。いや、もともとの戦力差を考えると勝利を収めたと言っても良い。つまり魔術結社としては日本語圏最強クラスの精せい鋭えいなのだ」

「この地の魔術結社では相手にならないと？」

「それもある。だけどそれ以上に大事なのは、この玖鳴の魔術結社には解決不可能な問題がボクらには解決出来る可能性があるということだ。ボクらは競きよう合ごうする必要がない。想像してみたまえ。たとえば、キミが百階建てのビルを建てたがっているとする。どの建設会社も八〇階までなら大丈夫だけど、一〇〇階建てのビルを建てられるのは一社しかない。だとしたら、キミはどこに仕事を頼む？」

「その一社しか考えられませんね」

「そういうことだ。カトリ、今日の内に宣伝は済ませてある。もうじき悩める依頼人がやって来る」

　ベルの音が鳴る。

「ほら見たまえ。これでもボクが経営者より政治家に向いてると思うか？」




　対応に出た説せつ子こが連れてきたのは、某ぼう球団が優勝する度に道どう頓とん堀ぼりに投げ込まれる人形にハゲカツラとハナメガネを装備させたような、得体の知れない人間だった。

「どうも、三段笑い研究会です」

　店長は落らく胆たんしている。

「……。何か用かね」

「当会はいま、声に出して読みたい三段笑いを広めるために協力者を募つのっています。ご存じない方に向けて説明いたしますと、最初は『ククク……』、次に『ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！』、そして『フゥーハハハッ！』と〆しめる。これが三段笑いです。勝利演出をいっそう見栄えよくする効果が」

「セッちゃん、お帰りいただいて」

　説子は無口で頷き、三段笑い研究会会員を窓から放り投げた。

「いいんですか、あんな対応で。死んでしまいますよ」

「五階から投げ落としたくらいで死ぬような奴やつに魔術結社の営業が務まるもんか」

　店長の言葉を証明するかのように、外から三段笑いが聞こえる。

「ほんとだ、生きてる」

　歌鳥はそのタフネスに素直に感動した。

　説子が窓を閉め、再び隣室に戻る。

　ベルが鳴る。

「よし、次！」

　続いて緋ひ袴ばかまに白びやく衣えの女性が現れた。箒ほうきを手に境けい内だいを掃はき清きよめる姿が鮮あざやかに思い浮かんでしまうような、見事な巫み女こ装しよう束ぞくである。神しん道とう関係者なら魔術師である可能性は高い。店長は巫女の険けわしい顔から金の匂においを感じ取ったのか、丁てい寧ねいに対応した。

「ようこそお越し下さいました」

　巫女は店長のことなど意に介さず独り言をこぼす。

「なかなか居い心地ごこちの良さそうな事務所じゃない」

　彼女は事務所内を見回して、

「気に入った。ここを人類侵しん略りやくの拠きよ点てんにするでミコ」

　満足げにギャラクシアン宣言をした。

　店長と歌鳥は顔を見合わせる。

（どうして語尾がミコなんだ？）

（そりゃ巫女だからでしょう。って、他に疑問を持つべきところがあるでしょうが）

「お前たちは特別に配下にしてやろう。早く分ぶん社しやを作るのだ。この街を拠点に信者を増やしていけば、やがて日本を、アジアを、そして世界を我が手に！　リターントゥタカマガハーラ！」

「お帰り下さい」

　ギャラクシアン巫女は説子に引きずられて部屋の外に連れて行かれた。何をするでミコー！　と遠い部屋からしばらくどたばたと人の争うような音が聞こえてきたが、やがて静かになった。

「そういえば、説子ちゃんはいつの間に来てたんですか」

　都つ築づき説子は歌鳥の同どう僚りようであり、言想堂に所属する魔術師である。中性的な顔立ちのため、よく男と間違われるが、本人曰いわく女の子らしい。小さくて可愛らしいものへの執しゆう着ちやくはどこか異常なものがあり、歌鳥の妹を愛めでている場面をちょくちょく見かける。

　いちおう、環の方が年上なのだが。

「事業説明をしてたときからいたよ」

「……気付きませんでした」

「無口だからなあ、あの子。そんなことより次だ、次！」

　ベルの音が鳴る。

　店長自らドアを開けると、そこにはポータブルＤＶＤプレイヤーを手にした若い男が立っていた。

「こちらが言想堂ですね。仕事の依頼に来ました。あなた方に暗号解読の手伝いをしていただきたいのです」

「話を詳しく聞かせていただこうか。カトリ、コーヒー」

　見たところまともな客のようである。

　歌鳥は台所の惨さん状じように目をつぶり、インスタントコーヒーを用意しながら、若者の話に聞き耳を立てた。

「第二次世界大戦の際、枢すう軸じく国こくが密ひそかに試みていた火を吐く超大型巨人の育成計画……その概要が記されているという、《腐ふ海かい文もん書じよ》をご存知ですか」

「聞いたことはあるが、あれは都市伝説じゃなかったかな」

「あの隠し場所を示す暗号が地上波に乗って放送されている……そういう情報をさる筋から手に入れたのです。調査の結果、ナチスドイツの暗号解読機があれば解かい析せき出来ることまで判明しました」

「その暗号解読機を手に入れろ、ということかな」

　あるいは、言想魔術を用いて暗号を解読しろということか。それなら問題ないだろう。説子は論理のエキスパートだし、言想魔術を利用した暗号ならチャムに燃やしてもらえばいい。

「いえ、そうではありません。我々はその暗号を見つけ出す段階で立ち止まっているのです。そこにあるのは間違いないのに、目視確認出来ない。たとえるならば彫ちよう像ぞうに布のかかった状態です。あなた方には、その布を取り払っていただきたいのです」

「暗号がどこにあるかは分かっているのだね？」

「こちらをご確認下さい」

　若い男はＤＶＤを再生した。

「これは、深夜アニメ……か？」

「はい。在日米軍が日本のアニメを鑑かん賞しようする理由について調査した際に得られた情報を総合すると、深夜アニメに暗号が隠されている可能性が極めて高いと判明しました。隠し場所として考えられるのはこの浴場のシーンです。この湯気、長い髪、そしてレーザーのように絞しぼられた直線的な月光……局部を覆い隠す《見えざる手》は地上波での放送を可能にするための措そ置ちと考えられてきたのですが、実はここにマル秘情報が記されていたのです。つまり、この湯気を消す方法さえ分かれば我々は世界の真実に」

「児ポ法ビーム！」

　全すべての魔術を無効化するチャムの魔術が青年を襲おそう。

「うげらぼあっ！」

　青年は奇妙な悲鳴を上げ、ポータブルＤＶＤプレイヤーを取り落とした。世界の真実を内に秘めた銀色の円えん盤ばんは砕くだけ散ちり、青年は正気を取り戻した。

「ハッ！　こ、これは一体！　僕はどうしてこんなポル産深夜アニメにブヒっていたんだ？　早く帰って就職活動という名のデスゲームを再開しなければッ！」

　青年はスラングと思しき言葉で素早く現状分析を終えると、足早に消え去った。店長は複雑な表情を見せ、歌鳥はコーヒーを盆に置いたまま立ちつくし、チャムは誇ほこらしげな顔をしている。

「チャムさん、今のはひょっとして必殺技ですか」

「またの名を《ロリコンスレイヤー》とも言う」

「ドロップ率の低いレアアイテムみたいな名前をつけないで下さい」

「二人とも、他に言うことがあるだろ！」

　店長が勢い良く机つくえを叩き、一つ六二〇〇円のガラス製の灰皿が揺ゆれる。

「ボクみたいな可か憐れんでいたいけな美少女に向かってだな、仕事とはいえあんな肌色成分の多いシーンを見せつける奴があるかっ！　立派なセクハラじゃねーか！　早く奴を追え！　訴そ訟しように追い込んで賠ばい償しよう金きんふんだくってやんねーと気がすまない！」

「でも店長は中身アレですし、むしろああいうシーンは大歓迎なんじゃないですか？」

「い、いや、確かに少し続きが見たいとは思ったよ？　でもそれとこれとは別問題だろ！　ダンディーな心は複雑なんだよ！　キミら怒れよ、人として！」

「でも、店長に他人のセクハラを批判する資格はないですよね。説子ちゃんに対して遠回しに胸がないことを仄ほのめかしたり、浮うき舟ふねさんに結婚の話題をふったりしていますし」

「えっ、ボクそんな命知らずなこと言ってる？」

「訴うつたえられないのが不思議なくらい言ってます」

　言ってから、歌鳥は確認のために周囲を見回した。

　二人とも今はいない。チャムがうっかり口を滑らせなければ身の安全は保障される。

「や、やだなあ……人を団だん塊かい世代の爪つめ垢あかで作った泥人形みたいに言わないでくれたまえよ。そんなことより次のお客さんを待とうじゃないか。カトリ、コーヒーをいただくよ」

　動揺しているのか、店長は角砂糖も入れずにお気に入りのカップに口をつけた。普段は何に影響を受けたのか、角砂糖を二つ入れる。缶コーヒーを買うときは、甘かん味み料りようが身体に良くないからと言って無理にブラックを飲んでいる。

「ところで今のネーミングセンスはどうだ？　感想を聞きたいのだが」

　歌鳥は肩をつついてくる犬の前足を黙もく殺さつし、店長に大事な話を持ちかけた。

「店長、俺は大切なことに気付きました」

「言ってみろ、カトリ。ボクもいま大変な過ちに気付きつつあるところだ」

「八〇階建てまでなら、昔なじみの会社か、一番条件のいいところを選びます」

「まあ、そうだな」

「吾われの必殺技……」

「ひょっとして、この街には百階建てのビルを建てようとしてる人なんて一人もいないんじゃないですか」

「……」

「店長？」

「いや、まだ諦めるのは早い。カトリ、富ふ豪ごうと貧乏人の違いを知っているか？」

「存じません」

「短期的なマイナスにどれだけ耐たえられるか、だよ。貧乏人は一週間続けてみて効果が出ないものを続けたりはしない。富豪は三年間続けてみて進しん捗ちよくが見られないものでも、五年後、一〇年後に結実するなら途中でやめたりはしない。これは人付き合いにも言えることだね。カトリ、ボクはキミたちを集めるのに長い時間をかけたし、キミたちを育てるにはもっと長い時間をかけるつもりだ」

「人の給料をＦＸに突っ込んだ人間とはとても思えない言い草ですね」

　ちょうどそこへ、巫女を追い返した説子が戻る。

「セッちゃん！　聞いてよね、カトリがボクのこといじめるんだよ！」

　彼女は歌鳥の刺とげ々とげしい言い方に泣き始めた店長を慈いつくしむように抱きかかえると、いじめっ子歌鳥に蔑さげすむような視線を向けてキッチンへ向かった。やがて彼女は、二人分のカルピスと山盛りのチョコレートが乗った盆を抱えて戻ってきた。

　店長はご機嫌である。説子も店長を甘やかせてご機嫌である。

「説子ちゃん、あんまり店長を甘やかしたら駄目だよ。それにお菓子は三時だけだって言ってるだろ」

「弓原さんが外げ道どう過ぎるんです。それに、子供はちょっとむっちりしてる方がいいじゃないですか」

「店長を丸焼きにして食べる気か。子豚じゃないんだぞ」

「主ぬしは子豚というより小猿よな」

「それはともかくとして、弓原さん。フラグがお怒りですよ」

「フラグが？」

　自分は何か怒られることをしただろうか、と今朝からの出来事を回想していると、フラグがドアを開けて勢い良く事務所内に乱入して来た。

「歌鳥くん、これはどういうことなの」

　激げき怒どするでもなく、かといって冷れい徹てつな感じでもない。

　しかし確かにフラグはご立腹の様子だ。

「環ちゃんと服を買いに行ったのは知ってるよ。それは許します」

「いや、許すも何も妹と服を買いに行くくらいは……兄として普通だよ」

「それで、歌鳥くんは環ちゃんに服を選んであげたのね？」

「ああ、一番良いのを選んでくれと言われて」

「試着したのを見せてもらったの。可愛かったけど、でも、どうして環ちゃんは学校の制服を着ているの？」

　説子がカルピスを吹いた。

　彼女は歌鳥の肩に震える手を置いた。その仕草は戦場で最高のパートナーを見つけた軍ぐん曹そうのようだった。歌鳥はその手を無視した。

「環は高校生なんだ。義務教育じゃないけど、学校には通うべきだ。学校指定の制服を買ってるのはそういう兄心の表れだよ。今は無理かもしれないけど、いずれ、な」

「なんだ、そういうことだったんだ」

「もちろん女子高生の制服姿も見たい」

　店長は歌鳥の声色を真似してぼそっと囁いた。

「やっぱりそうだったんだ！」

「違うよ、フラグ、誤解だ」

「本当に？」

「いや、制服はいいものだけど、それとこれとは話が別なのであって……」

「小僧、正直は美徳だが、優ゆう柔じゆう不ふ断だんは悪あく徳とくだぞ」

　呆あきれたようなチャムの忠告がむなしく響ひびく。

　まさか服を決めるのに迷ったから適当な理由をこじつけたとも言えず、歌鳥は妹を学校に通わせる計画について話す。彼女は言想堂とは本来何の関係もなく、ただ歌鳥と一緒に暮らしているだけなのだ。近い将来、また元のように学校に通わせてあげたい。

「でも、そうなったら歌鳥くんも護衛として通うんだよね」

「まあ、そうなるんじゃないかな」

「決めました。フラグも学校に通います」

　場が凍こおりついた。

「悪いことは言わない。やめておくんだ」

「どうして？　フラグ勉強するよ。それに学校には通ってみたいと思ってたの。歌鳥くんが護衛をしてくれるならフラグも外に出られるよ」

　しかしフラグに外出許可は出ていない。

　彼女は言想堂の宝なのである。外に出せばいつ誰に襲われるか分かったものではない。店長たち言想堂一行は、安全に暮らせるように幽ゆう閉へいじみた形で彼女をマンションの中に閉じ込めている。身体からダダ漏もれの言霊が部屋の外に流れていくのを考えると、その安全策もどこまで有効なのか知れたものではないが、それでも外に出すよりはマシだ。

　フラグに自由はないし、希望も持たせてはいけない。そんな店長の視線が届く――キミの播まいた種だ。キミの手で始末しろ――歌鳥は彼女を家の中に縛しばり付つけておくための言い訳を考えたが、なかなか思いつかない。思いつかないので、彼は結論を先延ばしにすることにした。

「理由はまだ話せない。いつか話すよ」

　信頼を試すような物言い。

「本当にいつかちゃんと話してくれる？」

　フラグからは疑いの視線。

　歌鳥は何も返さず笑顔を取とり繕つくろう。それからフラグが信じてくれるのを待ってだんまりを決め込んだ。空気が塊かたまりになったように重くて、秒針の音がクリアに聞こえる。フラグは不満げだがどちらとも決めかねる顔をして、歌鳥の返答を待ち続けた。

　夕方には環に責められ、晩にはフラグに責められ、ストレスで胃に穴が開きそうだ。

　――早くこの時間が終わって欲しい。

　彼は心の底から願った。

　すると……。

　彼の願いに呼応するように、おかしなことが起こり始めた。

　歌鳥はこの感覚をよく知っている。

　言霊が、動いている。

　――誰かが魔術を使おうとしているのか？

　店長はチャムに確認する。

「気付いてるな？」

「うむ」

　天の助け、とばかりに歌鳥も警戒態勢に入る。

「フラグ、気をつけて。何か来る」

「へっ？」

　一人だけ状況の分かっていないフラグが、立ったままきょろきょろと部屋の中を見回す。

　言霊が一気に消滅し、

　変化は彼女の目の前で起こる。

「え、ええっ!?」

　フラグの腹部が裂けた。

　正確には、腹が裂けたのではなかった。

　縦に亀き裂れつが入るように、フラグの突き出た胸の下辺りの空間に裂け目が広がったのだ。

　裂け目の奥から白い光が漏れ、クレヴァスの間から生なま白じろい細い指が生えるように外へ出た。一〇本の指が亀裂を横へ横へと押し広げていく。

「ななな、何これ、何なの？」

　フラグが後ろへ飛び退ると同時に、裂け目が菱ひしに変形し、中から小さな人間の姿をした何かが飛び出した。

　それは最初猿のようにも見えたが、よく目を凝こらせば黒の和服を着た人間であった。













「ちょいと、お邪じや魔まさせてもらおうかの」

　子供のようにも見える。いや、背丈は子供だ。店長と変わりない。

　問題はその顔と身体のバランスにある。まるで光の当たらない土ど蔵ぞうの中で何十年も暮らし続けた人間のように痩やせ細ほそり、首から上を別人のものにすりかえたかのように顔だけが老けている。

「ここが言想堂じゃな」

　その老人とも子供ともとれぬ女は、不気味な嗄しわがれ声ごえを出した。

「キミは何者だ？」

「おやおや、これは活いきの良い歓迎ぶりじゃのう。せっかく仕事を持ってきてやったのに。わらわは九く頭とう篠しの巳み、玖鳴採掘機構を束ねる九頭家の長じゃ。驚かせて済まぬな」

　九頭篠巳と名乗る女は不敵に笑う。

　店長はその名前に聞き覚えがあった。何十年も前から玖鳴の街を支配し続けてきた魔術師の名だ。

　その身体は紅玉のように小さく、闇夜のように底知れない。

「玖鳴のトップが何の用だ？」

「何の用だ？　もなかろうに。お主らがあの言霊会を倒したという便利屋じゃろう？」

　九頭篠巳と名乗る女が周囲を見回す。

「仕事の依頼じゃ。代表の者と話をしたい」




　店長とチャムを残し、歌鳥たちは一いつ旦たん部屋の外へ出た。

　トップ同士でないと話せないこともある。

「世界は歪ゆがんでるな……」

　歌鳥が嘆なげくのも無理からぬことであった。扉一枚隔へだてた向こう側で、今まさに童女の姿をした老人どもが裏社会のやり取りを交わしているのだ。

　説子は環の様子を見てくると言って部屋を出て行き、残されたのは二人だけ。フラグはさきほどから自分の胸の下をさすったり、服の中を覗き込んだりしている。

「そんなに心配しなくても大丈夫だよ。あれは多分、移動系の魔術だ。空間に裂け目を作って移動したりしてるんだよ。理屈は分からないけど」

「すっごくびっくりしたんだよ。だって、急におなかの前から出て来るんだもん。そうだ、歌鳥くん、そんなことより……」

「学校のこと？」

　突然の来客で途切れた話題がよみがえる。

「いいじゃないか。環は学校に行く、フラグは行かない。それで何の問題があるんだ？」

「だって、ずるいよ。二人が学校に行くんなら、歌鳥くんは環ちゃんと一緒に登校したり、同じ教室で勉強したり、するんだよね？　それって、学校に行ってる間は環ちゃんが歌鳥くんを独占しちゃうってことだよね。フラグは外出も許してもらえないんだよ。ずるい」

「別に妹が兄を独占しても構わないと思うけどな」

「歌鳥くんはシスコンなの？」

「肉親に愛情を注がない方が異常だと思うけどね」

「そうじゃなくて、ずっと家にいる人のことも考えてって言ってるの」

　そうは言われても身体が一つである以上、どちらかに肩入れするともう片方はなおざりにせざるを得ない。シーソーだ。

「俺はフラグのことをいつも考えてるんだけどな」

「ぜんぜんそんな風に見えないんですけど」

　弱ったな、と思ったのも束つかの間ま、歌鳥は逆転の一手を思いつく。

「じゃあ証しよう拠こを見せてやろうじゃないか」

　そう言うと、歌鳥は懐に忍ばせておいた例の箱を取り出した。覗き込むフラグ。歌鳥が箱を開けて見せると、シルクに包まれた飴あめ色いろの玖鳴石をつけたネックレスが現れた。フラグの目の下に大量の赤い／スラツシユが出現し、口が∞はわわになった。

　――明日、もう一度同じものを買ってくればいい。環にはそっちをあげよう。

「あの、その、歌鳥くん、これって」

「今日買ってきたんだ。フラグに似合うと思ってね」

「いいの？　高かったんじゃないの？」

「一万九八〇〇円のお品物でございます」

　フラグの両目が「￥」に変化し、驚きを表している。歌鳥は九〇％オフであるという真実を告げたりしない。真実が人を幸せにするとは限らない。

「今日は給料日だし、初めて入ったお金はこう使うって決めてたんだ」

　もともとは妹を喜ばせようと思って買ったものである。ただ、どうせ二〇〇〇円の品物なのだし、こういう形でフラグをなだめるのに使ったって良いだろう。

　効果は抜群だ。

　黙っているといつまでも眺めていそうなので、歌鳥はそっと彼女の首にネックレスをかけてみた。ヘッドホンが邪魔になるので、一度外して無言のまま付け直す。魔術師ドビュッシーの「月の光」が流れ出す。

　言霊が凝ぎよう固こして生まれたという宝石は、何千年も昔に閉じ込めたのだろう日の光を放出するように輝いた。まるでフラグに触れて昔の姿を思い出したかのように。

「ねえ、似合う？　似合うかな？」

「ああ、とてもよく似合うよ。でもフラグ、これはみんなには内ない緒しよだよ」

「えっ、どーして？　ダメなの？」

　妹に目撃されては大変である。

「金目の物を店長に見せたら売り飛ばされて資金源にされるからな。自分のものは大切に守らなきゃ」

「……。そんなことしないと思うけど、うん、分かった。大切にする」

　フラグはそっとネックレスを外し、ポケットにしまった。女の子用の小さなポケットがビスケットを入れたように膨らむ。都合よく学校のことは忘れてくれたようだ。

「カトリ、ちょっと来てくれ」

　突然店長がドアを開けて顔を出す。二人はぎこちなく振り向く。

「二人とも何やってんだよ。顔が赤いぞ」

「な、なんでもないの！」

「ハハーン、さてはアレだな？　『ドアの向こうに店長がいるのに……っ！』ていうプレイだろ」

　耳年増ならぬ目年増フラグは、電子の海インターネツトのどこかでそういう表現を見たのだろう。首筋まで真っ赤になったのを隠すようにうつむいている。

「店長は中年向け週刊誌の読者投稿欄を読み過ぎです。セクハラで訴えますよ。で、どうしました？」

「キミにも話を聞いてもらう必要がありそうなんだ。おいで、カトリ」




「事件の概要を教えて下さい」

　童女二人が向かい合う。

　店長の側のソファーに座り、歌鳥は状況の把握に努めた。

「手短に話そう。依頼人は玖鳴の顔役だ。玖鳴採掘機構のトップ、九頭家のことは知っているな？」

「名前は存じています」

　玖鳴の歴史は宝石の歴史である。街は石によって支えられており、この地の魔術師たちはその採掘、加工、販売といった利権を巡めぐって争いを続けていた。

　これを束ねたのが九頭家である。

　代々優れた魔術師を生み出し、外部からも優秀な「血」を入れてきた、有力な魔術師の「家」。その系けい譜ふは源流を辿たどれば和わ歌か魔術の本流である藤ふじ原わら家けにつながるとも言われている。

　江戸中期、九頭の一族は玖鳴の魔術結社を統一することに成功した。しかし彼らの支持基盤は磐ばん石じやくではなかったため、他の結社を全て支配下におさめるのではなく、合議によるゆるやかな結びつきを目指した。関連業務をそれぞれ別の結社に独占させ、自らは外部からの盗とう掘くつ者しやを撃退する防衛役に徹てつした。

　この体制は後に引き継がれ、玖鳴同盟、玖鳴採掘事業団、などと名前を変えながら今に至る。しかしいつの世も変わらぬのは九頭家の立ち位置であり、彼らは今なお盟主としてこの地に君くん臨りんしている。

「彼女は九頭家の当主だよ」

　つまり、いま歌鳥の目の前にいる九頭篠巳という女は、玖鳴の裏社会を代表する存在なのだ。

　その異い形ぎよう、少女の身体に妙に老けた顔、柔らかい物腰の裏にある底知れなさ。

　たかが地方都市のトップなどと侮あなどってはならない。かつては言霊会すら手を出せなかった巨大組織の長なのだ。

「おぬしらに依頼したいのは孫娘の救出じゃ」

　九頭篠巳は、歌鳥の顔色が変わったのを見て、ゆっくりと話し始めた。

「名前は九頭美み沙さ。歳は数えで二歳じゃ」

　数えで二歳ということは、去年生まれた赤ん坊ということになる。

「赤ちゃんが誘ゆう拐かいされたんですか？」

「うむ。その通りじゃよ」

「誘拐犯の目め星ぼしは？」

「特定しておる。名前はラヴィット・マークスと言うてな。歳としは分からん。二十代から三十代、もしくは四十代から五十代。西部劇に出る〝がんまん〟じみた格好をしておる」

「そこまで目星がついているなら、自力で救出出来るのでは？」

「そこが問題なんだ、カトリ。そのラヴィットという男は元グル・ネットワークの社員なんだよ」

「グル・ネットワークだって!?」

　大したことでは驚かない歌鳥が、思わず叫んだ。

　魔術結社グル・ネットワークは、表向きアメリカ西海岸を本拠地とするＩＴベンチャーである。〝検索〟を筆ひつ頭とうに様々な画期的サービスを提供し、世界の全てを明らかにするという方針の下、短期間で急成長を遂とげた。

　このベンチャー企業は魔術師にとっても注目の的である。なにしろ小型端末を片手に新技術を発表して回る企業の顔役、スティーブ・Ｇと名乗るＣＥＯは、魔法使いであると噂うわさされているのだ。

　その噂の信頼性は、グル・ネットワークの〝常識では考えられない躍やく進しん〟のみから派生したものではない。グル・ネットワークに入社出来るのは、英語圏の格付けランクでＡＡＡを取る者のみ。これは言霊会の管理官クラスに匹敵し、歌鳥程度では挑戦権すら与えられない。

　そんな実力者を束ね、トップに居続けるためには、魔術師を超越するカリスマが必要だ。スティーブ・Ｇが魔法使いであると噂されるのは、そのためである。

「恥ずかしながら、九頭家にも、玖鳴採掘機構内部にも、この男から孫娘を奪い返せる者はおらん。わらわの魔術も決して戦いに向いておるわけじゃありゃあせんのじゃよ。そこでおぬしらに希望を託たくしたいのじゃ。なにしろ言想堂は言霊会を倒した最高の魔術結社じゃからな。期待しておるぞえ」

　すでに言想堂が言霊会を倒したことは知られているようだ。

　小声で確認。

（店長、ひょっとしてチラシか何かにでかでかと書いたんですか？）

（ほのめかしたけど、確信を持てるような情報は書いてないよ）

　となると、九頭篠巳は独自の情報網を持っているということになる。それも、かなり精度の高いものだ。

　歌鳥は身代金について聞いてみた。誘拐といえば身代金である。

「彼は何を要求しているんですか？」

「何も」

「何も？」

「不思議なことではあるまい？　誘拐犯は何不自由ない大人じゃ。〝ぐる〟の元社員なら金などたんまり持っておろうに。身代金など要求する意味もあるまい」

　つまり、誘拐犯が欲しているのはその赤ん坊そのものだということだ。

　赤ん坊そのものが目的……。

　儀式殺人だろうか。魔術師の世界では儀式のために赤子を欲する人間など腐くさるほどいるし、そんな魔術師のために赤ん坊を供給するグループも少なからず存在する。歌鳥もそういう人間を叩き潰したことがある。彼らは赤ん坊一人につき一〇万～五〇万程度でバイヤーに卸おろし、バイヤーはその数倍の額で魔術師に赤ん坊を売りつけていた。第三世界になると事情は更に酷く、最近の例だと、命の安い場所では赤ん坊の原価は一万五千円まで下がっていると聞いている。

　それが人間の価格だ。

　元グルの社員ならそういう手合いではあるまいと思えたが、しかしそういう手合いだからこそ世界的な魔術結社を離れたという可能性も考えられる。比較的善良な人間であってくれればいいのだが。

「その美沙ちゃんと言いましたか、その子には何か特別な力があるんですか？」

「素晴らしい力を持っておるのじゃよ。わらわの孫娘はな、他人の魔術師としての才能を引き出し、伸ばす力があるのじゃ。これがどういう意味か分かるかの？」

「一般人を魔術師に、魔術師をより高位な存在に変える力がある。そういうことですね」

「うむ。そこいらの金銀財宝など比較にならんほど『価値がある』のじゃ」

「で、その金銀財宝にも勝る『価値ある』赤ん坊を取り戻したら、ボクらにはいくらお金が入ってくるんだ？」

　九頭篠巳は指を五本立てた。

「五千万か？」

　店長は希望的観測を述べた。

「いや、五百万じゃ」

「五百？　命がけの仕事にしちゃあ安いぜ」

「わらわが個人で用意出来る金などその程度じゃよ。それだけあれば開業資金には足りるじゃろうて」

　言想堂が出店計画を立てており、しかも資金不足であることを知っている口く調ちようだ。

「……よくご存じで」

「新参者を歓迎するのは土地の長としての役目じゃて。おぬしらが欲しいものくらい調べておかねばならんじゃろ？　もちろん、はした金でおぬしらを雇うつもりはこれっぽっちもありゃせん。すぐに営業許可が降りるようわらわが手配してしんぜよう。土地も駅前の一等地を用意しておる」

「もう一つ欲しいものがある」

「他の魔術結社にはわらわから伝えておこうかの。言想堂には決して手を出しちゃならんとな」

　九頭篠巳は相手の欲しがるものを的確に把握していた。

　新しい土地へ根付くには長い時間がかかる。古くから住んでいる人間から信用を得るのも簡単なことではない。新参者は弾はじかれる。

　有力者から手厚い保護を受けられること。

　有力者を助けたという逸いつ話わが与えられること。

　このお墨すみ付つきは何よりも店長が欲しがっているものだ。

「こっちの考えは全部お見通しかい」

「年寄り同士、考えが似てくるのも仕方なかろ？　それじゃ、お二人さん。仕事はまかせたぞい」

「……ちょっと待って下さい」

「何かの？」

「その仕事、誘拐犯の命を尊重する必要はありますか？」

「ありゃあせん。必要ならバラしゃええで。遺体はどこに置いてもええよ。警察は味方じゃからの」

　味方としては頼もしい発言だが、裏を返せば、彼女の機嫌を損なえば街中が敵に回るという意味でもある。単なるブラフであればいいが、相手は玖鳴の支配者だ。人を殺して平然としているような人間かもしれない。

　用心が必要だ。

「他に質問がないようならこれで失礼させてもらうで。さっきのお嬢さんを呼んどくれ」

「フラグを？」

「わらわはもう年でな。言霊の薄いところじゃ戸を開くのもままならんのよ」

　フラグの周りなら世界を変える量の言霊がある。彼女の言葉が正しければ、あの言想魔術はよほど言霊の多いところでしか使えないらしい。歌鳥はそのことを九頭篠巳という得体の知れない相手に対するアドバンテージとして記憶した。

「カトリ、案内は頼んだよ」

　フラグの元へ向かう。

　九頭篠巳は言霊を利用してゲートを開き、帰って行った。

「そいじゃーの」




　依頼人のいなくなった部屋に、店長、歌鳥、チャムの二名と一匹が残った。他の三人は隣の部屋に固まっており、店長は電話で詩織を呼び出している。

　浮舟詩織。

　その名前を聞くたびに気まずくなる。

　一月前の戦いで、歌鳥が殺そうとした相手だ。

　元は歌鳥と同じく言霊会の人間だったが、やはり歌鳥と同じように言霊会を裏切り、今は言想堂の一員としてフラグを守っている。人間消失や瞬間移動を得意とするトリックスターであり、その魔術の数々は一流の奇き術じゆつ師しを思わせる。

　彼女は契約社員のようなもので、他のメンバーのように一緒に住んでいるわけではない。今は休暇を利用して南の島でバカンス中らしく、店長のスマートフォンには巨大なサングラスをかけて海岸沿いを歩く彼女の姿が映し出されていた。

「お楽しみのところすまないね。かくかくしかじかで、明日帰って来てくれ」

「困りましたわ。午後からイルカと泳ぐ予定でしたのに」

「この時期にイルカと泳ぐツアーがあるのか……」

　それでも店長は何とか説得をすませ、戦力を一人確保する。

　浮舟詩織は明日帰ってくることになった。当たり前のように処理しているが、バカンス中の人間を呼び返すのは営利法人ならブラック企業扱いされても仕方のない行為だ。

「さて、諸君。記念すべき初仕事が向こうから転がり込んできたぞ」

「店長、一応聞いておきますけど、この仕事は俺たちだけでやるんですか？」

「正しくは、キミとチャムと詩織君だけでやる。理由は言わなくても分かるな？」

　言想堂の存在意義は、フラグを守ること。

　対して、所属する魔術師は五名＋ワンコである。しかし店長と環は戦力として計算に入れるわけにはいかないので、実質三名プラスワンとなる。

　フラグを守りつつ外の仕事をするとなれば、少なくとも一人は護衛として置いておかなければならない。まるで川渡しパズルのような巧たくみな人材配置が必要となる。

「留守番は説子ちゃんですか」

「小娘は戦闘に向かんからな。妙なスイッチでも入れば話は別だが」

「チャムの言う通りだ。そこで、キミたちと詩織君のやる仕事だが」

　店長は将棋盤から香きよう車しやを取り、玉ぎよくに突きつけた。

「カトリ、キミは誘拐犯を探してくれ。可能なら赤ちゃんを奪い返す」

「吾らは？」

「チャムと詩織君は九頭家に侵入してくれ。本当に誘拐が起きてるかどうか調べるんだ」

　店長は将棋盤から金と桂けい馬まを取り、王に突きつける。

「依頼人を疑っているんですか？」

「『その身体は紅玉のように小さく、闇夜のように底知れない』……あの九頭篠巳って女を評した言葉だよ。裏を取っておくに越したことはない。フラグとセッちゃんと、あとタマキチ君にはボクの方から話しておくよ。今日は存分に休んで、明日に備えてくれ。頼んだよ」










　夜、玖鳴郊外。かつてホテルサンクチュアリという名前のついていた廃はい墟きよの、かつて四〇七号室だったところに、三人の人間が潜ひそんでいた。

「買ってきたよ、これで安心だろ？」

　サングラスをかけた少女が買い物袋を床に落とした。

　大量の水、粉ミルク、紙オムツ、加工食品。

「襲われたりはしなかったか」

「平気だよ。ここにゃ危険な奴らなんていやしない」

「話には聞いていたよ、女が夜中に一人で買い物出来るとな。まさか本当だとは思わなかった」

「だから言ったろ？　ピストル持った変質者がうろつくなんて、ここじゃあり得ないんだって……ま、見ない奴はいたけどね」

　赤ん坊が泣き出す。男は紙オムツの封を開けた。

「誰かに見られてるような気がしたんだがな……」

　手早くオムツを替えると、男は赤ん坊を腕に抱いてあやし始めた。赤ん坊はまもなく泣き止み、笑う。少女は携帯用ガスコンロでお湯を沸かしている。粉ミルクと哺ほ乳にゆう瓶びんもすでに用意してあった。

「そうだ、焼き小龍包を買ってたんだよ。もう冷めてるんだが、食うかい？」
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９：００　言想堂




「弓ゆみ原はらさん、お紅茶を淹いれて下さるかしら？」

　店長の部屋――言げん想そう堂どう事務所（仮）に顔を出すと同時に、その人は喫きつ茶さ店てんの客人のように振ふる舞まった。

　言想堂の謎なぞ多おおき美女、浮うき舟ふね詩し織おりは、まだバカンス気分が抜けていないらしい。

「コーヒーじゃダメなんですか？　まだ店長に淹れた分が余ってますけど」

「そんなもの庶しよ民みんのための泥どろ水みずですわ。捨てておしまいなさい。それとも弓原さんはわたくしの些さ細さいなお願いなど聞く必要もないとお考えですの？」

「……。少々お時間をいただきます」

　歌か鳥とりと妹はキッチンへ向かう。

　彼はこの同どう僚りようのエセお嬢じよう様さまが苦手だ。

　何もかも見み透すかしているような振る舞いも、決して心の内を曝さらけ出ださないことも、かつて殺しかけたのをネタにさりげなくさりげない要求を突きつけてくるところも。

　――根は悪い人じゃないんだろうけど。

　お茶の葉を蒸むらしている間に、壁かべ越ごしに居い間まの声が聞こえてくる。


　　何だよその服装は。要人のパーティーにでも行くつもりか？

　　潜せん入にゆうするための淑しゆく女じよのたしなみですわ。

　　キミ絶対「淑女」って言葉の意味を分かってないだろ。

　　店長は「ダンディー」という言葉の意味をご存じですの？

　　ボクの代名詞に決まってるじゃないか。



　同じレベルで争いが発生していた。

「ねえ、お兄ちゃん。何か手伝えることはある？」

「そうだな。朝食の後片付けがまだなんだ。ちょっと手伝ってくれないか」

　妹はこくりと頷うなずく。

　水きり棚には手が届かないので、拭ふいた後は歌鳥がおさめる。使う洗剤の量から、今まで家事はしてこなかったと分かる妹の傷一つない指先に触れると、なんだかんだ言って大切に扱われてはきたのだと分かる。

「……ダージリンか」

　紅茶の匂においに真っ先に反応したのは、やはり鼻のいいチャムだった。居間に二つあるソファーで、店長のすぐ隣となりに座っている。その対角線上には詩織がいて、フラグはお誕生日席に。説せつ子こは居間の入り口にもたれかかり、腕組みしたまま立っていた。

　人数分の紅茶を置くと、他に座るところもないので歌鳥は詩織の隣に座る。その膝ひざの上に環たまきが乗る。フラグはそれを見ても微び動どうだにしないが、やはり歌鳥に向けて刺すような視線を送ってくる。

「さて、諸君。最後の確認だ。この仕事には言想堂の今後の動向とキミたちの給料がかかっている。心して臨のぞんで欲しい」

　全員が無言で頷く。

「カトリ、キミは単独で誘ゆう拐かい犯はんを追え。他の魔ま術じゆつ結けつ社しやに協力を仰あおいでもいい。ただし重要な決定はキミが下すな。必ずボクに連絡を入れるんだ。犯人を見つけても決して深追いをするな。戦闘は危険だ」

「分かっています」

　もちろんラヴィット・マークスという名の誘拐犯がどこにいるかは分からない。しかし、蛇じやの道は蛇へびだ。管かん理り官かん級の魔術師が潜せん伏ぷくしているとなれば、必ず誰だれかが察さつ知ちしている。

　足跡を隠せる巨人はいない。

「チャムと詩織君は九く頭とう家けに忍び込み、裏うらを取ってもらいたい。理由は昨日きのうも話した通りだが、これが狂きよう言げん誘拐だったら困る。ボクらと誘拐犯を潰つぶし合あわせるために仕組んだものだとしたら、この事件からは手を引く」

「わたくし一人で十分ですのに」

「主ぬしの命令とあらば行くが、こんな粉ふん飾しよく淑女がパートナーでは容易たやすく見破られような」

「同感ですわ。こんなブサイクな犬を連れて歩く淑女など見たこともありませんし」

　物腰は丁てい寧ねいだがせっかくのダージリンティーが香水代わりにぶちまけられそうな雰ふん囲い気きである。

「喧けん嘩かはやめろ、バカども。キミたちが向かうのは敵かもしれない依頼主の本ほん拠きよ地ちだよ。玖く鳴なりの伏ふく魔ま殿でんとも言える場所だよ。今は大した組織じゃないかもしれないけど、長年に渡って盗とう掘くつ者しやを屠ほふり去さってきた連中なんだ。キミたちはそこから有用で確実な情報を拾ってこなきゃいけないんだ。頼むよ。ほら、握手して」

　二人とも嫌そうな顔をしたが、店長に言われては仕方なく、詩織は右手を、チャムは右前足を差し出した。

　友好のお手である。

「フラグ、セッちゃん、タマキチくんはボクと一いつ緒しよに待たい機きだ。いいな」

　二人は特に感情を見せることなく頷いた。

　環だけは首を横に振る。

　その瞬間、歌鳥は妹がすぐ隣にいる詩織と視線を交わしたことに気付いた。

　――この二人、何か関係があっただろうか。

「どうしたんだ？」

「わたしお兄ちゃんと一緒に行きます。心配」

「「ダメだ」」

　歌鳥と店長は同時にダメ出しをした。

「お前を危険にさらすわけにはいかない。いい子にして待ってるんだ」

「わたしが一緒なら兄妹にみえる」

「そんなカムフラージュは一般人にしか通用しないよ……キミにはきっとキミにしか出来ないことがあるから、そのときのために待機しておいてくれ」

「了承」

　環は大人しく引き下がる。

　歌鳥は店長の目を見る。店長も同じように歌鳥の目を見ていた。

　お互い考えることは一緒だ。この一件、環の出る幕はない。仮に誰と行動を共にしたとしても足手まといにしかならない。

　本人にもそのことは良く分かっているはずで、それでも断られるのを承知の上で提案したのは、兄の行動に歯止めをかけるためだろう。

　自分がついていれば無む茶ちやはしない。

「大丈夫だよ、必ず帰って来るから」

　妹の頭を撫なでる。

「何かあったら必ずボクに連絡を入れるんだぞ。さて、伝えることは以上だ。では、各自行動を開始してくれたまえ」

　その一言で各々席を立った。歌鳥はティーセットを持ってキッチンへ下がる。そこでフラグが声をかけてきた。

「ねえ、歌鳥くん」

「どうした？」

「相手は危険な誘拐犯なんだよね」

「そうでもないね。俺を誰だと思ってるんだ？　今日中に犯人を捕まえて帰ってくるさ」

　もちろん、強気だ。

「絶対だよ？」

「ああ、絶対だ。俺の帰って来る場所はここしかないからな」

「じゃあ今日は頑がん張ばる歌鳥くんのためにフラグが晩御飯を作ってあげるね！」

　くたくたに疲れて帰ってきたところにトドメを刺したいのだろうか。

　もちろんそんなことはないはずで、フラグはきっと善ぜん意いから申し出ているに違いない。かといって、その申し出を受けるわけにはいかず、歌鳥はやんわりと断る。

「……これは大変な仕事だ。二、三日帰ってこないかもしれないが、俺は大丈夫だから心配しないでくれ」

「さっきと言ってることが違うよ」

　詩織に首輪をはめられそうになっていたチャムさんが急に抵抗をやめ、大人しくリードもつけさせた。犬も食えないものからはさっさと遠ざかろうという魂こん胆たんであるようだ。

「それに今の時代は男女同権。いや、むしろ男が家事をする時代じゃないか？　お料理上手な家庭的な女の子というのは旧世代が育んだ歪ゆがんだ観かん念ねんに過ぎないのだからフラグが料理をする必要なんかない。むしろ旧きゆう弊へいな価値観から逃れるためのアファーマティブ・アクションとして黒一点であるところの俺おれに任せてもらえれば」

「何が言いたいのか分かんないけど、フラグが料理下手だって言いたいんだよね。そんなことないよ。どこかのピンク髪の女の子みたいに料理に化学薬品を入れたりしないよ」

「でも味み噌そ汁しるにコーラの飴あめ玉だまを入れるんだろう？」

「あの頃から大分上達したの！　今日はきっと美お味いしいものを食べさせてあげるから、絶対に帰って来てね！」

「……。ああ、約束する」

　店長が首だけを出して忠告をした。声を出しても口の動きがフラグからは見えないので、その言葉は歌鳥にだけ伝わる。

「カトリ、絶対に帰ってこいよ」

「店長……」

「キミだけが頼りなんだからな」

　出来るだけ早く誘拐犯を捕まえよう、と思った。

　捕まえた後、ご飯を食べてから帰ってこよう、とも。




１０：０７　チーム「淑女と犬」




　九頭家は玖鳴一の名家である。

　駅からは少し離れた山のふもとに行けば、何キロも続く漆しつ喰くいの塀へいが現れる。中央の門は鎌かま倉くらの大仏がくぐれるほどの大きさで、その威い容ようは多くの来訪者に威い圧あつ感かんを与え続けてきた。

　その巨大な門を越えると、何百年にも渡って玖鳴の繁はん栄えいを支えてきた魔術師の家がある。航空写真を見る限りでは、ちゃちなマンションの一つや二つは飲み込んでしまいそうな本堂、それ自体が一軒家に匹ひつ敵てきする離れ、米と宝石を溜ため込こんでいたであろう土ど蔵ぞう、石庭、散策用の庭と朱しゆ塗ぬりの橋まで架かる巨大な池がある。日本家か屋おくに必要なものはおおむね兼かね備そなえているだろう。

　浮舟詩織とチャムは、飼い犬を散歩させる貴婦人のなりで塀の周りを歩いていた。彼女は片手に日ひ傘がさを、片手に散歩用のベルトを持ち、小鳥のようにせわしなく歌い続けている。

　小さな声で呪じゆ文もんを唱となえては、地面に転送用の言想グラフを貼はり付つけているのだ。

　言想グラフ。

　図形もまた文字情報として解釈可能である。それゆえ、図形からも言想魔術を生み出すことが出来る。

　浮舟詩織は言想グラフを利用した魔術のエキスパートだ。

「撒まき餌えのつもりか？」

「そうね。たとえ魔術を察知できなかったとしても、家の外に出てこんなものを見つけたらさすがに気付きますわよね」

「攻撃の意思ありと思われるかもしれんな」

「お黙だまりなさい、犬頭。少し乱暴なくらいでなければ、危機感は持っていただけないものよ。それに、わたくしたちは客人として招かれているわけではありませんの。内側から門を開けていただきませんと」

「直接電話なりなんなりでアポとって訪ねれば良いではないか。そのように遠回しなやり方を好むから陰いん湿しつになるのだ」

　詩織は尻尾しつぽを軽く踏ふんづける。

「!!」

「相変わらず躾しつけがなっておりませんわね。それでも犬ですの？　忠犬ですの？　あのお屋敷に潜入したあかつきにはきちんと飼い犬らしく振る舞えまして？」

「踏まれんでも分かっておるわ！」













「なら、まず口答えはおやめなさい。人の言葉など犬には高級過ぎますわ」

「小娘が言うには、マンガの世界にはそういう犬もおるそうだぞ。アメリカの新聞では落らつ花か生せいのような犬が人生訓を垂たれ流ながすそうな」

「無む駄だ口ぐちはいいの。『わん』と犬らしくお鳴き！」

「びょうびょう」

　貴様の言うことなど聞いてやるものか、という意識が如によ実じつに表れた鳴き声である。

　チャムは詩織と組まされて不満なのだ。

　もちろん、それは詩織にとっても同じことであった。

「これでは埒らちが明きませんわ」

　詩織はチャムのリードを引っ張り、屋敷から離れるように移動する。

「お、おい、どこへ行くのだ？」

「潜入する前に、たっぷりと躾をしてあげなくては」




　二人は屋敷から少し離れた公園に辿たどり着ついた。

　銅どう像ぞうが一体、公園を見守るように設せつ置ちされている。

　詩織はそのすぐそばのベンチに座った。

　同じように犬を散歩させている近隣の男女が彼らを遠巻きに見ている。声をかけようにも、銀幕スクリーンから飛び出してきたような美女のオーラと、成なり金きんが趣味で飼かいそうな番犬オーラが邪じや魔まをして、近づくことすらままならない。

「不本意ながら、これも作戦行動のため。チームワークの向上を図りましょう」

　さすがに人前ではチャムも口答え出来ず、フリスビーを前にしたシベリアンハスキーのように尻尾を振りながら命令を待っている。

「お手」

　淑女のアイテム白手袋の上にハンカチまで敷いた詩織の右の掌てのひらに、チャムは砂で汚よごれた右前足を乗せた。

「おかわり」

　さっ。

「服従のポーズ」

　犬は固まった。

「あら、今日は調子がおかしいのかしら。ほら、チャム。服従のポーズを取りなさい」

　ちなみに服従のポーズとは、犬が仰あお向むけに寝転がり両前足をピースするように広げるという大変屈くつ辱じよく的てきなポーズである。チャムはこの犬顔ダブルピースを店長の前でしかやったことがない。

「反抗的な目をしているのね。仕方ありませんわ。このことはきちんと店長に報告いたしませんと」

　仕方なく、チャムは服従のポーズを取り、三秒も立たぬ内に元の姿勢に戻った。詩織の頰ほおがうっすらと赤く染まっている。

　笑いをこらえているようだ。

　こんど無茶な命令を出してきたら、問もん答どう無む用ようで嚙かみ付つこう――チャムは、そう思った。




「じゃあ次は、盆ぼん踊おどり。盆踊りをやってちょうだいっ！」




「犬に盆踊りとか無茶言うな阿あ呆ほう」

（……！　この馬鹿っ！　犬のくせに本当に馬鹿だわ。人のいるところで喋しやべるなんて！　それにわたくし盆踊りなど命じておりませんわ！）

（じゃあ今の声はなんだ）

　二人は周りに聞こえないように小声で囁ささやき合あう。

　周りの人間はそんな二人の様子を怪しむこともなく、変な飼い主の存在にも慣れた様子でスルーしていく。




「この子には才能があるんじゃ。大切にな、落とさんようにな」




　その声は確かに二人のどちらかが発したものではなかった。

　すぐ隣の像から発せられていた。

　詩織は焦あせりのない動作でゆっくりと立ち上がり、銅像を調べる。

「喋っていたのはこれね」

　作られたのはずいぶん前のようで、酸さん性せい雨うに打たれたのか、その表面は水の流れに沿うように変色していた。剝むき出だしになった目の下が白く変色しているのは、まるで涙のようで。

　像は釣り人をモチーフにしたものなのか、釣つり竿ざおとびくを手に持っていた。そのびくは黒ずんでいたが、ハンカチで撫でるように汚れを拭ふき取ってみると、十円玉のような銅色の滑なめらかな表面が現れた。

　なるほど、と彼女は理解した。

　玖く鳴なり石いしだ。

　言こと霊だまの凝ぎよう固こした宝石である。古い言葉を閉じ込め、ときに放出するという性質を持っている。この石にもきっと、元の所持者の言葉がテープレコーダーのように吹き込まれているのだろう。あるいはここで囁いた誰かの声が。




「あら、今日は調子がおかしいのかしら。ほら、チャム。服従のポーズを取りなさい」




「……。ここに来る度にぬしの声で罵ののしられなきゃならんのか。嫌な像だな」

「ここでは駄目ね。場所を変えましょう。ついていらっしゃい」

　さすがにどこの誰とも知らない声を延えん々えんと聞かされるのでは集中出来ない。詩織はチャムのリードを引っ張り、チャムも大人しくついていく。ひょっとすると、初めて一人と一匹が同じことを考えた瞬間かもしれなかった。

「あら、あれはどなたかしら」

　場所を変えようと立ち上がったところで、公園の入り口から一人の男が近づいてきた。チャムも詩織も、駆かけ寄よって来る男に気け取どられぬ程度に警けい戒かいした。

　男は涼すずしい顔で詩織の前に立つと、開口一番、スピリチュアルなことを尋たずねた。

「そこのお嬢さん、あなたには石の言葉が聞こえましたか？」

「自じ己こ啓けい発はつ本ぼんでも書いていらっしゃいますの？」

「違います。私はこういう者です」

　男が差し出した名刺には「玖く鳴なり採さい掘くつ機き構こう」の六文字が記されている。

　九く頭とう銀ぎん。

　名前からして九頭家の人間であることは明らかである。

　ちょうどいい。この男を足がかりに九頭家に潜入しよう……詩織は九頭銀というオールバックの男に受け入れられるよう、声こわ音ねと仕草を淑女モードに戻す。さらに、赤いフレームの伊だ達てメガネを装着し、男の顔を仔し細さいに観察する。その九頭家の男は裏社会を匂におわせるオールバックで、違い和わ感かんなくホストになれそうなイケメンだった。

「私たちは石の声を聞く者を探しています。少しお時間がかかりそうですが、お話をさせていただいてもよろしいですか？」

「それは、楽しいお話ですの？」

　日傘を両手で持ち、中棒がちょうど胸の間に来るように傾かたむける。

「ええ、とても大事な話です」

「あら、それじゃ……お話、して下さるかしら」

　チャムは二人の会話に拒絶反応を示し、像の台座のそばにぷりっとウンコをした。




１０：１５　弓原歌鳥




　単独行動には慣れている。

　弓原歌鳥は準備を整え、すぐに玖鳴の繁はん華か街がいへ向かう。表と裏で柄がらの違うジャケットを羽は織おり、探たん偵ていの七つ道具的な小道具を持ち――たとえば、人を安全に気絶させるためのスタンガン、小さな折りたたみ式ナイフ、催さい涙るいスプレー、愛用の睡すい眠みん薬やく。

　探偵の真ま似ね事ごとは得意ではない。むしろ、彼が得意なのは殺し屋の真似事である。フラグと出会い、その〝生なり業わい〟から解放されて以来、まだ一人も殺してはいない。腕前もおそらく錆さび付ついているだろう。それでもまだ人探しより人殺しの方がずっとやりやすい。

　彼はそのくらい、探偵側の人間ではない。

　だから、人探しは得意な人間に任せる方がいいのだ。

　そういう人間が、繁華街にはいる。

　歌鳥は昨日の内に店長から場所を聞き出しておいた。

「ここか」

　雑ざつ居きよビルを見上げる。

　二階には雀じやん荘そう。三階と四階にはバー。

　五階には〝言げん霊れい会かい　玖鳴支部〟。

　古ふる巣すである。もちろん二度と帰る気はない。しかし、利用する気はある。

　――九頭篠しの巳みという女は俺たちが言想堂の人間だと完全に把は握あくしていた。言霊会を倒した最高の魔術結社だと言っていた。

　もしこんな地方の魔術師にさえ知られているというのなら、言霊会が歌鳥たちの動向を把握していないはずはない。

　――言霊会は俺たちのことを知っている。彼らの魔の手からは逃れられない。

　もし言霊会に歌鳥たちを消す気があるとすれば、とっくに動いているだろう。

　ならばこちらから接触したところで、相手には何のアドバンテージも与えない。身を隠す必要がないのであれば、こちらから存分に接触して利用するに限る。

　何しろ言霊会は日本中に根を張る組織だ。

　言霊会と魔術師の関係は、警察と犯罪者のそれと似ている。どこで誰が何をしているか、彼らは完かん璧ぺきに把握している。

　もちろん国外にも目を向けている。元グル・ネットワークの社員という大物が日本に現れたというなら、その動向を把握していないはずがない。

　蛇じやの道は蛇へび。

　――さて、お邪魔しようか。

　段ボールがあちらこちらに置いてある急な階段を上る。消防法のことなど微み塵じんも考えていない造りである。火災が起きれば中の人間は丸ごと蒸むし焼やきだ。緊急時以外はなるべくなら立ち寄りたくはない。

　五階に着く。ステンレスのドア、すりガラス。ドア全体に白のテープが貼はられて文字をなしていた――「言霊会　玖鳴支部」――看かん板ばん代わりの文字を縁ふち取どるように、テープの屑くずで唐から草くさ文もん様ようのような言想グラフが描えがかれている。魔術師以外の人間に来る気を失くさせるためだけのものだ。

「お邪魔します」

　歌鳥はドアをノックした。どうぞ、という声が聞こえてきたので、遠えん慮りよなく中に入る。

「おや、君は……」

　事務所の長らしき細い目の辮べん髪ぱつの男が、ソファーから立ち上がる動作の途中で一時停止し、やがて、完全に立ち上がった。

　手に持った書類が震えている。

「初めまして、元言霊会の弓原歌鳥です」

「私を処分しに来たのか？　私は何もしていない」

　無理もない。

《マシンガン・トーク》と恐れられ、前の戦いでは裏社会最強の存在であるはずの管理官長を殴なぐり倒たおした男である。

　言霊会の構成員の九割は、管理部とは何の関係もない非戦闘員だ。魔術が使えたとしても、それを人を傷つけるために使うことはない。

　彼らは言葉と人との美しい共生関係を讃となえている。言葉と人の最も「汚い」部分を管理部に押し付ければ、自分たちはただひたすらピュアでいられる。彼らにとって、言葉で人を傷つけるのは必要悪ではなく過あやまちである。自分たちが「綺き麗れい」でいるために洗い流した「汚い」部分を処理する「汚い」人々、それが歌鳥たちだ。

　出会いたくない相手だろう。

「安心して下さい。俺はあなたに危き害がいを加えるためにここに来たわけじゃない」

　あなたに、のところで歌鳥は部屋の中を見回した。デスクは三つあるが人間は目の前の辮髪の男が一人だけ。キャビネットにはファイルと資料がパンクしそうなほど詰め込まれている。デスクの上に置かれた九〇年代風のパソコンには、電源が入っていないようだ。

「では、何のために」

「ある男を捜さがしているんです。情報料はどうしても後払いになりますが……」

「いや、お金はいらない。私もちょうど暇ひまだった。手伝わせてくれ」

「ありがとうございます」

　辮髪の男は可か哀わい相そうなほど怯おびえていた。人に恐れられるのが便利なのはこういうときだけだ。

「お茶でも飲むかね？」

「結構です。毒殺には気をつけているので」

　辮髪の男は歌鳥にソファを勧めた。

「ある男を捜しているんです。名前はラヴィット・マークス。昨年の九月まではグル・ネットワークというＩＴベンチャーに所属していました」

　歌鳥は顔写真を差し出す。

　昨日の内に、店長と共にインターネット上に残っていたアーカイヴスから、ラヴィット・マークスの写真を拾い上げたのだ。国際派のビジネスマンにはありがちなことだが、彼はＳＮＳに実名で登録し、顔写真をアップしていた。

　もちろんこれが本人のものであるという証拠はない。しかしグル・ネットワークは「全てを明らかにする」方針で動くＩＴベンチャーである。その精神が社員にも行き届いているならば、実名と顔写真くらいは公にしてもおかしくはない。それに、実名と顔写真を頼りに呪じゆ殺さつするのは、もう時代遅れだ。

「大物だ。この男が何をしたんだ？」

「玖鳴で誘拐事件を起こしたことになっています」

　歌鳥は、解釈の分かれそうな言い方を選んだ。

　ラヴィット・マークスという男は誘拐犯であり、歌鳥は彼を捕まえようとしている。だが、聞き方によっては、この男が誘拐犯の嫌けん疑ぎをかけられ、歌鳥は彼を保護するために行方を追っているとも取れる。

　もし狂言誘拐であった場合に、言想堂が追い詰められないための保身。

「記録をあたってみよう」

　男は立ち上がり、デスクトップを起動した。その間も決して歌鳥には背中を見せないようにしていた。そんなことをしても無駄なのに、という思いは決して口に出さないが、相手が怯えているときは出来るだけ驚かさないようにしよう、と思った。

「おや、この男かな？」

　予想外に早かった。

　歌鳥は男の隣へ向かい、デスクトップの画面を覗のぞき込こんだ。表計算ソフトのセルの中に、確かにその男の名前がある。

「Ｒａｖｉｔラヴイツト　Ｍａｒｋｓマークス、32、男、正規入国者……ちょっと待ってくれ、このデータは正しいのか？」

「間違いない。データによれば、この男は一ヶ月前に入国している」

　男は歌鳥に向かって居住まいを正す。

「観光目的のビザだ。言霊会にも正規の手順にのっとって申しん請せいしている。不正は無かった。このラヴィットという男は前もって申請した日付通りに玖鳴を訪れている。五月一杯、滞たい在ざいする予定だそうだ」

「あなたはこの男を見たんですか」

「直接は見ていない。ただ、確かにこの日……」

　男は資料戸棚の前に移動し、分厚い青のファイルを一冊持ち出した。

「玖鳴駅に張っていた言げん想そう結けつ界かいが反応した。結界は、ある程度以上の力を持った魔術師がその内側に踏み込むと、勝手に破れるようになっている。これが三つとも破られていた。こんなことが出来るのは管理官級の人間のみだ」

「つまり、その男は電車に乗ってこの町へやって来たと？」

「推すい測そくが正しければそういうことになる。それ以後、我々の観かん測そく範はん囲いで結界が破られたことはない」

　つまり、このラヴィットという男は電車に乗って玖鳴にやって来て、それ以降ずっと町の中に潜せん伏ぷくしている。もしくは電車以外の移動手段で町を出た。

「他にそういう便利な結界は張ってないんですか」

「それは玖鳴採掘機構の仕事だ。彼らからは今のところ報告を受けていない」

　となると、ラヴィット・マークスという誘拐犯がまだ玖鳴にいるかどうかは、九頭篠巳に聞くのが一番早い。九頭家に潜り込んだ二人からの情報を待つ方がいいかもしれない。

「データが改かい竄ざんされている可能性は？」

「なくはない。だがもし改竄されていたとしても、この誘拐犯はその道のプロだ。私たちが見抜けるような間抜けなやり方は取らないだろう。魔術師リスベットのようにノートパソコンを抱えて言霊会に忍び込んだりしたのかもしれん」

「面白いジョークをありがとう。でも、仮にその話が全て本当だとしましょう。このラヴィット・マークスという男は正規の手続きで入国し、電車に乗ってちんたら玖鳴までやって来て、ご丁てい寧ねいに結界を三つも破って、まだこの地に滞在して誘拐犯をやっている。これも面白いジョークだと思いませんか」

「どこかが間違っているか、あるいはどこも間違っていないか」

「一つ忠告をしておきます。辮髪はやめた方がいい。後ろから引っ張れば喉のどががら空きになる」

「……待ってくれ、今のは冗談じゃない」

「どういうことです？」

「今の話が何も間違っていないという可能性もあるんだ」

「そんなご丁寧に証拠を残す犯罪者がいるとでも？」

「その男が捕まるのを恐れていなかったら？」

「……ああ。そういう考えもありましたね」

　今まで自分の勝てる相手とばかり戦ってきたから、その発想はすぐには出てこなかった。

　警察より強い犯罪者が警察を恐れるだろうか。

　もちろん地位や名誉のために恐れることはあるだろう。だが、敗北と死のために恐れることはない。

　もしラヴィットという男が管理官級の実力者であれば、今の玖鳴には、真正面から勝負を挑んで打ち倒せる者はいない。

「いい話を聞きました。俺は独自にこの町を探すことにします」

　少なくとも収穫はあった。

「御代は……」

「いや、結構。最初に言った通りだ。いい暇つぶしになった」

「ただより高いものはありませんよ」

「私からの好意ということで受け取ってくれないか」

「じゃあ、もしこの情報が大おお噓うそで、あなたが俺たちをハメようとしたと分かったら、その時は悪意を送られたと解釈していいんですか」

「やめてくれ！」

　辮髪の男は心臓を押さえて立ち上がる。

「頼むから……もう、関わらないでくれないか。私は何もしていない。命を狙われる覚えもない。ただ、ただ……正直に情報を提供しただけなんだ！」

「何もしていないなら恐がらなくてもいいじゃないですか。俺はあなたを殺すためにここに来ているわけじゃない。交渉のために来てるんだ」

「……怒らないで聞いて欲しいんだが」

「分かりました。何を言われても怒りません」

「私は君が恐い」

「……恐いと言われてもね」

「使用言語によって顔の形が変わるのは知っているだろう？」

「ええ、表情筋や顎あごの形状に違いが出ますね」

「君は確かに、こう、どこにでもいるごく普通の高校生のようなこれと言って目立った特徴のない顔立ちなんだが、やはり違うんだ。表情だけを上から貼り付けているように見える。噓、罵ば声せい、汚い言葉、放送禁止用語、人を傷つける言葉、剝むき出だしの傲ごう慢まんと偏へん見けん……そんな言葉ばかり好んで集めて使ってきたような、そんな顔が透すけて見えるんだ。気に障さわったらすまない」

「平気ですよ」

「もちろん顔だけを見て言ってるんじゃない。君の言葉には確かに力がある。人を不快にさせたり、不愉快にさせたりする。プラスとマイナスで言えばマイナスの方向への力だ。プラスの言葉を使うときにも、常に負の言霊がまとわりついているように聞こえる。表面的な意味だけじゃない。イントネーション、言い出すタイミング、そういうものが何から何まで恐い。君は鞘さやのない刀かたなだ」

　それは、言葉で人を傷つける技術を伸ばし続けてきた弓原歌鳥への、最も正確な人間評と言えるかもしれない。しかしその言葉の裏には、屠と場じようを見ようとしない人間の恐れがあった。

　慣れてしまえば、汚い言葉も、別に怖くはない。

「褒ほめ言葉として受け取っておきます。あなたは悪い人じゃなさそうだ」

　歌鳥は辮髪に向かって一礼し、部屋を出る。

「それでは。次は来らい世せで」

「あ、ああ……来世で」

　そう言い残すと、歌鳥は部屋を出た。




　歌鳥が部屋を出ると、急に静かになったような気がした。

　むしろその静けさの方が恐いほど。

　辮髪の男は呼吸を整え、デスクの前に戻る。

　受話器を取り、震える手で電話番号をプッシュする。

　相手は三コールほどで電話に出た。

「ええ、はい……そうです。弓原歌鳥です……はい……はい、間違いありません」




１１：００　チーム「淑女と犬」




「……わたくしを、九頭家に、ですって？」

　九頭銀と名乗るオールバックマンは、浮舟詩織へのアプローチから会話を切り出した。

　あなたを九頭家に迎え入れたい、という申し出だ。

「私たちは石の囁きを聞く者を探しております。これは誰にでも聞こえるものではなく、特別な才能を持つ者の鼓こ膜まくしか震わせられないのです。私たち九頭の一族は、代々そのような特別な才能を持つ者を集め、玖鳴の地を守っておりました」

　彼は釣人像のびくをなぞる。磨みがかれた石の表面を人差し指が滑る。

「街中に石と監視カメラを仕掛けております。何かしら常人と違う反応を見せてくれる方を見つけては、こうしてスカウトしております。あなたは、魔術師なのでしょう……？」

「そうね。真似事のようなものですが、多少は腕に覚えがありましてよ」

　詩織はカバンの中から栞しおりの束を取り出した。店頭配布用のものではなく、片面に緻ち密みつな言想グラフが描かれている。そこには自分自身を一ミリ秒ごとにほんの少し先へ転送し続ける言想グラフが描かれている。男はそれを覗き込み、詩織の顔と栞とを往復した。

「残念ながら私自身は魔術師ではありませんが、確かにこのようなものを見たことがあります」

　その言葉が噓か本当かは分からない。本当に魔術師でないのなら扱あつかい易やすいが、どうか。

「でも、九頭家は魔術師の家系。わたくしのような三流の者がお邪魔していいものかしら」

「三流だなどと謙けん遜そんをなさらずとも。私は心の底からあなたを招き入れたいと考えております」

「光栄ですわ。でもその言葉は……時と場所を選んでいただかないと、プロポーズと受け取られますわよ？」

「そのように取っていただいても結構ですよ。あなたは美しい……失礼、先走りました。そして急ぎすぎました。ちゃんと手順を踏みましょう。お嬢さん。あなたに当家の救世主となってもらいたいのです。お時間に余裕はありましたら、ぜひ当家にて詳しい話をさせていただきたいのですが」

　もはや潜入は確実だ。

　詩織は優ゆう柔じゆう不ふ断だんなそぶりを見せながら、もう一度相手の力量を推測するためにテストをした。

「どうしましょう、どうしましょう。あなた、わたくしが今なにを考えているかご存じ？」

「さあ、表面的な言葉だけでは人が何を考えているかは分からぬものですから」

「当てて下さるかしら？　もしお出来になったら、ご招待に応じますわ」

「勝手に頭の中に踏み込んでもよろしいのですか？」

「どうぞご自由にお入りあそばせ。人間の頭の扉には鍵かぎがございません」

「しかし、生と死の間の扉には？」

「藤ふじの花の一ひと房ふさででも開くことができます……魔術師カワバタの言葉、よくご存じで。いい趣味をしていらっしゃるのね」

「私たちの前当主が好きだったものですから。それに、文学は魔術の鉱こう床しようですから、おろそかにはいたしません。時と場合に応じて名言を引用するというやり方は、もう時代遅れだと言われておりますが……ところで、今のはあなたの頭の中を覗き見したと解釈していただけるのですか？」

「そうね。合格と言って差し支えないのではなくて？」

「では、来ていただけるのですね？」

「一つだけ条件を呑のんで下さるかしら」

「ええ」

「この犬も一緒に連れて行って欲しいの。バカ面が気に食わないかもしれませんが、それでもわたくしの大事なボディーガードなのです」

　詩織は哀あわれむような表情でバカ面を強調し、チャムの頰を横に広げた。

「構いません。それでは参りましょう」

　九頭銀が先に立ち、詩織たちを案内する。

　特に策を弄することなく潜入まで漕こぎ着つけられたので、詩織は満足そうな顔をしている。

（おい、雌め狐ぎつね。何なんだ今の阿呆臭いやりとりは）

（単なる純文学の抜き打ちテストですわ。お黙り）

　一つの言葉には無数の意味が織り込まれている。

　だから本当は、複数の言葉を組み合わせた文は、無限の意味を内包している。魔術師は己おのれの言葉に無限の意味を重ね合わせることで言想魔術の方向性を押し広げてきた。複ふく雑ざつ怪かい奇きで裏の見えないやりとり、二重三重に意味のこめられた文こそが価値あるものとして扱われていた。

　月が綺麗ですね、と魔術師ソウセキが言ったとされる。

　本当に月が綺麗だという意味、あなたが好きだという意味。音おん節せつの繋つながりを箱として、その中に意味を放り込んでいくことで、言葉は理論上無限の情報密度を持つ。今では廃すたれてしまったが、こうした誤解を生じやすい会話で言想を育はぐくむというやり方が確かに流行したのだ。玖鳴ではその昔ながらのやり方がまだ残っているのだろう。

　相変わらず相手が魔術師なのかどうかははっきりしないが、たとえそうだとしてもこれだけ古いやり方に染まっているのなら、くみしやすい相手ではある。詩織はセキュリティレベルを下げ、相手から情報を引き出す方向に意識を振り向けることにした。

「ところで、先ほど救世主と仰おつしやったのは」

「詳しい話は後で申し上げますが、九頭家はいま危機的な状況に陥おちいっております。魔術の家としての血けつ統とうが絶えようとしているのです。辛かろうじて魔術師と言える者はおりますが、まだ家を継げる年ではありません」

　誘拐された赤ん坊は何歳だったか。店長から聞いた話では、まだ二歳だ。満年齢では一歳にもなっていないかもしれない。

「せめてその子が大人になるまでの間、誰かに補ほ佐さをしていただきたいのです」

「あら、そうでしたの。わたくし、てっきり、もっと恐るべき危機にまみえておられるのかと」

「恐るべき危機とは？」

「そうですわね……たとえば、怪盗から予告状が届いてしまったとか、誘拐事件にあったとかわたくしたちがゆうかいしましたの、怪獣に攻め込まれているとか」

　男の肩が震えた。

　詩織はその反応を逃さない。愛犬も気付いているようだ。

「そんな大層なことではありませんよ。私たちが直面しているのは、先ほど申し上げた通り、もっと単純で古くからある問題、すなわち、その、人材不足なのです」

　言動が次し第だいに怪しくなってきている。誘拐、という一言に反応したのは間違いない。依頼人の言う通り、九頭家では確かに誘拐事件が起こっているのだ。この分なら一時間もしない内に裏付けが取れるかもしれない。

「こちらです」

　そうこうしている内に九頭家に着く。詩織は男が開けてくれた通用口を通り、昔ながらの名家の庭など慣れっこであるといった風ふ情ぜいで、胸を張って敷地内へ入る。

　入場料を取られそうな光景が広がる。

「靴くつはこちらへ」

　詩織はハイヒールを脱ぎ、当然のようにひょいとチャムを抱きかかえて縁えん側がわに上がろうとする。

「ちょ、ちょっと待って下さい！　犬さんも連れて行くんですか？」

「あら、だってボディーガードですもの」

「……タオルを持ってきます。少々お待ち下さい」

　九頭銀は屋敷の奥へ消える。

　と同時に目撃者がいないのを確認したのか、チャムが声を荒らげて暴れ始めた。

「その脂あぶらの塊かたまりを押し付けるな、けだもの！」

「静かになさい、けだもの。あなたが歩けば床が傷ついてしまいますでしょう？　弁べん償しようを求められては大変なことになりますわ」

「爪つめは引っ込める！　だから抱きかかえるのはやめろ！　おぬしの胸からは火薬の臭いがするのだ！」

「淑女の嗜たしなみですわ」

　いざと言うときに爆発物も扱えないようでは淑女は名乗れない。彼女は暴れるチャムをしっかりホールドし、九頭銀がタオルを持ってくるのを待つ。やがてやって来た彼は顔を歪めていたが、タオルで大人しく四足を拭くと、こちらです、と案内を始めた。

「ふふ、ご覧らんになって？　この蕩とろけた顔！　役立たずの馬鹿犬とはいえ、こんな顔をされたらどうしても愛しくなってくるものでございましょう？」

「え、ええ、そうですね……」

　少しばかり引かれているようだった。

　九頭銀は階段を下り、詩織を地下に連れて行く。

「家の下に応接間がありますの？」

「ええ。会談中に他の魔術結社から攻撃を加えられてはたまりませんから、大事な施設は地下に作っております。各部屋には玖鳴の山へ通じる地下道がありまして、玖鳴石の発掘現場へ逃げ出せるようになっているのです」

「あら、そんな配慮がございましたの」

「こちらです」

　廊ろう下かを通り、九頭銀は頑がん丈じようそうな扉の前に立った。彼は鍵かぎ束たばから二つ、鍵を取り出し、二つの鍵穴に順に差し込んでいく。

　扉が開いた。応接間のそれとは思えないほど分厚い鋼鉄の扉だ。彼が先に中に入り、詩織も後に続く。

　窓のない和室。

「お茶を持ってまいりますので、しばしお待ちいただけますか」

「ええ」

　詩織はチャムを床に下ろした。と同時に九頭銀が部屋の外に出て、重い扉を閉め、

　鍵をかけた。

「……」

「……」

　大切なことに気付く。

　部屋の扉は、内側から鍵をかけられるようになっていない。

　ドアノブを回しても扉は開かない。

「ちょっと、これはどういうことですの？」

「申し訳ありません。しかしこれは仕方のない措そ置ちなのです。誘拐犯を閉じ込めるにはこうするしかありません。あなた方がお嬢様を誘拐したのですよね？」

「誤解ですわ。私たちは誘拐犯などではありません」

「真実を教えていただけるまで、もうしばらくそちらでおくつろぎ下さい。それでは」

　足音なのかどうかも分からない小さな音が遠ざかっていく。

　一人と一匹は自分の置かれた状況を飲み込み、互いに間抜け面を晒さらした。

「ひょっとして、わたくしたち」

「まさかとは思うが」

「誘拐犯に間違われましたの？」




１０：３５　弓原歌鳥




　歌鳥は言霊会支部で得たものを店長に報告した。

「言霊会支部へ足を運んでみました。部屋の中にいたのは辮髪の男一人だけです。彼から聞いた話では、確かにラヴィット・マークスという男は一月以上前に正規の手続きで入国しているそうです。言霊会へ申請した書類には、五月一杯玖鳴に滞在すると書かれていたとのころです」

「続けてくれ」

「申請書類によれば、誘拐犯は四月七日に玖鳴へ来る予定でしたが、ちょうど同じ日に玖鳴駅に張られていた三重の結界が破られています。これは魔術師のレベルに応じて勝手に破れるタイプですね」

「つまりその男は電車でここまで来た可能性が非常に高いというわけだな」

「そうですね。それ以来結界は破られていない。ですから、ラヴィット・マークスはまだ玖鳴の中にいるか、あるいは公共の交通機関以外で外に出たかどちらかですね。町全体に結界を張り巡らせているのは玖鳴採掘機構ですから、そちらに聞いた方が早いでしょう」

「分かった。後で詩織君たちに聞いてみるよ。ところでデータ改かい竄ざんの可能性は？」

「あり得ますが、仮に改竄されていたとしても痕こん跡せきを見つけることは出来ないとのことです」

「そりゃそうだよなー、一国家に逆ハックしかける連中だからなー」

「報告は以上です。俺は他を当たります。店長の方から何かありますか？」

「そうだな。事務所には戻ってみたか？」

「……あ」

「まさか、最後に確認しなかったのか？　キミの相手をした男が噓つきだったら、今頃上司に電話してるところだ」

「すっかり忘れてました」

「おいおい、大丈夫か。キミの鈍どん感かん力りよくがひどい勢いで上昇してるぞ。ラノベ主人公補正でもかかってるのか？」

　店長の言葉が左耳から右耳へ通り過ぎていく。

　なんとなくだが、あの部屋に戻らなかった理由は分かっている。

　歌鳥は考えていたのだ。あの男の言葉の意味を。

　――君は鞘のない刀だ。

　気にしていることではあった。

　歌鳥はフラグに好意を寄せられていることに気付いている。もちろん、助けるときに自分から愛の告白をしたのだから、ある意味ではすでに相そう思し相そう愛あいなのである。

　だが、それはあくまでフラグを救い出すための言葉でもあった。

　彼女が自分で自分を殺さないように、貶おとしめないように、きっと誰かからの「愛している」という声が必要だったに違いなくて、歌鳥は劇げき薬やくだと知りつつもその言葉を使った。

　だが、本当に自分は彼女のことを愛しているのだろうか。

　愛する資格はあるのだろうか。

　――君は鞘のない刀だ。

　歌鳥は言葉で人を傷つけ、殺あやめてきた。

　より大きな災わざわいを防ぐために小さな戦いが必要になる、という理屈で動いてきた。

　彼は血で血を洗う人間なのであり、その手はどうしようもないほど汚れている。

　その手でフラグを助け出したはいいものの、彼女は別に汚れているわけではない。彼女には今まで誰も人を殺したことのないような、純粋に言葉の美しさと力を信じているような、そういう人間がふさわしいのではないか。

　そんな気がして、どうしてもフラグの好意を正面から受け止められない。

　彼女を救い出すときに汚れた力が必要だった。自分はただそのときのためだけにいればよくて、後は別の誰かに任せるのが最適じゃないのか。

　そんな思いだけがぐるぐると回って、大切なことをやり忘れていた。

「……どうしましょう、今から戻って舌でも抜いて来ましょうか」

「やめとけ、時間が経たち過すぎた。キミがもう一度顔を出しても得るものは何もない。それより、実際に町を歩き回って欲しい。ここじゃガンマン風の外国人は相当目立つはずだからな。ボクもグル・マップで空から探す。何か見つけたら連絡するよ」

「了解しました。ところで、一つ聞いて良いですか？」

「まだ何か？」

「さっきから凄すごく鼻び濁だく音おんばっかりの歌が聞こえるんですが……」

「ああ、それはボンゴレビアンコの歌だな。喜べカトリ、今日はパスタだぞ」

「フラグに貝類を調理させるなんて正気ですか！」

「被害を最小限に抑えられたと喜ぶべきじゃないかな。さすがにパスタを茹ゆでるのに失敗はしないだろ。フラグの成長のためだ。頑張って喰くってくれ。ボクの分も」

「さりげなく人に苦労を押し付けないで下さいよ……それじゃ、切りますよ」

　歌鳥は電話を切った。

　愛が重い。胃にも、心にも。

　だいたい、料理なんかで好きを示さなくてもいいだろうに。得意不得意があるんだから、苦手な分野で勝負しなくてもいいのに。

　――いや、そんなことを考えてる場合じゃないな。早く誘拐犯を見つけないと……。

　次にどこへ行くべきか、すぐには思い当たらない。警察には頼れない以上、地道に人の多そうな場所を探して聞き込みでもすべきなのかもしれない。

　問題は、彼が捜査官でも何でもないことだ。聞き込みをしたところで丁寧に答えてくれる相手がどれだけいるか……。

　――おや、あれは。

　意外なところで見覚えのある人間を見つけた。

　繁華街の小路、近隣のビルのゴミ捨て場で、昨日と同じように丸まる玖く飯はん店てんの紙袋を持った少女がしゃがみこんでいた。

「おや、昨日の焼き小シヨウ龍ロン包ポウ娘むすめじゃないか」

「なんだアンタは、ナンパか？　ナンパならお断りだよ」

「ナンパじゃない。昨日焼き小龍包を弁償した男だよ、覚えてないか」

「ああ、昨日の……奢おごってくれてありがとな」

「礼を言われるようなことじゃない」

「彼女とは別れたのか？」

「あれは彼女じゃなくて妹だよ」

　しかしそんなことはどうでもいい。

「お前はこんなところで何をしている」

「探してるんだ」

「何を？」

「永遠を」

「永遠なら夕陽のとける海とか止まった時間の中を探せ」

「見つからないじゃん。じゃあやる気」

「作業開始から二時間くらいで出てくるぞ」

「実は才能を探してたんだ。この辺に落としたと思うんだけど」

　少女はゴミ捨て場を眺める。もちろん本当に何かを探しているというわけではなく、面倒くさい相手を追い払うために適当なことを言っているに違いない。

　しかし、意外に的まとを射いているのかもしれない。

　捨てられた才能や素質は各家庭のゴミ箱から集積所に辿り着き、最後には夢の島に埋うめられるのだ。

「醗はつ酵こうが行き過ぎて腐った才能ならそこの酔っ払いが戻したゲロの中にある。ちなみに吐き戻したゲロを飲むと、船酔いはおさまるそうだ。で、本当は何をしてるんだ？　この時間なら学校じゃないのか？」

「あんたこそ学生じゃないの？」

「人を見た目で判断しちゃいけない。こう見えても大学は出てるんだよ」

　でたらめにサバを読んだわけではない。二十代までなら問題なく化けられる。三十代以上となると肌や声の若さから無理が生じるが。

「へー、ぜんっぜんそう見えないけど」

「よく言われる。で、学校は？」

「土曜日だから休みだよ」

「そっか。今日は土曜日だっけ。決まった休みなんかないからすっかり忘れてたよ」

「社会人ってのは大変だねえ。じゃ、これで」

「ちょっと待ってくれ」

　美味しそうな匂いのする袋を抱えてすたこら逃げ出そうとする少女を呼び止める。

「なんだい。まだなにか用があるの？」

「この男を知らないか」

　写真を見せる。少女はサングラスを外し、覗き込む。

「……！」

「何か知ってるのか？」

「いや、知らないね。こんな男見たこともないよ」













　その反応はあからさまに怪しかった。むしろ怪し過ぎて本当に知らないのではないかと思うほどだ。

「そうか、邪魔したな」

　だが、歌鳥は確信を得ている。中華ゴミ捨て場娘はこの男を知っている。

　店長に電話をかける。

「歌鳥です。怪しい奴を発見しました」

「早いな。ご都合主義の神様でも味方につけたか？　じゃ、特徴を」

「見た目は中学生から高校生ぐらい。背は説子ちゃんくらいです。髪は黒で肩けん甲こう骨こつの下まで伸びている。手に丸玖飯店という焼き小龍包の屋台の紙袋を持っています。詳しくは環に聞いて下さい。昨日会ってるんです」

「了解」

「尾び行こうします」

「気をつけろよ」

「ええ、それじゃ」

　歌鳥は足音を消してその娘の後をつけた。幸いにも身を隠す場所は多い。看板も横道も豊富にあるし、何より土曜日のおかげで少しは人通りがある。

　娘の靴が特徴的なブーツだったのもありがたい。妙に汚れてはいるが、あれは高級な、とてもではないが中高生では手が出せない代物だ。親に買ってもらったのだろう。それも、相当の富ふ裕ゆう層そうだ。

　尾行する側の人間にとって、相手を靴で判別出来るのは、大変ありがたい。

　――どこに向かうつもりだ？

　娘は途中でバス停により、誰かに電話していた。終わってもそのまま動かないところをみると、バスを待っているのだろう。歌鳥は帽子をかぶり、懐ふところから伊だ達てメガネを取り出す。ジャケットも裏返す。

　表と裏で全く違うイメージを与えるプロ仕様。

　娘は周りを気にして何度か歌鳥の方にも目を向けたが、気付いてはいないようだ。そのままやって来たバスに乗り込み、歌鳥も後に続く。

　バスは幸いにも都市部のような先払い式ではない。小銭の持ち合わせは十分。両替の必要すらない。

　そのまま三〇分ほど揺られた。

　バスは市街から離れ、東へ向かう。そちらは民家の立ち並ぶ寂さびれた場所だ。すぐ近くに玖鳴石の採掘場がある。

　娘はその寂れた場所で降りた。

　――しまったな、これじゃ気付かれるぞ。

　歌鳥は娘が降りてから少し間を置いて降りた。歌鳥が降りると同時にバスは発車し、娘は後に降りた人間のことなど知る由もないといった具合に先へと進む。歌鳥はほっと胸をなでおろし、距離を置いて尾行を続けた。

　――注意力のない相手で助かった。だが、どこへ行くつもりだ？

　娘は山道を登っていく。

　健けん脚きやくとは言えずとも、女の子の歩くスピードとしては速い。ときおりやって来る車をやり過ごしながら、娘は道の端に寄って登っていく。歌鳥は藪やぶや墓場に身を潜めながらその後を追った。

　やがて道が二手に分かれる。分ぶん岐き点てんに看板が見えた。娘はそれを見ることもなく左へ曲がる。看板にはホテルの名前、温泉のマーク、玖鳴大だい樹じゆ海かいや採掘場などへの距離が明示されていた。

　歌鳥は娘の後を追い、左へ曲がる。

　数キロも歩かない内に、けばけばしい外装のホテルが見えた。タージマハルでも模もしたかのような外装、塔とうの先端はアラビアンタマネギ、カーテンの引かれたいくつもの窓、駐車場の入り口には中の車が見えないように幕が垂れ下がっている。

　だが廃はい墟きよだ。

　建物の全体を覆うツタ、割られた窓ガラス、散乱するゴミ、遠目からも分かるような剝はげた塗と装そう。そして何より、どこにも明かりが灯ともっていない。どう考えてもこれは経営破は綻たんした山中のホテルだ。

　娘はガラスの割れた窓から中へ入っていく。

　五分ほど待つ。

　尾行を始めてからすでに一時間以上経っている。

　ここに何の用があるのかは分からないが、もし誘拐犯が根ね城じろにするとしたら、悪くない場所だ。彼女は誘拐犯に食事でも運んでいるのかもしれない。

　誘拐犯が単独犯とは限らない。協力者がいると考えるのは、至って自然なことだ。

　――様子を探ってみよう。

　その前に店長に電話をかけることにした。山の中ではあるが、圏外ではない。幸いにも連絡はつく。歌鳥は携帯を耳にあて、店長を呼び出した。

「電話を切ってもらおうか」

　歌鳥の頭に銃じゆう口こうが突きつけられた。

　落ち着いて電話を投げ、振り向きざまに相手の拳銃を叩き落とす。

　その一瞬で全てを把握する。

「っ、てめぇ！」

　――ターゲットだ。

　間違いなかった。

　あの顔写真と酷こく似じした顔、三〇代程度の肌つや、ガンマン風の服装。

　誘拐犯ラヴィット・マークス。

　歌鳥は今までの経験から、相手を拘束する必要があると感じた。初対面の人間に銃口を突きつける相手がまともな人間である可能性は限りなく低い。

　せっかく相手の方から姿を現してくれたのだ。

　――拘束する。

「こういう場面には慣れてるみたいだな。動けば撃つ。何のためにあの娘を尾行していた？　答えろ」

　拳銃を拾い直すと、ラヴィットは言葉で牽けん制せいしつつ歌鳥から一旦距離を置く。木の幹みきで身体からだを支えながら、こちらに狙いを定めている。

　歌鳥は同じように身体を木の幹で隠し、視線だけを相手に向けて応対した。

「答える必要はない」

　緊きん張ちよう感かんを保ちながらも、周囲の言こと霊だまを確認する。

　十分な量だ。

　怪我をさせてしまうかもしれないが、やむをえない。

「ほう」

「あんたがラヴィット・マークスか」

「……なぜ俺の名前を知っている」

「それも答える必要はない」

「礼儀のなってねえ奴だ」

　ラヴィットは引き金に手をかけるところで、ようやく気付いたようだ。

　歌鳥が周囲の言霊を集めていることに。

　すでに準備は整っている。

「誘拐犯に礼儀など必要ない。ラヴィット・マークス、罪状は少女誘拐、あんたを拘束する」

　自分と相手の足下の間を一直線で結ぶように言葉の弾だん丸がんを放つ。

　もちろん木の幹を打ち抜くことを計算に入れた威力で、だ。

　だが。

「いない？」

　ラヴィットはすでにそこにはいない。

　歌鳥が撃つ準備をする間に、リスのような俊しゆん敏びんさで逃げたのだ。

「そうか、てめえも魔術師だったか」

　全く予測していない方向から脇わき腹ばらを蹴けりつけられる。

　よろけたところに更なる追撃。

　バランスを失った歌鳥は木の幹にぶつかり、アスファルトの道路へ叩きつけられた。

　――ずいぶん、速いな……。

　魔術師かどうか以前の問題だ。身体性能が常じよう軌きを逸いつしてる。ガンマンだからなのか？　ガンマンだから銃を撃つ前の動作から射出ラインを察知して、一瞬で安全地帯へ逃げるというとっさの判断が出来るのか？

　ラヴィット・マークスは不敵に微笑ほほえむ。

「言葉をそのまま散さん弾だんとして射出する魔術か。なかなかの腕前だが、世界じゃ二番目だな」

「ならば……世界一は誰だ!?」

　ラヴィットはきざに舌打ちし、テンガロン・ハットを深くかぶり、

「俺さ」

　そして自分を指さした。

　余裕をかましている隙に歌鳥は第二波の準備をする。周囲の言霊をかき集め、そこに言葉を乗せる。

　だがその全ての動作が遅過ぎる。

　コンマ何秒の世界で打ち合うガンマンのスピードに、歌鳥が敵かなうはずがない。

　――あんたを拘束するっ

　口に出したはずなのに。

　先に魔術を打ち込まれ、行き場を失った弾丸が歌鳥の心の中を乱れ撃つ。暴力的な言葉が歌鳥の心の一部に穴を開け、破壊した。

「苦しいか？」

　のた打ち回る歌鳥に、ラヴィットは再度銃口を向ける。

「この世ぶん界たいじゃ、『――ダブルダツシユ』は多くの場合、心内表現になるのさ。てめえの口から出るはずだった言葉を心内表現に変えてやった。てめえはいま、自分の言葉で自分の心に風穴を開けたんだ。どうだ？」

　相手の魔術を一瞬で解析し、逆手に取り、そのまま反射する。

「なに、すぐに治る。だが俺はそんな時間を与えるほど優しくはない」

　そして歌鳥の頭に銃口を突きつけ。

「お祈りは済ませたか――それじゃあ、てめえの人生に《終止符ピリオド》を撃つとしようか」




１２：１５　自宅待機組




　全ては順調に進んでいるように見えた。

　年長組は九頭の屋敷に潜入し、歌鳥は怪しい少女を追っている。

「……今日中に解決するかもしれないと思ったんだけどな」

　店長はディスプレイを眺めていた。

　二組の動きを見張るため、携帯電話にはＧＰＳを仕込み、定期的に位置情報を送信するように設定している。圏外にならなければほぼリアルタイムで動向が分かる。

　詩織たちは九頭家に、歌鳥は山道を登り、何らかの建物の中に潜入した。

　店長は歌鳥の居場所を調べてみた。

　二〇〇〇年頃まで営業を続けていたホテルだ。今はどうやら廃墟同然になっているらしい。歌鳥がこの中に潜入したというなら、入る前に連絡をよこしそうなものだが。

「ボーンッゴレー、ボーンッゴレー♪」

　フラグはヘッドホンから流れてくるピアノソロに適当な詞をつけてボンゴレビアンコの歌を歌っていた。練習台として食べさせられた昼の塩パスタは、とりあえず食べられないものではなかったので、どうやら自信をつけたらしい。

　説子と環は将しよう棋ぎ崩くずしをやっていた。まともな将棋をすると説子が圧勝するようだが、今はいい勝負をしている。

「ビーアンコー♪」

「四スー暗アン刻コみたいなリズムだな」

「店長、何か言った？」

　遠くから店長の唇の端が動いたのを捕らえたらしい。

「ボンゴレビアンコと嶺リン上シヤン開カイ花ホーは似てるって思ったんだよ、それだけ」

「ぜんぜん似てないよ。両方とも声に出して読みたい日本語だけど」

「……イタリア語と中国語じゃないの？」

「カタカナと漢字だから日本語でいいの」

　フラグは餅もちのようにぷくっーと頰を膨ふくらませる。

　店長はそういう会話が出来るのを嬉うれしく思う。

　言想堂の奥に引きこもって、ずっと伝票とにらめっこしたり、適当な本を読んだりしていたフラグが、まるでキャラが変わったかのように元気だ。

　引きこもりを社会復帰させると親はこういう気持になるのかもしれない。

　後は歌鳥たちが無事に仕事を終えて――それは、彼らに手を汚させるということでもあるのだが――戻ってきてくれればいい。

「……ん？」

　ふと、ディスプレイに目をやると、反応が一つ消えている。

　詩織たちから位置情報が送られてきていない。

　電源を切ったか、それとも電波の届かない場所にいるのか……しかし電波を遮しや断だんするなどコンサートホールではあるまいし、九頭家の屋敷の中にそんな場所があるとしたら、あまり安全な場所ではないだろう。

　歌鳥の方もさっきから動きがない。

　急にガラガラと何かが崩れる音がする。

　将棋崩しの音だ。環が香車を引き抜こうとして失敗したのだ。

　静かだと思ったら、今度はフラグがボンゴレビアンコの歌をやめている。

「どうしたフラグ。今日の晩御飯はミートソースにしたいの？」

「いま、変な声が聞こえなかった？」

「声だって？」

　聞こえるはずがない。なぜならフラグは魔法の誤発動を避けるため、人間の声を聞かないためにヘッドホンをつけているからだ。だから、声が聞こえたとしたらそれは人間の声としては聞き取り辛いサンプリングボイスか、あるいは、気のせいだ。

「うん、歌鳥くんのね、声が聞こえるような気がしたの」

　立ったまま、フラグは寒いときにやるように両腕を触った。

　遠い目をしている。

　なんだか嫌な予感がして、歌鳥に電話をかけてみる。

　勝負が終わって暇になったのか、店長の側に説子と環が寄ってくる。

「出ないな。電話に出られない状態なのか？」

　歌鳥の位置情報は動かない。

　店長は静かに自分の携帯を畳たたむ。三人から注がれる真剣な眼まな差ざしに、店長はこう答えるよりなかった。

「……何もなければいいんだけどね」





[image: ]













１２：３９　弓原歌鳥




「こいつか？」

「うん、尾び行こうしてたのはこいつだよ。ラヴィのことを聞いてた」

「よし、ひとまず武器を持ってないか確認だ」

　――誰だれだろう。

　濁にごり切きった意識が澄すんでいくにつれて、周囲の状況がはっきりわかるようになってきた。

　ここはどこかの浴室だ。

　赤ん坊を抱いた少女と、ガンマン風の男がいる。

　男は身動きの取れない歌か鳥とりの身体からだを探り始めた。床ゆかの上には何かが散らばっている。はっきり見えるようになると、それが歌鳥の持っていた道具だと分かった。

　スタンガン、折りたたみ式ナイフ、催さい涙るいスプレー、睡すい眠みん薬やく……。

　――ああ、こいつらは誘ゆう拐かい犯はんだ。俺は誘拐犯を追っていて、この男に倒されて……身体を。

　そこでようやく、誘拐犯が服を脱がせようとしているのに気付く。

「おひ……どほを、はわってる」

「お目覚めかい。ボディチェックをさせてもらってる。武器を持ってるなら大人しく出すんだな」

「武器なんか、なひ。ひゃめろ……ほれの身体に触れるな……」

「俺は自分の目で見たものしか信じないんでね」

　ラヴィット・マークスは歌鳥の抵抗を無理矢理押さえつけ、まずはジャケットを脱がした。

「ねえラヴィ、本当に脱がしちゃうの？」

「そうだ。見たいなら見てろ。見るもんじゃねえけどな」

　その口く調ちようは楽しそうだ。

　ラヴィットは歌鳥を拘こう束そくし、服を一枚一枚脱がせていく。少女は赤ん坊の目を手で覆おおい、「うわぁ……」と感想になるまえの心の動きを洩もらしながらもしっかりと歌鳥を見つめていた。

　ラヴィットが服を完全に脱がし終わると、歌鳥は最終的にパンツ一枚になった。

　パンツに手がかかる。

　そこから先は秘密の花園である。

　歌鳥は初めて抵抗の姿勢を見せるが、魔術を発動させる前に殴なぐりつけられた。

「次は二発だ」

　口を殴りつけられたことから、誘拐犯が歌鳥の言想魔術の性質を熟じゆく知ちしていることが分かる。

　抵抗は無駄だ。

　歌鳥はされるがままに任せた。ラヴィットは無抵抗の彼からパンツを剝はぎ取とる。その瞬間、歌鳥は生まれたままの姿に戻る。

　そこの赤ん坊ですら服を着ているというのに。

　そんな様子を見て例の少女がラヴィットに進言する。

「なあ、ラヴィ。それはやり過ぎじゃないか？　下くらいはかせてやりなよ」

「武器を隠してないか調べるだけだ。確認したら戻してやるさ」

「そんなところに隠す奴やつなんているのか？」

　甘いね、と言わんばかりに指を振るラヴィット。

「むかし、メキシコから国境を越えてくる運び屋を一人捕まえたことがある」

「……？」

「もちろんボディチェックをした。手荷物の中にはない。服のポケットにも入れていない。靴くつ底ぞこにも隠していない。カプセルか何かに入れて口に含んでもいない。そいつは、どうやって薬を運んだと思う？」

「さあ、どうだろうね」

「ヒントはあれだ」

　ラヴィットはゴム製品を指差す。

「まさか……」

「そいつは薬をコンドームに詰めて、ケツの穴に隠してたんだ。もちろんゴムが破は裂れつすれば薬を直腸からダイレクトに吸収して死ぬ。お子様が真似をするとは思えんが、形式としては調べておかなきゃダメだろう？　手袋を取ってくれ」




１３：００　自宅待機組




「嫌な予感がする」

「すごく……不安なの」

「大丈夫だよ。カトリは簡単に捕まるような男じゃない。尾行中だから電話に出られないだけだ」

　店長はフラグたちを落ち着かせようと試みるが、やはり自身も一いち抹まつの不安を抱えている。もし歌鳥が捕まっていたとしたら？

　本当に恐いのは、歌鳥が容疑者を追い詰めて殺してしまうことだが。

「そうだといいんですが、店長は大切な点を見落としています。確かに、相手が管かん理り官かん級の魔術師でも勝ち目はあります。でも、相手が単独の誘拐犯でなかったら」

「そうでないと願いたいね」




１３：００　弓原歌鳥




　全てが終わると、歌鳥は再度服を着せられ、寝室のベッドに叩たたきつけられた。

　尋じん問もんが始まる。ラヴィット・マークスは妙に流りゆう暢ちような日本語で問いかけてきた。

「大人しく質問に答えろ。ただし、ドサクサに紛まぎれて魔術を使おうとしたら容よう赦しやなく殴る。まずは名前を聞こうか」

「……」

　歌鳥は答えない。

　相手は誘拐犯だ。それも歌鳥を拘束するほど力があり、飛び切り凶きよう悪あくで行動力のある男。この男に情報を与えてはならない。もし歌鳥が言げん想そう堂どうの一員だと分かれば、他のメンバーにも被害が及びかねない。

「名前がないのか？　じゃあこれからてめえのことをなんて呼ぶか……」

　ラヴィットは一度歌鳥の股こ間かんに視線を落とした。

「仕方ない。てめえのことは〝マカロニ・キッド〟と呼ぶことにしよう」

「……もう少し尊そん厳げんのある名前にしてくれ」

「嫌なら名乗れ、マカロニ野郎」

「……」

「次の質問だ。てめえはどこの魔ま術じゆつ結けつ社しやの人間だ？」

　もちろんこれにも答えない。

「この辺の人間じゃあなさそうだな。てめえのイントネーションは標ひよう準じゆん語ごだ。どこから来た？　なぜ俺おれたちをつけ狙ねらうんだ？」

「答えるわけにはいかない」

　赤ん坊に目を向ける。

　ベビー服を着た幼児は、今自分を脅おどしつけて尋問するこの男が誘拐犯であるという確たる証しよう拠こだ。早くこの男を倒し、赤ん坊を奪い返さなければならない。

　歌鳥は機を待った。このラヴィット・マークスという男が油断する瞬間さえ来れば、勝機はある。

　一向に答える気け配はいを見せない歌鳥に苛いら立だったのか、ラヴィットが強きよう硬こう手しゆ段だんをとる。

「仕方ねえ奴だ。ホノカ、こいつの携帯電話をよこせ」

「うん」

　ホノカと呼ばれた少女が歌鳥の携帯を渡した。

「あんまり人の携帯を覗のぞきたくはないんだがな……悪いが中を見せてもらう」

　こういった場合に備そなえて、携帯のデータは仕事に必要な最小限のものしか入っていない。連絡先は店長、説せつ子こ、詩し織おり、環たまきの四人分だけだ。フラグと通話するわけにはいかないし、チャムはハイテクに弱い。

「……友達が四人しかいないのか？」

「その携帯は仕事用だ。必要なデータしか入っていない」

　友人と言えるような友人がいないのは事実だが。

「そのわりには私的な用件でメールを使うんだな。てめえは職場の同どう僚りように『お兄ちゃん』と呼ばせてるのか？　なかなかいい趣味だな、マカロニ」

　受信箱はほとんど妹からのメールで埋うまっている。ホノカが汚お物ぶつのように歌鳥を見た。

「この〝店長〟というのは誰だ？　さっきから何度も電話をかけてきてるようだが」

「……」

「だんまりか」

「雇やとい主ぬしじゃない？」

「だろうな。連絡をよこさねえから心配して電話をかけてきてんだろう。おい、マカロニ。一つ提案がある」

「なんだ」

「てめえ、何か仕事の依頼を受けて俺たちを付け狙ってたんだろ？」

「……」

「トカゲの尻尾しつぽを踏ふんづけたって意味はねえ。てめえの命は助けてやるよ。ただし、条件がある。マカロニ工場長の名前と、仕事を依頼した奴らの素す性じようを教えろ。何のために俺たちを追いかけた、誰が命令した」

「無理だ、教えるわけにはいかない」

「そうか。じゃあ死ね」

　ラヴィットは再び歌鳥の額ひたいに銃じゆう口こうを向けた。

　――まだだ。まだ大丈夫。こいつは俺を殺さない。

　今まで何度か、彼は目の前の男と同じように、被ひ疑ぎ者しやを拘束したことがある。だからこれが脅しだと分かる。

　殺すのは最後の手段だ。この男が狂きよう人じんでなければ、まだ口を割る必要はない。

「ちょ、ちょっと待てよ、ラヴィ！　この子の目の前で酷ひどいことをする気？」

「嫌なら目を瞑つむっていろ」

「いくらなんでも殺すのはダメじゃない？」

　ホノカという少女の方はまだ一般人に近い感性を持っているらしい。ありがたいことにラヴィット・マークスを止めようとしてくれている。

「俺に口答えする気か？」

　この二人の関係が良く分からない。

　少なくとも、ラヴィットの方が立場は上らしい。

　少女は彼の仲間だろう。だが、決定権を持っているわけではなさそうだ。彼女は赤ん坊をきつく抱きしめたまま一歩引いた。

「さらばマカロニ」

　ラヴィットは再び歌鳥に銃口を向けた。まだ余裕があるはずだ、と黙だまり込こんでいると、

「てめえの人生に《終止符ピリオド》を撃つ」

　引き金を引かれた。

　――本当に引きやがった！

　幸いにも銃じゆう弾だんは出てこなかった。

「おや、困ったな、弾たま切ぎれだ」

　歌鳥は命拾いした。

「まあいい、別のにしよう」

　――って、ええっ！　ちょっと待て！

　まったく命拾いをしていなかった。

　ラヴィットは流れるような動作で弾を込めると、驚きのあまり何も言えずにいる歌鳥の額に銃口を突きつけ、

「さらばマカロニ。てめえの人生に《疑問符クエスチヨン》を撃つ」

　何のためらいもなく引き金を引いた。

　すっと、意識が遠のく。歌鳥は白目を剝むいて床に倒れこんだ。

　彼の頭の中では、生まれ落ちてから今に至るまでの壮大な時の旅が展開される。ＣＤの収録時間を限界まで使った壮大な交こう響きよう曲きよくのように、人生を主題とした楽曲が頭ず蓋がい骨こつのコンサートホールを暴れ回る。人生に配置された無数の音おん符ぷは途中で行き場をなくし、バラバラの方向に流れ始める。

　彼を撃った者たちの声だけが聞こえる。

「ラヴィ……殺しちゃったの？」

「安心しろ。《終止符》じゃない。今のは《疑問符》だ。五分もすれば目を覚ます」

「その〝疑問符〟を撃ち込んだらどうなるんだ？」

「よく見てな」

　やがて歌鳥は目を覚ました。

「ここは……ここは、どこだ？」

　幼いころに魔術に目覚め、言げん霊れい会かいに引き取られたこと。管理官《エートック》によって対魔術師用の暗殺者として育てられたこと、スパイとして潜り込んだ言想堂でフラグと出会い、新しい人生を歩み始めたこと。

　そのどれもが人として何か間違っているような気がした。

　今までずっと晴れだと思っていたのに、急に雲に遮さえぎられ、霧きりが立ち込めたかのように、先行きが分からない。

　――俺は……確か、誘拐犯を追っていたはずだ。早く目の前の男を捕まえて、言想堂に帰って、フラグの手料理を食べて、チャムさんの散歩をさせられて、環を寝かしつけて……待て、どうしてそんなことをしなくちゃならないんだ？

　誘拐犯として追っていたはずの男が、笑った。




１４：２２　チーム「淑女と犬」




「こんな犬を連れていたのが問題でしたわね。いかにも誘拐犯が連れていそうな下品な犬ですもの。間違われるのも仕方のないことですわ」

「犬に責任を押し付けるな！　おぬしが遠回しな物言いをするから誤ご解かいされたのではないか！」

「まったくキャンキャンキャンキャンうるさい犬ですこと。あれのどこが誤解を招く物言いですの？　わたくし一人ならお嬢じよう様さまの冗じよう談だんとして受け取られるはずですわ」

「おぬしは何を言っておるんだ」

　詩織とチャムは九く頭とう家けの地下で、責任を擦なすり付つけ合っていた。

　書しよ院いん造づくりの部屋である。旅館の客室だと言われても違い和わ感かんがない。押入れの中には四組の布団が用意されており、ちゃぶ台の上にはポットと茶ちや櫃ひつが置いてある。

　ただしその部屋には窓がなく、入り口はメガバンクの金庫のように頑がん丈じような扉とびらであり、その隣となりに独どく房ぼうにありがちな配はい膳ぜん口ぐちがしつらえてあった。

　更に二重の結けつ界かいが張ってある。

　魔ま術じゆつ封ふうじの結界、言こと霊だまを枯こ渇かつさせる結界。

　かつて言想堂の事務所に張ってあったものとほぼ同じ性能である。

　つまり、この部屋は魔術師を閉じ込めるための牢ろう獄ごくなのだ。

　やがて詰なじり合あいにも飽きたのか、一人と一匹は脱出方法を検討し始めた。それは、牢獄に閉じ込められてから一時間近く経たってのことであった。

「電波も圏けん外がい……どうしましょう。これでは店長に窮きゆう状じようを伝えることもままなりませんわ」

　詩織は扉を調べる。和室には不釣合いな物々しい鋼鉄の扉である。

　配膳口は扉ほど分厚くはないが、やはり人間の手でこじ開けられるものではない。

「発はつ破ぱ……は無理ですわね」

　詩織は胸の谷間から紙包みを取り出した。

「でも、この程度の量では……さすがは鉱山都市ですわね。爆発物への対策が完かん璧ぺき。惚ほれ惚ぼれしますわ」

「思うんだが」

「なんですの？」

「誘拐犯より先に爆弾魔を退治すべきではなかろうか」

「ここの家の方はそうしたようね」

　詩織はちゃぶ台の前に戻る。

「そういうあなたこそ何か出来ませんの？」

「吾われの魔術はあらゆる魔術を無む効こう化かする。だが、吾の魔術もまた魔術なのだ。結界の中では何も出来ぬ」

「本当にびっくりするほど論外な駄だ犬けんね。人に文もん句くを言っておきながら自分は何も出来ないのかしら？　爆破いたしますわよ」

「そう軽々しく爆破するなどと口に出すでない。九頭の連中も吾らが誘拐犯だと確信しているわけではあるまい。その内、誰かが確認を取りにやって来よう。今はただ、待つのだ」

「……仕方ありませんわね。お茶でも飲んで気長に待つといたしましょう」

　詩織は茶櫃を開けた。中には駅の土産みやげ物ものコーナーで売っていそうな焼き物系の和菓子と、四角いタイプのティーバッグが用意されていた。木の受け皿と湯飲みは四人分用意されている。

　幸いにも水と電気は通じているようで、茶の用意に支障はなかった。

「肝きもの太い奴」

「熱湯をかけるとノミ退治になるかしら」

「今のは褒め言葉だ」




１４：３４　自宅待機組




「つながったぞ！」

　店長の言葉に三人が集まる。みんなに聞こえるように音量を最大にした。

「もしもし、カトリ、聞こえるか」

　説子はフラグに見えるように口だけを動かし歌鳥の声を再現する。

「聞こえます。店長」

「急に連絡がつかなくなったが、今まで何をやっていた。誘拐犯を見つけたのか。捕らえたのか。それともまだ何の手がかりもなしか。状況を伝えてくれ」

「そのことなんですが、店長。大事な話をしてもいいですか」

「何だ？」

「俺、本当にこんなことしててもいいのかなって」

「……は？」

「元はと言えば店長がお店の金を飛ばしたのが原因ですよね。それで、その穴埋めのために、なぜか俺が一人で誘拐犯を追うことになって……ねえ、店長。これじゃ昔と変わらないじゃないですか」

「この仕事についてはキミも納なつ得とくしてくれたじゃないか。どうして今更そんなこと言うんだ」

「人生に疑問を持ってしまったんです。仕事を終えて、家に帰って、言想堂のみんなと温かい夕食を囲んで、幸せな気分で眠りについて、その繰り返し。でも、それはあんまりにも幸せ過ぎる。俺は……俺は、生まれてからずっと、手を血に染めて来ました。俺は、犯罪者なんです。墓を沢たく山さん掘ほってきました。なのに、自分はのうのうと幸せな暮らしを享きよう受じゆしている。そんなの許されるはずがない。俺に幸せになる権利なんかないんです」

「おいおい……キミはいつからそんな、えーっと、深夜に誰もいない部屋に帰ってきて疲れてるけど眠れずにベランダに出てタバコ吸ってる二〇代みたいなこと言うようになったんだよ。まだ早えよ。分かったぞ。そこに犯人がいるんだろ。キミは捕まったんだな。それで心にも無いことを言わされてるんだ。そうなんだろ？」

「店長。ラヴィット・マークスは悪い人間じゃありません。俺に立ち直るきっかけを与えてくれた人です。俺はこの人たちと一いつ緒しよに、もうしばらく自分の人生を見つめ直して、贖しよく罪ざいの道を探します。今までありがとうございました。フラグと、環のことは任せます。それじゃ、生きてたらまたどこかでお会いしましょう」

　赤ん坊の泣き声が聞こえたのと同時に、通話を切られた。

「おい……おい、カトリ、カトリ！　応答しろ」

　気まずい沈黙が流れた。

「……。諸君、状況は最悪だ。カトリはラヴィット・マークスを見つけたようだが、何らかの理由で彼と行動を共にしている。ボクらが救出しなきゃならない赤ん坊もそこにいる。つまり、ラヴィットという男が赤ん坊を誘拐した可能性は非常に高いということだ。ボクらは赤ん坊だけじゃなくてカトリも助け出さなきゃならない」

「えっと、どういうこと？」

　歌鳥の声を聞けないフラグが疑ぎ義ぎを挟む。

「カトリが誘拐犯についていくと言ったんだ」

「ええー！」

　フラグが口を∞はわわに。

「どうして!?　どうして歌鳥くんが誘拐犯についていかなきゃならないの!?」

「可能性は二つ考えられる」

　店長は歌鳥が誘拐犯についていく理由を分析する。信じて送り出した子飼いの部下がどこの馬の骨とも知れぬ外国人の誘ゆう惑わくにドハマリしてサヨナラの電話をかけてくるなんて、店長自身、信じたくないことであった。

「もしかしたら、ラヴィット・マークスの言想魔術にやられて正気を失っているのかもしれない」

　そして正気を失った歌鳥は、誘拐犯の男を正義の味方と信じて行動を共にする。

「あるいは、歌鳥はスパイとして奴の懐ふところに潜り込んだのかもしれない」

　そして歌鳥は誘拐犯に信じ込ませるために電話をかけてきた。

　どちらかは分からないが、前者なら大変な手間がかかる。赤ん坊を奪い返すついでに歌鳥も奪い返さなければならないし、最悪の場合、彼は敵に回る。

　後者なら、彼は誘拐犯の隙すきをついて赤ん坊を助け出してくれるだろう。

「ふーん、じゃあどっちか分からないんだね」

「出来ればスパイをやってると信じたいけどね。それなら色々と捗はかどるんだけど」

　だが、もし言想魔術で頭か心をやられているとしたら、一度チャムを呼び戻して彼にかかった魔術を解いた末に行動を開始しなければならない。この場合、時間がかかればかかるほど歌鳥の救出は困こん難なんになる。

　どうしたものか、と考えていると、説子がフラグにも見えるような位置関係から話しかけてきた。

「疑問があります。弓ゆみ原はらさんはやんごとなき理由で誘拐犯についているのでしょうか。それとも、自発的に裏切ったのでしょうか。どうとでも取れますが」

「カトリが言想堂を裏切るために今回の事件を利用したと言いたいのか？」

　説子の発言は、歌鳥が最初から裏切りを考えていたという可能性を示し唆さするものだ。

　つまり、歌鳥はいつか言想堂から逃げ出そうと思っていた。仕事でラヴィット・マークスという一流の魔術師と出会い、これ幸いと言想堂を抜けた、と。

「不可能を消去して、最後に残ったものがいかに奇妙なことであっても、それが真実となります。もし、信じたくないことでも、可能性を否定してはいけません」

　説子は動じない。感情のない計算機のように、あらゆる可能性を見逃さないだけだからだ。

「そりゃそうだけどさ……」

「お兄ちゃんを疑ってるの？」

　環は二人に鋭するどい視線を送る。説子の発言は彼女にとっては許せないものだ。兄が自分を見捨ててそんなことをするはずはない。彼女は兄を信じたい。

「可能性はあるってだけだよ」

　店長は環を宥なだめながら、言想堂での歌鳥の扱いを思い出した。

　初めてのバイト代はＦＸの穴埋めに使われ、毎日のようにフラグの手料理攻撃を喰くらい、元上司格に顎あごでこき使われ、妹には理想の兄を演じるように要求される。

　こうして指折り数えてみると、逃げ出す理由はいくらでもあるような気がしてきた。

　さすがにフラグや妹を置いて急に姿を消すほど責任感のない男ではないと思いたい。だが、そうした責任感や倫りん理り観かんを無視して動ける男だからこそ彼は貴き重ちようなのだ。それは弓原歌鳥という男を雇う上でのメリットであり、デメリットだ。

「逆に聞くけど、キミの兄貴は絶対にボクらを裏切らない奴なのか？」

　妹は答えに詰まった。

　兄が自分たちを裏切らないかと言われて、即答出来なかった。

　それが二人の距離感であり、信頼の強度。

「そんなことないよ！」

　しかし、フラグ一人だけが歌鳥を信じている。

「歌鳥くんがなんて言ったかは知らないけど、きっと上う手まくやってるはずだよ！　歌鳥くんは絶対に仲間を裏切ったりしない。フラグのこと見捨てたりもしない。ぜったいにぜったいです」

　フラグはポケットの中に入れた石の存在を思い出す。

　信頼の証あかし。

　フラグの頭の中では、二万円近くもする石を買ってくれる男の子は女の子を裏切らない。

　フラグの反論があまりにも力強いので、店長もほんの少し罪悪感にかられる。

「そうであってくれるといいんだけどね……。諸君、救出策を考えるぞ。ボクらはこんなときのために待たい機きしてるんだからな。フラグ、お茶を頼むよ。喉のどが渇かわいた」

「はーい」

　フラグが台所に向かい、店長は説子と額ひたいをつき合わせて対策を考える。

　チーム「淑しゆく女じよと犬」が帰って来るのをただひたすら待つ以外に手はないか、考え続ける。フラグの淹いれたお茶は飲めないものではなく、ざわついた心が少しだけ落ち着いた。

　そのときふと、湯飲みが三人分しかないことに気がついた。

「タマキチくんはどこだ？」

「環ちゃんなら部屋に戻ったよ」

「いつ？」

「さっき。フラグがお茶を用意してるときに、キッチンに来て、部屋に戻るって書いてたけど」

　部屋に戻るなら自分に言えばいいのに、なぜ報告をせずにフラグにだけ告げてこっそりと出て行ったのか。

「店長？」

「二人ともしばらくここで待ってて。ちょっとタマキチくんの様子を見てくるから」

　店長は隣りん室しつに向かう。




１４：０８　弓原歌鳥




　人生に疑問を持ち始めた弓原〝マカロニキッド〟歌鳥は、それまでの事情を説明した。自分が言げん霊れい会かいという組織にこき使われていた暗殺者であること、今は言想堂というブラック企業に勤めるバイト戦士であること。

　そうしたもろもろを吐はき出だしていく内に、なんだか気が楽になっていくような気がした。秘密を持つのは心に重りをつけるようなものであるし、ラヴィットたちが徐じよ々じよに警けい戒かい心しんを解いていくのが目に見えて分かる。

「なるほど。てめえはロクでもない人生を歩んできた便利屋ってわけだ。で、今回はなぜ俺たちを狙った？」

　とある人物の依頼で、ラヴィット・マークスに誘拐された孫娘を取り返すよう動いていたことを告白する。

「誘拐？」

　ラヴィットはニヤリと笑う。歌鳥の目の前で、ラヴィットとホノカは視線を交わした。秘密を共有するものの視線だ。

　示し合わせているものの視線。

「俺は誘拐犯なんかじゃないぜ。なあ、ホノカ」

「そうさ。ラヴィはそんな悪人じゃないよ。あんたは騙だまされてるんだ、マカロニ」

「俺が騙されてるって？」

「その依頼主ってのはな、多分この辺の頭とう領りようみたいな奴なんだろ？」

　確かに彼女の言う通りだ。依頼人の九頭篠しの巳みは玖く鳴なり一帯を治める実力者である。

「その依頼主のことは言えないんだが、店長が言うにはこの辺で一番の実力者らしい。店長ってのは俺の雇い主だ」

「良くある話だ。マカロニ、てめえらは余よ所そ者ものだ。そしてこの辺の魔術結社を出し抜く力がある危険な連中だ。その頭領からすれば、余所者同士潰つぶし合あってくれれば都つ合ごうがいい。だから誘拐事件なんてものをでっち上げたんだよ。てめえはまんまと利用されたってわけだ」

　ラヴィット・マークスの鋭い指摘。

　ホノカは困ったものだという顔でため息をつく。

　この様子だと、どうやら店長の疑ぎ惑わくが正しそうだ。誘拐事件なんてもともと存在しなかったのだとすれば、ラヴィット・マークスという男が正規のルートで入国し、当たり前のように公共交通機関を使っていたのも頷うなずける話である。

「そうか、じゃあ俺はあんたたちを捕まえなくていいんだな」

「ああ、信頼してくれて結構。俺たちはただの友達だ。改めて自己紹介しよう。俺はラヴィット。ラヴィと呼んでくれて構わない。そこにいるのがホノカで、赤ん坊がミサだ。よろしく」

「弓原歌鳥だ、よろしく」

「仲良くやろうぜ、マカロニ」

　名乗っても最初についた愛称は変わらないらしい。名乗り損だ。

「さっきは殴って悪かった。痛むところはないか？」

「大丈夫だ。殴られるのには慣れてる」

「お前……ほんとにブラック企業に勤めてるんだな。給料いくらだ」

「いや、単なるバイトなんだ。給料は……まだもらってない」

「出来高制か？　それとも年俸か？」

「時給八〇〇円ってところかな」

「誘拐犯を追う仕事で時給八〇〇円だと？」

「ウソ、あんたの給料低過ぎじゃない？」

「いや、本業は本屋のバイトなんだ。ただ、店長がＦＸで給料を吹っ飛ばしたせいで、どうしても副ふく業ぎようをやらなくちゃいけなくて」

「それは重大な契けい約やく違い反はんだ。で、副業をやるならやるで契約は交わしたのか？　書類は？」

「そんなものはない」

　ラヴィットは頭を抱えた。

「マカロニ……何だかお前のことが可か哀わい相そうになってきたよ。どこの世界に契約書にない仕事をやらせる企業があるってんだ。転職しとけ」

「いや、ただ、勤め先には妹がいるし、その、大切な人もいるし」

「それこそ誘拐だろうが。てめえが辞めないように人質を取ってんだよ。転職して稼かせげるようになってから二人とも迎えに行け。いいな」

「そういうわけにも……」

　受け答えを繰り返しながら、歌鳥は不思議な気持ちになる。

　さっきまでこの男たちを誘拐犯として追っていたはずなのに、なぜか今は打ち解けて人生相談をやっている。

　どうしてこんなことになったのだろうか。

　何かが確実に間違っているような気がするのに、違和感の正体がまるで分からない。

　そんなことを考えていたら、お腹なかが鳴った。

「そういえばもう二時過ぎだな。ホノカ、ランチにしよう。こいつの分はあるか？」

「あるけど、仲間が増えるなんて考えてなかったからね。追加で買出しに行かなきゃ」

　ホノカと呼ばれた少女は袋からおにぎりやら弁当やらを取り出したが、歌鳥は遠えん慮りよしてカップヌードルを選ぶ。お湯はホノカが沸わかしてくれた。三分後、歌鳥はカップヌードルに舌した鼓つづみを打っていた。どこかの誰かさんの料理とは天と地ほど違う。

「おいしい、おいしいよ……ああ、カップヌードルはいい。文化の極きわみだ」

「あんた普段なに食ってんだ」

　食事を終えた頃、歌鳥のもとに店長から電話がかかってきた。歌鳥は言想堂をやめ、自分が人生に迷っていることを告げ、更に勢いでラヴィット・マークスたちについていくとまで言ってしまった。

　ラヴィットはなぜか満足げである。

「ま、ついてきたいなら好きにするがいいさ」

「いいのか？」

「悩むのは若い者の特権って言うじゃねえか。ここにいたけりゃ好きなだけいていいぞ」

　ラヴィットの口から忍び笑いがもれる。




　赤ん坊が泣いている。

　どうやらお腹が空すいたのとウンチをしたのがダブルで来たらしい。

「あたしがミルクを作ってくるよ」

「オムツは俺が替える。マカロニ、紙オムツと脱だつ脂し綿めんをくれ。そこのビニール袋の中だ」

「分かった」

　歌鳥は紙オムツと脱脂綿を手渡した。ラヴィットは手早くオムツを替えるのだが、赤ん坊は相変わらず泣き続けている。

「ヘェーラロロォールノォーノナーァオオォー！　ヘェーラロロォールノォーノナーァオオォー！」

「おお、よしよし、よしよし」

　赤ん坊が泣き止む気配のないのを見て、歌鳥は子守を申し出た。

「俺に任せてくれないか。子守には自信がある。俺の腕に抱かれた赤ん坊はみな安らかに眠る」

「あん？」

　急にラヴィットの顔色が変わった。

「てめえ、何を考えてやがる？」

　まさか赤ん坊を狙う犯罪者だとでも思われているのだろうか。

「あ、いや、その……飯食わせてもらった分くらいは子守に協力しようかなー、と……」

「てめえにミサを任せられるわけねえだろうが！　大人しく座ってやがれ！」

「分かった！　分かったから銃を突きつけるな！」

「いたいだけ居ていいとは言ったがな、まだてめえを信用してるわけじゃねえんだぞ」

　ラヴィットは赤ん坊のことになるとひどく神しん経けい質しつになるようだ。それはそうだろう。二人がどういう関係かは知らないが、赤ん坊に対して神経質にならない人間はいない。

「そーなんだよねー。ラヴィは子供のことが大好きなもんだからさ、あたしも抱かせてもらうまでずいぶん時間がかかったよ」

　不慣れな新入りをからかいながら、哺ほ乳にゆう瓶びんを持ったホノカがやって来て、赤ん坊を受け取り、ミルクを飲ませ始める。赤ん坊はまだぐずっているが、その未成熟な臓ぞう腑ふにミルクを流し込むたびに少しずつ泣き声の音量を下げていった。

「仕上げだマカロニ、ガラガラを持て！」

　ラヴィットの指示に従い、歌鳥はベッドの上に放置されていたガラガラを手に取る。パチンコが好きな大人は幼少期にこの音を聞いて育ったんだろう、と思うような金属とプラスチックの触れ合う音がした。

「鎮しずまりたまえー、鎮まりたまえー」

　歌鳥は巫み女このように大おお仰ぎようにガラガラを振りながら、自分が今やっていることを客観的に見つめ直してみた。誘拐犯らしき人物と一緒に、ホテルの一室で赤ん坊の世話をしている。フラグがこの光景を見たら何と言うだろう？

　そうやって違うことを考えていたのが悪かったのか、歌鳥がガラガラを振ると赤ん坊は再びぐずり出し、やがて大いに泣き始める。

「馬鹿な、全ての赤ん坊に微び笑しようを与えるという英知の結けつ晶しよう、ガラガラが……」

「何が子守のプロだ！　てめえのせいでまたミサが泣き始めたじゃねえか！」

「待ってくれ！　もう一度、もう一度でいい、俺にチャンスを……！」

「やらん！」

　ラヴィットに蹴けられ、歌鳥は部屋の隅すみへと転がっていった。彼が離れると同時に赤ん坊も泣き止む。

　自分が赤ん坊にまで拒きよ絶ぜつされているような気がして、歌鳥の心はいたく傷ついた。

「ミサちゃーん、もう恐くないでちゅよー。マカロニのお化けは退治しましたからねー」

　ラヴィットは赤ん坊にべろべろばーを繰り返す。

「不ふ憫びんな奴……」

　赤ん坊を抱いたまま、ホノカが呟つぶやく。




１６：３９　チーム「淑女と犬」




　チャムは落ち着きなく畳たたみの上をうろちょろ歩き回っている。

　一方、詩織はリクライニングチェアに座り、「玖鳴の伝説」という観光地の売店に置いてありそうな自じ費ひ出しゆつ版ぱんの本を眺めていた。

　彼女はやがて本を閉じ、パートナーにけちをつけた。

「そのクッソ汚きたない夏毛を部屋中にばら撒まかないで下さるかしら？」

「脱出方法を考えておるのだ。おぬしこそ少しは頭を働かせたらどうだ」

「今のわたくしたちに出来るのは助けを待つことだけ。足あ掻がいてどうにかなるものでもありませんの。落ち着いて伏せでもしておきなさい」

「そうは言うが、本当にあの九頭篠巳とかいう女は来てくれるのか？　後で当主を呼ぶとは言っておったが、いくらなんでも遅過ぎるではないか」

「夜にならないと帰って来ないとか、そんなところでしょう」

「ところでおぬし、さっきからいったい何を読んでおるのだ。観光地の売店に売っておる毒にも薬にもならん歴史本のようだが」

「そこに置いてありましたの」

　詩織は小さな金庫を指さした。

　ホテルの部屋の引き出しに聖せい書しよが置いてあるのと同じように、観光地の土産が備び品ひんとして置いてあるのだろう。

「そんなものを読んで何になる。どうせ大したことが書いてあるわけではあるまい」

「そうかしら。脱出の手がかりが見つかるかもしれませんわ」

「んなわけなかろう」

「そうでなくても、故こ事じや伝説を知るのは決してつまらないことではないわ。それは古の人々が説明の代わりとして生み出した言想なのですもの。暇なときは教養を身につけるのが淑女の嗜たしなみ。ひょっとしたらこのあたりの魔術師の弱点が分かるかもしれませんし」

「ほう」

「玖鳴石は言葉を閉じ込め、喋しやべる石。わたくしたちは石に言霊が圧あつ縮しゆくされていることを知っている……でも、昔の人はどうだったのかしらね。石が喋ることは知っていても、その理由を説明出来ない」

「まあ幻げん聴ちようか何かと思われたであろうな」

「でもここの人たちは幻聴として処理したりはしなかった……一つの伝説と一つの不思議を組み合わせてしまいましたの」

　詩織は本を開く。

　見開きのページに架か空くうの神が描えがかれている。

「もともと、この地には信しん仰こうがあったの。問いかければ答えてくれる、全知の神様を祀まつっていたのよ」

　その神は人々の願いを叶かなえるのではなく、予言を行う。

　玖鳴石の産地である山奥に無人の社やしろがあり、そこに質問紙を奉ほう納のうする。翌日社に向かうと、紙の上に書かれた願いは消えており、代わりにまるで意味を成さない文字の羅ら列れつが書かれているという。

「《紙し魚み》だな。どこにでもいる言げん想そう獣じゆうだ」

　本を食べる虫がいる。和紙を食うので、書籍を保管する際に気をつけなければならない存在だ。紙魚のみのせいではないが、気がつけば本が虫食いだらけで読めなくなっているという事じ態たいに陥おちいりかねない。

　その様子を見て、古い魔術師が《紙魚》という言想獣を生み出してしまったのである。

　こちらは本物の紙魚とは違って、紙を食わない。その代わり、文字を食い散らかす。古紙から墨すみが綺き麗れいさっぱり消えてしまうのは彼らのせいである。

　また、糞ふんの代わりとして文字を吐き出すのだが、このせいで文章がめちゃくちゃになってしまう場合が多々ある。海を隔てた遠い国々の日本料理屋に入ると、表記がむちゃくちゃになってしまったメニューを見ることがあるが、これも《紙魚》のせいである。シニヲーメソ。

　玖鳴の信仰も、社やしろに住み着いた《紙魚》のいたずらに他ならない。もちろんそんなむちゃくちゃな文に意味はないのだが、そこの意味を読み取ってしまうのが人間である。玖鳴の人々はそれを神の言葉と捉とらえた。社の巫女は神職を離れ、この言葉を解釈する暗号解読機になってしまった。

「魔術師アランの《チューリング・テスト》と良く似ておるな」

「あるいは、《中国語の部屋》と言った方がいいかしら」

《チューリング・テスト》――人間を二人、機械を一つ用意する。人間Ａと機械は、人間Ｂに文字情報だけを送る。人間Ｂは、その文字情報から、相手が機械なのか人間なのか判断する。もし人間Ｂが機械のことを人間だと判定すると、機械はテストに合格したことになる。

　魔術師アランはこの《チューリング・テスト》の言想を広めることにより、一つの魔術を会え得とくした。それは機械を人間に変えてしまう魔術である。テストに合格した無機物たちは、アランの魔術によって一つ残らず人間となった。

《中国語の部屋》――これはアランの魔術の発展系である。必要なのは人間が二人。中国語をまるで理解しない人間と、する人間である。中国語を理解しない人間を部屋に閉じ込め、部屋の外から中国語で書かれた紙を投じる。中の人はマニュアルに従って文字を書き加える。外の人は、この部屋の中には中国語を介する人間がいると考える。

　中国の魔術師たちは、この言想を利用して中国の人口を爆発的に増やした。中国語の言想を強化するためである。

　単純に、話者の多い言語は強い。

「集めた言葉を無む作さく為いに並べるだけの人じん工こう無む能のうも似たようなものかもしれませんわね。玖鳴の人々はその社に神が宿ると考えた。これで信仰の出来上がりですわ」

「言葉は人間の発明品かもしれぬ。だから、人間はいつまで経っても言葉を我が子のように扱いたがるし、人間以外が言葉を使えるとは思いもしない。《紙魚》や機械が言葉を使っても、そうは認められぬ。裏側に人格を見てしまうのだ。実に下らんことだ。言葉の方が吾らより遙はるかに偉いと言うのにな。親がいつまでも子供より強くはあれんのにな。それで、その信仰と玖鳴石はどうつながるのだ？」

「玖鳴の神は言葉を発しない。だから、石がその口の代わりをすると考えた……この本にはそう書いてありますわ。言葉を吹き込んだ者の声こわ音ねを借りて現世に福ふく音いんを伝えると」

　そうして喋る石にまつわる伝説が生まれた。神は寂さびしがりやのそばにいる。寂しがりやには神の姿が見えない。寂しがりやは独り言を呟く。神は言葉を返す。寂しがりやがそこに目をやると、美しい石が転がっている。この街に孤独は存在しません。あなたは一人ではありません。あなたには話し相手がいます。

「それだけか」

「ええ。でもこういうことを知っておくのも悪くはない……そう思いません？」

「なんだ、知るだけか。結局脱出の役には立たんし魔術の魔の字とも関係がないではないか。教養は暇つぶしになるが腹は膨れんのだぞ」

「即そく物ぶつ的てきな犬ね。でもわたくしもお腹が空いてしまいましたわ」

「言っても聞いてくれなさそうではあるなあ……旧きゆう家かのくせに客人に飯を供きようさんとは何事か」

　何か言いたそうに、詩織はチャムに何度も視線を送る。

「ねえ、駄犬」

「なんだ、雌め狐ぎつね」

「あなた配膳口から外に出られませんの？」

「鍵かぎが開けばな。吾もさっきからその手を考えておるが、果たしてここの連中が食事を運んでくれるのか……」

「あなた一ミリ程度の厚さにはなれませんの？　そうしたらドアの隙間から出られましてよ」

「犬を何だと思っておるのだ」

「じゃあ毛皮だけでも」

「やめい！」




１５：０１　環と大人たち




　歌鳥奪だつ還かんのために対策を練る店長たちを尻しり目めに、環は自室に戻っていた。

　洗面所の扉を開け、鏡の前に立つ。最近越してきたばかりで汚れ一つない鏡の前で、環は上半身を脱いだ。

　――大きくなってる。

　左肩から手首にかけて、一匹の蛇へびが絡からみ付ついている。

　まるで刺いれ青ずみのようだが、これは言想の刻こく印いんだ。













　蛇は己おのれの尻尾を嚙かんでいる。

《尾を貪り食うものウロボロス》。

　かつてはまっていたあの呪のろわしい腕輪の強化版だ。ここまで成長すれば、言葉をつなげ終えたときに、望みのものを具ぐ現げん化かしてくれるだろう。

　ただし、それは永遠ではない。

　ほんの少しの時間だけ、マッチ売りの少女が見るような夢を見させてくれるだけ。あの腕輪のような強力な呪いがなくなる代わりに効果も永続しない。

　――本当に欲しいのなら差し上げますわ。

　きっかけは、言想堂に来た直後のこと。

　上手く言想堂になじめず、兄は得え体たいの知れない女に取られ、自分を守ってくれていた言霊会のおじいちゃんにも頼るわけにはいかず、一人で部屋に閉じこもっていたときがあった。

　そんなとき、あの浮うき舟ふね詩織という女が声をかけてきたのだ。

　――力が欲しくなくて？

　環は力に餓うえていた。才能が欲しかった。

　言想堂の他のメンバーと肩を並べるためには、力が必要なのだ。

　自分の魔術は、凍こおりつかせること。語句を並べて凍とう結けつし、名前として世の中に捧ささげること。それは決して力にはならない。環の魔術はもう一つ二つステップを踏まなければ、力にはなり得ない。

　浮舟詩織という女は、なぜか環の欲望を知っていた。

　――名詞だけの世界をご存じかしら。

　――？

　――名詞、接続詞、連体詞……詞ことばたちが住む世界があるのよ。彼らは肉体を持たないわ。人の口から出るときに、音を浴びせられてほんの少しの間だけ現世に召しよう喚かんされるの。

　――そんな世界のこと初めて聞いた。

　――まだ発見されていないんですものね。でも、身体で知っている人はいるわ。たとえば、都つ築づきさんはいつも話をするとき接続詞を使うでしょう。正確には、それに値あたいするような言葉なら何でもいいらしいのだけど……あれは接続詞世界リンクルエンパイアから力を分けてもらうためよ。

　世界ＷｏｒｌｄからＬを抜くだけで詞Ｗｏｒｄになる。誰かがＬを封じたせいで。

　その人は奇き術じゆつ師しのように何もないところから卵たまごを一つ取り出して見せた。

　――これは名詞世界デイクシヨネリアの大だい蛇じやが産んだ卵を再現したもの。環という名前の女の子がきっと欲しがるだろうからと言われたわ。

　餌えさは言葉だという。環がひとまとめに氷付けにした、やがて名詞になれるかもしれない言葉の集合体を食って育つ。それ以外は、あの腕輪と同じだ。もちろん、現在の言霊会の力では作れない。言霊会があの腕輪の効果を今後何年にも渡って研究し続けたなら同じようなものは作れるかもしれないが。

　どこからその卵を手に入れたのか、お姉さんは教えてくれなかった。だが、それは環にとってはとても魅力的なものだった。

　――欲しい。

　――そう、ならば差し上げましょう。これは腕輪と違って何度でも使えるわ。ただし効果は長続きしない。概がい念ねんにほんの少しの間受じゆ肉にくさせるだけのもの。よく考えて使うことね。

　そして環は卵を手に入れ、飲み込んだ。

　蛇はいま、十分に成長している。ほんの数分でいいならどんな武器だって手に入れることが出来る。

　それが環の力だ。

　服を着直す。

　店長たちに告げるつもりはなかった。

　場所は分かっているから、タクシーでも何でも捕まえて兄のもとへ向かうつもりだ。戦って勝てる保証はないが、自分が動かなければ兄はいつまで経っても戻ってこないような気がした。

　旅たび支度じたくを整えていると、ノックの音がした。

　――誰？

「邪じや魔まするぞ」

　店長だった。お供は誰も連れていない。

「どうしたの？」

「それはボクの台詞せりふだ。キミは何をしようとしていた？」

　店長は環の行動の意味を察さつしたようだ。

「何もしない」

「いや、違う。キミは今から兄貴のもとへ向かう気だ。そうなんだろ？」

　答えない。

「やめろ。言ってもきかないようなら全力で止める。キミみたいなへっぽこ魔術師が行ったところで返かえり討うちに遭あうだけだ。家にいろ。絶対に外に出んな。ボクの言うことを聞け」

「あなたたちは信用出来ない」

「信用してもらわないと困るよ。ボクは店長。キミは……そうだね、タマキチくんは従業員じゃないけど、でもボクを信頼してくれ。絶対に歌鳥を助け出してみせるから」

「それは噓」

　環の攻勢が始まる。

「あなたはいざというときが来たらお兄ちゃんを切り捨てる。一番大切なのはフラグという魔法使いの女の子。それ以外は全部取り替え可能な部品だとしか思ってない。もしあの子を救うために必要だったら、お兄ちゃんを切り捨てられるでしょ」

「確かにボクにとって一番大切なのはフラグだよ。言想堂を作ったのも、キミたちみたいな仲間を集めたのも、全部フラグを守るためだ。だけど、キミも、カトリだって大事な仲間だよ。切り捨てるなんて考えられない。店長ってのはな、従業員を守るのが仕事なんだよ」

「カルネアデスの板に自分とフラグとお兄ちゃんが捕まってたら？」

「それってあれだよな。板切れに摑つかまっていられるのは一人だけ、一人だけしか助からないっていう寓ぐう話わだよな。もし本当にボクとカトリとフラグが海に投げ出されたら、そのときはボクがカトリと一緒に海に沈しずんでもフラグに板をつかませるさ。でもそんな状況は作らないし作らせない」

「そんなことない。絶対にそんなときがやって来る。自分の一番大切なもの以外全部捨てなきゃいけないときがくる。お兄ちゃんはきっと、誰にとっても一番じゃないから、わたしが一番にしてあげなきゃ救われないの」

「そんなわけないよ。ボクが救う」

「店長さんは口だけだよ。噓つき。わたしは一回、救ったよ。あなたたちが、わたしにかけた呪いで。わたし命賭かけた。店長さん何してたの？」

「……そのときは、戦ってたよ」

「わたしあのときまでお兄ちゃんをどうしていいか分からなかった。でも、勝手に身体が動いて、助けた。本当の思いって、心って、動いたときとか、口に出したときにはじめて分かる。わたしは今助けに行こうとしてるよ。店長さんは何をしてるの？」

「助けに行こうとしてるんだ。そのために対策を練ってるんだ。キミの本心は分かった。でも、今必要なのはガキの無む鉄てつ砲ぽうな情じよう動どうじゃない。大人の冷静な判断だ」

「大人はいつもそうやって子供を見捨ててきた。冷静な判断って言いながら切り捨ててきた」

「いかんなあ……どうしてこう、ボクのこと信用してくれないかなあ」

　店長は困った顔でぽりぽり頭を掻いている。

　環は大人を信用していない。もっと正確には、一部の例外を除いて、大人を遠いものとして見ている。どこか遠い国の人のように関心を断ち切っている。

　それに、この人は。

「わたし聞いたことがある。むかし、わたしに腕輪をはめたのは店長さんだって。どうしてあなたを信用できるの？」

　環は浮舟詩織からもう一つ真実を教えてもらっていた。

　彼女に腕輪をはめ、一〇年もしりとりを続けなければならない呪いをかけたのは、店長だという話。

　そんな人間と一緒に暮らすのは嫌で嫌で仕方がなかったけど、兄と一緒にいるために我慢し続けていた。

「……あながち間違ってはない、かな」

　店長は覚かく悟ごを決めたように声を絞り出す。

「いつか聞かれるとは思ってたよ」

「じゃあ自分が信用されないことも分かってたんじゃないの」

「それとこれとは別問題だからね。それに、ボクはキミを救うためにやったんだ」

　救うため、と聞いて少し心が揺れた。

　可哀相な女の子を実験台にするつもりではなかったの？

「今はこんな話をしてる場合じゃないけど、ボクのことを信用してくれないんなら、一から話をしなきゃならないかな。タマキチくん、そこに座ってくれ。あ、その前にコーヒーをくれないか。角砂糖二つ頼むよ」

　環はほんの少し――いや、かなり――店長の発言が気になった。兄の救出に向かおうとしていたのに、そのときだけ、兄の現在と自分の過去の重みが逆転していた。

　環はコーヒーを淹れる。インスタントで。それから、許せなくなったときに備え、店長のカップには兄の懐からスリ取った錠じよう剤ざいを砕くだき、少しだけ入れておいた。睡眠薬だ。

　コーヒーには手をつけず、店長はむかしの話を始める。

「カトリが事件を起こしたときのことは覚えてる。まだボクがおひげの紳しん士しだった頃だ。一人の少年が言想魔術に目覚めたと聞いたよ。悲ひ惨さんな状況だったらしいな。ほぼ一家皆殺し。本人は心に大きな傷を負った。キミは重じゆう態たいだった」

　そして、兄は言霊会に引き取られ、自分は言霊会で育てられることになる。

「キミに関して言えば、まだ治ち療りようを施ほどこして表社会の孤こ児じ院いんに預けるという手もあったね。でもキミの兄貴は処分すべきだってみんなから言われてたんだ。ボクは当時すでに一線を退しりぞいてたけど、キミたちのことを聞いて、何とかして救いたいと思ったんだ」

「本当に？」

「うん、本当に。ボクはどんな人間にも生きる価値があると思ってる。いや、この言い方はまずいか。どんな人間も生きるのを否定されてはならないと思ってる。こっちの方がいいかな」

「どちらでもお好きな方を」

「じゃあ後者で。ボクはあの事件のあと、キミの兄貴を救うために奔ほん走そうした。彼はライオンだったから、まず檻おりに入れて、躾しつけて、飼育員の命令に従うようにしなけりゃならなかった。それが出来ないんじゃ銃殺されるより他ない」

「それでお兄ちゃんをあんな風にしたの」

「でも生き延びた」

「……」

「ライオンを飼うにはお金が必要だ。そのためにボクは、キミを売った」

「わたしを売った？」

「そうだ。ボクはキミを売った。キミの兄貴を教育した上で、さらにキミに十分な暮らしを送らせるためにはお金がかかる。ボク個人が動かせない莫ばく大だいな金額だ。そこに援助の申し出があった」

「それがあの腕輪だというの」

「非人道的な実験に協力すれば億単位の援助を受けられる。ただし被験者は言葉も満足に使えない子供でなければならない。そこでボクは……キミを高値で売りつけた。そうしなかったら、今回みたいにどこかの子供を誘拐するか、人じん身しん売ばい買ばいをするかしかない。それに、その実験は子供から言葉を奪う実験だ。キミが兄貴のようになってしまうかもしれない、という不安の声を押さえつける材料にもなった」

　店長は環に残ざん酷こくな真実を突きつける。

「キミはあの兄貴の妹だ。もしキミを外の世界に出して、兄貴と同じような惨状を引き起こしたらどうなる？　その点ではみんな不安だったんだよ。安全のためにキミを殺しておけと、みんなが言ってたんだよ。それをひっくり返そうと思ったら、キミを売るしかなかったんだ」

「他に選せん択たく肢しはなかったの？」

「なかった」

　店長はきっぱりと言い放つ。

「ボクのやり方は間違っていたかもしれない。キミはボクのことを恨うらんで、憎にくんで、殺す権利があるだろうね。『もっとマシな方法があったんじゃないか』って言いながらね。でも、ボクがやらなければカトリは死んでいたし、今頃キミは、最高に運が良かったとしても、本当に一人ぼっちになってどこかの孤児院で暮らしてたはずだ」

「その言い方はひどい、子供に対する言い方じゃない」

「キミは清せい濁だく併あわせ呑のむことが出来る人間だ。子供扱いは却かえってキミの誇ほこりを傷つけることになると思ったんだけどね」

「……」

「ボクは自分が間違っているとは思いたくない。プロセスはともかく結果は出したよ。そのプロセスだって最善を求めた。最も痛みの少なそうな方法を選んだんだ。突然降って来た災さい厄やくから出来るだけ多くの命を救おうとしたんだ。なあ、タマキチくん。確かに大人は機能不全に陥おちいっているんだよ。年金制度とか見りゃ分かるだろ。大人にはもうこの世を動かす力なんかなくて、いつも子供に助けてくれって頼んでるんだ。キミは大人が子供を見捨てるのを見てきたかもしれない。でもね……それでも、ボクはこう思う。大人が救ってきた子供の数は、子供が救ってきた子供の数よりずっと多いんだ。ボクはキミたちに苦労をかけたいなんて思ってない。ＡＫ－４７を手渡して、さあ敵を撃って来いなんて言うつもりはないんだ。いつかキミがそうしなければならないときが来るかもしれないけど、出来るだけ来ないように気を配ってるんだ。だから、ここはボクに任せて部屋で兄貴の帰りを待っていてくれ。頼むよ。今キミに動かれちゃ困るんだ」

　環は左腕にまとわりつく蛇を服の上から摑む。

　判断を下すのはまだ早い。店長はナチュラルに噓をつける人間だ。まだ全面的に信頼すべきではない。

「ご質問は」

「いつかする」

　そう言って、環は店長のカップを下げた。

「おいおい、まだ口つけてないんだぜ」

「一人で行くのはやめる。その代わり、早くあの人たちと策を練ってきて」

　環は流しに睡眠薬入りコーヒーを捨てた。迷いと一緒に。この甘さがいつか自分の身を滅ぼすことになるかもしれない、と思いつつ。ほんの少しだけ店長を信頼してしまった自分を恨みつつ。




１５：０１　自宅待機組＋α




　一方その頃。

　タマキチくんの様子を見てくる、と言って店長が部屋を抜け出すと、フラグは即座に行動に出た。

　歌鳥を救い出さなければならないから。

　仮にスパイとしてやっていたとしても、誘拐犯に何をされるか分からない。

　もし洗せん脳のうでもされているのなら、解かなければならない。

　店長の決断は遅過ぎるし、不安を抱いたまま待ち続けるなど耐たえられない。

「説子さん説子さん、フラグと一緒にここを抜け出しましょう」

「あなたを外に出すなと言われています。ところで、晩御飯を作るのではなかったのですか？」

「そんなことどうだっていいの！　歌鳥くんを連れ戻さなきゃ。もし操られてるなら、大変だよ。ひょっとしたら殺されちゃうかもしれない。大切な人を見捨てるなんて出来ない」

「店長の指示はあなたの命令より上です。それに、誘拐犯から弓原さんを引き離す現実的な手立てもありません。今は店長の言う通り、待機していて下さい。それとも、何か秘ひ策さくがあるとでも言うのですか？」

　虹にじの橋ビフレストを守る門番ヘイムダルのように、説子は決してフラグを通そうとしない。

　何かとんでもない策があるのなら話は別だが。

「説得……すれば、大丈夫じゃないのかな」

　無策だった。

　説子は無言で鍵を閉め、決してフラグが外に出られないようにした。

　確かに今の問題は、誘拐犯側についた弓原歌鳥をどう奪い返すか、である。しかしそれは大きな仕事を成なし遂とげるための小さな仕事で生じた問題点。歌鳥を奪い返すために「フラグを守る」という言想堂の原則を曲げるわけにはいかない。

　フラグを危険に晒さらしてはならない。

　フラグとしてもそれは分かっているはずで、だから今こうして説子を説得している。

「いいですか。策を携たずさえずに敵地に乗り込むのは愚おろか者もののやることです。それをやって無事生きて帰れるのは主人公補正バリバリの少年マンガの主人公だけです。私が貸してあげたマンガを読んだなら分かっているでしょう？　だから、今は勝手に動かないで」

「そんなことを言ってると、間に合わないかもしれないよ」

　フラグの言うことも間違ってはいない。このままゆっくりと時間が経つのを黙って眺めていても事態が好転するとは限らない。悪化する可能性の方がよほど高いのだ。

　二人は互いに睨み合う。

　そこへ。

「お困りのようじゃな」

　電でん灯とうの光で作られたフラグの影に亀き裂れつが生じ、まるで影の中に住む怪物のように、童どう女じよがぬらりと姿を現した。フラグは売り場を這はうゴキブリでも踏みつけたかのように飛とび退すさり、机つくえの角に足をぶつけた。

「いひっ、いったたたた……。急に出てこないでよ！」

　出てきたのは依頼人である。

　九頭篠巳。

「顔を見せたくらいでそう大げさに〝りあくしょん〟せずとも……若い乙女おとめは落ち着きがないのじゃな。そう思わんか？」

　童女は説子に問い正す。

「その言い方だと私が若くないように聞こえます。訂正してください。それに、影の中から急に出てこられると、誰だって驚くと思いますが」

「そうだよ、せめて目の前に出てきてよ」

「依頼人に対して手厳しい奴らじゃなあ」

　頭を抱える童女であった。

「まあそんなことはどうでもよいわ。おぬしら、どうやら大変な目に遭っておるようじゃな。手を貸してやらんでもないぞ」

　フラグと説子は顔を見合わせる。

「状況は分かっておる。歌鳥という男が誘拐犯の居場所を突き止めて、逆に誘拐犯側に寝返ってしまったのじゃな。おぬしらはその歌鳥という男を奪い返したい」

「そうだよ。でも説子さんが行かせてくれないの」

「わらわに任せい。連れて行ってやらんこともないぞ」

「フラグを勝手に危険な場所に連れて行くわけにはいきません。それとも、あなたがフラグを守ってくれるのですか？」

「危険に巻き込まれる前にこちらにつれて帰ればいいのじゃ」

　九頭篠巳は説明する。

「わらわは移動魔術のプロじゃ。戦いには向いとりゃせんが、危険を察知してすぐに逃げ出すくらいのことは出来よう。フラグと言ったな？　おぬしが歌鳥という男を連れて来れば、無理やりこちらに連れて帰ることも出来るじゃろ」

「ちょっと待って下さい。つまり、あなたは瞬間移動のようなことが出来るんですか？」

「その通りじゃが？」

「だったら、最初から私たちに依頼をする必要はなかったはずです。一人でこっそり誘拐犯のところに乗り込んで、赤ん坊を連れ戻すことが出来る。どうして私たちに仕事の依頼をしたのですか？　あなたの行動は合理的ではない」

　依頼人の怪しさを指摘しつつ、説子はフラグの肩を抱き寄せる。

「説明せねばなるまいの」

　篠巳は正座した。

「まず、おぬしらに依頼した理由じゃが……わらわはラヴィット・マークスという男の行方ゆくえを知らなんだ。知っておれば直接乗り込むことも出来たじゃろうがな。おぬしらが突き止めてくれたおかげでその問題は解決したのじゃ。次に、向こうに乗り込んだとしても誘拐犯からミサを取り戻せるとは限らん。九頭家の、いや、玖鳴採掘機構の全戦力を注ぎ込んだとしても上手く行くとは限らんのじゃ。おぬしらならその点は分かるじゃろ？」

　確かに九頭篠巳の言うことは正しい。彼女が本当に正しいことだけを口にしているとすれば、だが。

「最後に、わらわの魔術は膨ぼう大だいな言霊を必要とする」

　彼女はフラグを部屋の隅に、自分をその対角線上に追いやり、出来るだけ距離を開けてからゲートを開こうとしてみせた。ゲートは開くことなく、ただ膨大な言霊を消費して空間に亀裂が走っただけだった。

　篠巳は指で丸を作る。

「昔はこの程度の玖鳴石を一つ二つ使えば事足りたのじゃがな。もう年じゃ。籠かご一いつ杯ぱいの石を使っても足りんのじゃよ。その点、この娘と一緒なら安心じゃ。いくらでも、どこにでも飛んでゆけるからの」

「つまり、私たちと協力すれば今すぐに敵の本ほん拠きよ地ちに乗り込むことが出来るということですね」

「そういうことになるの」

「じゃあ今すぐ行こうよ。歌鳥くんだけじゃない、赤ん坊も連れ戻すよ」

「けど、店長に許可を……」

「ダメだよ説子さん。店長が許すはずないもん。絶対ダメだって言うに決まってる。フラグは行くからね。止めないで」

「では行こうかの」

　篠巳はフラグに近づき、人が通れる大きさの亀裂を広げる。フラグはついていく気満々で、止めようがない。

　説子は仕方なく、自分もついていくことにした。

　言想堂の大原則はフラグを守ることであり、フラグを閉じ込めることではない。

「分かりました。止めても行くと言うのならば、私もついていきます。危険なことは絶対にさせませんから、そのつもりで」




「何なの、ここ……」

「わらわの〝ぷらいべえとるうむ〟じゃ。ゆっくりしていきなされ」

　九頭篠巳は笑う。

　異質な空間。

　灰色の雲のような〝間ま〟が延々と続いている。

　篠巳はフラグの後ろで、昔の特撮にあるコックピットに座る操縦士のように、せっせと手を動かしていた。レーダーで容疑者の居場所を特定しているかのようだ。

　それにしても気持ち悪い空間である。説子は吐はき気けを催もよおし、その場にへたり込む。

「何かが渦うず巻まいてる……なんだか、まるで、半はん覚かく醒せい状じよう態たいのときに見る夢のような夢でないような何かが、すごく気持ち悪いものが」

「なに、じきに慣れる。慣れればその音も心地よいものじゃよ」

「音？」

　音と聞いて、フラグはひょいとヘッドホンを外した。説子が無理やりヘッドホンを元に戻そうとする。

　確かに音のようなものが聞こえた。だがそれは音ではないような気がした。

「おぬし、〝へっどほん〟をつけて何を聞いておるのじゃ？」

「あなたにも忠告しておきます。フラグのヘッドホンは何があっても外してはだめ。なにしろ、これは音を聞くものじゃなくて、音を遮さえぎるものですから」

「音を聞くための道具で音を拒こばむとは分からんものじゃのう」

「これ、音じゃないと思う」

「ほう、音ではないとな」

「音って空気の振動なんでしょ？　これは何か違うよ。もっと違う何か、音になる前のものだと思う。頭の中でね、歌を歌おうとするでしょ。でも、それって、口から出た音とは違うでしょ。そういうもの。もっと原始的な何かで、頭で考えてるようなことだと思う」

「なかなかいい線じゃ。ここは次元の狭はざ間まのような場所じゃからの、思いがけんものが充じゆう満まんしておるのじゃよ。奇きつ怪かいな歌、終末思想……さ、着いたぞ」

　地面にうずくまって吐きそうにしている説子を助け起こし、フラグは九頭篠巳の作った亀裂から外へ出た。




　埃ほこりの積もった廊下。割れた窓ガラス。電気も点かぬ薄暗い場所。

　三人が降り立ったのは、そんなどこにでもあるような廃はい墟きよだ。彼女らの目の前の部屋のドアからかすかな声が聞こえてくる。

「どうやらあの扉の向こうに弓原歌鳥という男がおるようじゃな」

「ねえ、ここはいったいどこなの？」

「見たところ、もう使われなくなった連れ込み宿のようじゃが」

「連れ込み宿ってなに？」

　赤ちゃんはどこから来るの？　と尋たずねる赤どこチルドレンのように、無む垢くな瞳ひとみを輝かせて、フラグが新しい知識を吸収しようとしている。

　説子と篠巳は、フラグに見えないように肩を寄せ、小声で会話を交わした。

「おい、あの娘はいくつじゃ。連れ込み宿も知らんのか」

「耳みみ年どし増まなんですけど、だからといって知ってるとは限りません。もう少し言動に気をつけて下さい。そういう話はフラグにはまだ早いんです」

「二人とも何を話してるのかな？」

「何でもありゃせん。おぬしにどう説明したものか迷ってるところじゃ。ええか、フラグとやら。ここは男と女が愛を育む場所じゃ……ああもう、まだるっこしい。こっそり交合まぐわうところじゃよ」

「まぐわ……って、えーっと、それは……」

　フラグが顔を真まっ赤かにしている。

「なんでそっちの言葉を知っておるのかの……。知識の偏へだたりは〝ねっと〟世代とやらの特徴とか言われておるが。まあ要するにそういう場所じゃよ、ここは。今は使われておらんようじゃがな。犯罪者が身を隠すには悪くない場所じゃ。屋根もある、寝床もある」

　フラグはしばらくもじもじしていたが、先ほど聞いたことは考えないようにしたのか、きりっと締まった顔つきで尋ねてきた。

「この扉の向こうに歌鳥くんがいるんだね？」

「うむ。ラヴィットとやらは二つ上の階におるようじゃ。さあ、急いで歌鳥とやらを連れて来い」

　フラグは扉を開けた。




１５：１５　弓原歌鳥と女の子




「マカロニ、あんたに聞きたいことがあるんだ」

　渋い声で英語の子こ守もり唄うたを歌い、赤ん坊をあやすラヴィット・マークスに邪じや険けんに扱われた弓原〝マカロニキッド〟歌鳥の袖そでを引っ張る者がいた。

　ホノカ、と言われている娘だ。

「どうした小シヨウ龍ロン包ポウ」

「今はそれ関係ねーだろ。ちょっと面つらを貸せって言ってんだ。ラヴィ、マカロニを借りるよ」

　備品のような扱いである。

「そいつが気に入ったのか？　アルデンテにしても構わんぜ」

「べ、別に気に入ったとかじゃねーよ。二人っきりじゃないと話せないことがあるんだよ。マカロニ、ちょっと来い」

　ホノカは部屋の外へ歌鳥を引っ張る。

「なあ、話ってなんだ」

「いいから、ちょっと黙ってついてこいって」

　彼女は先に立って歩いた。歌鳥は後ろからついていく。二人は階段を降り、二階へ到着した。ホノカが適当な部屋を見み繕つくろって入る。

「ここなら聞こえないかな」

「聞こえないって、何が？」

「ラヴィットにだよ、あいつにはどうしても聞かれたくない話なんだ。なあ、あんた、魔術師なんだろう？」

「なんだ、そのことか。てっきり愛の告白かと思った」

「自分を尾行した男に好きですとか言い出す奴がいるかよ。気持ち悪ぃな。イタリア人か！　で、どんな魔術を使うんだ？」

「そんなもの知ってどうする気だよ」

「いいから、使ってみてくれよ。頼むよ。魔術を目の前で見てみたいんだ」

　珍しい特技を持つ同級生にねだる小学生のようだ。

　言想魔術は手品ではない。

　見てみたいという下らない理由のために披ひ露ろうするようなものではないのだが、ホノカはどうしても、とせがんでくる。断り続けたら「はい」を選ぶまで永久に質問が続きそうで、歌鳥は仕方なく同意した。

「……しょうがない。何か好きな言葉を言ってみろ。出来るだけ長い方がいい」

「えー、好きな言葉だって？」

「中身は何でもいいよ。あるだろ、意味もなく覚えてる言葉とか」

「じゃあ落語の長ったらしい人の名前で」

「分かった。危ないからそこをどいててくれ」

　歌鳥は集中し、周囲の言霊を掻き集め、言葉に乗せる。

「寿じゆ限げ無む寿じゆ限げ無む五ご劫こうの擦すり切きれ海かい砂じや利り水すい魚ぎよの水すい行ぎよう末まつ……」

「……」

「えっと、何だっけ？」

「真ま面じ目めにやれよ！」

「仕方ないだろ、昔覚えたけど忘れたんだよ！　山やま神がみルーシー喜き美み子こ明あき江え愛あい里り史し織おり……みたいな規則性のないのを覚えられるか！」

「じゃあ覚えてるのでやってよ！」

「分かった。ちょっと待っててくれ」

　歌鳥は携帯で長そうな台詞を探した。彼は文字数九〇〇字程度の女性キャラクターへの愛を告白するコピペを探し出し、超高速で読み上げる。

　彼の口から放たれた無数の弾丸が窓ガラスを粉々にした。ホノカは目の前で放たれた言想魔術に驚いたのか、しばらくの間呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　パンと手を叩くと、彼女は催さい眠みん術じゆつから復帰したかのように感想を口走る。

「すげぇ……おまえ実は凄すごい奴なんだな！　なんか口走ってる内容はアレだったけど！」

「もう少しまともな褒め方をしてくれ」

「いや、本当に凄いよ！　あたしびっくりした。なあ、マカロニ。頼みがあるんだ」

「なんだ？」

「あたしに言想魔術を教えてくれ」

　――なんだ、そういうことか。

　きっとラヴィットには教えてもらえなかったんだろう。彼女は言想魔術に憧あこがれを持ち、自分もいつか使ってみたいと考え、そこに歌鳥が現れたので教えを乞こおうと思ったのだ。

　立派な心がけだが、言想魔術はそうあっさりと教えられるものではない。歌鳥はホノカをあしらう。

「魔術師ドラッカーの『マネジメント』でも読んでみたらどうだ？」

「馬鹿にしてんのか！」

「いや、でもそんな質問をされたところでジョークにしか逃げられないよ」

　その返事を聞いて、ホノカはとたんに不機嫌になる。

「どうしてさ」

「俺も教本を読んで学んだわけじゃない。これは気付いたら勝手に使えるようになってた。言想魔術ってそういうものだよ。気がついたら使えてるもんなんだ」

「じゃあせめて使ってるときの感覚とか教えてくれよな」

「こう、顎を使ってダーンと……」

「全然参考にならないよ」

「だろう？　言想魔術には個人差があるから、他人のアドバイスなんてほとんど参考にならない。あれは個々人の想像力に大きく依存しているからだ。これは言語の本質的な問題とも関わる」

「言語の本質的な問題だって？」

「《サピアとウォーフの魔術理論》なら聞いたことがあるだろ？」

「かじった程度ならね。イヌイットには雪を表す言葉が沢山あるし、日本人は雪と霙みぞれと雹ひようを使い分ける」

「そこまで知っているなら話が早い」

《サピアとウォーフの魔術理論》は魔術師の基礎教養である。

　言語が人間の認識を規定する。使用言語の違いによって各々の「世界World」の把は握あくの仕方、すなわち「世界観」は異なる。言葉こそが人間を束そく縛ばくし、規定し、鋳い型がたにはめ込むものである。

　最も有名なのが、ホノカの挙げたイヌイットの例だ。

　イヌイットの雪に関する語ご彙いは充実しており、降る雪を全て違う言葉で表現する。それは雪をことごとく違うものとして把握していることに他ならない。砂漠の民には全ての雪が同じものに見えるかもしれないが、それは対応する語彙がないからである――《サピアとウォーフの魔術理論》。

　対応する語彙がないから、世界を切り分けることが出来ない。

　たとえば、森に入るとする。これはカラマツだ、シラカバだ、ナナカマドだ、と知っている者は木々を見分け区分することが出来る。そうでない者にとって、その木々は単なる抽ちゆう象しよう的てきな「木」に他ならない。

「サピアとウォーフの魔術理論は、その使用言語の差異を魔術の源みなもととする考えだ。俺たちは確かに同じ日本語を使うけど、でもその日本語にも微妙な違いがある。文法の使い方も語彙の集しゆう積せきも言葉の並べ方もまるで違う。『大きな赤い林りん檎ご』と表現する奴、『赤い大きな林檎』と表現する奴、この二人は見てる世界が違う。数学なら掛け算の前後は無視出来るけど」

「だからそんなことあたしだって知ってるさ」

「だがそれは大事なことじゃない。大昔の忍者のように、魔術師は大切なことを口く伝でんで教える」

「口伝？」

「ああ。今の説明じゃ『言想魔術の個人差は使用言語の差によって定義される』程度のことしか話してないことになる。サピアとウォーフの魔術理論はここからが本番なんだ」

　歌鳥は少しためらいつつ、魔術理論の本当の概がい要ようを語る。

「マッチ売りの少女の話は知ってるだろう」

「突然メルヘンチックなことを言い出しやがったな。そりゃ有名な童どう話わだもん。知らないわけがないじゃないか」

「あれが魔術の話だと知っていたか？」

「なんだって？」

「アンデルセンは年少者にも分かりやすい言想魔術のハウツー本として自分の世界観を提示したんだ。町の中に降る雪は〝言霊〟、少女は魔術師、町の人は言霊に愛されなかった人々だ。少女がマッチを擦るのは言想魔術の暗あん喩ゆ。マッチの炎が燃えている間だけは魔術が持続するから、そのほんの少しの間だけ、少女は暖だん炉ろで暖まりご飯を食べお婆ちゃんと過ごすことが出来る。でもその言想は現実に食いつぶされて終わる」

「あたしの知ってる話とずいぶん違うなあ。女の子が中国人のおっさんにチャアシュウワンタンを奢おごってもらって生き延びるっていう終わり方だったような気がするけど」

「それはどこのアンデルセンだ。ま、それはともかくとしてだ、サピアとウォーフの魔術理論ってのはそういうのなんだよ。世界を一時だけ自分の《世界観》に従える。言語によって規定された認識で捕らえた世界のあり方を世界に向けて逆ぎやく照しよう射しやすること、それがあの二人の考え方だ」

「あんたの発言は少し抽象的過ぎやしないか」

「じゃあ具体例を挙げよう。俺の知り合いはパソコンに触れて魔術師になった。漢字変換をするときに候補が出てくるだろ。あれを見てる内に古代人みたいに閃ひらめいたらしい。音が同じなら漢字が違っても同じものだ。だから同音異義語を変換するって魔術を生み出した。これはかなと漢字を混用する日本語に特有の魔術と言えるな」

「あのさぁ……こういうの言いたくないんだけど、お前の知り合いひょっとしてバカなんじゃねーの？」

「自分で自分を騙せるのも才能だ。噓や過あやまちは決して真実になることはない。だけど、なれるんだよ。俺たちの脳の中ならね。言語だけで虐ぎやく殺さつを引き起こすことも出来るし、『私を生んだのは姉だった』という一言で他人の認識せぼねを折ることも出来る」

「ありがとよ。でもそれを聞いたらますます魔術のことが分かんなくなったよ。結局、どうすれば使えるようになるんだ？　そこが一番分からない」

　今の説明で分からないのか、それとも、分かっていながら分からないふりをすることで、いつか魔術を使えるようになるという可能性にかけているのか。

「そんなだから誰もお前に《サピアとウォーフの魔術理論》の肝きもの部分を教えなかったんだろうな」

　歌鳥自身もまた肝の部分は教えていない。

「……あんた、何が言いたいんだ」

「魔術師には二つの才能が必要だ。まずは言霊を感じ取れること。そして想像力だ。この二つは誰かが教えようとして教えられるものじゃない」

　言いながら、歌鳥は、地雷を踏んだと思った。彼女の雰囲気が先ほどとはまるで違うものとなり、嚙み付いてくる気き概がいの中に含まれていた茶ちや目めっ気けが消えている。

　さきほどの言い方に、彼女の逆げき鱗りんに触れるような何かがあったに違いない。

　そう感じて、黙っていると、

「あたしには才能がないって言いたいんだな？」

　彼女の方から先を促うながされた。

「ああ。そう思う」

　そうか、才能か。

　自分に才能がないのを気にしていたのか。

　ホノカはベッドの上の歌鳥に殴りかかる。歌鳥はされるがままに任せた。それは彼なりの、そういう手合いへの対処法だ。傷口を抉えぐり心の膿うみを掻き出し、痛みを暴力に換えさせ、好きなだけ殴らせる。

　無言で歌鳥を殴り続ける。その一打一打に、どうしてお前みたいなのに才能があって自分にはないのかという世界への恨みが込められている。

「気は晴れたか」

　途中で手が痛くなったのだろう。彼女は殴りつけるのをやめた。暴力を振るう側の人間が止まるのは、自分の手が痛くなったときだけだ。彼女は我に返ったような顔つきで、自分の手と歌鳥を交互に見つめている。

「……ごめん。悪い。ついカッとなって」

「いや、全然痛くなかったよ。気にするな。俺は痛みには強く出来てるんでね。あのラヴィットっておっさんは別格だったけど、あんたみたいな常識人にいくら殴られても平気だよ。腕力も力の使い方もなってない」

「頑丈なんだな」

「そうだ。その程度で音ねを上げるようじゃ言霊会の仕事は務まらなかったからな」

　言霊会、という言葉を聞いてホノカが後ずさる。本当にどこまでも理想的な反応だ。子役の才能だけは十分にあるような気がする。

　――引き返せ！

　良心が止めようとしているのに、傷つけてやりたい、自分の言ったことを後こう悔かいさせてやりたい、という甘かん美びな欲望が止まらない。

「あんた、まさか……言霊会の人間なのか？」

「なんだ、無知なのかと思ったら意外と詳しいじゃないか」

「そりゃあね。日本で一番危険な連中が集まる場所だって聞いてたからね。あんたも人殺しなのか？」

「昔はそうだったよ。俺が人殺しになった理由を聞きたいか？」

「嫌だ、そんなの聞きたくない」

　彼女は明らかに怯えていた。それが余計に嗜し虐ぎやく心しんを刺し激げきして、口が勝手に回り始める。

「お前の羨うらやましがってる才能とやらの話だぞ」

　才能、という言葉を聞いてホノカが後ずさるのをやめる。

「俺は物心ついた頃に初めて人を殺した。死んだのは家族だ。俺は言想魔術で家族をほとんど皆殺しにしてしまったらしい。その当時のことはもうほとんど覚えてないんだが、一つだけ、うっすらと、な、頭の片隅に残ってることがあるんだ。〝どうやったらこの人を傷つけることが出来るだろうか〟だよ。そして俺は〝言葉を使って人を殺した〟。それが俺の才能だ。言葉で人を傷つけるという才能だ。その才能を見み出いだされて俺は言霊会で働き始めた。仕事は魔術師の管理、といってもほとんど人殺しだな。言葉ってのは俺の中では力なんだ。それも純粋な力じゃない。殺傷目的のための力だ。俺にとって言葉とは人を心身ともに深く抉えぐるための凶器だよ。あんたも感じたことがあるだろう？　『こいつデブって言ったら顔真っ赤にして殴ってきそうだな』とか『どうしてそんな当たり前のことも出来ないのって言ったら深く恥じ入りそうだ』とか。そういうことばっかり考えることが出来る奴だったんだよ、俺はね。それがお前の言う才能って奴の正体だ。もう一度聞く。お前はそんなものが欲しいのか？」

　口に出すと、止まらなくなる。告白は快楽だ。本質的に悪の側に立つ人間にとって、脳のう髄ずいから生み出された排はい泄せつ物ぶつのような言葉を他人に塗ぬりつけるのはこれ以上なく楽しい。

　だが、彼女は勇ゆう敢かんにも反論する。

「でもそれは持ってる奴の言い分じゃないか。才能のない奴にはそもそもそんな悩みすら与えられないんだよ。あんたは不幸だったかもしれないけど、その力には別の使い道もあったんじゃないのか？　はっきり言うけどね、あたしはあんたのことが心底羨うらやましい。魔術師のあんたには……分かんないんだろうさ。夜空に浮かぶ星を摑もうとして手を伸ばして、また届かなかった、また今日も届かなかったってやってるのがあたしらなんだよ。あんたは月にいて、空気が薄くて息も出来ないって言ってるんだよ」

　彼女がそんなことを言い出すとは思ってもいなくて、歌鳥は急に毒どく気けを抜かれる。

「そうと知ってれば月行きのロケットには乗らなかっただろうな」

「いいや、乗るね。あたしなら絶対に乗る。あんただって絶対に乗ってたはずだ」

「もっと自由に生きてもいいんじゃないか。才能がないということは素晴らしく自由なことだ。才能から解き放たれた人間が寄り集まって社会を作ってくれているおかげで、仲間には困らないし、ずいぶんと生きやすい。海に落ちた一粒の雨だれがこの世で最も幸せじゃないか？」

「魔術師はみんなそうだ。ラヴィも似たようなことを言ってた」

「あいつが？」

「あんたたちは似た者同士だよ」

　聞きたくもない事実を突きつけられる。

　歌鳥は自分の小ささを思い知らされた気になった。

　不幸は純度の高いアルコールで、自分だけの不幸は飛び切り上等だ。そして上等な酒から得た真実は自分だけのものだと思いたい。

　それなのに、みんな似たようなことを考えていた。

　――そりゃ、そうだよな。

　冷静になって考えればいい。しょせん歌鳥もまた一七歳の少年だし、きっと誰もが考えることを考えている。そこに特別は何一つ潜んでいない。彼は自分を恥じた。世界への恨みを自分にぶつけてきた少女がその行為を悔いるように、わざと殴られ、毒々しい正論を浴びせて、悦えつに入いったことを恥じた。

　どうして忘れていたのだろう。

　フラグを救い出した後、それでいいのかと悩みつつも、彼女にふさわしい人間になるために、意識的に言想魔術を封じて、毒のある言葉も吐かないよう気をつけていたのに。

　何かがおかしいような気がする。

　ラヴィットと出会ってから、何かのネジが外れているような……。

「……あんたには、あんたの悩みがあるんだな」

「ん？」

「いや、悪いこと言っちゃったなって」

「こちらこそ」

　それっきり、ホノカは黙り込んだ。

　気まずい。

　喧けん嘩かした後に同じ部屋にいるのと似ている。あの耐たえ難がたい居辛さ。難しい顔で黙り込む彼女に、どう声をかけていいか分からない。

　――困ったな……どこかで悲鳴が上がるとか爆発が起きるとかしてくれないかな。

　歌鳥は状況が勝手に動いてくれるような何かを期待した。

　すると、

「歌鳥くん、迎えに来たよ！」

　願いを叶えに来たと言わんばかりにタイミングよく、ばたーんとドアが開く。

　反射的に、ホノカを守るようにベッドとドアの対角線上に立ち、突然ドアを開けて室内に入ってきた人物を見定める。

「フラグ？」

　歌鳥の守るべき人がそこに立っていた。ドアを開けたままの姿勢で、まるで彫ちよう像ぞうのように硬こう直ちよくし、ベッドの上の女の子と、ベッドから素早く降りてきた歌鳥を見つめている。

　フラグの顔色が信号機のようにコロコロ変わり、最終的に白に落ちつく。

　何だか大変な誤解をしていらっしゃるお顔つきになった。

「歌鳥くんが帰ってこないのって、こういう理由だったんだね。フラグ分かった。全部理解した」

「フラグ、それは理解じゃない。誤解だ。周りを良く見てくれ」

「誘拐犯を見つけたとか言って、本当はこっそりと逃げるつもりだったんでしょ！　フラグと一緒にいるのが嫌で、街で見つけた女の子をこんなところに連れ込んで！　情報収集とか言って下のお口に尋問してたんだね！　許せないよ！　フラグパンチ！」

「アウフッ！」

「もういいよ、歌鳥くんなんか嫌い！　大っ嫌い！　二度とその汚い顔を見せないで！」

　説子がつかつかと部屋の中に入ってきて、大演説の途中のフラグを捕まえ、部屋の外へ出る。二人は勢い良くドアを閉めた。後には、弁解する間もなく頰をぶたれて茫ぼう然ぜんとする歌鳥と、複雑な表情を浮かべるホノカの二人だけが残された。

　しばらくして、ホノカは突破口を見つけた。

「なあ、マカロニ……」

「何だ？」

「お前、歌鳥って名前だったんだな」

「そこかよ」
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１５：５９　フラグその他二名




　やってしまった、やってしまった、やってしまった。

　頭にかっと血が上って、何も考えられなくなって、歌か鳥とりくんをぶってしまった。

　だって状じよう況きよう証しよう拠こが揃そろい過すぎてたんだから、仕方ない。浮うわ気きだと思うじゃない。そんなはずないって分かってたのに、手が勝手に動いちゃった。

「ま、まあ、まだ終わったわけじゃないんじゃから、そう落ち込むな、な？」

　ここはあのホテルから少し離れた車の中だ。

　歌鳥くんを責めてる間に、誘ゆう拐かい犯はんに気付かれたらしくて、説せつ子こさんが急いでフラグを外に連れ出してくれた。そのままあの妙な空間を通って逃げてきた。そこにはすでに二人の人がいて、パッと出てきたフラグたちに驚いて、逃げて行っちゃって、なんだかまた悪いことをしたような気になる。説子さんが乗り捨てられた車のドアを開けて、フラグたちはとりあえず中に入った。依頼人のお婆ばあちゃんは気の毒がって慰なぐさめてくれるけど、フラグはあのチャンスを台無しにしたんだから、怒ってるのかもしれない。

「それにな、フラグとやら。あんな男のためにいちいち泣いておったらきりがないで。代わりならいくらでも紹介しちゃる、な。泣かんの」

「歌鳥くんの代わりはいないよ」

　他の誰だれでもいい人のために、泣いたりしない。

　依頼人のお婆ちゃんは説子さんと話をしている。小声で話していてもフラグには分かる。

「ひょっとして、こういうのが巷ちまたで噂うわさの〝でぃーきゅーえぬ〟な恋人というのかの。それとも昔からおった、駄だ目めな男と箱入り娘みたいな感じなんか？」

「反論出来なくなるのでそういうのやめて下さい。そんなことより、これからのことを考えないと」

「冷たい奴やつじゃのう」

「合理的なんです。さて、どうやってもう一度潜せん入にゆうしましょうか……」

　二人が何を言っているのか良く分からないけど、そんなのは今はどうでもいい。

　店長は歌鳥くんを信じて待てって言ってたんだ。

　それなのに、こっちに来てしまった。それは歌鳥くんを信用してないってことになるし、もっと信頼してたら、あの時も頭に血が上らずに、ちゃんと対話出来たかもしれない。

　ポケットの上から触ってみると、玖く鳴なり石いしの形が分かる。歌鳥くんがくれた信頼の証あかしだ。

　でもフラグは信じ切れなかった。

　歌鳥くんって、噓うそは言わないけど、本当のことも滅めつ多たに言わないから。いつも妹の環たまきちゃんと一いつ緒しよにいる。兄妹だからって言うけど、もともと二人はクラスメートだったんだし、一緒の部屋で寝泊りしてるんだし。本当はフラグのことなんか好きじゃないんじゃないのかな。

　これだ。

　歌鳥くんは他に好きな女の子がいるのかもしれない。

　きっとこれだ。

　これがあるから歌鳥くんのこと信じ切れなかったんだ。だから他の女の子といると、すごく嫌な感じがしたんだ。別に他の子を好きになってもいいよ。真ん中にフラグを置いてくれるなら。

　フラグは真ん中にいる？

　歌鳥くんは口ではいっつもフラグのことを褒ほめてくれる。料理にしたって、不ま味ずいとは言わなくて、色んな表現で遠回しに伝えてくれたり、前より上達したって言ったり。この石だってフラグのために買ってきてくれたし。フラグは可か愛わいいなあ、とか言ってくれる。

　その裏うらで何を考えてるの。

「泣くでない、泣くでない。何がそんなに悲しいのじゃ？」

　依頼人のお婆ちゃんが服の袖そでで涙を拭ふいてくれた。

「言葉が怖いの」

「また難しいことを言いおるな」

「歌鳥くんの言うことが分からなくなったの。表ではずっと、フラグのこと好きだって言ってくれてるのに、本当はぜんぜん違うこと考えてるんじゃないかって思ったら、何だか涙が止まらなくて」

「そりゃあ心と心で通じ合っておらんからじゃないかえ？」

「えっ」

　お婆ちゃんは優しい目をしていた。

「言葉っちゅうもんはな、みんな心を封ふうじ込こめた石か何かじゃと思いよる。でも、それは誤ご解かいじゃ。わらわもおぬしも、そこの娘も、心を言葉に詰め込んで渡しておるわけじゃあないんじゃよ。言葉の〝きゃっちぼーる〟などと言いよるが、あれは大噓じゃ」

「そうなの？」

「言葉には心なんぞ一いつ寸すんも入っとらん。最初から、言葉はただ言葉だけで在あるのじゃ。人の心とは何の関係もないものじゃ。言うなれば……わらわたちは、相手の言葉から心を推すい測そくしておるだけに過ぎんのじゃよ。相手の心を妄もう想そうで補ほ完かんして、それで辛かろうじて人と人とはつながっておる。なあ、フラグとやら。言葉を交わすのは誤解を積み重ねるということじゃよ。おぬしらは、なかなか正確な誤解を選べたとき、会話が成立したと思うとる。正解から遠いものを選んだら、会話なんて上う手まくいかんと思うのじゃよ。言葉が怖いのは当たり前じゃ。人の心なんかちいとも分かりゃせんのじゃからな」

「でも、前は美お味いしいって言われたら嬉うれしかったし、嫌いだって言われたら悲しかったよ。言葉に心がこもってたような気がした」

「相手と通じ合えておったらそうなる。通じ合えておらんかったら、何を言われても通じんのじゃ」

「……じゃあ、話してみる」

「ん？」

「今度、歌鳥くんに聞いてみる。本当に通じ合ってるかどうかって」

「それがよい、それがよい。でもそのためにゃ、早くこの戦いを終わらせんとな」

「うん」

「わらわも、この戦いが終わったら、隠いん居きよしようと思うておるのじゃ。ミサの面倒を見つつ、これからの玖く鳴なり採さい掘くつ機き構こうの行く末を見守りながら……さ、もう一度潜り込む方法を考えようかの」

「うん」

　説子さんは携帯で店長と話している。叱しかられるかもしれなくて、なんだか少し怖い。

　でも、やらなくちゃ。




１７：３０　チーム「淑女と犬」




「こうなったら奥の手を使うしかありませんわね」

「ついに屋敷ごと爆ばく破はする決心がついたか？」

「人を爆弾魔みたいに言わないで下さいます？」

　爆弾魔そのものではないか、と言わないだけの保身なら犬にも出来る。

「大体、依頼主のお屋敷を壊してどうするつもり？　謝しや礼れいどころか修理代を要求されかねませんわ。わたくしたちはこのお屋敷にも関係者にも傷一つつけずに脱出しなければなりませんのよ。お分かり？」

「分かった分かった。では奥の手とやらを教えていただこうか」

「あの配はい膳ぜん口ぐちを利用しましょう。あなたならあそこから外に出ることも可能ですわ」

「だがどうやって開けさせる？」

「そこは十分に考えてありますの。まず、大きい声で吠ほえなさい。そうしたら屋敷の誰かが様子を見に来るわ。そうしたら、わたくしが事情を説明するの。まことに残念ながらこの駄だ犬けんは毎晩散歩させないといつまでも吠え続けてしまいますの……これで完かん璧ぺきですわ」

「で、吾われが外に出て鍵かぎを奪い、この部屋の扉とびらを開けてお前さんを助け出すというわけか」

「その通りですわ。完璧な作戦だと思いませんこと」

「阿あ呆ほうか」

「阿呆？　このわたくしに向かって阿呆とは何よ！」

　その作戦はあまりに実現可能性が低いということでチャムが最初に切り捨てたものだった。つまり、そんな大馬鹿な作戦を閉じ込められて何時間も経ってから提案するなど、阿呆のやることなのである。

「そんな幼よう稚ちな作戦に引っかかる間抜けがどこにおるというのだ。吾らは誘拐犯一味と疑われて投とう獄ごくされておるのだぞ。散歩などという下らん理由で容疑者を外に出すか馬鹿たれが」

「何を仰おつしやいますの。あの男はお前が喋しやべっているところを見ていない。お前のような間ま抜ぬけ面づらの犬が誘拐などという高度な犯罪に一役買うなど考えているはずがありませんし、せいぜいわたくしのちょっとしたボディーガードくらいにしか思っておりませんわ。疑われるはずがありまして？」

「このビシっと締しまった顔を間抜け面というか！　この漆しつ黒こくの毛並み、優ゆう雅がに立った耳、感情の機き微びを表す繊せん細さいな尻尾しつぽ！　どこからどう見ても気き品ひんが溢あふれておるではないか。警けい戒かいすべきはおぬしのようなエセ貴婦人ではなく、吾のような高貴なる種族である……と、奴らも気付いておろうに」

「ならば試してみれば良いのですわ。さあ、吠えなさい。バスカヴィルの犬のように」

「なんかしゃくにさわる」

「仕方のない犬ですこと。自発的に〝吠える〟のが嫌なら、無理やり〝吠えてもらう〟以外にありませんわね」

「何をする気だ？」

　詩し織おりは立ち上がった。

「鳴かぬなら、鳴かせてみよう、手段問わず……ということですわ」

　チャムは第六天魔王のように近づく詩織の顔を見て、彼女もまた弓ゆみ原はら歌鳥のように危険な暗殺者であったこと、片手で林りん檎ごを潰つぶせる程度の握あく力りよくを持っていたことを思い出す。

「ふむ、どういうわけか、急に遠吠えがしたくなったの」

「あら、それはどういう心境の変化かしら」

「なに、吾の美声を聞かせてやろうと言うことだ。心して聞いておれ」

　詩織は指で耳に栓せんをした。

　遠吠えが始まる。屋敷の壁かべを揺るがし、天まで届くであろう巨大な遠吠えが。

「一体何事です？」

　数分もしない内に彼らをここに閉じ込めたあの男がやって来る。

「申し訳ありませんわ。わたくしの犬がご迷惑をおかけして」

「だからその犬に一体何があったのかと聞いているんです」

　ずいぶん苛いら立だっているようだった。それもそうだろう。半径何キロにも渡って響ひびき渡わたってしまうような遠吠えが聞こえるのだから。

「いつものことですわ。散歩に行かせないとこんな風にはしたなく吠えてしまいますの。このままでは明日の朝まで吠えっぱなしですの」

「……困ったな。落ち着かせる方法はないんですか？」

「散歩に出せば」

「それ以外で」

「これからわたくしの言うものを持ってきていただけたら吠えるのをやめるかもしれませんわ。仏ほとけの御み石いしの鉢はち、蓬ほう萊らいの玉たまの枝え……」

「どうしても外に出さなければダメということですね？」

「ええ、お察さつしの通り」

「そうですか。なら仕方ありません」

　足音が遠ざかる。

　作戦は大失敗したかに見えたが、やがて男は何かを手に戻ってきた。音から察するに革かわ製せいの何か……紐ひもと首輪である。

「散歩に連れて行きますので、そこの配膳口を開けて下さい。犬の体格なら出られます」

　配膳口が開く。

　チャムは何か言いたそうに詩織を見上げたが、尻を蹴けっ飛とばされてすごすご配膳口から外へ出た。

　首輪とリードを手にした男が待ち構えていた。

「さあ、行きましょうか」

　うむ、と危うく返事をしそうになる。

　チャムは舌を出し、大げさに尻尾を振って喜んでみせた。

　首輪にもリードにも、幸いにも何の仕掛けもない。チャムはされるがままに首輪をつけてもらい、リードを持つ男を先導するかのように、高級な床ゆかを傷つけない丁てい寧ねいな歩き方で地上を目指した。

　男と一緒に階段をたったか登り、庭に下りたとき、チャムは振り向きざまに言った。

「おぬしも阿呆よな」

　当然、犬が喋るとは予期していない。

　男は声の発生源を探そうと辺りを見回している。リードを持つ手が緩ゆるむ。

　その隙すきを突き、チャムは一気に走り出した。

　夜の中へ。







　一方、和室に残った詩織は、

「あの馬鹿犬、自分だけ逃げやがりましたわね」

　毒づいて二杯目のお茶を淹いれたのだった。




１５：５９　弓原歌鳥とラヴィット一行




「元のお仲間さんたちが助けに来たようだな」

　ご機き嫌げんうるわしい赤ん坊をゆらゆら揺らしながら、ラヴィットは歌鳥に語りかけた。彼は下の階で異変が起きたのを察知し、わざわざ下りてきたのだ。

「お仲間さんは、まだ俺たちが誘拐犯だと誤解しているのかい？」

「その通りだ」

「困ったもんだ。誤解を解こうにもこう逃げ足が速くてはな。まあいい、次に来たときに歓迎して差し上げるとしよう。ホノカ、マカロニ、上に戻るぞ」

「だー」

「マカロニ、てめえは元の仲間のところに帰ってもいいんだぞ？」

「いや、もう少しここにいさせてくれ。俺にはまだ自分を見つめ直す時間が必要だ」

「じゃあ好きなだけここにいろ。俺は部屋に戻る」

　そう言って、ラヴィットは自室に戻る。

「俺たちも戻ろうか」

「そうだね」

　歌鳥たちもラヴィットの後をついていく。彼は心なしか、ホノカがしょんぼりとしているように見えた。泣きたいのは誤解を解く間もなくフラグに殴られた歌鳥の方なのだが。




　部屋に戻ると、ホノカはやたらご機嫌な赤ん坊を更にご機嫌にするように、ガラガラやら潰せば音の鳴るおもちゃを使い倒している。その顔にはどことなく元気がなく、赤ん坊を元気にすれば釣られて自分も元気になるんだという妄想にとりつかれているようにも見える。

　やがて彼女は疲れたのか、赤ん坊と一緒に寝てしまった。歌鳥はその上から毛布をかけ、心に巣食う思いをそのまま口に出した。

「これで良かったのかな」

「何がだ」

「あの娘に《サピアとウォーフの魔術理論》を教えた。でも今じゃあんな理論誰も信じちゃいない」

　魔術師は噓をつく。

　特に、他人に魔術を教える立場の人間はそうだ。その理由は二つある。

　まず、噓を噓と見抜けない人間に言想魔術を使うのは難しい――理由その一。

　ただし、噓を真実と勘かん違ちがいしてそこから言想を育み魔術師となる人間もいる――理由その二。

「ほう？　その根拠は何だ」

「言語が世界を切り分けるなんて噓っぱちだよ」

「てめえはこう言いたいのか？　例えばイヌイットが雪に関する言葉を沢山持っているという話だが、あれはジョークだ。誰かが『イヌイットは雪を一〇の言葉で表す』と言う。それを聞いた人間が『イヌイットは雪を二〇の言葉で表す』と誇張する。伝言ゲームじみた誇張の果てにイヌイットは雪を何十種類にも分けていると思われるようになった」

「魔術師イトーがそんな風に論ろん破ぱしていたよ」

「おや、俺は魔術師ピンカーの言葉を借りたつもりだったがね。まあ、どっちでもいいさ。だがな、マカロニ、《サピアとウォーフの魔術理論》も案外捨てたもんじゃねえぞ」

「まさかあんたも信じてるのか？」

「少しは、だな。たとえばアボリジニの中にグーグ・イミディル語という言葉を使うのがいる。彼らの言語には右も左も前も後ろもない。相そう対たい的てきな位置関係を表す言葉がないのさ。だから彼らは全ての位置関係を東とう西ざい南なん北ぼくで表すわけだ」

「あんたは俺の北にいる、ってか」

「そうだ。そしてそういう言語を話す人間は、頭ん中に磁じ石しやくが入ってるかのように方角を言い当てることが出来る。初めて来た場所でも北はどっちかと言われてすぐに示すことが出来るのさ。つまり絶ぜつ対たい方ほう位い感かん覚かくを育てる言語があるってわけだ。俺たち英語圏の人間やお前たち日本語圏の人間にはないものだ。言語が世界を切り分けるって話もあながち間違った話じゃあるまい？」

「そうでもないさ。方角を知るための情報なんていくらでもある。太陽の位置、風向き、木の皮についた苔こけの生え方、窓の位置……言葉は人間だけのものじゃない。太陽も風も土も固有の言葉を喋ってるんだ。その言葉の使い手たちは、大自然の言葉を聞き分ける能力を手にしているだけで、俺たちも多分鍛きたえれば手に入るんだよ、そういう能力は。結局、俺たちが見ているものは変わらない。夕陽の色が黄色に見える奴も、赤色に見える奴もいるけど、違うものを見てるわけじゃない」

「お前がそう思うんならそうなんだろうよ、お前ん中ではな」

「噓で真実を塗ぬり替かえることが出来るのは言葉と俺たちの頭の中だけだ」

「堅かた物ぶつだねえ。やっぱりてめえはもう少し生き方考えた方がいいぜ」

　ラヴィットにからかわれ、むっとした歌鳥は話を変える。

「なあ、ラヴィット。あんたはホノカに魔術を教えないのか？　あんたなら何か教えられるんじゃないのか？」

「魔道は茨いばらの道だ。知れば表の世界には戻れない。てめえもそうだろう？　言想魔術なんて知らなきゃ良かったって思うこともあるだろう？」

　彼には彼なりの理由があるらしく、しかもそれは、ホノカのためを思っての台詞せりふだった。

「一つ聞いてもいいか？」

「ん？　いいぞ」

「……あれは、あんたの娘なのか？」

　赤ん坊を抱いて眠るホノカを指差して、聞いた。歌鳥には二人の関係がいまいちよく分からない。誘拐犯の仲間――もし彼らが誘拐犯だとしたら――にしては年が離れているし、外国人のラヴィットとどう見ても日本人のホノカが一緒にいる理由があるとしたら、血縁くらいしか考えられない。

「ようやく気付いたか。俺とは違って可愛いだろう？」

　なるほど。

　娘の身を案じているのなら、魔術を教えないのも無理はない。

「母親の遺い伝でん子しが頑張ったんだな」

「てめえ、やっぱり死にたがりなんだな？　自殺してえなら手伝ってやるぞ」

「い、いや、まてまて、今の発言は形けい質しつ上じようの観点からのもので、美び醜しゆうとは関係ないとは思ってくれないのか？」

「質問を質問で返すとはヘブライ人みたいな真似をしやがる」

「俺は日本人だ」

「素質はあるかもしれんぞ。テストしてやる。ヘブライ人は『Ｎｕ？』と『Ｎｕ！』で会話をするんだよ。日本語の『どうも』みたいなもんだ」

　ラヴィットは歌鳥の額ひたいに銃じゆう口こうをぴったり突きつける。

「Ｎｕ？」

「……Ｎｕ」

　心しん証しようを害してしまったんじゃないかと怯おびえつつ、歌鳥は次の言葉を待つ。

「許してやるよ、マカロニ。今日からヘブライ人を名乗っていいぞ」

　ラヴィットはニヤリと笑い、銃をおさめた。

　助かった。




１８：２９　自宅待機組＋犬




「……と、いうわけだ。ここの入り口を突とつ破ぱするのが一番の難なん関かんであったぞ」

　もう夕方である。

　九頭家からどうにか逃げ出し、店長のマンションへ戻ってきたチャムは、一部始終を説明した。

「で、詩織君は？」

「雌め狐ぎつねは置いてきた。これからの戦いにはついて来れそうもない」

「本ほん音ねは？」

「奴は信用ならん」

　店長はため息をつく。確かに彼女は言想堂の人間に心を開かない。大切な情報をいつも隠し持っているような、そんないつかひっそり消えてしまいそうな気配がある。チャムはそのことを気にしているのだ。

「キミたちのクソタッグぶりには心しん底そこ呆あきれるよ。頼むからパートナーのことを信頼して助け出して来いよ。何のために一人と一匹で潜入させたと思ってるんだ？」

「とはいえ、相手は依頼主の一族だ。鍵を奪い取るために怪け我がでもさせようものなら、後で何を言われるか分かったものではあるまい？　それに、その内あの九く頭とう篠しの巳みという女が帰ってくるだろう。事情を話せば解放されよう」

「そりゃボクだってスポンサーを怒らせたくはないけどさ……この分じゃ詩織君を助けるのは事件解決後になりそうだぜ」

「どういう意味だ？」

「九頭篠巳がフラグとセッちゃんを連れて誘拐犯を捕まえに行ったよ」

「はあ？」

　店長はこれまでの事情を話した。

　環を説得している最中に嫌な予感がして、慌あわてて元の部屋に戻ると、説子もフラグもいなかった。

　二人が勝手に外出したとは考えにくい。特に説子には、フラグを外に出さないようにと言い含めている。だとすると、誰かが二人を連れ出したのだ。

　動きのないパソコンの画面の前で何度も往復している内に、説子から電話があり、主犯が九頭篠巳であることが発覚した。彼女がフラグを唆そそのかして歌鳥救出に向かったのだという。

「まことか」

「まことだ」

「小僧はいつの間に捕まったのだ？」

「キミたちが捕まったのとほぼ同じ頃だよ。どうやらラヴィット・マークスという例の誘拐犯と一緒に行動しているらしい。わずかな時間で洗せん脳のうされたのか、それとも相手に従うフリをしているのか、ちょっと判断のつかないところではあるけどね」

「ふむ。吾らが誘拐犯の一味と勘違いされて拘こう束そくされたのと同じ頃に、今度は小僧が誘拐されたというわけだ。実に込み入っておるな。だが、主ぬしよ、これではっきりしたことが一つある」

「誘拐は確実に起こってる」

「つまり、依頼人は噓をついていないというわけだ。これで吾らは誘拐犯からの赤ん坊奪だつ還かんに注力することが出来る」

「ついでにカトリも奪い返さなきゃな」

「うむ」

　店長は立ち上がり、まだ肌はだ寒ざむい夜に備えてダッフルコートを手に取る。

「ボクは九頭家に行って事情を説明してくる。キミはタマキチくんを連れて赤ん坊とカトリの救出に向かってくれ」

　店長もチャムも出払うと、環が一人で留守番することになる。

　無力な人間を一人にするのは絶対に避けねばならない。だからこその人材の振り分けだった。

「一人で向かうのか？」

「大丈夫だよ。ボクだって魔術師だ。ヘマは打たない。それよりキミたちの方が心配だよ……いいか、絶対に助け出して来い。この仕事は必ず成功させなきゃならないんだ」

「ならば何も言うまい。吾は妹とともに現場へ向かうとしよう」

「任せた」

　チャムはそれ以上何も言わず、店長に尻尾を向けて隣の部屋に向かう。

　話を聞いていたわけでもないのに、環はいつでも外出出来る格好で待機していた。

「妹よ、小僧を助けに行くぞ」

「待ってた」

　チャムはそのとき、部屋の中に漂ただよう異い臭しゆうに気がついた。

「この匂においはコーヒーだな。店長と飲んでいたのか？」

「せいかい」

「睡すい眠みん薬やくはどこから手に入れた？」

　環の動きが止まる。

「吾の鼻はごまかせんぞ。この部屋には確かに睡眠薬の匂いが漂っておる。だが店長の口元からは漂って来なかった……薬を飲ませようとしてためらったな」

「せいかい」

　彼女は同じページを掲かかげた。

「おぬしが店長に何を思っているかは知らんが、もし吾が主に手を出すつもりなら、そのときは覚かく悟ごしておけ。腕の一本や二本、へし折るのは簡単なのだからな」

「もうそんなことしない。和解した」

「ならば最後までその状態を維持することだ……なに、そんなに遠い未来ではない」

「どういう意味？」

「どういう意味もない。主はもう身体が持たぬのだ。《引用》という言想魔術は利用者の身を貪むさぼってやまん。分かるか？」

「ぜんぜん」

「そもそも引用とは他の文学作品から力を借りることだ。たった数行で引用元の作品を想そう起きさせ、他の文にも膨ぼう大だいな意味を含ませる。ただし、やり過ぎれば元の作品の圧あつ倒とう的てきな力に塗りつぶされてしまうのだ。また、度が過ぎれば盗とう用ようとなる。魔術師藤ふじ原わらの定てい家かは和歌の生み出す言想に飲み込まれぬよう、引用の限界を定めた」

　犬は語り続ける。

「言想魔術の《引用》とは、他の魔術師から力を借りることに他ならん。ほんの数回ならいいが、使い続ければ大変なことになる。魔術師としての自分を細かく刻きざみながら他人と交換しているようなものでな……引用だらけのキメラのごとき文学に辛うじて認められるオリジナリティーがタイトルだ。しかし吾らが出会ったとき、主にはもう自分の名前すらなかった。肩書きだけだ、持っていたのは。主はもう長くない。主はやがてバラバラになり忘れ去られ全ての魔術師の血肉へ還かえるだろう。だから今は、次の世代へフラグの管理を任せるために準備をしておるのだ。その邪じや魔まだけはさせん。だからおぬしも少し、主のことを労いたわってやってくれ」

「ぜんしょする」

「頼むぞ。それから、頼むからもう少し吾らに心を開いてくれんか」

「開いてる」

「声ぐらい聞かせてもらっても構うまい？　おぬし、もう喉のどは治っておるのだろう？」

「なんでしってるの！」

「犬は鼻がよいが、耳もよいのでな」

　ふふん、と番犬は笑い、尻尾を一振り。兄にしか心も口も開いてこなかった少女は、今初めて他のものにも憎々しげに声をかける。

「眠っててよ、夜くらい」

「もう少しマシなこと言え」

「今はまだそんな気じゃない。わたしは人にん魚ぎよ」

「安心せい、秘密をばらしたところで泡あわに還ったりはせんのだからな、人は……行くぞ」

　環はこくりと頷うなずく。

　一人と一匹はタクシーを拾って誘拐犯のもとへ向かい、その途中で説子たちと合流した。彼女からメールが来て、場所が分かったのだ。




２０：１９　弓原歌鳥と誘拐な仲間たち




「また何か近づいてきたようだな」

　ラヴィットの言葉が気になり、歌鳥は窓から外を見る。そこには彼のかつての仲間たちがいた。

　言想堂の仲間たち。

「俺の仲間たちだ。犬はチャムさん、小さい女の子が俺の妹だ」

「小さい女の子が多過ぎるぞ」

「そっちのサイズでものを考えないでくれよ。あんたたちから見たら日本人はみんな小動物なんだ。人のことをロリコンロリコンと言うけどな、俺たちからすればあんたたちの考える女はメスゴリラだぞ」

「で、就業年齢には達しているのか？」

「さあ、達してはいない気がするが」

「やっぱりブラックじゃねえか！　で、奴らは何をしようとしてるんだ？」

「誘拐された子を取り返しに来たんだろ」

「話が通じる相手であればいいんだがね……」

　歌鳥もそう思った。ただし、「話が通じる」の中身は別だ。疑問だらけの自分の人生を見つめ直す時間をくれと言ったら、彼らは納得するだろうか。フラグも妹も泣くかもしれない。でも仕方がない。疑問を持ってしまったのだから。

「大丈夫、話は通じる相手だよ。だから……」

　だが。

　話が通じる相手ではなかった。




　ホテルが赤と橙だいだいに包み込まれる。

　まるで火事のような。




　それはほんの一瞬の出来事でありながら、歌鳥に恐怖を抱かせるのに十分なインパクトがあった。火事、事故、炎上、爆発、泣き声、悲鳴、サイレン、轟ごう音おん、開かないドア。

　そして、恐るべきことに、浄じよう化か。

　心の中に溜ため込こまれていた不満の木切れに火をつけて、頭の中の迷宮を焰ほのおで覆おおい、それまで積み立ててきた喜びも怒りも哀かなしみも楽しみも全て焼きつくし、まっさらな大地から始めてしまうような。

「くそっ、何だ今のは！」

　ラヴィットはうろたえている。

　その様子を見て、歌鳥は我に返る。

　――俺は……ちょっと待て、俺は、一体何をしていたんだ。

　間違いない。今のはチャムの炎だ。全ての魔術を無に帰す火炎だ。

　歌鳥は先ほどまでの数時間を思い出す。

　それはもう掘り返さなければ思い出せないような遠い記憶になっていた。

　ラヴィット・マークスという男を追い詰め、赤ん坊を取り返すという使命を負っていたはずなのに、なぜかあの男に撃たれてから仲間のように振ふる舞まい始めて……。

「おい、ホノカ！　ホノカ！　しっかりしろ！」

　見ればホノカが歌鳥と同じようにうつろな目で虚こ空くうを眺めている。

「あれ……あたし、なにしてたんだろ」

　それから、彼女は不安に駆かられたようにあたりを見回した。

　目の光がおかしい。表情が寝る前までとはまるで違う。彼女は取り乱している。

　なぜ今の炎でホノカが取り乱しているのか。

　答えは一つだ。

　歌鳥と同じようにラヴィットに洗脳されていたからに違いない。

　――やはりこいつは誘拐犯だ。ホノカは多分、誘拐の現場か何かを目撃したんだろう。そこで洗脳されて……協力者に仕立て上げられたんだ。

　赤ん坊が泣きだし、歌鳥はその答えを察する。

　――赤ん坊を一人にするわけにはいかないからだ。かといって連れ歩くわけにはいかない。誘拐犯が赤ん坊を連れて街中を歩いていては困る。この男は目立つ。自分と赤ん坊の世話をしてくれる人間が必要で、それが……ホノカなんだ。

　歌鳥はここで相手の魔術師としての力量を知る。

　この男は自由に仲間を増やせるのだ。その力で歌鳥も、ホノカという少女も、協力者に仕立てたに違いない。

「気を強く持て、お前はここにいる……おい、マカロニ。今のはお前の仲間の攻撃か？」

「えっ？」

「攻撃かと聞いてんだ。さっさと答えろ」

　疑われている。

　歌鳥も正気に戻ったのではないかと疑われている。

「あ、ああ……たぶん、そうだろ。今のはチャムさんの魔術だ」

　ラヴィットの剣けん幕まくに思わず手の内を晒さらしそうになり、慌てて言い訳を考える。

「お前は？　お前はなんともないのか？」

「ああ、なんともないよ。チャムさんの魔術は相手から落ち着きを奪う。メンタルが安定している者には通用しない」

　もちろん噓だ。

　ここで炎の効果が〝全ての魔術を掻き消す〟だとばれてしまうと、歌鳥が正気に返ったことまで悟さとられる。ここは噓を貫つらぬきとおさなくてはならない。

　歌鳥は赤ん坊とラヴィットを交互に見る。

　不意をつけばラヴィットを倒して赤ん坊を助け出せるかもしれない。だがそれは危険だ。もしホノカが誘拐犯の一味でないのなら、彼女を巻き添えにするのは防がねばならないし、仲間が来ているというのに一人で挑むのは馬鹿馬鹿しい。

　それに、多分、このホノカという少女も救わなければならないだろう。

「マカロニ」

　ラヴィットは疑いの目をしていた。

「ここを出るぞ」

　歌鳥は説得を試みる。

　彼の仕事は赤ん坊を助け出すこと。そして、ここに言想堂の人間がやってきたというなら、きっと赤ん坊と歌鳥を一緒に助け出そうとしているに違いない。

「ここにいて、扉を開けて中に入ってきた奴を順に説得していけばいい」

「さっき直接魔術を吹っかけてきた奴らに話が通じると思うのか？」

「だが奴らは俺の仲間だ」

「てめえの仲間ならなおさら信用ならねえよ。俺は戦いたくないんでね、安全な場所まで逃げさせてもらうぜ」

　――逃げる気か。

「逃げるったってどうするつもりだよ」

「こうするんだよ」

　ラヴィットは巨大な姿見を壁から外す。

「こんなところに階段が！」

　歌鳥のみならずホノカも驚きに目を瞠みはる。鏡の向こうには掃除道具入れを二つ並べた程度の窪くぼみがあり、そこがそのまま下り階段になっていた。鏡の後ろには取っ手がついており、中に入った後に蓋ふたが出来るようになっていた。

「いざって時に逃げ道があると便利だろ？　密室トリックにゃ使えねえけどよ。おい、マカロニ。毛布と水のボトルを一本持って来い。逃げるぞ」




２０：２５　チーム言想堂




「逃げられてしもうたようじゃな」

　突然現れた犬を怖がるそぶりを見せながら、篠巳が言う。合流した四人と一匹はラヴィット・マークスがいたであろう部屋で、彼らの行方ゆくえを示す手がかりを探す。

「少なくとも小僧はここにおったわけだな。奴の道具が散らばっておる」

　使い道がありそうだ、と説子はスタンガンと催さい涙るいスプレーを拾う。

「ねえ、チャムさん、歌鳥くんたちがどこへ行ったか分かる？」

「さあ、どうか……臭いを辿たどれば分かるかもしれんが」

「わらわは知っておるぞ。このホテルからは玖鳴の山に通じる抜け道があるはずじゃ。どこに入り口があるかは知らんが、出口は知っておる。玖鳴石採掘現場の山の中じゃ。そこに先回りすれば奴らを捕まえられるで」

　着々と、歌鳥と赤ん坊を救出する作戦が固まっていく。

　環はみんなに見られないように、こっそり折りたたみ式ナイフをポケットにおさめた。




２０：３０　浮舟詩織と店長




　五月の太陽は完全に沈んだ。

　逢おう魔まが時ときはもう過ぎた。これからは人にあらざる者が人に取って代わる時間となる。

　魔術師の時間だ。

　しかし現代における魔術師は、昔ほどは時間に捕らわれたりはしない。メインの活動時間が夜であっても、自らを夜行性の動物と定めて動き回ったりはしないものだ。

　浮舟詩織はくつろいでいた。

　チャムがいなくなったらずいぶん部屋ががらんとしてしまったが、そんな状況にもすぐに慣れてしまった。犬のことを心配するくらいなら、と思いっきり伸びをして、とりあえず部屋に用意してあった浴衣ゆかたに着替えて扇せん子すで扇あおぐ。窓がなくて蒸むし暑あついのである。

　そんなことをしていると、突然配膳口が開き、店長が飛び込んできた。

「あら、宅配便かと思いましたわ」

　見たところ特に怪我はない。気絶した状態のまま部屋の中に放り込まれたようだ。子供体型の店長なら配膳口の狭い隙間も容易に通り抜けることが出来る。

　なぜ店長がここにいるのかは分からないが、恐らく詩織を助けに来て捕まったのだろう。

　無茶をする。魔術師としてやっていく力はもうほとんど残されていないはずなのに、小さな身体に鞭打って。

「お湯でもかけたら目を覚ますかしら……」

　物騒なことを言いながら、詩織は、店長を布団に寝かせた。目を覚ませば事情も判明するだろう。

　詩織は再びお湯を沸かし始めた。




　数時間後。




　目を覚ました店長は、敵地で浴衣に着替え、本を読みながらくつろいでいる詩織を見て、来るんじゃなかったと思い始めていた。

「……頭痛がする」

「あら、それじゃゆっくり横になっていただきませんと」

「キミはこんなところでなにしてんだ」

「助けが来るのをお待ちしておりました」

「そのわりにはずいぶんくつろいでるようじゃないか」

「ジタバタしても仕方ありませんもの。いざというときに備えて休んでおくのもまた大事なことですわ」

「そりゃそうだがね……」

　人質は二名に増えた。

　脱出する手段もないので、二人は歌鳥たちが救出してくれる方に賭かけた。




２０：４５　弓原歌鳥と誘拐な仲間たち




　ラヴィットはホテルの常じよう備び灯とうを手に進む。歌鳥とホノカはその後をついていく。

「あの階段が玖鳴石の採掘場に繋つながっていたのか」

「マカロニ、山の中にホテルが作られるのはなぜだ？」

「ドライブの途中で休むカップルの休憩所だろ」

「では採掘場の近くにホテルが作られる理由は？」

「宝石を掘り当てて一ひと儲もうけした労働者の性欲を満たすためか？」

「かもしれんな。だが港みなとに娼しよう館かんが建つのとは事情が違う。ここの場合、採掘場は山の中といえど街からそう離れているわけでもない。あのホテルが建った後の時代なら、鉱こう夫ふが街に下りる手段はいくらでもあるさ」

「つまりあのホテルは、不正な取引を行うために建てられたんだな」

「その通りだ。このルートを使えば玖鳴採掘機構を介さずに石を手に入れることが出来る。たとえば、見つけた石を坑道内の特定の場所に置いて、後でホテルに泊まった後に回収する。鉱夫の格好で潜り込む。坑道内で直接取引をする。方法はいくらでもある。もちろん今回のように単なる脱出経路としても使える」

「詳しいんだな」

「こっちの世界じゃ有名なんでな」

　ホノカが何かに思い当たったかのようにうなだれた顔をしてついてくる。

「寒くないか」

　廃坑の中は寒い。そもそも五月の夜が寒いというのに、日光も当たらず水脈に冷やされた坑道内の温度は何度ほどか。歌鳥の実感では一〇度を下回っている。とてもではないが薄着では歩けない。

　大丈夫だ、と彼女は言う。

「あまり大丈夫そうには見えないけどな」

「ちょっとした強がりってやつさ」

「もうしばらく強がりを続けてくれ、出口まではしばらくかかりそうだからな」

　ラヴィットは赤ん坊に冷気が当たらないよう、ベビー服の上を更に自分の上着で包くるんだ。

　三人は黙々と進行を続ける。

　ときどき、石の囁ささやきが聞こえてくる。恐らくかつて作業していた鉱夫の声だろう。それがときどき、霊れいの声か何かのように歌鳥やラヴィットの首筋を這はった。ホノカだけは、その声を聞き取れていないようだった。

　常備灯の光に反射したのか、湿しめった岩肌が光る。

　おどろおどろしい景色だ。突然幽霊が出てきてもおかしくはない。




　数時間後。




　歌鳥は廃坑の入り口へ辿り着いた。かつては鉱山として賑にぎわっていたに違いない山が、未明の風に揺らいでいる。歌鳥は入り口から数メートルのところでふさがっている廃はい坑こうを見つけ、ホノカと赤ん坊を呼んだ。彼女らを奥に誘ゆう導どうし、ホテルから持ってきた毛布で包む。地面が濡ぬれているので、歌鳥の上着を敷いてから。

　ラヴィットは入り口で見張りに立つ。

「朝が来てから行動を開始する。もう少しじっとしてな」

「分かった」

　歌鳥も見張りに立とうとした。

　そこをホノカに引っ張られる。

「マカロニ、ちょっと待ってくれ」

「どうした」

「これ、さっきの坑道で拾ったんだ」

　玖鳴石。

「あんたは……声が聞こえるか？」




「ミンナニ　ナイショダヨ」




　歌鳥は声を出さずに頷いた。

「そっか……やっぱり、そうなんだ。さっきからあんたが耳を澄すませてるのは、やっぱりそういうわけなんだ。なあ、マカロニ。あたしも昔はこの声が聞こえたんだよ」

「声が、聞こえた……？」

　それは魔術師としての素そ質しつがあるということだ。

「そうさ。ざわざわざわざわ、うるさいくらい。あたしの耳はね、誰よりも良かったんだよ」

「それは冗談じゃなくて本当のことか？」

「本当だよ。でも、ちょっと前にとつぜん聞こえなくなったんだ。原因はよくわかんないけど、大切な人がいなくなったあとだったから、それが原因なんじゃないかと思う」

「その大切な奴を呼び戻せば元に戻るんじゃないか？」

「その人は死んじゃったんだよ。もう二度と帰ってこない」

　ひょっとして、精神的なショックで立ち直れなくなって、魔術師としての才能を自みずから封ふうじてしまったのだろうか。

　だとしたら、彼女が魔術師になりたいと言ったのも頷ける。才能の話にやたら執しゆう着ちやくするのも。

　新しいものを手に入れるときより、もともと持っていたはずのものを取り戻そうとするときの方が、必死になるものだ。

「なあ、マカロニ。さっき、思い出したことがあるんだよ。あのホテルで行われてたっていう不正取引の話。あれ、な、ラヴィットはああ言ったけど、本当はちょっと違うって聞いたことがあるんだ」

「違う？」

「あのルートを使ったのは、鉱夫だよ。彼らは別に裕福じゃなかったし、お金目的で玖鳴石が欲しかったわけじゃない。ただ、声を聞きたかったんだよ」

「魔術師になれるかどうかを知りたかった……ってわけじゃなさそうだな」

「魔術を知らない人にとって、玖鳴石はただの宝石さ。ただ、人の声を聞かせてくれるっていう伝説がある。なあ、マカロニ……あんた、死人の声を聞きたいと思うかい？」

「聞きたくないな」

　もし死人の声を聞くとしたら、それは呪じゆ詛そ以外にない。歌鳥は人殺しだ。

「聞きたいって人もいるんだよ。大金払ってでも、盗んででも。あの石を欲しがったのは、本当に欲しかったのは、もう二度と聞けない人の声を聞きたいと思った鉱夫たちさ。そういう人たちが原石を持ち出したんだ。もう二度と帰ってこないかもしれない人の声を聞きたくて。でも、盗んだ人はほとんど石の囁きを聞き取れないんだ。聞き取れてもそれはほとんど何の意味もない音の羅ら列れつさ」

「伝説も罪作りだな。その石は、俺たちにとってはただの言霊の貯蔵庫でしかないし、才能の有無を判別する装置でしかない。そこに一生の夢を託たくす奴もいる」

「あたしにはそうやって縋すがった奴の気持ちが分かるよ。人が藁わらに縋るのは何でだと思う？」

　その様子は、あまりにもいたたまれなくて、耳を塞げるなら塞いでしまいたい。

「それ以上は考えるな。身体に悪い」

　懐ふところから睡眠薬を取り出す。

「これでも飲んで落ち着け。辛いことも考えなくなる」

「何だこりゃ？」

「精神安定剤だ」

　ハデスという名前の精神安定剤兼睡眠薬である。メンタルが弱い人間、夜中に眠れなくなる人間が愛用する。

　歌鳥もこれを愛飲している。

　言想堂に来てから、悪夢を見るようになったからだ。

　昔は殺した相手のことなんか夢に見なかったのに。

「……薬に頼るのは気にくわねー」

「いざというときにお前が落ち着いてなきゃ俺たちも行動出来ない。飲むんだ」

　半ば無理矢理、睡眠薬を飲ませる。水なしでは辛そうなので、持っていたペットボトルを開けた。疲れていたのか、それとも薬の効果がすぐに出たのか、二人はすぐ眠りに落ちた。

　歌鳥は入り口へ戻る。

「二人の様子はどうだ？」

「色のない緑の概念たちのように猛もう然ぜんと寝てるよ」

「そいつは良かった。西部戦線は特に異状なしだ。朝日を拝おがんだら動き始めるとしよう」

「逃げるのか？　でもあんたは誘拐犯じゃないんだろ。自分が絶対に正しいことをしてるなら、話し合って解決した方がいい。正しい人間がどうして逃げなきゃならないんだ」

「難しい問題だな。確かにてめえの言う通り、正しい人間は逃げちゃいけない。正論が現実に敗北することを許しちまうからだよ。マカロニ、一つ問題を出そう。子供が一人で夜道を歩いていて、名も知らない男に撃ち殺された。犯人は捕まらない。子供の遺族は犯人を捕まえろと要求するんだが、保安官シエリフは動かない。夜中に子供一人で夜道を歩いてりゃ、犯罪に巻き込まれるのは当たり前だからな。なあマカロニ、夜中に一人で外出するのは立派な権利さ。誰もその自由を侵しん害がいしちゃいけない。だが治安の悪い街で夜中に一人で歩くのは愚かだ。サファリパークで車から降りるようなもんだからな。さて、てめえの考えは誰に一番近い？」

「そういう抽ちゆう象しよう的てきな例題と今の具体的な事例を一緒にされても困るよ。俺がその子供だったら出歩かない。子供の親だったら子供を一人にさせない。保安官だったらそもそも犯罪を起こさせない」

「めんどくせえ奴だなあ。質問には正面から答えろよ」

「だったら、その問題に限って言うなら、俺の考えは保安官だ。自分の身も守れない奴を一人にするのが悪いさ。犯罪者が何を考えてるか分かったもんじゃない」

「それだよ、それ。被害者にも責任はあると押し付ける考え方だよ。自分の子供を安全のために外に出さないようにする。ここまではまあ、現実的で健全な物の考え方だろうよ。だが第三者がそれを規き範はんとして押し付けたとき、あまりにもグロテスクな物言いが生まれるのさ。しかも正論めいて聞こえるからタチが悪い。『襲われるのが嫌だったら、子供に夜道を歩かせるな』これならてめえも頷くだろうし誰も暴ぼう論ろんだと思わねえよ。だが『露ろ出しゆつの多い服を着て歩くから痴ち漢かんに遭あう』『いじめられる側にも責任はある』と少しずつずらしていけば分かるだろう？　被害者に責任を押し付ける第三者のクソったれな考え方だ。そこに反知性主義と差別主義を加えるともう手に負えねえわな。こういう奴は徹てつ底てい的てきにぶちのめさなきゃならねえし、そこで正義を後退させちゃいけない。だがな、マカロニ。正義を押し通すより大事なこともある。何だと思う？」

「……さあ。俺には分からない」

「守ることさ」

　当然のように、ラヴィットは言う。

「てめえのお仲間と鉢はち合あわせするとしようか。必ず話し合いに持ち込めるのか？　そうとは限らねえよ。命のやり取りに発展する可能性もある。俺一人なら勝てないこともないが、お前たちを巻き込んじまうかもしれねえ。そういうときはな、正義と道理を引っ込めるのさ。疑われてもいいんだ。誤解は後でいくらでも解くことが出来るかもしれない。大切なのはお前らに怪我をさせないことだ。そういうときは正義と自由が制限されると分かってても夜道を歩かない」

「……」

「だから俺も逃げてるんだよ。マカロニ」

　しばらく会話が途切れる。二人とも夜通しの行軍で妙に眠くなっているのだ。その眠気を抑えつけるためにだろう、ラヴィットは特に意味のない会話を続ける。

「てめえもアメリカに来るか？　マカロニ。なに、てめえが気に入ったわけじゃねえよ。見捨てるのも気が引けるってことだ。その年でクソみたいな企業に勤めて誘拐犯探しに駆り出されるなんてどう考えても間違ってる。なに、まともな仕事に就つきゃ考えも変わるよ。牧場でも紹介してやろうか？　てめえでもハリボテエレジーに干ほし草くさを与えるくらいなら出来るだろうよ。それに、英語はいいぞ。日本語とは桁けた違ちがいだ。使用者が多い分育まれる言想の力も強い。・なかぐろじゃあてめえを黙らせるくらいしか出来ねえが、．ピリオドには人生を終わらせるほどの力がある。いいぞ、《覇は権けん言げん語ご》って奴は」

《覇権言語》とは、たとえば今の英語のような力のある言語のことだ。

　全ての本は英語に翻ほん訳やくされ、アーカイブスに蓄ちく積せきされる。だから、知識を得ようとする人間は、昔の欧州人が当時の《覇権言語》であるラテン語を学んだように、英語を学ばなければならない。

　ビジネスのスタンダードは英語であり、世界的なビジネスをやろうと思うなら、やはり英語を使えるようにならなければならない。「日本語の小説では日本人相手にしか売れないが、英語で小説を書けば世界中に販売できる」といった、《覇権言語》を習得すればより大きな利益が得られるというレベルではなく、それを使えない人間とはそもそも取引をしないという状況が訪れているのだ。だから世界中の企業では英語が必要となり、《覇権言語》の立場はますます強化される。

　同じことは方言にも言える。歌鳥の知る限り、玖鳴の人間で方言を使うのはあの九頭篠巳という依頼人だけだ。彼女は恐らく、各地方から出稼ぎに来た人間が持ち寄ったそれぞれの地方の方言が混ざり合う、あの奇妙な言葉を愛している。だが玖鳴の若い人間は、日本のどこでも通用するように、標ひよう準じゆん語ごで喋り標準語で考える。関東の人間である彼としては、ときどき意味が通じなくなるあの依頼人のような人間を相手にするのは、ごめんこうむりたい。コミュニケーション出来ない相手とはあまり関わりたくない。

「考えておくけど、期待しないでくれ。俺は日本語が好きなんだ」

　歌鳥はラヴィットの申し出を断った。

「いい返事を待ってるぜ」

「あんた、なんでそんなに勧かん誘ゆうに熱心なんだ？」

「道に迷ってる若わか造ぞうを放っておけないだけさ」

　ラヴィットは朝日の昇のぼる方角を見ている。

　歌鳥は別のことを考えている。

　日が昇る前に言想堂一行が彼らを見つけてくれるように、と。

　歌鳥の祈りは通じた。

　日が昇る直前になり、ラヴィットが警戒心を強める様子を見て、歌鳥にも何か膨大な言霊が近づいてくるのが分かった。

　フラグが来てくれたのだ。







「どうしてここが分かった……とは聞くまでもねえか。そこの犬に臭いを辿らせたようだな。てめえらがこの歌鳥とかいう少年の雇い主か？」

「歌鳥くん、迎えに来たよ」

　赤ん坊を取り返すという本来の目的を忘れ、ラヴィットも無視し歌鳥に話しかけるフラグ。

「一緒に帰ろう」

「待て、その前に誤解を解く必要がある。この人は誘拐犯じゃないし、俺だって自由意志でここにいるんだ。まずは依頼人と話し合おう。こっちへ来てくれないか」

　歌鳥は九頭篠巳ではなく都つ築づき説子に話しかけた。

　説子は篠巳とアイコンタクトを交わす。

　これで自分が操られていないと分かってもらえたはずだ。

　説子が一歩前に出る。さあ、演技を始めよう。

「な、ラヴィット。話が通じる相手だろ。誤解を解いてやってくれよ」

「まだ早い」

　ラヴィットは歌鳥に愛用の銃を突きつける。

「その銃を離してっ！」

　フラグの声も届かない。

「そういうわけにもいかねえなあ。なあ、嬢ちゃん。こいつは大切な仲間だろ？　なに、傷つける気はねえよ。手荒な真似をしないって約束してくれりゃあな」

「みんな、俺のことは気にするな。依頼人、誤解を解いてくれ」

　説子が露ろ骨こつにチャムとアイコンタクトをとる。

　続く一秒で五つのことがなされた。

　九頭篠巳が何の意味もなくゲートを開いた。環が「注目！」と楷かい書しよで書いたスケッチブックを掲げた。チャムが瞬しゆん発ぱつ力りよくを生かしてラヴィットに特攻した。ラヴィットはチャムに銃口を向けた。

　そして歌鳥はラヴィットをぶん殴った。

　続けざまに膝ひざ蹴げりを入れる。

　ラヴィットもさすがの反応で声一つ上げず銃を突きつけるが、言想を封じ込める炎に包まれていては無力だ。説子は歌鳥がホテルの部屋に残してきた催涙スプレーを吹きかけ、スタンガンを押し当てる。

　魔術師といえど、言想を封じられた状態で不意打ちに遭えばひとたまりもない。ラヴィットはあっさり気絶し、説子が手早く縛り上げた。

　戦闘は雉きじが一声鳴き終わるより早く終わってしまった。

　あまりにもあっけない誘拐事件の結末。

「小僧、あまりこういうことは言いたくないのだが……」

「なんですか、チャムさん」

「おぬし、実に鮮やかに裏切るよな。目が輝いておる」

「あまり褒められている気がしません」

「別に褒めてはおらんからな」

　日が昇る。

　まるで呪のろいが解けたように、フラグたちは動き出す。

「良かった。ちゃんと作戦通りに動いてたんだね」

「ああ、そうさ。心配かけてすまなかった」

　フラグは環より先に歌鳥に抱きつく。安あん堵ど、安心、信頼……その他もろもろの感情が涙と一緒にどっと溢れ出て、歌鳥の肩を濡らす。

　本当は作戦なんかなかったし、仮にあったとしても微み塵じんも作戦通りに動いてはいないのだ。それなのに、彼女を安心させるために、歌鳥は噓をつく。

「叩いちゃってごめんね」

「気にするな。誤解を招く状況を作った俺も悪かったんだ。でも、信頼してくれないってのはひどいな。俺がフラグ以外の女の子になびくわけないだろ？」

　実に劇的な再会のシーンが展開されている。言想堂メンバープラスアルファは、そんな二人を生温かく見つめていた。

　廃坑の方から赤ん坊の泣き声が聞こえる。

　目を覚ましたのだろう。

「そんなことより、早く赤ん坊を助け出して来た方が良いのではないですか？」

「そうじゃそうじゃ。おぬしら最初の仕事を忘れておるぞ」

　腰に手を当て、呆れたように仕事の遂すい行こうをせっつく篠巳。歌鳥はフラグを剝はがし、廃坑の中に入っていく。中には気持ちよさそうに眠るホノカと、危機を察して泣き出したミサがいた。

「……ごめんな」

　謝りながらも、歌鳥は赤ん坊を抱き寄せる。

「あんたを騙すつもりはなかったんだよ。悪いのは、一人だけだ」

　歌鳥は泣き出す赤ん坊をあやしながらみんなのもとへ帰る。篠巳の腕に赤ん坊を渡す。彼女は涙を流して喜んだ。

　フラグは興味深そうに赤ん坊を見守る。

　その内「フラグも赤ん坊が欲しいよ」などと言い出しそうである。

「弓原歌鳥と言ったな」

「はい」

「よくぞミサを取り戻してくれた。これで玖鳴採掘機構も安泰じゃわい」

「ありがたいことです。俺たち言想堂の仕事にご満足いただけましたか？」

「うむ。謝礼は予定通り、たっぷりと弾ましてもらいましょう。帰りはわらわに任せるがいい」

　篠巳はゲートを開く。

「おぬしらはそこの誘拐犯を連れてくるのじゃ。さ、行くぞ」

　歌鳥、説子、チャムは気絶したラヴィットを運ぼうとして、いったん篠巳から離れた。環は兄の後ろをついていく。

　篠巳は赤ん坊を抱いたままゲートを開き、フラグと一緒に中に入る。

　そして、ゲートが閉じられた。










　午前六時、絶対に開かないものと思われていた扉が開いた。

　浅い眠りに身を委ゆだねていた店長たちは、その豪ごう快かいな音で飛び起きた。突然室内に現れた大柄な男を見て自分たちの置かれた状況を再確認した二人は、出会い頭に毒どく霧ぎりを吹きかけられたかのように目を覚ます。

　店長たちは居住まいを正し、大男と対面した。

「初めまして。当主の柳りゆう禅ぜんです」

「あ、どうも、ご丁てい寧ねいに。ボクは店長です」

　店長たちは大男の行動に面食らった。あろうことか、社会人のように名刺を差し出してきたのである。店長も早速リニューアルした便利屋言想堂の名刺を取り出した。

　大男の名刺には、「九頭家当主　九頭柳禅」と書かれている。

　当主。

　店長は何かがおかしいことに気付いた。当主は九頭篠巳だったはずだ。そして彼女が言想堂に誘拐犯を捕まえて欲しいと依頼してきたのだ。それなのに、自分たちは何な故ぜか誘拐犯扱いをされて九頭家に捕まり、当主と名乗る大男に名刺を差し出されている。

「……あのー、つかぬことをお伺いしてもいいかな」

「どうぞ」

「ここの当主って九頭篠巳という人じゃないの。ボクらはその人に仕事の依頼を受けたんだけど」

「そんなはずはない。篠巳の婆さんならこないだ亡なくなりましたよ」

「亡くなった？」

「はい。年が明けてすぐ」

　店長と詩織は顔を見合わせた。

　だとすると、仕事を依頼してきた女は一体何者だったのか。

「えっと、話を整理させてもらっても構わない？」

「なんなりと」

「ボクらは二日前の夕方に九頭篠巳と名乗る女性に『誘拐犯から孫を取り戻して欲しい』という依頼を受けた。その孫って言うのはミサという名前なんだ」

「ふむ」

「だからボクはこの子にそれとなく探りを入れさせることにした。本当に誘拐事件が起きてるのか分からなかったからね」

「電話で聞けば十分だったのではないですか？」

　あなたの家の赤ん坊は誘拐に遭いましたか、なんて聞けるわけがない。

「直接聞いても教えてくれるとは限らないから、探りを入れさせたんだ。ところが今度はこの子が誘拐犯だと誤解されて捕まってしまった。この子を連れ戻しに来たボクまで捕まった。そういうわけなんだよ」

「どうやら何かおかしなことが起きているようですな」

「そのようだね」

「まず、最初に申し上げた通り篠巳の婆さんはもうこの世にいないんです。それから、当家には赤ん坊などおりません」

「……」

「ただ、誘拐と聞いて思い当たる節ふしがないでもない。お恥ずかしい話ですが、先日我が家の一人娘が家出をいたしましてな。仄ほの香かという名前なんですが、年は一四です。書置きを残して家出をしたもので、私も夜を徹して捜しておるのですが、見つかりませんでな。あなた方は九頭銀というオールバックの男に捕まったのでしょう？　あやつはそりゃもう仄香を妹のように大事にしておりまして。恐らく誤解したのでしょうな。仄香は家出をしたのではなく誘拐されたのだと。そこにあなた方がやって来られた」

「おい、詩織君。キミどんな聞き方をしたんだ？」

「……誘拐、という言葉を少し匂におわせた程度でしてよ。直裁的に聞けないのではそうするしかありませんでしょう？」

「そう聞くと責めるわけにもいかんよなあ……」

「どうやら本当にただの誤解だったようですな。どうかお許し下さい」

「いえいえこちらこそ誤解を招くような真似をしてしまって……ほら、詩織君、頭下げて！」

　店長は詩織の頭を押さえつけるようにして土ど下げ座ざをした。詩織は実に不満げな顔で店長に追つい随ずいする。

「って、そんなことやってる場合じゃねー！」

　店長、絶叫。

「店長、落ち着いて下さい」

「これが落ち着いていられるかよ。あの依頼人誰だ！　っていうかカトリが危険だ！　元グル相手に戦ったら勝ち目なんかねーぞ！　しかも誤解で戦ったとなりゃ賠ばい償しよう金きんが大変なことになるじゃねーか！」

「……少々お待ちを。あなた方が追っている誘拐犯というのは、ラヴィット・マークスという名前ではありませんか？」

「その男を知っているのか？」

「いや、その名前を聞いて思い出しました。私の義理の兄です」

「はい？　どういう意味だ？」

「私の姉の結婚相手だということです」

「ボケかましとる場合かー！」

「失礼。その義兄がこの間赤ん坊を連れて訪ねて来ましてな。確かその子の名前がミサだったような……」
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　赤ん坊は泣なき止やまない。

　無事お婆ばあちゃんの手の中に帰ったというのに、まるで見知らぬ他人に預けられたかのように顔を歪ゆがめている。この果てしなく続く灰かい白はく色しよくの地平が怖いのか、それとも。

　ただ一人、篠しの巳みだけが笑っていた。

「ほんにお前は可か愛わいいのう……」

　右手で包み込むように抱いて、左手で更にきつく包み込むように。その身体からだに似合わぬ奇妙に整った顔に微び笑しようを浮かべて。

「ねえ、依頼人さん。歌か鳥とりくんたちは連れて行ってくれないの？」

「あやつらを連れて行く？　それは無理な相談じゃ。悪く思わんといてくれ。ここは三人用なんじゃ」

「本当に？」

「うむ。そうじゃ」

　そう答えながら、篠巳は左手の手首から先をこっそり動かした。

　変化が起きた。

　指先が白地の空間にねじれた五ご線せん譜ふを描えがく。その上を、四し分ぶ音おん符ぷやフェルマータが跳はね回まわるように、人の言葉が流れていった。

　五線譜の中心は横倒しにした砂時計のように細く束たばねられ、そこを通っていった言葉たちは意味を塗ぬり替かえられていく。

　言こと霊だまが削そがれた。

　その瞬間、フラグは気付く。自分から溢あふれ出でる膨ぼう大だいな言霊を利用して、篠巳は言げん想そう魔ま術じゆつを使ったのだ。それがどんな魔術なのかフラグには分からない。

　だが、フラグには見えていた。篠巳の手の中で変えられたのは、自分の良く知っている誰だれかの言葉だ。

「いま、何したの？」

　篠巳は悪戯いたずらを見つかった子供のように硬こう直ちよくし、言い訳を並べ始める。どうやらフラグに自分の魔術が見えるとは思っていなかったらしい。

「おや、見えてしもうたか。言想魔術のちょっとした応用でな。まあ、おぬしが知る必要のないことじゃよ」

「そんなことない。さっき通り過ぎていったのは歌鳥くんの言葉だったよ。それが、ぜんぜん違う意味になってた！　あなた歌鳥くんに何をしたの？」

「……わらわは特に何もしとらんよ」

「噓うそだよ。やっぱり、なにかおかしいよ。もう一度歌鳥くんたちのところに戻して。大変なことが起きてるような気がする」

「それは出来ん相談じゃ」

「どうして？　あなたには魔術を使う余裕があるよ。言霊もある。誘ゆう拐かい犯はんはもう捕まえたから何も危険なことはないよ。あそこに帰るのは簡単な話だと思うけど」

　篠巳がその問いに答えるには、ほんの少し考え込む時間が必要だったらしい。篠巳は赤ん坊の顔とフラグのそれを交互に見やると、笑顔を崩くずし、まるでそこに椅い子すでもあるかのように座り込んだ。

　もう一度、篠巳は面おもてを上げる。

　そこには表情がなかった。

　いや、ない、と言うべきではないかもしれない。確かに表情らしきものは作っているのだ。まるでポリゴンやアニメ絵で描かれた顔があまりに人間に近いせいで、逆に人間らしくないところがはっきりと分かってしまうという、不気味の谷のような現象が起きているだけで。

「なんじゃ、栄養が胸にばかり行った馬鹿娘かと思ったら、案外聡さといんじゃな。てっきり魔術なんぞ見えんものかと思ったわい」

「フラグはおバカさんじゃないし、ここに詰まってるのは栄養じゃなくて夢なの。そんなことはどうでもいいから、早く教えてよ」

「そうじゃな。教えてやってもよかろう。おぬしはもう永遠にあの男の元には帰れん。わらわやこの子と一いつ緒しよに、ずっとここで暮らすんじゃからな」

「人の将来を勝手に決めないで。どうしてフラグがあなたたちと一緒にいなきゃいけないの？」

「そりゃ便利じゃからな。おぬしは言霊の塊かたまりじゃ。玖く鳴なりの山一つ掘り返してもそんな宝石は手に入りゃせん。おぬしと手を組めばどんな魔術も使い放題じゃ」

　あまりに勝手な言い分に、フラグは口元を歪ませる。ぶよぶよとした白の大地を転げないように歩きながら、篠巳との距離を詰める。言げん想そう堂どうが請うけ負おった仕事の内容にフラグを自由にしていいなんて含ふくまれてなかった。

「あなたと一緒にいるなんて約束した覚えはないわ。元の場所に帰して」

「ええのか、そんなことを言って」

「え？」

　目の前の地面が突然隆りゆう起きしてフラグの足を捕らえる。そんなことが起きるなんてまるで想像していなかったフラグは、頭から地面に激げき突とつした。

　幸いにも痛くはなかった。地面は人の臓ぞう器きのように柔やわらかい。

　ヘッドホンが外れて心しん音おんを思わせるパーカッションのリズムが響ひびきき渡わたる。赤ん坊の泣き声が聞こえてきた。それは思わず耳を塞ふさぎたくなるような大きな声だった。

　こけたままの姿勢で、フラグはヘッドホンをかけ直し、顔だけ上げて篠巳をにらみつける。

「下じゃ」

「下？」

　篠巳が何を言っているのか、フラグにはさっぱり理解出来ない。

「下を覗のぞき込こんでみるがええ。わらわに協力したくなるはずじゃからな」

　そう言って、篠巳はもう一度手を動かす。

　フラグは地面を覗き込む。

　この空間が灰はい褐かつ色しよくに見える理由が良く分かった。

　白地に黒。スクリーントーンのような細かい黒の点。その黒い点の一つ一つは米こめ粒つぶに書かれた文字のよう。

　その文字の連なりの中に、フラグは見覚えのある名前を見つけた。

　歌鳥たちの名前を見つけた。




「どういうことだ……」

　自分たちを連れて行くといったのに、赤ん坊とフラグだけを連れて依頼人は消えた。後に残されたのは、歌鳥たちとラヴィット・マークス、そして廃はい坑こうの中に眠るホノカだけ。五月の風が木々を揺ゆらし、葉は擦ずれの音が聞こえた。

　歌鳥は嫌な予感に捕らわれた。「裏切り者」を狩っていたとき、何度か同じ感覚を味わったことがある。情じよう報ほう提てい供きよう者しやが獲え物ものと協力して自分をはめようとしてきたときの、予想の外から攻撃を加えられる感じ。

「小僧、今すぐ店長に連絡を取れ」

「説せつ子こちゃん、携帯を貸してくれないか。俺おれのはホテルの中に置いてきた」

　説子は自分の携帯から店長に電話をかけ、歌鳥に渡す。呼び出し音は鳴らない。電源が切られているか、電波の届かない場所にいるか。

「だめだ、繋つながらない。店長はどこにいるんだ？」

「吾われらが主ぬしは九く頭とうの屋敷にいるはずだ」

「なぜそんな場所に？」

「雌め狐ぎつねが下へ手たを打って捕まったからだ。九頭の屋敷には牢ろう獄ごくがある。そこだけ電波が繋がらんのだ。捕らえられたのだろうな」

「……何が起きてるのかさっぱり分かりませんが、どうして依頼人がフラグと赤ん坊だけを連れ去ったのか、説明してくれる人はいないんですね。さて、俺たちはどうすればいいんだ？」

「ひとまずそこの誘拐犯を依頼人のところへ連れて行きましょう。ここに放置するのは危険です。それに、私たちが九頭の屋敷に行かなければ店長を連れ戻せないかもしれません」

「それもそうだな」

　今のところ、指示を出してくれる人間はいない。歌鳥は説子の助言に従い、ラヴィットとホノカの二名を連れて行くことにした。ラヴィットの監視は歌鳥が行う。二名と一匹は廃坑の中にいるもう一人の仲間を拘こう束そくしに向かう。

　一対一になったところで、歌鳥はラヴィットと向かい合う。

　目を覚ましかけている。

「目を覚ましたか。気分はどうだい？」

　酸素不足を訴うつたえるような荒い息。

「……てめえ、これは一体、どういうことだ……？」

「あんたを野放しにしておけないから拘束させてもらったよ。俺たちは警察じゃないからあんたを監かん獄ごくにぶち込むわけにはいかないけど、魔術師の犯罪には魔術師なりの対処法がある。誘拐犯ラヴィット・マークス。あんたはこれから俺たちと一緒に依頼人のもとへ向かうことになる。恨むなら自分の引き起こした犯罪を恨うらむんだな」

「犯罪？　何のことだ」

「あんたは赤ん坊のミサちゃんを誘拐した。間違いないな」

「おい、マカロニ」

「なんだ？」

「てめえ何を勘かん違ちがいしてやがる。ミサは俺の娘だ」

　長い時間が流れたような気がした。

　説子たちがまだ眠ったままのホノカをぐるぐる巻きに縛しばり、廃坑の外に連れ出したときも、まだ歌鳥は硬直していた。

「ちょっと待て、あんたの娘は、そこにいるホノカって子じゃないのか」

「バカヤロウ！　そいつは単なる家出娘だよ。いくら言っても帰らねえから仕方なく面倒を見てただけだ！」

　ラヴィットの目から殺さつ気きが溢れる。

　その激げき怒どの表情から、歌鳥はようやく自分がとんでもないミスを犯おかしたことを理解した。目の前の男は恐らく噓をついていない。

　だとすると、噓をついていたのは誰か。

　――依ゆう頼かい人はんだ。

　ラヴィットは自分と同じようにぐるぐる巻きにされたホノカの姿を見ると、歌鳥に質問を投げかけた。

「マカロニ。ミサをどこへやった？　どこへ連れて行った？　あの子に何をした？」

「それは……」

「答えろ！」

　ラヴィットの剣幕に気付き、説子とチャムが恐る恐る近づいてくる。幸いなことに環たまきはホノカと同じところで身体を小さくしていた。安全だ。少しは。

「返答次第ではてめえを煉れん獄ごくに送り込む。さあ、あの子をどこにやった？」

「赤ん坊は依頼人が保護した。もうあんたの手の届かない場所にいる。ここにはいない知りたきゃ俺を倒してみるんだな」

「ほう……なかなか堂どうに入いったお答えだ」

　ラヴィットを拘束する論理の糸が緩ゆるむ。

　説子はそんな馬鹿な、という表情をしていた。論理の糸は釣り糸のように細いが、強度は比較にならない。コンバットナイフだろうと刺さし身み包ぼう丁ちようだろうと斬ざん鉄てつ剣けんだろうと切ることは出来ない。手首から先しか動かない状況でどうやって？

　ラヴィットは朝日を浴びてきらめく小型の短剣のようなものを持っていた。

　言想魔術。

　彼の手の中で鍵のように動く《記号》が論理の糸を全て断たち切きったのだ。

　†たんけんふ。

「Ｎｕお祈りは済ませたか？」

「Ｎｕいつでもいい。かかってこい！」

　誤解だ、銃を収めろと伝えようとしたのに、ラヴィットは歌鳥の言葉を都つ合ごうよく解釈したらしい。

「そうかそうか、手加減はいらないか」

　言葉は優しくとも目に怒りが満ちている。言い訳を考える歌鳥に向かって、ラヴィットはコンマ二秒で狙いを定めた。

　まずは左足に《終止符ピリオド》が撃たれる。

　悲鳴は上げない。

　声を出さないよう訓練されているから。

「小僧、大丈夫か!?」

「問題ない」

　そんなはずはない。左足の膝ひざに小さな穴があき、そこから途切れることなく細く血が流れ続けている。体内に入った銃じゆう弾だんは、鉛なまり弾だまが中毒を起こすように左足全体に命令を流し続ける――お前はもう終わりだ。

　言想堂の番犬が小さな炎で歌鳥の左足を焼いた。《終止符》は消え、後には傷口だけが残る。神しん経けいまではまだやられていないようで、左足は少しだけ歌鳥の命令を聞いてくれるようになった。

「なるほどねえ、あの炎にはそういう効果があったってわけか」

　ラヴィットは炎の性質を見抜く。

「てことはマカロニ、てめえはホテルを出るときから正気に戻ってたんだな？　あそこからずっと俺たちを騙だまし続つづけてきたんだな？」

「違うんだ、これにはわけが」

「ゲス野郎」

　言うと同時にラヴィットは右ストレートを放っていた。

　歌鳥はガード、チャムはラヴィットの足に食らいつこうとして蹴けり上あげられる。スタンガンで気絶した後とは思えない俊しゆん敏びんな動き。リボルバーに変形した銃から放たれる六連発の《……三点リーダ》が歌鳥を襲おそう。

　そちらは着弾の前にチャムがかき消した。

　だがそれは、確認のための牽けん制せいでしかない。

「やはりそうか。対魔術用の魔術ってわけか」

　ラヴィットは不敵に笑う。

　そこへ説子が駆けつけた。二人の少女を廃坑に隠し終えた彼女は、歌鳥の前に立つ。手負いが一人、無傷の魔術師が一人、犬が一匹。普通の魔術師が相手ならまず負けることのない布ふ陣じん。暴走を止め、落ち着いて話を聞かせるには十分な戦力。

　普通の魔術師が相手なら、だが。

「依頼人……じゃなさそうだな。てめえもそこのマカロニと同じ言想堂ってクソ組織のお仲間だな、ボウヤ」

「落ち着いてくれ。俺たちは別にあんたの娘を」

「私はボウヤではなくお嬢さんです。それに」

「説子ちゃんはちょっと黙ってうかつな発言はよせ、情報をもらすな」

　歌鳥の仲間たちは顔をしかめた。何を言っているんだ、こいつは？

　ラヴィットの目つきが心なしか鋭さを増したように見えた。

「……。もう一度聞こう。お前たち、俺の娘をどこへやった？」

「吾は知らんおぬしに教えるバカがどこにおる」

「俺たちにも何が何だか分からないんだ被害者を装えばごまかしきれるかな？」

　説子は無言。

「ははは……いいさ、よく分かった。てよめし、えじゃらあの話言をい聞分かがせよてうもやらくお理う解じゃでなきいたか」

　分かってくれたか、と安堵した瞬間。

　事情を話そうとする歌鳥に向かって、コンマ一秒にも満たない速さで、ラヴィットは《終止符》を撃うつ。

「口を開きたくなるまで追い詰めてくれって言いたいんだな？　お望み通りにしてやるよ、マゾヒストの豚ぶたども」

　もう一発。







「日本語というのはなかなか難しいもんじゃのう。そう思わんか。フラグとやら。〝あすぺるがー〟の患かん者じやは言葉をそのまま受け取る。おぬしらは言葉の裏の意味を探ろうとして真意を読み違える。言葉は完璧に伝わることなど絶対にない。〝こみゅにけーしょん〟は成立しようのない奇跡じゃ」

　フラグは目の前で記述される惨さん劇げきに目を奪われていて、篠巳の声は誰にも届かない独白と成り果てていた。

「わらわはその奇跡を操る術すべを手に入れた。あらゆる人の言葉が行き交い、〝めっせーじ〟の裏にある本当の気持ちが滲にじみ出だす場所……ここじゃ。わらわはここを《行ぎよう間かん》と名付けた。わらわのことは《行間にひそむもの》とでも呼んでもらえればよいかの」

　――その身体は紅玉ルビイのように小さい。

　篠巳は赤ん坊に話しかける。

「それにしても、ほんに上手くいきよったわ。あの娘が無む謀ぼうにも阿あ呆ほうの恋人を助けにいきよったおかげで、お前とあの娘をいっぺんに手に入れることが出来たわい。後は奴らに潰つぶしあってもらうだけじゃ」

　篠巳は、不信を利用したのだ。愛する人を信じきれないというただそれだけのことを上手く転がして、自分に最も有利な状況を作り上げた。

　疲れてきたのか、赤ん坊の泣き方が穏やかになってきた。篠巳は誘拐してきた孫娘の顔を覗き込むと、本物の老婆のように顔をほころばせる。

「安心せい、安心せい。お婆ちゃんはお前のことが大好きじゃからな」

　フラグは顔を上げる。

「これはどういうことなの！　どうして歌鳥くんたちが誘拐犯と戦ってるの。早くやめさせないと！」

「なぜやめさせる必要があるんじゃ？　おぬしかてあの弓ゆみ原はら歌鳥という男には愛あい想そが尽きとるじゃろ。今更あの男をかばう必要なんかありゃせん」

「そんなことない。歌鳥くんは大切な人だから……」

「大切な人？　浮うわ気き現場を見てまだ言うか」

「それは、潜入してたからで……言うことを聞かされてたから」

「本当かどうか怪しいもんじゃな。あの男はおぬしの目の前で裏切ったではないか。誘拐犯もあの男を信じておっただろうにのう。あれは噓つきじゃ。しかも平気で他人の心を踏みにじれる男じゃ。おぬしはそんな奴のことを信じると？」

「……でも」

　フラグの声は歯切れが悪い。

　信頼が揺らいでいるのが良く分かる。篠巳にとってはとても付け入りやすい隙だ。

「わらわは全部知っておるよ。あの男の本当の気持ちも、全てな」

「どうしてあなたにそんなことが分かるの？」

「やはりさっきの説明を聞いとらんかったのか？　ここは全ての人間の思いが集う場所じゃ。おぬしの思い人の心なんぞ手に取るように分かるわ」

　そして篠巳は、実際に手に取って見せた。

　歌鳥の心を《行間》から引きずり出したのだ。

　正確には、彼の言葉の裏に隠された本心だ。それはイカ墨すみをぶっかけた糸こんにゃくのようにも、もつれた黒の毛糸玉のようにも、脳内を駆かけ巡めぐる神経節の塊のようにも見えた。

　肯こう定ていの代わりに二重否定を織おり込こみ、断定を避ける語尾で絡からませ、決して表に出ないように押し殺す。出口のない心の中に閉じ込められ、腐くさるどころか朽くちるまで発はつ酵こうの進んだ彼の本心。それは失敗を続け苦く渋じゆうをなめ続けた人間に突然降って湧わいた希望のように厄やつ介かいな代物だった。

　言葉は使用者の人生に似ている。

　泣き止みかけていた赤ん坊の足先が、重じゆう油ゆまみれの地じ引びき網あみのような歌鳥の本心にほんの少し触れる。火がついたように泣き出す。その様子を見ていた篠巳は、汚いものに触れたかのように、歌鳥の本心をフラグの目の前に投げ捨てた。

　フラグは宝石を拾うように本心を拾おうとするのだが、上手くいかない。ひっかかるところはいくらでもあるのにとらえどころがない。それは生いき餌えや蚯蚓みみずがぬるぬると指の間から這はい出でていくように還かえっていく。その気持ち悪いものから確かに伝わってくる心の声が、フラグの指先を黒く染めた。それは確かに歌鳥の言葉、彼が言いそうなことだった。自分を縛り付けるフラグや言想堂の重さから逃げ出したい、自由になりたいという願い。救われたいという願い。

「違うよ……歌鳥くんはこんなこと言わない。あなたが変えたんでしょ」

「わらわは何も手を加えておらんよ。それがあの男の本音じゃ。な、泣かんでもええよ。あんな男の代わりは仰ぎよう山さんおるで。わらわと一緒におろうや。紹介しちゃるから、な」

　言葉は素通りしていく。

　フラグが摑み取れなかった歌鳥の本音はみな《行間》の中に還った。後には何も残らず、ただ彼への信頼が揺らいでいくばかり。

　これは魔術だ。

　目の前の女が絆きずなを裂くために使った魔術だ。

　そんなことは分かっているのに。

　フラグが悩めば悩むほど、無む為いに時間が過ぎ去っていく。ラヴィット・マークスに戦いを挑まれる歌鳥たちが苦境に追い込まれていく。







　二度も終止符を打たれた歌鳥の身体は半ば使い物にならなくなっていた。左足と腹部を切り取られたミイラのようにバランスを崩しながらヨタヨタと後退していく。

　説子とチャムはなぜ歌鳥が撃たれたのかまるで理解出来なかった。ラヴィットの言葉には確かに和解を匂わせるニュアンスがあったのに、なぜ騙し討ちのように攻撃を仕掛けてきたのか。

「小僧、下がっていろ。この男は危険だ」

　犬と少女は歌鳥を守るように前進。

　歌鳥はもう使えそうにない。口先だけでも争いに参加出来るならまだしも、あれでは喋ることもままならない。語る言想魔術の弱点は、語りを封じられることだ。

　今は説子と一緒にこの男を倒す。

「邪魔すんじゃねえ。犬っころとガキを撃つのは趣味じゃねえんだよ」

　ラヴィットは怒りの中にも余裕を滲ませる。青い炎を両目に宿して、どうすれば一番苦痛を与えられるのか考えているかのように。

（小娘、聞こえるか）

　相手に聞こえないような小さな声。説子は頷うなずく。

（吾が最初に飛びかかる。すぐに拘束しろ。いいな吾のしっぽを摑んで振り回せ。いいな）

　だが、相棒は困こん惑わくの表情を見せた。聞こえなかったのだろうか？　いや、そんなことはないはずだし、聞こえなくても説子ならすぐに対応出来るはずだ。

　ぐずぐずしている暇はない。

　ラヴィットが手早く弾を込めるその隙を突き、飛びかかる。

「とぅべりゃー！」

　両前足を広げ、ラヴィットの顔めがけてジャンプダッシュするチャム。

　説子は言われた通りその尻尾を摑み、振り回した。

「ぬわー！」

　さすがのラヴィットもこれには虚きよを突かれた。ハンマー投げの要よう領りようで飛んできた犬を叩き落すのが精せい一いつ杯ぱいで、突然意味の分からない行動を取り始めた相手に暴言を吐く。

「鉄球振り回す死刑囚みたいな真似しやがって……なんなんだてめえら」

「小娘ー！　何をするのだ！　吾の尻尾が千切れるではないか！」

「で、でも、チャムさんが振り回せって言ったんですよ。私はその通りにしただけです！」

　しどろもどろになりながら弁解をする説子。言われた通りにしたのになぜ怒られるのか見当もつかないといった様子である。チャムは涙目になりながら尻尾が！　尻尾が！　と吠ほえ立たてる。

　銃声。

　くるりと向き直ると、そこには天に銃口を向けたラヴィットの姿が。

「てめえら俺をバカにしてんのか？」

「そうであった。今は戦闘中であった」

（小娘、次は上手くやるのだぞ）

（言われなくても分かっています。いえ、むしろ、言われない方が良かったというか……チャムさん、今度は私が先に動きます。言私がい動くたと見いせかこけてとチャム、分さんかが先りに仕ま掛けすて下ねさい）

（うむ！）

　囁ささやくと同時にチャムは猛もう然ぜんとダッシュをかけた。

　ほぼ同時に説子も走り出した。

　幸いにも撃たれることはなかった。ラヴィットがどちらに照準を合わせるか一瞬迷ったからである。

　だが撃つまでもない。二人は空中で衝しよう突とつした。

　クロスカウンターを打ち合ったボクサーのような見事な自じ滅めつを演じられ、ラヴィットは動揺を隠せない。

「……やっぱマグロ食ってるような奴は駄目だな。チームワークってもんが欠片かけらもねえ。なんで俺はこんな奴らに捕まっちまったんだ？」

　自問自答するラヴィット。

「いいや、考えるのもめんどくせえ。とりあえず死ねよ」

　続けざまに銃声二発。




　フラグの目の前で物語が展開する。

　筋書きを書いたのは篠巳だ。誤解の連れん鎖さでフラグの仲間たちが自滅していく物語。説子とチャムの敗北の様子はあまりにも現実感がなくて、字幕付きのコメディ映画を観みているような不思議な気分になった。

　ラヴィット・マークスが表情を変えることなく銃弾を撃ち込む。まずはチャムに一発、それから説子に。「軽く乾かわいた音がした。華きや奢しやな身体が突然水から揚あげられた魚のように跳ねてそれっきり動かなくなった」ということはつまりここで説子は死んだ……？　分からない。まだ生きてるかもしれない。

「こんなことが本当に起きてるの？」

「もちろんじゃ。なかなか愉快な光景じゃろ？」

「不愉快だよ！　今すぐやめさせて、このままじゃみんな殺されちゃう！」

「しかしもう戦いは始まってしもうたのじゃ。一度誤解が始まればそれを解くのは容易たやすくなかろう。あやつらはもう頭に血が上っておる。対話を諦あきらめておる。特にあのラヴィットという若わか造ぞうときたら、楽しいのう。親から娘を奪うのは前ぜん頭とう葉ようを取り出すのと変わらんな。実に無ぶ様ざまじゃ。ここからどれだけ誠実に言葉を尽くしたとして、また信じあえるかのう？」

　誤解から回り始めた歯車はどうやって止めればいいのだろう。止めようとする全ての行動が回そうとする力に転じられてしまうのに。

　このままでは埒らちが明あかない。

「じゃあ力尽くで言うこと聞いてもらう！」

　フラグは篠巳に走り寄る。

　篠巳は赤ん坊を抱いたまま軽々と《行間》内を浮ふ遊ゆうした。

　ここは彼女の空間。彼女の間合い。

　捕まりたくないと思えばいくらでも距離を引き伸ばせばいい。フラグには絶対に捕まえられない。

　そこでフラグは思いつく。

　交こう渉しよう、すればいい。

「依頼人さん、フラグは何をすればいいの？」

「おや？」

「何をしたら、あなたは歌鳥くんたちを助けてくれるの」

　フラグは交渉なんてしたことがなかった。自分がずっと交渉の駒こまだったからだ。だから、そのやり方はとても下手で、隙だらけには違いない。

　しかし、篠巳を呼び戻すだけの効果はあった。彼女はフラグの前に舞い降りる。

「さっきも言った通り、わらわが欲しいのはおぬしの言霊じゃよ。その身体から漏れよる無む尽じん蔵ぞうの燃料じゃ」

「それが欲しいんだね」

「うむ」

「それを手に入れたら、この戦いを止めてくれる？」

　篠巳としても、フラグが非協力的であるよりは、協力的である方がありがたいはずだ。

「考えんでもないのう。じゃが、おぬし、本当に言霊を渡してくれるのかえ？　一生わらわについてくることになるんじゃが、その覚悟は出来ておるのかのう」

　しかしそれは、フラグの身体から切り離すことが出来ないものだ。言霊だけ渡すことが出来るならそうする。それが出来ないなら、一いつ生しよう涯がいこの依頼人と一緒にいなければならない。

「それは……」

　一生、言想堂の人たちと会えなくなる取引だ。

「いやならやめてもいいんじゃぞ」

　迷ってしまう。

　歌鳥たちなら勝てるかもしれないし、この不思議な空間の中にも踏み込んで助けに来てくれるかもしれない。負けるかもしれない。その場合は皆殺しで、もう取り返しがつかない。迷っている内に時は過ぎ、刻々と追い詰められていく。







　その衝撃的な光景が飛び込んできたのは、廃坑から頭だけを出して外の様子を眺めていたときだ。環はラヴィットという外国人が説子とチャムを撃ったのを見ていた。

　動く気配がない。

「今の音は何だ？」

　逃げる際に背中に二本†を投げられた兄こと弓原†漆黒のマカロニ天使†歌鳥がかすれ声で聞いた。

「撃たれたのか？」

　足元から始まった震えが全身に行き渡り、鳥肌が立つのは、五月の朝が寒いからではない。あまりにも場違いなところへ来てしまったという恐れ。兄の言葉に返事も出来ないほどの硬直。廃坑の中で気絶したように眠るもう一人の女の子が羨うらやましい。気を失って、目を覚ましたら事態が全て収しゆう束そくしていたらどんなにいいだろう？

「俺が見る。そこをどいてくれ」

　兄が外へ出ようとする。どれだけ血が流れていると思っているのか。環はその身体を反射的に押さえつけた。

　動けた。

「説子さんと犬がうたれた」

　携帯に文面を打ち込む。

「二人は息をしているのか」

「分からない」

「そうか……あいつ、完全に頭に血が上ってるんだな。環。お前はこの子と一緒に奥に隠れてろ。俺があいつを止めてくる」

「むりしないで。その怪我じゃむり」

　兄は破り取った服の一部を包帯代わりにして、止血している。痛みをまるで感じさせない無表情で。

「動かなきゃどの道おしまいだ。さ、そこをどいて」

「だめ。お兄ちゃんが行くくらいならわたしが行く」

　そのために力を分けてもらったのだから。環はそっと左腕を触る。蛇へびは成長している。何か、何でもいい。あの男を止めるだけのものが呼び出せたら。

　だけど兄は妹思いだった。

　環の二の腕を摑むと、無理やり廃坑の奥に追いやった。

「足手まといは引っ込んでろ」

　兄の暴言が突き刺さる。

　でもそれは妹のことを思ってのことに違いなかった。

　環は戦闘員じゃないから。軽い気持ちで戦場に出て行くような真似をさせないためにはそう言うしかなくて。もっと他の言い方もあっただろうに、言葉を選ぶ暇がなくて、一番確実で使い慣れたのを選んでしまった。そこまで理解しているのに、それでも《蛇の卵たまご》を飲み込んでまで協力しようとした努力が、震える手で協力を申し出た勇気が、全部否定されたような気がして、やっぱり傷つく。

　でも、撃たれるよりずっとましだ。

　兄は背中から†を二本抜き取り、あの男を止めるために出ていく。

　環は廃坑の奥へ向かおうとして、もう一度入り口から顔を出した。

「ラヴィット、もう一度だ、もう一度俺の話を聞いてくれ」

「ミサはどこだ？」

　兄の声はまるで届いていないようだった。耳に届いていないのではなくて、心に届いていない。さっきの説子たちの会話もそうだ。

　誰かが言葉を乱している。

　誰が？

「勘違いであんたの娘をさらうことになるとは思わなかったんだ。今は依頼人に保護されている。必ず取り戻すから銃をおさめてくれ」

　言想堂の人たちじゃない。そこで寝ている名も知らぬ少女の仕業でもない。あのガンマンが使う言想魔術ではそんなことは出来ない。

　依頼人？

　でも、どこで、どうやって？

「だからその依頼人とミサはどこにいるんだと聞いている。知ってるんだろ？」

　ラヴィットはもう一度兄に銃口を向けた。兄は相手をなだめようとして、出来るだけ丁寧に答える。まだ会話が通じるはずだ、言想魔術を使わなくとも対話出来るはずだ。

「その件に関してはこちらで調査する。必ず希望に添えるような結果を用」

　パン。

「……意、出来る、は……おい」

　撃った。

　もう一発。今度は心臓に近い部位を。

　兄はゆっくりと後ろに倒れる。ラヴィットはまた銃を構え、大だい腿たいと両手に穴を開ける。血溜まりが広がる。

「いつから自分は撃たれないと錯さつ覚かくしていた？　情報を持っているからか？　有益な情報を後生大事に抱えている限り大切にしてもらえるからか？」

　兄が血を吐く。肺に穴が開いているような変な音がする。それから兄は咳せき込こむことさえしなくなる。

「知ってること、洗いざらいぶちまけてもらおうかね」

　ラヴィットが《「　」》を撃ち込む。

　兄は喋り出す。


「依依頼頼人人はは…………背背格格好好はは小小ささくく一一四四〇〇セセンンチチももなないいがが中中身身はは老老人人だだ。。ミサ赤を手んに入坊れたをあと誘フラ拐グとし一た緒にあゲートとを開、き逃九げた。頭九頭家家はに玖鳴攻市のめ名家入で、り、そこに部下逃げとたもの共にとひ推そ測んさでれいるる」



　そんなバカな。

　事じ実じつ誤ご認にんも甚はなはだしい。依頼人の名めい誉よを守るため？　だとしても店長とあの人をこんな形で巻き込むのは兄らしくない。やっぱり誰かが兄の言葉を書き換えてる！

「そうか、ありがとうよ。じゃあ死ね」







「遅かったようじゃな」

　歌鳥が撃たれた。

　今のところ死んだという描びよう写しやはない。急所以外を撃たれただけ。息をしていないだけ。動かないだけ。まだ生きている可能性はある。

　いや、生きている。

「もったいないことをするのう。おぬしの決断がもっと早ければあやつを救えたかもしれんのに。迷うからいかんのじゃ。吟ぎん味みするのは結構じゃが、決断は迅じん速そくでなければのう。さ、どうするのじゃ。お前の最愛の人は死んでもうたぞ」

「生きてるよ」

「ほう、なんの根拠があってそんなことを？」

「……根拠なんてない」

　死んでない。

　彼はフラグの物語の主人公なのだ。こんなところで死んだりするわけがない。

「ほんに、強情な奴じゃなあ。おぬしの想い人だけじゃのうて、妹まで出てきよったで」

　物語は展開する。妹が廃坑から出てきて兄の身体にすがりついている。ラヴィットは何の感情も宿らない目で二人の様子を眺め下ろしている。このままでは妹までラヴィットという男に撃ち殺されかねない。自分の決断が遅れたせいで歌鳥は撃たれた。もっと遅らせたらこの妹まで撃たれてしまうかもしれない。

　嫌いな子ではない。ただ、歌鳥を独り占めにするところがあまり好きではないし、正直な話をすれば少し邪魔だと思っていた。兄妹を天てん秤びんにかけたら兄の命の方がずっと重い。

　でも、止めなくちゃ。

「やめさせて！」

　フラグは哀あい願がんした。

「ん？」

「もうこれ以上あの人たちをいじめないで！　フラグが協力するから。もう二度と歌鳥くんたちと会えなくなってもいいから、だから、もうやめて！」

　それは多分フラグにとって初めてのお願いだった。子供の頃なら一生のお願いは何度でも使えるけれど、もうそういうことが通じる年ではないし、いくら真しん摯しであってもそういうお願いは宝石代わりに綺麗な石を差し出しているようなものだ。

　フラグは多分、無意識に、周りの人に人生を変えさせてしまうような選択を迫り続けてきた。望む望まないにかかわらず。

　今はどうだろう？　自分が選択をする側に回ってしまって、自分の一番大切なもの以外の全てを差し出さなければならなくて……そんなの初めてのことだった。フラグにとって一番大切なのは言想堂の仲間たちで……とりわけ、生きていていいんだということを全力で教えてくれた人。その人たちがいない人生と、その人たちに会えない人生はどちらかというと後者の方がまだ救いがあった。フラグはその僅わずかな違いのために頭を下げた。五体を地面にひれ伏して、自分は何でも差し出すからと、自分のことはどうでもいいからと願った。

「あ、すまんの。もう一度言ってくれんか」

　篠巳は「また銃声が鳴り響いた」と目を細めて、

「赤ん坊の泣き声がうるさくての、よう聞き取れんかった。もう一度、もっと大きな声でおんなしことを言ってもらえんか？」

　笑っていた。

　フラグはようやく相手の本性に気がついた。

　この人は自分たちを助ける気なんて毛もう頭とうない。ただ、フラグたちを傷つけて喜んでいるだけのサディストだ。本当は取引をする気なんか微塵もなくて、ただただ他人の心を折って楽しんでいるだけなんだ。もう二度と反抗する気もなくなるように、徹底的に痛めつけてるだけなんだ。

　協力的な人。非協力的な人。心を折られて反抗する気も何もかもなくなってしまう人。その三人を選べるとしたら、この人は最後の人を駒に選ぶんだ。

　心に闇が広がるのが分かる。

　初めて、人を殺したいと思った。

　心は極きよく端たんから極端に揺れ動く。歌鳥たちを助け、自分を助けるためには、もう相手を殺してしまうしかない。そうすればきっとこの空間はなくなって元の世界に戻れる。でも、きっと力ずくじゃこの人は捕まえられない。ここは彼女の空間だから。だから、きっとどこにでも逃げることが出来る。

　方法は一つしかない。

　フラグはヘッドホンを外した。

　――すごい泣き声。

　何でも出来る魔法の力。相手の運命を根本から書き換えてしまう力。

　歌鳥くんはなんて言うだろうか。言葉をそんな目的のために使っちゃ駄目だって言うだろうか。でも仕方がない。歌鳥くんだって言葉の力を使って魔術を使うんだし、同じことをフラグがやっちゃ駄目なんてことはないはずだ。言葉で人を傷つけちゃ駄目なんて言わずに許してくれるはずだ。だって、こうしなきゃみんな殺されるんだから。

　もう戻って来れないかもしれない。

　今まではただ巻き添えにしてきただけ。今度は自分から巻き込みに行く。やってることが同じでも、その意味は全然違う。

　でも、こうするしかない。

「泣き声が大きくて聞こえないなんて、見た目によらずお婆ちゃんなのね。耳が遠いんでしょ？」

　相手から決定打を引き出すために、相手を煽あおるような、歌鳥の好きそうな言葉を選びながら、話を続ける。

　篠巳は一言も返さない。

　ただ、やれやれといった風ふう体ていで口だけを動かした。

（知っておるよ）

　――え。

（おぬしが世界で唯ゆい一いつの、〝聞く〟魔法の持ち主だということは知っておるよ。わらわはここからずっと見ておった。おぬしと仲間たちのやりとりをずっと見ておった。対策などとうの昔に出来とるわ。良いか、ここにはわらわとおぬしとこの子しかおらんのじゃ。フラグとやら、おぬしを管理するのにここほど最適な場所はあるまい？　わらわが喋りさえしなければ、おぬしの魔法は完璧に封じられるのじゃからな）

　フラグが悩んだ意味は失われた。

　篠巳が指を鳴らす。

「なに、これ……やだ！　気持ち悪いよ！」

　フラグの周りが泥どろの池のように水気を持ち始める。アメーバの群れのような伸しん縮しゆく自じ在ざいの言葉が彼女に絡み付き、泥の中に沈しずめていく。

　悪意の沼だ。

　大小さまざまな悪意を持った言葉が複雑に絡み合って、這い出すこともままならない疑ぎ心しん暗あん鬼きの底に沈む。裏側を読み、裏側を読み、裏側を読み……やがて誰の言葉も信じられなくなった者が沈んでいく底無しの沼だ。

　その中に篠巳の言葉もあった。

　もう、抵抗する気もなかろ？

　フラグは抗あらがう。

　だが染み込んで来る悪意に侵おかされて、考えるのが辛い。










　突然廃坑の中から出てきたスケッチブックを持った少女がマカロニの身体にすがりついている。きっと妹か何かだろう。その仕草を見て、ラヴィットは中国の故こ事じを思い出した。小こ猿ざるを連れ去られた母猿の話だ。その母親の腹を搔かっ捌さばいてみると、腸はらわたがずたずたに引き裂かれていたという残ざん酷こくなものだ。目の前の光景はそのニホンザル版だ。

　必要な言葉は全てマカロニから取り出した。これから誘拐犯の本ほん拠きよ地ちに乗り込まなければならない。あの廃坑を調べたら、もうこいつらはここに捨てていこう。

　小さな女の子がマカロニの身体をゆするのをやめた。

　死んだのだろうか。

　こちらを見上げる目つきは鋭い。ああ、きっと死んだのだろう。仕方がない。人の娘を誘拐するような人でなしには地獄すら生なま温ぬるい。そんな目で見られても困る。

　少女が飛びついてきたので、ラヴィットは軽く腹を蹴った。この少女も誘拐犯一味には違いない。大人しくしていれば殺すつもりはない。相手をする気もない。だが邪魔をするなら話は別だ。

「大人しくしてろ。好きなだけ泣いてろ。だが俺の邪魔はするな。ガキと女に手を出すつもりはねえんだ」

　すると、少女はどこからかペンを取り出して、スケッチブックに文字を書き始めた。

　喋れないのか？

「どうしてお兄ちゃんを殺したの。ごかいをとこうとしただけなのに」

「どうしてもクソもねえ。こいつらは俺を殴り倒して娘を誘拐したんだ」

「だからそれがごかいなの人をうっていい理由にはならないでしょ」

　マカロニに殴られたせいで目がおかしくなったのか、少女が書いた文字が上手く読み取れない。ただ、この口の利きけない女の子が自分たちのことを棚たなにあげて自分を非難しているのはよく分かる。よくそんなことが言えた――書けたものだ。

　ラヴィットは少女の頭に照しよう準じゆんを合わせた。

　彼女は何かまずいことを書いてしまったことが分かったらしい。相手を激げつ昂こうさせてしまったことも。失言を吐いた州知事に良く似た表情でメッセージを読み直している。

　これ以上邪魔をされたら頭に実弾を撃ち込みかねない。

　ラヴィットは威嚇のつもりで、少し照準を外して引き金を引いた。

　そのとき。

　マカロニが動いた。

「……。てめえ、生きてやがったのか」

　マカロニは少女を突き飛ばして――元から外していたから、そうする必要はないのに

　――自分から少女の盾たてになって銃弾を食らいに行った。弾は奴の額を掠かすめる。

「俺の妹に手を出すな。こいつは何の関係もないんだ」

「妹ならしっかりと教育をしておくことだ」

　ラヴィットはもう一度、今度は心臓を直接狙う。

　乾いた音がしてマカロニに穴が開いた。照準はなぜか少しずれたが、今までの被ひ弾だんを考えれば今のがとどめの一撃になってもおかしくはない。というより、普通の人間なら二、三度は死んでいる。化け物じみた耐たい久きゆう力りよくだ。

　今度こそ、もう起き上がってこないはずだ。マカロニは目を閉じている。その妹は泣いている。もういい、ここまでだ。これ以上は邪魔をしないでくれ。これからあの子を救いに行かなくちゃならないんだ。今頃どこかに閉じ込められているかもしれないんだ。オムツも替えてもらえなくて泣いてるかもしれないんだ。待っていてくれ、すぐにパパが助けに行くから。

　足に違和感があった。

　マカロニの妹がしがみついている。ひどい顔だ。なぜこんな表情をしなければならない？

　兄貴を殺してやったのは俺だよ。

　でも原因を作ったのはお前たちだろう？

　朝日が涙に反射したのか、少女の顔の辺りで何かが輝いたように見えた。

　熱い。

　足が熱い。

　違和感の原因はすぐに判明する。

　輝きは涙ではない。マカロニの妹が小さな折りたたみ式のナイフを持っていた――兄のだろう。最初に道具を調べたとき、確かにそんなナイフがあったような気がする。

　ラヴィットは膝を突いた。

　アキレス腱けんが切られていた。

　そこから血が流れ始めていた。

　油断した。歩けない。

「てめえ！」

　間違えた。間違いだった。ガキだと思って油断したのが間違いだった。こいつも結局は誘拐犯の一味で、マカロニの妹だ。見た目が小さなお姫様であろうと中身は悪魔だ。ガワに騙された。聖水でもぶっかけて浄じよう化かしなきゃならない相手だったんだ。クソガキならまだ可か愛わいげがあるがこいつはクソガキですらない。

　ラヴィットはもう片方の足でマカロニの妹を蹴飛ばす。少女は転がってマカロニのそばに。容赦はしない。

　だが、ラヴィットが撃つ前に、マカロニが妹に覆いかぶさった。

　銃弾は奴の首筋に穴を開ける。

「……。どうして、まだ動けるんだ」

　まるで深海の生き物を相手にしているかのような気分だ。この男はきっと脳や心臓が身体の至るところにあって、足を一本もがれたり目を潰されたりしたくらいでは死なないに違いない。ラヴィットはむかし動画で見たイカの活いき造づくりという料理を思い出す。生きているイカを切って上からソイソースをかける。イカはびちびち動いて必死で抗議をする。ジャップどもはそいつを美味しそうに食う。こいつらは悪魔の一族だ。

　滅ぼさなければ。

　マカロニは生きているのか死んでいるのか分からない状態で立ち上がる。身体中の穴から血が流れている。喉から空気の漏れる音がする。ただ無言で妹を庇かばうように立ち上がる。

　ラヴィットは脳を撃つ。銃弾はわずかにそれて頭皮を陥かん没ぼつさせる。

　心臓を撃つ。それる。倒れる。立ち上がる。

「……今のは、ちょっと痛かったよ」

　喉の傷口がふさがりかけている。

　ラヴィットは恐怖に駆られ、反射的にマカロニの顔を殴る。片足では十分に威力が出ないが、歯茎が折れるような音がして、奴は倒れた。もういい、十分だ。お前は死ぬ。死んでくれ。頼むから立ち上がるな。

　祈りは届かない。

　マカロニは立ち上がる。

「てめえ、主人公補正でもかかってんのか？」

　もうゾンビを相手にしているような気分だった。

　もしくは、サウスパークの連中みたいに何度殺されても何事もなかったかのように生き返る、そもそも命なんか始めから設定されていないようなキャラクターたち。

　残った片足が震え始めた。どうして誘拐された娘を取り返すだけなのに、こんなのと戦わなければならない？







　この感触は漬つけ物ものに似ているような気がする、と思った。

　だいぶ前に歌鳥くんに教えてもらったこと。お手軽に漬物を作りたいんならパンの耳を使うのがいいらしい。でも今では法律か何かの問題で、パン屋さんで耳をもらうのは難しくなっているらしい。検けん索さくしたらそういうことが載のってた。

　挑戦してみたいと言うと、歌鳥くんは凄く困った顔をして、それは上級者のやることだからフラグにはまだ早いって失礼なことを言っていた。どうしても協力してもらえそうになかったから、説子さんに頼んで糠ぬか床どこをもらってきたんだっけ。実際にやってみたら、手が糠臭くなったみたいで、チャムさんが気絶した。そんな臭いのするものを家に置いたら家出するって言うから、ほんの少しだけタッパーに入れて冷蔵庫の奥に隠しておいたんだっけ。

　あのときは気づかなかったけど、みんな迷惑してたのかな。

　歌鳥くんは良く「お前は料理なんかしなくてもいいんだ」って言うけど、フラグのご飯食べるの嫌だったんだよね。多分。いつも小難しいこと言ってごまかしてたけど。でも仕方ないじゃない。誰だって最初は下へ手たなんだから。

　フラグはちょっと単純過ぎたのかもしれない。

　歌鳥くんはフラグのこと好きだって言ってくれたし、助けてくれたけど、それって本心だったのかな。さっき触った心の中にはフラグへの愛なんて見つからなかった。その代わり、すごい執着があって、歌鳥くんって本当はフラグより自分のことが好きなんだなって分かった。ナルシストとかそういうのじゃなくて、単に自分を救いたいの。

　みんな生きる権利がある。

　ただ生きていることを否定されちゃいけない。

　そういう理屈をこねてフラグを助けてくれたけど、それって、フラグを助けるために言ったのかな。

　その言葉が正しいなら、歌鳥くんは自分を助けられる。どんな人にも生きる権利があって、フラグを助けることでそれを証明したなら、どんな人間も同じ理屈で助けていいことになる。歌鳥くんはその、〝生きていていい全ての人〟の中に自分も入れたかったんじゃないの。フラグをお姫様抱っこして天国に連れて行けば、その時点で自分も天国に入ってる。

　誘拐犯に捕まったとき、自分の生き方を見つめ直したいって言ってたらしいね。

　本当はフラグのことじゃなくて、自分のことで悩んでたんじゃないかな。フラグ知ってるよ。歌鳥くんが暗殺者だったこと。フラグなんかよりずっとずっと多くの人を殺して来たんだよね。その言葉、誘拐犯に無理やり言わせられたんじゃなくて、本心なんでしょ。

　それとも好きが嫌だったの。

　好意を寄せられるのが嫌だった？

　こっちに来てから歌鳥くんはいっつも妹さんのこと相手にしてたよね。可愛いよね。唯一の肉親だし。守ってあげなきゃいけないって分かってる。歌鳥くんはフラグと一緒に外に出るの嫌がってたけど、妹さんと一緒のときは浮き浮きしてた。店長に言われたから。フラグを外に出しちゃいけないって言われたから。そんなこと言ってたけど、本当なのかな。店長の言うことをダシにして、フラグと一緒にいるのを避けてたんじゃないの。妹さんには服まで買ってあげて、学校に通わせたいとか言ってたけど、フラグだって学校に通いたいし、歌鳥くんと一緒に授業とか受けたいんだけど。

　あの後、宝石をくれたよね。

　凄く嬉しかった。

　だって初めてのプレゼントだから。

　けど、あれって本当にフラグのために買ってくれたの。あのとき、ふざけてなかった？　フラグは歌鳥くんがそういう人だって知ってる。どんなときでも冗談を飛ばして噓に噓を重ねなきゃ素直になれない人だって分かってる。だからあのときも、恥ずかしいのを隠してるんだと思ったけど。

　まだ子供だからね。子供だましみたいなやり方で機嫌を取ろうとしてもいいよね。

　なに考えてるのか分からないよ。

　愛してるの一言だって、もう一月も聞いてない。

　ここは本当に居い心地ごこちがいいや。フラグにも少しだけ人の気持ちが読める。何度撃たれても立ち上がるのは、頑張らなきゃ妹さんが殺されちゃうからだね。妹さんが羨ましいよ。お兄ちゃんのこと信頼してて、絶対に裏切られない。命がけで守ってくれる。「歌鳥の傷口が徐々に修復していく。皮ひ膚ふが剝がれ、その奥に秘められた骨があらわになる。妹ですら歌鳥を止め始めた。もう誰にも彼が動く理由が分からないし、動ける理由が分からない。マリオネットのように誰かに動かされているようにしか見えなかった」可哀相だね。

　でも、ひょっとしたら歌鳥くんがそんな風になったのはフラグのせいなのかな。――「銃を収めろ！」――

　フラグがいなければ、歌鳥くんは昔のままだったよね。フラグがきっと、知らない内に魔法を使っちゃったから、今みたいに死ねなくなってるんだよね――「だから銃を収めろって言ってんだろうが！　あんたの娘だけじゃないんだ、俺の大切な人も誘拐されてんだぞ！」――そうじゃなかったらきっと、歌鳥くんは今もまだ言げん霊れい会かいにいて、命令を受けては危ない魔術師を倒しに行くっていう生活をしてて、それでいつかは事故か何かにあって死んじゃうんだ。

　また何か言ってる。




「だから銃を収めろって言ってんだろうが！　あんたの娘だけじゃないんだ、俺の大切な人も誘拐されてんだ！」




　これって、あれだよね。

　混乱してる。あのラヴィットって人を止めないといけなくて、それで適当なことを言ってる。

　やっぱり信じてない。誘拐犯の人も鼻で笑ってる。フラグのことなんかどうでもいいくせに。あ、違う。怯えてるんだ。いくら弾を撃ち込んでも死なないし、声なんて出せるはずもないのに絶ぜつ叫きようしてるから。笑ったんじゃなくて、ぶるってなったんだ。

　歌鳥くんの周りに言霊が集まってる。

　言想魔術を使う気だ。




「俺はフラグを助けたいんだよ。これ以上邪魔をするんじゃねえ！」




　狙いが外れてるよ。全部見当違いの方向に行っちゃった。口の形がおかしくなってるから仕方ないね。それ、誰に撃つつもりだったの。

　誰に。







　しくじった。

　あの弓原歌鳥という男の魔術があんなに速いとは思わなかった。あれはもう言葉ではなく銃弾だ。書き換えようとしたら触れた瞬間に手が焼やけ爛ただれた。なんて熱い。

　まあいい。

　あれを読んだところで、もう心を動かされることはあるまい。あのフラグという娘はもう言葉を正しく読めないはずだ。不信感の中に沈んで、どんな言葉も自分を傷つける目的で放たれたものだと解釈し続けるようになっているはずだ。悪意の泥沼の中では、人は言葉をその通りに受け取れない。

「お前もそう思うじゃろ、ミサ？」

　篠巳は赤ん坊にくちづけてやろうと目を落とす。

　そしておかしなことに気付く。

「……なあ、どうしたんじゃ。急に泣き止んでからに」

　赤ん坊は泣き止んでいる。

　静かだ。

　しかし、不気味な静けさだ。

「だー！」

「あ、こりゃ！　何をするんじゃ！」

　赤ん坊はガラガラを摑むように篠巳の頰ほおをつねった。赤ん坊は、いつの間にか何歳も年を取ってしまったかのような、怒りに満ちた顔になってる。

　赤ん坊とは思えない握あく力りよくに、篠巳は思わず手を離す。それは現実を思い出させる痛みだった。篠巳が手を離してもまだ赤ん坊はほっぺたをちぎるように、頰に摑まって宙を浮いた。

「痛い、痛い！　やめんか！」

　篠巳は赤ん坊をふりほどく。赤ん坊は足から落ちた。

　しまった。

　大好きだと言って、愛情を注ぎながら、振り落としてしまった。ひどいことをしてしまった。足に怪我をしたかもしれない、頭を打ったかもしれない。また泣き始めるかもしれない！

　しかし赤ん坊は篠巳の悩みなど知ったこっちゃないという様子で、悪意の沼に向かってハイハイを始めた。篠巳は初めてこの子がハイハイするところを見た。どうしようもないことをしてしまったという後悔、初めて孫のハイハイを見たという喜ばしい驚きが篠巳にわずかな隙を与える。気がつけば赤ん坊は沼に到達していた。

　そこにフラグがいる。

　先ほどまで全身悪意に浸かっていたというのに、穢けがれのない純じゆん白ぱくをまとっていて。

　美しい、と思ってしまった。

「赤ちゃんって不思議だよね。まだ言葉なんか分からないと思うのに、誰を信じていいとか、誰に愛されてるとか、全部分かってるの。フラグたちは言葉に惑わされるけど、赤ちゃんはそんな風にならない。ひょっとしたら、大人よりずっと賢いかもね」

「だー！」

　喃なん語ご。意味をなさない声。「私に構って」や「助けて」を混こん沌とんのまま届ける声。

　フラグが赤ん坊を抱きかかえる。赤ん坊はけらけら笑っている。西洋風のいでたちとあいまって、まるで天使が赤ん坊を抱く宗教画のような荘そう厳ごんさがある。

「フラグ、間違ってた」

　揃そろって篠巳に挑戦的な目を向ける二人。

「歌鳥くんの言葉に裏の意味なんてなかったよ。裏側なんてどこにもない。そんなの、あなたが付け加えたり、フラグが想像したりしただけだった！　本当は歌鳥くんだってフラグのこと大好きだし信頼してるの。ただ、彼は人を傷つける言葉しか知らなかったし、人を騙したり殺したりしてきたから、疑わしいことを疑わしい方法でしか言えなくなってるだけ。わたしがきちんと信じてたら、あなたの魔術に惑わされて、歌鳥くんの言葉に裏の意味を探したりなんかしなかったわ。あなた、言ったよね。言葉は気持ちを封じ込めたものなんかじゃないって。受け取る側が言葉から勝手に気持ちを推測するだけだって。その通りだと思う。わたし、今度から善意だけを受け取ることにする」

　それは自信満々の宣言に違いなかった。

「それに、言葉は使った本人にだって意味が分かってないこともあるし、後になってから本当に心が言った通りに変わっていくこともある。心が言葉を搾しぼり出だすんじゃなくて、言葉が心を変えていくの。本当の意味？　本ほん音ね？　真意？　言った本人にだって分かってない心を、わたし勝手に想像したりしない！」

（なにを馬鹿なことを。その行き着く先は言葉を選ぶ意味がのうなってしまう世界じゃ。言葉のなくなる世界じゃ。おぬし、そんなものをお望みか？）

「違うわ。うわべなんかに騙されない、信じあう人たちの世界よ。そういう世界を勝ち取るために、あなたを倒さなくちゃならない！　《行間にひそむもの》の支配する世の中は今日で終わりだよ！」

（ふん、やれるものか。ここはわらわの世界じゃ。わらわの許しがのうては誰も入ってこれん。誰も出てはいけん。おぬしがどんな魔法使いだろうと無駄じゃ！　わらわの勝ちは不動じゃからな！）

「これを見てもそう言えるの？」

「……！」

　フラグはポケットから宝石を取り出した。

　歌鳥にもらった玖鳴石。人の言葉を吸い取り、放出する天然の録音機。

（なぜおぬしがそれを持っておる！　それはあの男が妹に買ってやったはずの……！）

「あなたの敗因を教えてあげる。行間を読めても、人の心が読めないからよ！」

「だー！」

　そしてフラグは微笑んだ。

　彼女の全身を取り巻く言霊が、奇跡の素もとが宝石の周りに集い、石は貯ため込んだ言葉を囁いた。篠巳の自滅を招く言葉が吸い寄せられるように彼女の鼓こ膜まくを震わせる。




「この戦いが終わったら、隠居しようと思うておるのじゃ。ミサの面倒を見つつ、これからの玖鳴採掘機構の行く末を見守りながら……」







　稲いな妻ずまならともかく、天てん啓けいがどういう瞬間に降りてくるのかは予想出来ない。

　降りてくるときは勝手に降りてくるのだ。

　環はスケッチブックを見た。さっきはまるで気付かなかった。今は違う。明らかにおかしな点がある。自分ではない誰かの文字が行と行の間に書き加えられていて、なぜかそこだけが印象的に浮かび上がって見える。

　誤解を引き起こした原因が分かった。

　誰がどこから言想魔術を使って攻撃を仕掛けているのか分かった。

　その魔術師をこちら側に引きずり出す方法も分かった。

　環はそっと、身体に巣食う蛇にお願いをする。




「行間」




　そして行間が具現化した。







「つまりボクたちは篠巳さんを名乗る謎なぞの魔術師にはめられたんだよ」

「つまりあなた方はその魔術師に騙されたということですな。そちらのお嬢さんと犬は仄ほの香かを誘拐したのではなく、赤ん坊が誘拐されたのではないかと仄めかそうとしてウチの若いのに誘拐犯と間違われてこの部屋に入れられたというわけですな」

　なぜかは分からないが、急に話が進み始めた。全ての発言の意味が明快に通じ、もつれた誤解がするするとほどけていく。しかもあらゆる言葉に裏がなく、言葉が言葉通りに通じてしまっている。

「そちらのお嬢さんには大変なご迷惑をおかけしたようですな。九頭家を代表して謝罪をいたします。申し訳ありません」

「謝らなくても結構ですのよ。わたくしも久々にチャムを独り占め出来ましたし」

「えっ。ボクの個人的な見解を述べると詩織くんは嗜し虐ぎやく趣味の持ち主でチャムのことが大嫌いでいつも隙あらば叩きのめそうとしているもんだと思ってたんだけど」

「そんな風に見えまして？　あの駄犬の尻尾を踏んだり罵ののしったりするのは愛情の表れですのよ。憎さと愛しさは常に背中合わせですわ」

「えー！　それ本当なの？　正直気持ち悪いと思うんだけど」

「気持ち悪いとは失礼なことを仰るのね。店長は飼い犬に対する愛情が足りませんわ」

　目の前で展開されるぶっちゃけトークに九頭家の長も辟へき易えきしている。

「なぜ自宅でちょっと気味の悪い客人の相手をせねばならんのだ……さっさと引き上げて眠りたいので話にけりをつけさせてもらえんか？」

「客人に対してその本音丸出しの態度はいけないと思うよ。ボクはサングラスかけた熊っぽい風体の大男に説教されるために来たんじゃなくて、旧きゆう弊へいな家制度丸出しの偉えらぶってる地方の名家から目に余る行動ばかりする使えそうで使えないちょっと使える部下を助けに来たんだ」

「店長がわたくしに対してそこまでの低評価をつけていたとは思いもしませんでしたわ。せっかく人が微力ながら協力して差し上げてますのに。これはおしおきが必要ですわ」

「あんたらのことなんかどうでもいいからさっさと帰ってくれ」







　九頭篠巳が現れた。

　同時に、歌鳥のすぐそばに、赤ん坊を抱いたフラグも現れた。

「みんな、聞いて。フラグたちの目の前にいる、若作りでなぜか見た目幼女だけど中身老女な依頼人、九頭篠巳が今回の誘拐事件の犯人よ。捕まえて！」

「ど、どうしてわらわの魔術が破られたのじゃ！　《行間》には誰も入ってこれんし、誰も出てはいけんというのに！」

「言想は言想で壊してしまえるの。金のなる木を想像出来るなら、金のなる木を枯らす薬も想像出来るの。つまり、あなたがどんなに優秀な魔術師だろうと、対策は無限に打てるの」

　九頭篠巳は後退を始める。

　歌鳥は立ち上がる。

　致ち命めい傷しようを負っているはずなのに、不思議と身体は動いた。

「自分で手の内を全部明らかにしてくれるとは、なんてありがたくて馬鹿な敵なんだ。俺が捕まえてくるよ。あと、フラグ」

「なあに、歌鳥くん」

「フラグが助けてくれたんだろ？　ありがとう。大好きだ。じゃ、行ってくる」

「行ってらっしゃい。気をつけてね」

「だー！」

　愛する人の声にフラグは余裕の微笑で返した。

　遠のく篠巳と、彼女を追う歌鳥。二人が廃坑の中に入っていくのを見届けてから、フラグはヘッドホンを付け直した。それから、ラヴィットに近寄る。彼もまた、この一瞬の内に全てを把握したようだ。彼の怒りは消し飛んでいた。

「つまり、てめえらはあの女に騙されていたんだな？　俺がその子を誘拐したと思い込む。救出する。だが実は全てあの女の狂きよう言げんで、てめえらは俺からあの子を誘拐するために使われていたというわけだな」

「その通りよ。赤ちゃんはちゃんと取り返したわ。この通り、無傷でお返しします。フラグたちのやったことを許して下さい」

　フラグは赤ん坊を渡した。元気な娘の姿に緊張の糸が緩んだのか、ラヴィットの目から涙が一粒、二粒こぼれ落ちていく。二人が離れていた時間は一時間もないのに、まるで長い時を経て再会した親子のような喜びようだった。フラグにとっても同じことが言える。彼女と歌鳥の距離は、さっきまでベガとアルタイルのように離れていたのだから。

　彼女は環を抱き起こす。気絶している。彼女は環が何をしてくれたか知っていたので、生きていることを確認すると、額にキスをして、腕や足を挟はさまないように横にした。それから説子とチャムの様子を見に行く。幸いなことに両方とも生きている。ラヴィットは最後の一線だけは越えないようにしてくれたらしい。白目を剝むいている説子と犬顔ダブルピース状態のチャムを引きずって、環の横に並べた。

　それから、フラグは店長にメールを打ち始めた。

　空いた手はひっそりと歌鳥からもらった玖鳴石を握っている。







　疑問は後回しだ。

　ラヴィットに蜂はちの巣すにされながら、なぜ自分が走れているのか。そんなことは身体が動かなくなったときに考えればいい。今は、ただ凶きよう悪あくな誘拐犯を追う。それが彼の仕事だ。

　だが、その前に、廃坑の入り口付近で幸せそうに寝ているホノカを外に連れ出す。こんな状況においても寝ていられるというのは幸せなことだ。ひょっとしたら彼女はとんでもない大物なのかもしれない。歌鳥は自分が睡眠薬を飲ませたことを棚に上げて彼女を褒ほめ称たたえた。

　それから、廃坑の中を辿っていく。

　廃坑の中は枝分かれしているし、この中の構造については依頼人の方が詳しいだろう。おまけに石の囁きがうるさくて、依頼人の足音も聞こえない。




（息をしろ、声を聞かせてくれ。お前はまだこんなところで死んじゃいけない）




　あとは、臭いだ。赤ん坊の臭いがする。恐らくあの女はウンチをした赤ん坊のオムツを替えずに抱き続けていたに違いない。

　鼻が利く方ではないが、それでも多少の訓練は積んでいる。




（落らく盤ばんだ！　早く担たん架かを回せ！）




　蝙こう蝠もりが歌鳥の肩を掠める。自由に飛んでいるのか、それとも先にこの道を通っていった誰かに反応して飛んだのか。

　臭いが薄れてきた。

　こちらの道は違う。どこかで曲がったんだ。

　周りの壁に道が出来ていないか確認しながら、歌鳥は注意深く坑道を引き返す。あった。暗くて見つけ辛いが、確かに分岐点がある。鼻をうごめかせると、そちらからより強い臭いが漂ってくる。




（聞きたいんだろう？　聞きたいんだろう？　これは囁ける石。亡き人の声を聞けるんだ。決して高くはないお値段だとは思うがね）




「ここは……」

　何度か角を曲がる内に、歌鳥は開けた場所に出た。

　しかも明るい。ホテルからやって来るときには気付かなかったが、外に通じる抜け道があるようだ。天井を見上げてみると、確かに前方上方に熊が通れるほどの穴が開いている。そこから漏れる光が坑道内の玖鳴石に届いているのか、あちらこちらに怪しく光るものが見えた。

　石の囁きが絶え間なく聞こえる。

「そこか！」

　何かがピクリと反応した。

　誰かが光差す穴に向かって壁へき面めんを登っているのだ。それはやがて出口へと到達する。白円の中に少女の影が出来る。神こう々ごうしい眺めだ。日輪の中に燃え立つ黒い焰ほのおのようですらある。

「弓原歌鳥！」

　少女の声、高らかな宣言。

「おぬしは幸せ者じゃな！　あんな怪物に慕したわれるとはのう！」

「あんたにフラグを怪物扱いされる言われはない！」

　玖鳴石に蓄積された大量の言霊を自身の周りに引き寄せ、歌鳥は言想魔術の用意をする。だがそれを解き放つ前に、少女の影から矢のような鋭い指摘が放たれた。

「じゃがあの娘はおぬしを不幸にするぞ。おぬしとて知っておろう？　過ぎた力を持つ者は決して幸せになれんのじゃ。それに、あの娘は常に敵を呼び寄せる。たとえわらわに勝とうとも、それが終わりではない！」

「俺が責任を持って叩き潰せばいいだけの話だ」

「でかい口を叩く奴じゃ！　冥めい土どの土産みやげに教えておいてやるわ。あの娘は憎まれておる。それも、おぬしのような小僧の比ではないで！　わらわたちの憎しみを一身に集めておる！」

「……どういうことだ？」

「詳しくはわらわにも分からぬがな！　ただ、一つだけ教えておくぞ。おぬしらに安あん寧ねいは訪れん。あるのはただ怒りと憎しみの果てに地獄へと通じる道だけじゃ！　第二、第三のわらわが必ずやおぬしらを冥めい府ふに叩き落す。覚悟をしておくことじゃな！」

「覚悟なんてとっくに出来てるさ」

　狙うは少女の影。

「おっと、その前に一つ教えておかにゃならんことがあったの」

「っと、何だよ」

「この坑道は脆もろいのじゃ。玖鳴採掘機構が事業をやめたのはそれが原因でな。それと、さっき、閉山の前に回収し損そこねた爆薬を見つけてな。せっかくだからちょっと細さい工くをしておいたのじゃよ」

　タイミング良く爆発音が鳴る。

　歌鳥の頭の上に小さな石が落ちてきた。それから山全体がゆらゆらと揺れ始め、大事件が起こる寸前の振動が彼を襲う。

「時間稼ぎに付きおうてくれてありがとうな。それじゃ、生きておったらまた会おうかの」

「この、待ちやがれ！」

　だが少女の影はひょいと消えて、ついでに光も閉ざされて、そして歌鳥の頭上に大量の砂さ礫れきが降り始めた。

　また一つ、鉱山の歴史が終わった。
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　ラヴィット・マークスの妻である浅アザ見ミ・マークスは、今からおよそ半年ほど前にこの世を去った。

　産後の肥ひ立だちが悪かったのだと、医者は言う。

　ラヴィットは悲しむより先に途方に暮れて、それからやっぱり悲しんだ。

　彼は生まれたばかりのミサを世話するため、グル・ネットワークを退社し、実家に戻り、娘と一いつ緒しよに心の隙すき間まを新しい思い出で埋うめていくように毎日を過ごしていた。

　新しい年がやって来ると、彼は一度妻の実家に行かなければ、という思いに駆かられた。妻は日本の玖く鳴なりという街の出である。実家のことはほとんど話してもらえなかったので、どういうところかはまるで分からなかったのだが、やはり亡くなったことは報告しておかなければならない。とはいえ、娘の世話が忙しく、心の整理もつかない。旅に出られたのは五月になってからだった。

　彼女の家はすぐに見つかった。九く頭とうというファミリーネームで、魔術師の家といったら一つしかない。そこで彼は九頭家をおさめる男にして妻の弟である九頭柳りゆう禅ぜんと出会い、積もる話をした。

　義弟からは妻が話してくれなかった過去の話を聞いた。

　母親とのすれ違いが原因で家を飛び出したこと。九頭家では勘かん当どう扱いになっているということ。彼はラヴィットの知らない話をいくつも溜ため込こんでいた。

　柳禅からは九頭家に来て欲しいと誘われたが、彼は元グルの社員であり、ミサが手にかからなくなれば復職する予定だったので、その申し出は丁てい寧ねいに断り九頭家を離れた。

　その後、少し街を見て回り、ホテルへ帰ろうとしたところ、病院の屋上で泣いている少女を見つけた。

　それがホノカだった。

　慰なぐさめていると、懐なつかれてしまった。

　家に帰れと言っても聞き入れない。

　家出少女を放置して帰るわけにもいかず、面倒を見ることにした。

「義に兄いさん、まさかあの子に手を出したわけじゃないですよね」

「あの年頃の娘にどうやって欲情しろってんだ……」

　妻に似ていたので情が湧わいたという事実は伏ふせながら、ラヴィットは続きを語る。

「ホノカを匿かくまい始はじめてから変な視線を感じ始めたんだ」

「そりゃそうだよ。おっさんが少女を連れてホテルに連泊してりゃ誰だって気にするさ」

「黙だまれロリ。そういう視線じゃねえよ。言想魔術を使って誰かが監かん視ししてるような視線だよ。だからちょっと安全な場所へ逃げようと思って、色々調べたのさ。そしたらあの廃はい墟きよが一番安全だってことになった。あそこなら誰もいないから好きなだけ撃うち合あいが出来る。おまけにいざって時の脱出ルートもある」

　ラヴィットにとって一番安全なのは、衆人環視の場ではなく、自分の力を存分に振るえる環境だ。その点ではあの廃墟ホテルは都つ合ごうが良い。あんなところにやってくるとしたら犯罪者ぐらいのものなので、やって来た人間を判別する手間も省はぶける。片かたっ端ぱしから撃退すればいい。

「義に兄いさんの考えはわけが分かりません……」

　常人とは正反対の考え方に、常人である九頭柳禅は首を傾かしげるばかり。

「で、あそこで張ってたらカトリが来たから叩たたきのめしたってこと？」

「そうだな。まあ、叩きのめしたというか、目を覚まさせようとしたというか……ガキがあんな劣れつ悪あくな環境で働かされてるってのは良くないだろ？」

　劣悪な環境と言われて、店長は何も言い返せない。

「それにしても、あのホノカがてめえの娘だったとはねえ。いや、なんとなくそんな予感はしてたんだが、この親父から……」

「義兄さんに言われたくはありません」

　九頭柳禅はラヴィットに抱かれた赤ん坊を見ながら言った。

「家出の原因も聞いた。てめえら、あの子に家を継がせようとしたんだろ？　そりゃあ逃げ出す」

「家を継がせようとしてたのは篠しの巳みの婆ばあさんだけです。私どもは外から優秀な魔術師を呼び込もうとしていました。ただ、見つからなければ仄ほの香かにお鉢はちが回るというだけの話です」

　玖く鳴なり石いしの販売所を作って魔術師を探したり、それらしい相手を見つけ次し第だい積極的にアプローチしたり。

「ただ、あの子は篠巳の婆さんに手塩にかけて育てられました。この家にいる人間はみな仄香に期待していたのです。それがあの子に余計なプライドと、残ざん酷こくな希望を抱かせてしまったのかもしれない。我々が仄香を次じ期き当とう主しゆに据すえれば、あの子は微わずかな力で他の魔術師たちをまとめあげねばなりません。それだけは避けなければなりません。しかし、我々が他の人材を探すということは、あの子に『お前はいらない子だ』というメッセージを与え続けることになります。いずれにせよ、あの子にとっては辛い」

「会話しろよ。親子の会話」

「努力はしました。親として出来るだけのことは。でも、あの子は何を言われても自分に悪い方に解釈してしまった。そっとしておくしか手の打ちようがなかったのです。我々は言葉を持たなかった」

　頑がん張ばれ、と励ましても、逆効果で。

「傷ついた心に適切な、薬みたいな言葉なんかないんです。精神科医はうつ病の患かん者じやを治せますか？　義兄さんも分かりますよ。ミサちゃんが仄香と同じ年頃になったら」

「怖いこと言うな！」

　自殺者が出た小学校の担任教師みたいな台詞せりふだ、と店長は思ったが、口には出さないでおいた。店長も長く生きた身であり、九頭柳禅という男の苦悩は良く分かる。幸いにも（？）子供を持ったことはないが、我が子のようなアホどもを何人も抱えている。

　きっと、最善の努力の結果が、これだったのだ。

「でも義兄さんが見つけてくれて助かりました。おかげで大分元気になりました」

「俺は何一つ助からなかったけどな」

　ラヴィットは店長を睨にらみつける。

「そりゃボクだって同じだ。慰い謝しや料りようを支払っていただきたいくらいだよ」

　ラヴィットと店長の熱い視線が空中で絡からみ合あい、バトルが始まる。

　交こう渉しよう、という名のバトル。

　三人の大人が顔を突き合わせ、事後処理について話し合いを始めた。

　首しゆ謀ぼう者しやは九頭篠巳を名乗る謎なぞの女。その誘ゆう拐かい計画に手を貸したのは言げん想そう堂どうの一派である。しかしラヴィットもまた言想堂のメンバーを半数以上病院送りにし、九頭家も店長たちの誤解を助じよ長ちようしている。全ての原因は誤解であり、しかもそれを引き起こした張ちよう本ほん人にんを取り逃したとなっては、誰が責任を負うべきかも分からない。

「俺は娘を誘拐された被害者だ。娘を取り返すための攻撃は親として当然と言える」

　ガラガラを片手にラヴィットは己おのれの正当性を主張するが、怒りに任せて言想堂メンバーを叩きのめしてしまった負い目がある。彼自身もまた《行ぎよう間かんにひそむもの》の魔術に惑まどわされたのだ。

「ボクらもまた九頭家の魔女に騙されて大変な損害を受けた。ここはぜひ九頭家に補ほ塡てんをしてもらいたい」

　店長がある面では一番損をしていた。仕事が失敗に終わったせいで、いまやメンバーの半分は使い物にならず、報ほう酬しゆうも手に入らない。おまけに自身の正当性を主張するのも難しい。今回の交渉で、一番の金持ちである九頭家からせめて二人と一匹の入院費だけでもぶんどりたいところである。

「そうは言われましても、《行間にひそむもの》は私どもの関係者ではありません。誤解を助長したと言われても、言想堂の方が直じかに聞いて下さったなら最初から生じませんでした。弓ゆみ原はら君を救出するための発掘作業などでこちらも被害を受けています。補塡をする義務などありません」

　とはいえ、最初の原因を作ったのは家出した彼らの娘であるし、《行間にひそむもの》の言想魔術は亡くなった九頭篠巳のものに違いない。死人が現世に手を出したとは思いたくないが、もしそうだとしたら、全ての仕掛け人である九頭篠巳の犯罪を家を上げて謝罪しなければならないかもしれない。

　話し合いは進まず、三人の大人の後ろめたい駆かけ引ひきだけが延えん々えんと繰り広げられた。会議は踊る。言葉に踊らされる。三人は責任を擦なすり付つけ合うのに必死だった。犯人を捕まえられなかったことがこれほどの痛手になるとは、誰だれも思っていなかった。

　おまけに、会議はたびたび中断される。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。ミサがウンチをした」

「義兄さん、どうして布オムツにしないのです。紙オムツは邪じや道どうです」

「洗濯が大変だからじゃねーの？」

　店長は鼻を摘つまみながら紙オムツと脱だつ脂し綿めんを手渡した。

　こういうこともあった。

「おおっ、ハイハイだ！　初めてのハイハイだ！」

「ビデオカメラを取って来ましょう」

「ねえウサちゃん、写メ撮っていい？」

「だから俺の綴つづりはラヴィットであってラビットじゃねえ！」

　結局、話し合いは一〇時間に及び、次のような方法で決着をつけることになった。

　Ａ４用紙に折せつ衷ちゆう案あんを書き、円状になるように一二枚並べる。

　ミサ・マークスが部屋の中を歩き回り、その小さな手が選んだ紙に書いてあった案を採用する。

　大人たちの議論より赤ん坊の無む垢くな手が勝るという、人間の知恵を捨てるいかにも知的な方法であった。










　どうして自分が生きているのか、不思議に思う。

　気がついたら歌鳥は病院のベッドに寝ていて、そこには当然見知らぬ天てん井じようがあった。目を覚ますと隣となりから話しかけられ、彼は隣のベッドに説せつ子こが寝ていることを知った。

　岩と岩との間に出来たわずかな隙すき間まから発掘された歌鳥は、すぐさま病院に運び込まれたが、もちろん意識などあるはずもない。

　どうやら三日も眠っていたらしい。

　すぐに医者が駆かけ寄より、歌鳥の身体からだを診みた。

「まったくわけが分からない。君の自し然ぜん治ち癒ゆ力りよくは異常だよ。普通の人間なら七回は死んでいるところだ」

　医者の驚きは歌鳥にも良く分かる。自分だって死んでいないのが不思議だし、一発撃たれただけの説子より先に身体が動くようになっているのはおかしい。

　レントゲンを撮っても異常は見られず、銃じゆう創そうは寝ている間に塞ふさがり、疲ひ労ろう感かんはもうほとんどない。いつでも退院可能だ。

　撃たれても撃たれても立ち上がってくる歌鳥を見て、ラヴィットは何と言ったか。

　――主人公補正でもあるのか。

　歌鳥は胸に手をやった。

　――俺は、死なない身体になったのか？

　心臓は動いている。普段と変わらぬ拍はく動どう。ここにナイフを突き立ててみたら、果たしてどんなことになるか。首を切り裂いたらどうなるか。

　――やめよう。

　まだ分からない。確かに異常は見られたが、人間の範はん疇ちゆうなのかもしれないし、魔術師としての資質が自然治癒力に何らかの作用を及ぼしているのかもしれない。死ねるかどうかを確かめてみて、本当に死んでしまったらただのバカだ。歌鳥は問題を先送りにすることにした。

　歌鳥は事件がどうなったのかを聞いた。説子によれば、言想堂はラヴィット、九頭家の双方と和解を果たしたと言う。どんな手を使ったのか知らないが、店長は二人と一匹の入院費を得た上に、本来九頭篠巳からもらうはずだった出店許可その他もろもろの特権を手にしたという。全ては歌鳥の眠っている内に片付けられてしまった。

「九頭篠巳はどうなったんだ？」

「見つからなかったそうです。でも、フラグの話によれば、あの子のそばにいない限り言想魔術を使うことは出来ないようですから、もう《行間》に逃げ込まれる心配もありません。放置しても大丈夫でしょう」

　そうだといいが。

　九頭篠巳は危険人物だ。人間の絆きずなを断たち切きる術を熟じゆく知ちしている。言想魔術が使えようと使えなかろうと、野放しにしていい相手ではない。

「気にしてるんですか。それとも、トイレにでも行きたいんですか」

「もう少し機き転てんが利きけば、捕まえられたんだろうなって」

「ベストを尽くしたんですから悔やまなくてもいいです。そんなことより、損な役回りばっかりだった私を慰なぐさめて下さい。弓原さんが女子中学生を堪たん能のうしてるときに私はフラグのお守りをしていたんですよ。あの男との戦いでは無駄に撃たれただけですよ。不公平です」

　どうやら入院生活で不満が溜まっているらしい。説子は愚ぐ痴ちを吐き続ける。

「それに、遠くから聞いてたんですが、あの男『ガキと女は撃たない主義』らしいですね。ということは、論理的に考えて、私は成人男性として扱われたことになります。これは由ゆ々ゆしき事態です。私の心は深く傷つきました。癒いやしが必要です。妹さんを連れ回す権利を下さい」

「許可は本人に取ってくれ」

　そこでタイミング悪くカーテンが開く。

「おーい、マカロニ、いるか？　見舞いに来たぞー」

　丸まる玖く飯はん店てんの袋を右手に、左手に恐らくは自分用のみかんジュースを握るホノカが現れる。

「なんだ、生きてるんじゃん」

「死んでた方が良かったか？」

「ちょっと元気がないくらいが良かった。歩けるなら付き合ってくれよ。話があるんだ」

「何の話だ？」

「ちょっと人前じゃ話せないことだよ。屋上行こうぜ」

　歌鳥は詰きつ問もんじみた視線を意識の外に追いやりながら、ベッドから這はい出でる。

　屋上へ通じる階段を登り、五月さつき晴ばれの空の下へ。

　患者の洗濯物を干す看護師に会え釈しやくして、玖鳴の街が一望出来る場所へ。

「この街、寂さびれてるだろ」

　まだ温かい焼き小シヨウ龍ロン包ポウを手渡し、彼女は街を見下ろす。

　歌鳥はもちもちの皮と熱い肉汁を空っぽな胃の中に流し込みながら、彼女と同じように玖鳴の街を眺める。紙のような食感。気にせず流し込んだ。

「都市部と比べれば寂しいかもしれないけど、どこにでもある地方都市じゃないか」

「昔はもうちょっと活気があったんだよ。道を歩く人の数は今の二倍以上だったし、病院は年寄りで埋まってないし、商店街はシャッター街じゃなかった。鉱山が閉へい鎖さされるまでは、出稼ぎで来る人も結構いたのさ」

　それも、地方都市ならどこにでも転がっている話ではあった。

「あたしたち九頭家は、玖く鳴なり採さい掘くつ機き構こうの長としてこの街を裏から支えてた……あ、そういえば自己紹介がまだだったね、あたしは九頭仄香。九頭家の一人娘だ」

「この街一番のお嬢さんってわけだな」

「そうだよ。だけど、この街で一番重い荷物を背負わされたお嬢さんだよ。自分で言うのもなんだけどね」

　鉱山の閉鎖に伴い、玖鳴採掘機構は存在意義を失った。魔ま術じゆつ結けつ社しやを束たばねていたのは宝石が生み出す巨万の富である。泉が枯れればそこに集っていた動物たちはばらばらに散っていく。

　結束が弱くなれば、他の地域から乗り込んでくる魔術結社や、言げん霊れい会かいに対抗出来ない。

　まとめ役たる九頭家は、離散を防ぐために宝石の代わりたり得る求心力を求めた。それが九頭篠巳のカリスマだ。

　彼女はたった一人で地方都市の屋や台たい骨ぼねを支えていた。

「でも、年明けにお婆ちゃんは死んじゃった。それからしばらく父さんが当主代行をやってくれてるんだけど、父さんは魔術師じゃない」

「魔術結社のまとめ役としては相応ふさわしい人選じゃないな」

「でも、他にいなかったんだよ。篠巳お婆ちゃんが死んだとき、家には父さんとあたしと、父さんが連れてきたアクセ職人と、お手伝いさんしかいなかった。魔術師としての才能がある奴はあたしだけだった。自動的に次期当主はあたしさ。でも中学生にそんなの出来るわけないじゃん」

「だから家出したんだな。当主になんかなりたくないから」

「そんなところだね」

　仄香は苦笑する。

　歌鳥はその諦あきらめにも似た笑顔を見て、誰も彼女を責められないと思った。この広大な眺めを一人の少女の肩に背負わせるわけにはいかない。

「でも、やっぱり辛かったよ。やるべきことから逃げ出したら、辛いんだよ。あたしは死のうと思ってたんだ」

「この国の年間三万人の自殺者の一人になりたかったわけだ」

「ラヴィットに会ったのはそのときだよ。最初は良くわかんない外国人だなって思ったけど、赤ん坊の世話をしてくれる人を探してるって言ってて、仕方ないからついてくことにしたんだ。それが結構楽しくて、気がついたら死ぬとか生きるとかどうでも良くなってたんだよね。で、今度はあんたがやって来た」

「お前を連れ戻しに来た人間だと思われたんだな」

「そう。だから、ラヴィットは最初、あたしのことについて何も言わなかっただろ」

「それで誤解が生まれたってわけだ。俺はお前のことをラヴィットの娘だと思った」

「あながち間違っちゃいないんだけどね」

「どういうことだ？」

「……ま、詳しい話はあたしのプライベートに関することだから秘密ってことで。どうしても知りたきゃあいつの口から聞いてくれ。もうすぐ来ると思うから」

「何をしに？」

「謝罪だよ。あんたには迷惑をかけられたけど、こっちもあんたたちを酷ひどい目に遭わせちゃったからね。あいつ、自分が悪いとは絶対に言わないと思うけど、本当は悪いことをしたと思ってるから」

「こちらこそ悪いことをしたと思ってるよ」

「お互い様ってことで」

　会話が変な方向に途切れてしまったので、歌鳥は二つ目の焼き小龍包をもらった。特に何の問題もなく美お味いしい。さっきのあの食感はなんだったのか。

「……それで、話したいことってそれだけなのか」

「そうだ、本題に入るのを忘れてたよ。マカロニ、あんたたちに仕事の依頼をした謎の女って、あたしたちのお婆ちゃんの名前を使ってたんだよな」

「その通りだよ。結局正体は分からなかったけど」

「その正体なんだけど、多分、篠巳お婆ちゃんで合ってると思う」

「死んだんじゃなかったのか？　まさか生き返ったなんて言わないよな」

　一度死んだ身であるからこそ、生き返ることがどれだけ難しいか、歌鳥には分かっている。もちろん現代医学に死人を甦よみがえらせる力はない。現代魔術なら不可能ではないが、代だい償しようがあまりにも大きいため、まず実用には値しない。

「あたし、昔は石の声が聞こえたんだよ」

　それは魔術師としての才能があったということだ。

　今はその片へん鱗りんさえ見られないが。

「でもね、お婆ちゃんが死んでから突然聞こえなくなったんだ」

　それが意味することは、過度なストレスで追い詰められたということか。

　それとも、最初から聞こえていると思い込んでいただけか。

　あるいは。

「ラヴィットに教えてもらったんだけど、魔術の中には一回しか使えないのもあるんだって」

　たとえば、妹が一〇年かけて築き上げてきた言想で歌鳥を生き返らせたように。

「ひょっとしたら、そのときあたしはお婆ちゃんを甦らせちゃったんじゃないかなって思ったんだ」

「可能性としてあり得なくはない。だが、どうやって？」

「あんたも知ってるだろ。《中国語の部屋》とか、《チューリング・テスト》とか。言葉をやり取りして、相手が機械なのかどうか見抜く実験」

「あるいは人じん工こう無む能のうとか」

　言葉は人間が話すものだという強力な言想。

「お婆ちゃんが死んだ後、あたしはよくお婆ちゃんの部屋にこもって泣いてた。部屋には写真と、玖鳴石が沢山あってね、あたしが何か言うと、必ず石が言葉を返してくれるんだ。石は長い間お婆ちゃんの言葉を集めてきたから、本当に会話してるみたいだった」

　そのとき彼女の一回きりの魔術が発動したのだとしたら。

　石に封じられた九頭篠巳の言葉の裏に、生身の肉体キヤラクターを想像したのだとしたら。

　亡ぼう霊れいのような何かが生じてもおかしくはない。

　九頭篠巳の姿をしたその化物は、《行間》の中に生まれ、自分を外の世界に出してくれる膨ぼう大だいな言霊の持ち主がやって来るのを待っていたのかもしれない。

「そういうこともあるのかもしれない。ただ、俺は九頭篠巳を捕まえ損ねた。あの人が本当にあんたの妄もう想そうから生まれた何かなのかは分からない。いずれにせよ、そのことでお前が責任を感じることはない」

「責任とか、そういう話じゃないんだけどね」

「どういうことだ？」

「……それが分からないからあんたはむかつくんだよ」

　呆あきれたように返されて、歌鳥はようやく彼女が才能の話をしているのだと理解する。

　もし彼女の話が本当なら、こういうストーリーを組み立てることが出来る。自分にも才能があって、それを使い果たしてしまったから、今はただの女子中学生なのだという自分の今を肯こう定ていするためのストーリー。

「ま、いいか。あんたにはあんたの戦いがあって、あたしにはあたしの悩みがあった。それでいいんだよ。それでね」

「お前はこれからどうするつもりなんだ？」

「ラヴィットについていくよ。家出はもう少し継続。行き先はアメリカだけどね。あんたはどうするつもりだ？　あたしたちと一緒に来るか？」

　病院送りにされた歌鳥を見たからか、その才能故に誘拐された赤ん坊の話を聞いたからか、ラヴィットと過ごして心を癒やしでもしたのか。

　彼女の目からはいつの間にか迷いが消えていた。

　自己解決したらしい。良い兆候だ、と歌鳥は思う。

「俺にはまだやることがあるよ」

「そっか。そうだね。好きな相手がいるとか言ってたね。ま、頑張れ。けど、言動には気をつけな。あんたデリカシーがないからいつか嫌われるかもしれないよ」

「これでも気をつけてるんだけどな」

「そうは見えないね」

　彼女はみかんジュースを一気に流し込むと、すっきりした顔で歌鳥に空き缶を押し付けた。自分で捨てろよ、と忠告しようとすると、彼女はもう屋上の扉とびらへと向かっていて、手の届かない場所にいた。

「またな、歌鳥」

　そうして彼女は消える。

　名前を呼ばれたのは、多分これが二回目だ。

「ずいぶん懐なつかれたようじゃねえか」

　赤ん坊を負ぶったガンマン風の男が、洗濯物の間からふらりと顔を出す。

「だー！」

「三日ぶりだな。マカロニ」

「そんなところにいたなら声をかけてくれても良かったのに」

「少年少女の青臭い会話には割り込むな、と言われてるんでね」

　それから二人は、しばし見つめ合う。

　何と言っていいのか分からない。まるで長いお別れを挟んで再会した父と子のようにぎこちない。お互いに非がある以上どちらから先に謝ることも出来ず、硬こう直ちよく状じよう態たいのまま時間だけが過ぎ去っていく。

　それに、今回の事件では敵と味方に分かれてしまったが、本来なら二人は似た者同士だ。

　同じような魔術を使う人間だから、どこかで通じ合っている。

　言葉を交わさずとも相手が何を考えているかは分かる。

　やがて、ラヴィットは赤ん坊の手を摑つかんでゆっくりと動かした。

「あー、だー！」

「聞いたか。てめえとは二度と遭いたくないが、神か悪魔の偶ぐう然ぜんで再会したらそのときはよろしく、だそうだ」

「ではこう伝えてくれ。あんたのパパはクソ親おや父じだが、別に悪い奴じゃなかったってな」

　二人はひとしきり笑いあい、クロスカウンターを一発。

　それで全てが清せい算さんされた。







　病室に戻ると、ラフな格好の詩し織おりが窓から外を眺めていた。

「あら、弓原さん。身体はもう大丈夫ですの？」

「おかげさまで。どういうわけか傷一つありません」

「そう。良いことね。ところで、二〇代後半くらいのオールバックの男を見ませんでした？」

「いえ、見ませんでしたけど……どうかしたんですか？」

「大したことではありませんわ。ただ、わたくしがここにいるということは秘密にしておいて下さる？」

「構いませんよ。ところで、今日はお見舞いに来てくれたんですか？」

　詩織は紙袋を提さげている。果物でも入っているのだろうか。

「まあそんなところかしら」

　詩織の差し出した紙袋を受け取る。意外に重い。

「これ、中に爆弾とか入ってないですよね」

「フラグとあなたの妹を連れて来ましたの。相手をして差し上げたら？」

　歌鳥の問いはスルーして、彼女は再び窓の外を眺め始める。

　ベッド周りのカーテンを開く。

　フラグはベッドの周りを所在無げに歩き回り、環はベッドの上に腰をかけて説子からの視線を遮しや断だんするように本を読んでいた。

「どこ行ってたの？　心配したんだよ！」

　歌鳥の姿を見つけるやいなや、フラグが抱きついてきた。

　急なことだったが、歌鳥はそっと紙袋を置いて、フラグを抱きとめた。ずれて落ちそうなヘッドホンをこっそり定位置に戻すのだけが目的というわけではなかった。

「ちょっと野暮用でね。外で話をしてたんだ」

　少し下から不満顔で見上げられると、他の女の子と事件のことで話をしていたとは言い出しにくい。

「お兄ちゃんは瀕ひん死しの重体なのです。抱きついてないでベッドに戻して」

　妹がプラカードのようにスケッチブックを抱えて抗議したが、それはフラグの視界に入らない。

「痛いところはない？」

「ないよ」

「痒かゆいところは？」

「ないってば。なんでそんなカリスマ美容師みたいなことを聞くんだ？」

「だって、質問攻めにしてたらその間ずっとこうしていられるじゃない」

「……気持ちは嬉うれしいんだけど、周りからの視線が痛いから少し離れてくれると助かる」

　説子は冷ややかな目を、妹は怒りに頰ほおを膨ふくらませ、窓からはため息が聞こえる。

　ついでに言うと、マカロニがアルデンテになりかけている。

「でも、手を離すとまた歌鳥くんがどこかに行っちゃいそうだから、もう少しこのままね」

　地獄絵図はもうしばらく続きそうだ。

「もうフラグの許可なく勝手にいなくなっちゃだめだよ。いい？」

「さっさと離れろ」

　妹の手書き文字が角ばっていて怖い。













「分かってる。分かってるよ」

　歌鳥の返事とほぼ同時に病室の扉が開き、誰かが部屋の中に入ってきた。

　フラグは慌てて離れた。

　入ってきたのは、九頭家のオールバックの男だった。歌鳥に玖鳴石を売りつけた男。

「犬さんの言った通りだ。こちらにいらしたんですね！」

　詩織がタバコを吸っているところを先生に見つかった中学生のような顔つきになる。どうやらチャムに居場所をばらされたらしい。

　オールバックの男が歩み寄ると、詩織は助けを求めるように視線を向ける。もちろん他人の恋こい路じに口を出すような無ぶ粋すいな連中ではないので、歌鳥たちはにこやかに視線をかわした。

「勘かん違ちがいして申し訳ありませんでした。こちらのバラの花は私からの謝意として受け取って下さい。それからもう一つお願いがあります。どうか結婚を前提に付き合って下さい！」

　男は片かた膝ひざをつき、バラの花束を渡そうとする。一束いくら、と試算しそうになって、歌鳥は店長に妙な方面で影響を受けていることに気付く。

「……お断りしますわ。まだ結婚を考えるような年ではありませんので」

「そこを何とか！」

　詩織は窓の外を見た。ここは五階だ。人前で魔術が使えないとなれば窓から逃げ出すわけにもいかない。彼女はすまなそうな顔で男を空いたベッドの上に投げ飛ばすと、これも淑しゆく女じよの嗜たしなみですわ、と言い訳をして部屋を出ていく。男はすぐに彼女を追いかける。

　しばらくすると、病院の中庭の方からチャムのものらしき悲鳴が聞こえてきた。

「詩織さんも大変だね」

　今後、浮うき舟ふね詩織に対抗するために、あのオールバックの連絡先を手に入れておいた方がいいかもしれない。歌鳥はそんなことを考えた。

「でも、あそこまで必死で追いかけてくれるっていうのは素敵じゃない？」

　純粋な愛情だけならそうかもしれないが、九頭家の裏側を少しだけ聞いてしまった後だと、複ふく雑ざつな気持ちになる。次期当主不在の九頭家に嫁入り候補として目をつけられるのはそういうことなのだ。

「そうだ、歌鳥くん。今度砂浜で追いかけっこしようよ」

「古い」

「うん。俺もその発想は古いと思う」

「……もう、兄妹二人していじわるなんだから」

「それだけ絆が深いということ」

　妹が勝ち誇った顔で兄との感性の近さを自慢する。

「絆だけならフラグの方が深いよ」

　と、フラグは両手をいっぱい広げてみせる。

「今回勝てたのも、フラグが歌鳥くんのことを心の底から信じたからだよ。深い信頼と絆があったから勝てたの」

「こんかい勝てたのは、わたしがお兄ちゃんについてって、機転を利かせたから。あなたはさらわれただけ」

「そんなことないよ、歌鳥くんのこと世界で一番信じてたからなの」

「それでも兄妹の絆には勝てない」

「血縁より運命の方が強い」

「過ごした時間の長さはわたしが上」

　そんな二人の他た愛わい無ないやり取りを見ている内に、歌鳥の心に甘あま酸ずっぱい痛みが走る。歌鳥はこの痛みにどういう名前がついているのか知らなかった。いや、恐らく今まで使ってきた言葉の中にこの痛みの名前はあるのだろう。ただ、自分は今までその意味を知っていると思っていた。

　歌鳥は自分のことをろくでなしだと思っている。そういう星の下に生まれ、運命を甘受し、汚れ役として生きてきた。自分が必要とされるのは正義のために悪をなすときだけだと思っていた。絶対に幸せになることはないと思っていたし、他人を寄せ付けるような真似はしなかった。

　悪意に満ちた言葉、放送禁止用語、汚い言葉、差別語になったつもりで、自分を使わないで欲しい、関わらないで欲しいというメッセージを全ての言げん行こうに潜ませていた。誰かを助けたりするのは、なるべく金銭や責任の問題にすり替えていた。

　そんな自分のことを、目の前の少女たちはなぜか受け入れてくれている。




　――ひょっとしたら、こんな自分にも、幸せになる権利があるんだろうか。




　歌鳥は初めて自分の行動を悔やんだ。自分を受け入れてくれた者に対して誠実ではなかったことを。妹と買い物に行ったとき、制服を選んだのは単に買い物を早く切り上げられるからだった。フラグに宝石をあげたとき、値段を偽ぎ装そうしたのは高級なプレゼントならころっと機嫌を直してくれると思ったからだ。そこにあったのは常に相手のことを思いやる気持ちではなくて、自分にとっていかに都合がいいかという利り己こ心しんだけだった。

　それなのに、彼女らは歌鳥に対してどこまでも誠実だ。泥まみれの人間に触れれば自分もまた泥臭くなるだろうと分かっていたはずなのに、躊躇ためらいなく手を伸ばしてくれている。逃げていたのは、目を背けていたのは、自分だけではなかったか。

「歌鳥くん、どうしたの？　顔色が悪いけど」

「傷口が開いたの？」

　少女たちが心配そうに自分を見上げる。何でもない、と言って、歌鳥は笑ってみせた。だけどその笑顔は長く持たなくて、歌鳥はきっと一月ぶりの涙を流し始めた。








　断章二　「物語の外にβ」







「ふと、疑問に思ったんですが」

「ん？」

「浮うき舟ふね詩し織おりと名乗る少女の魔術には『付ふ箋せんを貼はった時空にしか戻れない』という欠点があるはずだ。それに彼女には言げん想そうグラフを扱うことは出来ても、言想魔ま法ほう陣じんを設せつ置ちすることは出来ない。それは魔法使いにしか出来ない技だ」

「そうだね」

「今のところ、魔法使いはこの世に二人しかいません。僕とあなたです。そして僕は彼らに協力していない」

　中国人はアメリカ人の顔を覗のぞき込こむ。

「……あなたは日本語派に協力していますね？」

「その通りだ。私は日本語派を支援している。彼らの計画を……成功させたいと思っている」

「しかしなぜそのような真ま似ねを？　《覇は権けん》が揺ゆらぐ可能性は考えなかったんですか。《異本世界パラレルワールド》で成長したフラグが時空を捻ねじ曲まげて僕たちの世界に攻撃を仕掛けてきたらどうするつもりです」

「安心したまえ。その程度で揺らぐような《覇権》ではない。仮に彼らが歴史を変えたとして、何が起こる？　向こうの世界にも我々はいる。せいぜいあの頃と同じく、話者二億人にも満たない小さな世界を守るのに精せい一いつ杯ぱいだろう」

「……」

「貴君も知っての通り、この世界にフラグはいない。あの魔法使いの少女はいないのだ」

「《大だい崩ほう壊かい》の際に日本の一部と心中しましたからね」

「だが、それは損失だと思わないか？」

「魔法使いの死が、ですか？」

　うむ、とアメリカ人は重々しく頷うなずいた。

「彼女は貴き重ちような存在だった。いまさら我々が自じ滅めつの道を歩んでまでこの時間軸にフラグを生き返らせるわけにはいかない。だが、彼女がもし生きていたとしたら……もしあの魔法使いが生きているとしたら、世界がどうなってしまうのか、確かめてみたいとは思わんかね？　彼女が生きていたら、というＩＦを想像しているのは彼らだけではない。私も見てみたいのだ」

　それがたとえ遠い世界の、物語の中の現実であったとしても。

「僕は魔法使いの死を損失だとは思いません。彼女は安全装置のない戦せん略りやく核かくのようなものです。七年前に死なずともいずれ自滅したことでしょう。稀き少しようなもの全てに価値があるわけではありませんし、爆弾と隣となりあわせで暮らすのはごめんです。今の世界が正解なんです。なぜあなたは彼女を生かしたいと思うのか？」

「いい質問だ」

　世界一の魔術師は、これから「正義」の話をしようと言わんばかりの目つきで答える。

「あの娘は言こと霊だまに愛されている」

「ええ」

「だが、それ以上に憎まれている。どれだけ運命を変えようとも死が避けられないほどに、いつも誰だれかが彼女の死を願っているのだ。危険な魔法使いだからか？　そうとも限らない。音声を遮しや断だんすれば管理出来るような魔法が危険とは言い切れない。ではなぜだ？　誰が少女の希望を撃うち砕くだいている。死を望む声はどこから上がる」

　熱を帯びたその口く調ちようは詩的なリズムを有していた。

「フラグの死は我々が望んだものではないのだ。隠いん喩ゆの神が望んだものなのだ。彼女は改かい版はんに次ぐ改版によって三人の人物を殺したことになっている。しかし、三人の人間を死に追いやったことが、彼女が必ず死ななければならない理由になるだろうか？　確かに現行の死刑制度では、三人の人間を殺害するのは死刑に価あたいする罪として扱われるだろう。しかし彼女は人ではない。殺意を持っていない。彼女は罪深いだろうか？」

「あなたの言葉が真実なら罪深いとは言えませんね」

「だろう？」

「真実じゃあないんでしょう」

「そうだ。貴君にならお分かりいただけると思うが、この話は前ぜん提ていが間違っている。彼女が憎まれているのは現世で三人も死に追いやったから、ではないのだ。彼女はもっと深い、重い十字を背負っている」

「その深い業ごうとは何です」

「物語が生まれた頃、同時に生まれた罪がある。快楽のための死。涙るい腺せんを刺し激げきするための死」

　中国人は口を挟まずにじっと米国人の顔を見つめている。

「たとえば、映画のこんなワンシーンを思い浮かべて欲しい。戦争は間もなく終わろうとしている。主人公は部下と一いつ緒しよに飛行機に乗っている。部下がペンダントに入れた写真を見せながら、こんなことを言う。この戦争が終わったら、結婚する予定なんです」

「相手は故こ郷きように残してきた幼おさな馴な染じみで、飛行機は撃げき墜ついされて部下は死ぬんですね」

「彼は何な故ぜ死ななければならなかった？　理り不ふ尽じんではないか。確かに彼が死ねば感動的な話になるだろう。だがそれは殺人だ。収益を上げ、気持ちよく涙を流させるための殺人なのだ。この罪は誰が背負うのか？」

　また例を挙げる。

「堅かた物ぶつの貴君もティーンエイジャー向けの恋愛の物語を読んでみたことぐらいあるだろう？　少年と少女はお互いに思い合っている。しかし二人の恋は物語の結末まで成じよう就じゆするわけにはいかない。我々が二人の不安定な関係を願えば願うほど――他ひ人と事ごとの恋愛はくっついたり離れたりを繰り返す方が面白いからな――二人の仲は引き裂かれ続ける。ひどいではないか」

「願望こそが犯人である、でいいじゃないですか。読者を犯人として指摘する話なんか腐くさるほどあるらしいですよ」

「本当にそれでいいのか。読者や視聴者は誰々を殺せ、引き離せ、不幸にしろと直接指示しているわけではない。では制作者に罪があるのかと言えば、それも違う。彼らは受容者の要求を察さつし、より大きな快楽を提てい供きようしようとしているだけなのだ。作品を生み出す者もそれを受け取る者も、ただ楽しみたいだけで、罰するわけにはいかない。しかし罪がなくともキャラクターに与えられた苦痛は消えない」

　アメリカ人の語り口は冷静だが、それは極きよく論ろんだと中国人は思った。キャラクターは実在しない。非実在青少年への暴力もまた非実在である。

　だが、目の前の男は、そうは思っていない。

「物語は年に何万と紡がれ、伝えられ、受け取られている。その中で生じたありとあらゆる苦痛の責任を誰が取ればいいのか？　誰も取りようがない責任を」

「だからフラグが生まれたのだと言いたいんですか」

「七年前の日本の状況を考えれば十分にありえることだ。行き場のない罪が彷徨さまよって、やがて形を成した。それがフラグなのだ。死者の嘆きを糧として、無数の罪状を押し付けられた少女。あらゆるキャラクターに死を希こいねがわれる人形。彼女が顕けん現げんした理由も分かるだろう？」

「概がい念ねんを直接殺すことは出来ない。でも受じゆ肉にくしたら話は別になります。僕たちは罪深い存在を殺せるようになった。僕たちが苦痛のない世界を目指しているのと同様に、架か空くうの存在であるキャラクターたちも、痛みを排除したいと願っているわけですね」

　もし死神を殺せるのなら、誰だって殺したい。死神がいなければ生命は永遠だ。

　架空の誰か、ペン先やタイプライターから生み出された想像上の生命たちにとって、フラグを殺すのは英雄的行動に他ならない。

「だから何度改版を行っても彼女は死を免まぬかれない。どれだけシナリオを変えても、そのつどキャラクターの意志を代行する者が現れて、彼女を打倒しようとするだろう」

　アメリカ人は深くため息をついた。

　きっと、これから《異本世界》の中の彼女は、何度も命を狙ねらわれるのだろう。

　幸せを勝ち取るために、全ての戦いに勝利し続けなければならない。たとえ言霊会から離れたとしても、他の誰かがきっと憎しみをぶつけにやってくる。

　茨いばらの道だ。

「フラグが許される世界を見てみたいとは思わないか？　たとえ《異本世界》であったとしても」

「悩ましいところです。個人的な意見を述べさせてもらえれば、あまり関わりたくないというのが本ほん音ねですね」

「私は小さな箱庭の保護を提案したいんだよ。私と貴君で世界一位と世界二位。経済的にも旧日本の半分以上を支配している。たとえ世界七位の女が反対しようとも我々の提案を却きやつ下かすることは出来ない」

「根回し、という奴ですか？」

「一度やってみたかったのだよ」

　旧日本を統とう治ちする支配者層の連合は、毎週土曜日に例会と称して会合を行っている。ここで合意を得ることさえ出来れば、支配者層全体の方針となり、これに反する者を正当な手段で罰することが出来る。

「……どうしても、協力しなくちゃ駄目ですか？」

　出来ればこの件に関わりたくない、という中国人の本音が疑問文の中に滲にじんでいた。

　米国人は首を縦に振る。

「必要とあらば北関東を譲ゆずってもいい。《大崩壊》から甦よみがえったばかりで、まだ更さら地ちだが」

「……いえ、そこまでしていただかなくても構いません」

「では協力してくれるのか？　さすが世界二位の男だ。器うつわが広い」

「さきほどの話を伺って、一つ疑問に思ったことがあるんです。それに答えていただければ」

「何でも聞いてくれ」

　中国人は矢のように鋭するどい質問を放った。

「あなたは、《主イエス》を復活させたいのですか？」

「……なぜそう思う？」

　返答は普段と変わりなく、落ち着いている。しかし中国人は、自分の質問が核心を突いているのではないか、という確かな手ごたえを得ていた。

「日本語派の行動は《今》に影響を及ぼさない歴史改変のモデルケースとなり得る。もし彼らが七年前を変えることに成功するのであれば、あなたならばその魔術にほんの少し手を加えるだけで何千年と遡さかのぼることが出来るでしょう」

「私は全知であっても全能ではないよ」

「あなたが全能である必要はないでしょう」

「しかし、なぜ私が《主》を復活させねばならないのだ？」

「フラグを擁よう護ごするときに、妙に力が入っていると思いましてね。いわば彼女は架空の世界の罪を背負わされた存在だ。昔の日本語派の表現を借りるなら、二次元の原罪を背負っていると言えるでしょう。あなたはそんな彼女が救う世界を見たいと言った。本当は彼女ではなく、彼女と良く似た別の誰かを救いたいんではないですか？」

「確かに、我々は一人の男を見捨てた。二千年前、磔はりつけにされた《主》は、神よなぜ私を見捨てたのかエリ・エリ・レマ・サバクタニと嘆なげいていた。我々は彼を見殺しにしたのだとも言えないことはない」

　アメリカ人はしわのないハンカチを出し、額ひたいの汗を拭ふく。

「しかし、別に彼を救いたいからこれを提案する、というわけではないんだよ……宗教的情熱とは何の関係もない。私はただ、彼女を救いたい。世界中から悪意をぶつけられても、死ぬべき運命を背負わされても、それでも誰かが救おうとしている、そんな世界を見たいのだよ」

　その声は誠実だった。

　しかし、中国人には分かっていた。誠実であればいいというものでもない。二千年前に一人の男を磔にしたのが彼の先祖なら、二千年前にその男を救おうとしたのもまた彼の先祖なのだ。

　救う神がいれば拾う神もいて、その二ふた柱はしらはときとして同じ姿をしている。

　たとえば、フラグを殺すはずだった弓ゆみ原はら歌か鳥とりという男が、今ではフラグを守る盾たてとなっているように。
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五月末の山中に落ちていた小さな石の話




　大変なところだった。

　生き延びたはいいが、計画は丸ごと潰つぶれてしまった。

　計画。

　もう一度玖く鳴なり採さい掘くつ機き構こうを甦よみがえらせようという計画。

　そのためには、人材がいる。まず、自分を《行ぎよう間かん》の外に出してくれる誰だれかの存在が必要だ。そこで篠しの巳みはフラグを見つけた。彼女と一いつ緒しよなら大魔術の行使も思いのまま、一社に一人は欲しい逸いつ材ざいである。

　そして、ミサ・マークスを見つけた。彼女は家出をした娘がアメリカで儲もうけた娘であり、九く頭とう家けの系けい譜ふに連なる子供だ。そしてありがたいことに、魔術師の才能を芽め生ばえさせる魔術師だ。赤ん坊はあらゆる言語を習得する天才であり、しかもそのことを赤ん坊本人が自覚しているというのは大変珍しい。成長すればその言げん想そうは消えて、普通の子供になるだろう。だが、赤ん坊の内はどうだろうか。才能を付与し、引き上げ、凡ぼん人じんの集まりを魔術師の集団に、いっとう上等な人間に成長させることが出来る。

　この二人を同時に手に入れれば、玖鳴採掘機構を復活させるなどわけのないことだ。

　おまけに言げん想そう堂どうという新しん参ざん者ものの魔ま術じゆつ結けつ社しやも掃そう除じすることが出来る。一いつ石せき二に鳥ちようである。

　しかしそれは二に莵とを追って一いつ莵とも得られぬ愚ぐ策さくであった。篠巳の魔術は破られ、その正体も暴ばく露ろされた。恐らく早々に対策が立てられるだろう。それに、フラグがいないのでは、もう《行間》に潜ひそむことも出来ない。逃げられたのは不幸中の幸いと言うべきか。

　建て直しを図るなら、一度九頭家に戻る必要がある。

　どういう扱いを受けるかは分からない。だが、どことも知れぬ魔術結社にもはや使い物にならない自分を売り込むよりは、古ふる巣すに戻った方がマシな気がする。彼女の足は自然と九頭家に向いた。

「貴様、九頭篠巳だな？」

　聞きなれぬ声がして、篠巳は顔を上げた。

　そこには顔に包帯を巻いた男が立っていた。

「なんじゃ、おぬしは。いきなり人を呼び捨てとは失礼な奴じゃの」

「……間違いないようだな。しかし、弓ゆみ原はら歌か鳥とりが見つかったという報しらせがあったから、わざわざやってきたというのに、見つけたのは小物か。私も運がない」

「ほう、小物とな。おぬしはよっぽど名のある人物なんじゃろうなあ」

「かつては名のある人間だったかもしれんな。二人称を君きみに統一する者たちの一人だったと言えば伝わるだろうか」

　篠巳は思わず後ずさる。

　自分が決して出会ってはならない人物だと分かったから。

　出会った魔術師は例外なく殺されるという、言げん霊れい会かいの暗部。生きた都市伝説の集つどい。二人称を君で統一する三人の大幹部。

「言霊会管かん理り官かん、とやらか。わらわをどうするつもりじゃ」

「今の私は管理官ではない。先月の暴走で言霊会を追い出された身だ」

「ならば安心じゃ。わらわをどうこうする気はないということじゃな。さ、弓原歌鳥を追うがいい。奴は玖鳴に居を構えておるぞ」

「そんなことは知っている」

「そうか。ならわらわから教えることは何もないの」

「そうだ。貴様の知っていることは私も全て知っている」

「ではこれでお別れじゃ。元言霊会管理官殿」

　九頭篠巳はその場を離れようとしたが、男は音もなく距離を詰め、首を摑つかんだ。

「あの、おぬし……先に言っておくがの、わらわには何の力もないんじゃが」

「知っている」

「言霊会の管理官というのは、これから罪を犯そうとする魔術師を捕らえるのではなかったかの」

「そうだ」

「わらわは無力な婆じゃ。なーんも出来ん。そんなわらわを捕まえれば無差別に魔術師を手にかけることになるわけじゃが、言霊会の顔に泥どろを塗ぬるわけにはいかんじゃろ？」

「言ったはずだ。私はもう言霊会管理官ではない」

　篠巳はそこで失しつ態たいに気付く。

　職についていないから、もう任務を遂すい行こうする必要がない。普通はそう考える。

　だが、この男は違った。

　職についていないから、在職中に出来なかった「正義」を成す。

　言霊会管理官なら今の篠巳を捕らえることはない。今の彼女はフラグと一緒でなければ何も出来ない無害な存在であり、規定上殺害するわけにはいかない。だが、もはや彼はその規則に囚とらわれない。

　つっ、と。

　冷や汗が首筋を流れた。

「罪人は裁さばかれねばならない。穢けがれは清めなければならない。九頭篠巳、貴様は言想魔術を悪用し、この街と魔術師たちに混乱をもたらした。その罪、万ばん死しに値する。それだけではない。将来の危険性を考慮しこの場で処分するのは妥だ当とうと言える」

「考え直さんか？　わらわを殺しても意味なんかないんじゃ。罪は償つぐなう」

「考え直す必要はない」

「おぬしらには慈じ愛あいがないんかのう。わらわたちはこの世に存在することを認められておるのじゃよ。意味のない殺せつ生しようは良くなかろ？」

　男の手がより深く首筋に食い込んだ。

「この世に意味のない死などない。全ての生に意味があるように、全ての死にも必ず意味がある。貴様が死ねばこの街の住人はみな枕まくらを高くして眠ることが出来る。一人の死が万人の安心のために作用するなら、その死には意味どころか意義がある。周りを見るがいい。細胞はやがて全体を作るために一部を残し死んでいく。山火事は新たな植しよく生せいを生み、適度な伐ばつ採さいは周りの木々の成長を促うながすだろう。不在にはときに在よりも価値があり、万人のための幸福を追求するために孤独な死が要求される。見よ、街全体の幸福を保障するためにオメラスの子供は全ての罪を背負ったではないか？」




　元管理官は消滅した老女のことなどもう忘れたかのように、玖鳴を目指す。

「待っていろ。弓原歌鳥。待っていろ。フラグ。貴様らは必ず私が処分する」

　より大きな幸福のために幸福を踏みにじる足音が、山中に響いた。




五月初頭にある病院の屋上で拾われた石の話




　少女は病院の屋上から、街を見下ろしている。

　フェンス越しに見る故郷はあまりにも美しい。

　みんなはこの街がやがて滅ほろびると言う。

　今はまだ。闇やみ夜よに光る家々の明かりが廃はい坑こうの中で輝く宝石の欠片かけらのように見える。




　自分はこの街を放り出した。

　祖母からは、この街を背負う救世主となるべくさまざまなことを教えられた。最初は出来ると思っていたし、祖母もきっとそう思っていたに違いない。だけど途中で大切なことに気付いた。少女にはこの街の一つ一つの明かりを背負うことなんか出来やしない。祖母のような才能がないからだ。

　父も、周りの大人たちもそのことには薄々気付いていて、少女に代わる人を探そうとしてくれた。その動きはあまりにも必死で、絶対に少女には重荷を背負わせないという願いを持っていたに違いない。お前には絶対にそんな苦労は背負わせない、と優しい言葉をかけてくれた。

　でも、その言葉が真実なら、なんの役にも立たない自分はなんのために生まれたのか。

　少女は書置きを残し、家を出た。

　――探さないで下さい。

　分かっているつもりだった。

　才能がないことは自分の責任じゃないし、魔術師の家に生まれ落ちるのを選んだのは自分じゃない。でも、それならそれで、自分に出来ることを精せい一いつ杯ぱいやろうとした。ただ、結果がついてこなかっただけ。

　父たちはとても優しくて、そんな自分を傷つけまいと振ふる舞まってくれて、でもその気き遣づかいが苦しい。彼らはとても優しいから、あの配慮はきっと死ぬまで続くだろう。

　少女は自分を客観的に見る。

　小さな悲劇に酔っ払う子供に過ぎないと思う自分がいて、その自分がノートの切きれ端はしに書いた「大したことじゃない」に「うそ」と注ちゆう釈しやくを入れる自分もいて、注釈を入れるような行為を止めようとする自分もいて、少女は同じような景色を何度も見ながら、終わりのない螺ら旋せん階かい段だんを下り続ける。




「危なっかしい奴だな。落ちるぞ？」

　男は名も知らぬ少女に声をかけた。

　宿へ帰ろうと思っていたら、病院の屋上でたそがれるちいさなものを見つけてしまったのだ。

　どうしても無視出来なくて、男は閉まっていた病院に無理矢理潜せん入にゆうし、閉じた扉とびらをこじ開けて屋上までやって来た。単なる病院患者の夜の散歩なら、と期待したが、そこにいたのはうつろな目をした女の子で。

　生きるために必要な最低限の情熱さえどこかに置き忘れてきたような様子で。

「クスリでもやったのか？」

　薬を飲む自分を直そうとして薬を飲んでしまうような、そんな印象。

「それ」

「ん？」

　少女は質問に答えず男を観察し、腰に下げたピストルを目ざとく見つけたらしく、指差してくる。

「ピストル？」

「まあそんなもんだ」

　答えを聞くと、少女は安あん堵どしたかのように微笑ほほえみ、小さく呟つぶやいた。

　撃って、と。

「理由を聞かせてくれ」

「みんなの優しさが辛い」

「どういう意味だ」

「あたしは羽を持ってたの。空気がだんだん重くなって、もう飛べない」

「じゃあ地上で暮らせよ」

「それが出来たらいいのに」

　どこまで本気で言っているのか判断がつかないが、深しん刻こくなことに間違いはない。

　うつ病かなにかで苦しんでいるのだろう、と男は思った。

　男の妻は半年ほど前に死んだが、死ぬ直前まで生きたがっていた。死ぬのが救いだと言う人間もいるにはいるし、男もそう考えていた時期がある。だが、妻の最さい期ごを見届けて以来、その考えに同意する気にはなれない。キリスト者としては、なおさら。

　男は少女に生きていて欲しかった。こんな若さで死を考えなければならないなんて、間違っている。

　どうして誰も救わないんだ。どうして。

「……くそっ。俺おれはてめえみたいな、命を粗そ末まつにする奴やつが大嫌いだよ。傍はた迷めい惑わくなヤク中め」

　男は少女を罵ば倒とうする。知り合いの精神科医から、「『頑張れ』は使うな」と聞いていたから、せめて苛いら立だちで心を燃やしてくれればいいと思った。

「天国に送ってやるよ。そっちでもっと強い翼つばさを生やしてもらえ。くそったれ。言い残すことがあるか？　あるなら覚えておいてやる」

　ゴミを始末するようにためらいなく少女に近づき、銃じゆう口こうを額ひたいに押し当てた。その冷たい鉄の感触が心地よいのか、少女は冷たいねと笑う。抵抗する気力すら湧わいていない。

「みんな泣いてくれるかな」

「泣くだと？」

「うん、あたしは見知らぬ外国人に撃ち殺される。それで将来とか、希望とか、今までの頑張りとか、全部なくなっちゃったら、同情してくれるかな」

「知ったことか」

　男は出来るだけ汚きたない言葉を選ぶ。

「何があったか知らねえが、生きるか死ぬかくらい自分で決めな」

「……」

「最後に意思確認をしてやろう。てめえは本当に死にたいんだな？」

「……うん」

　男の問いに、少女が答える。

　ましな返事を聞きたい、と男は思う。どうせクソ下らない理由で自分を追い詰めているだけなんだ。その絶望がたとえ本人にとって大事なものであったとしても、尊そん重ちようなどしてやるものか。ぶち壊して、髪を摑つかんででも叩たたき起おこしてやる。だからせめて、少しでも希望の持てる答えを聞かせて欲しい。灰はいの中に埋うめられた仄ほのかな温かみを感じさせて欲しい。埋うずみ火びがあるなら、まだ。

　少女は口を開く。

「死にたい」




　その様子を、じっと見ている者がいた。

　観察者は、誰にも気付かれないようにニュアンスを書き換えた。




「死生にきたたいい」




　火がついたように赤ん坊が泣き出す。

「良く言った、死にたがり。その蛮ばん勇ゆうを称たたえてこの俺が自ら手を下してやろう」

　男は終止符ピリオドの代わりに疑問符クエスチヨンを込める。

「てめえの人生に《疑問符》を撃つ」

　そして一発の銃声が響ひびいた。




六月に言想堂の店頭に落ちていた石の話




　言想堂と九頭家は合意に達した。

　九頭家から要よう請せいがあれば、言想堂は魔術師を派は遣けんする。その代わり、言想堂は九頭家から土地を借り、そこで書店を経営することが出来る。

　こうして言想堂は無事出店まで漕こぎ着つけたわけだが、各魔術結社から贈られた開店祝いの花束を確認している内に、歌鳥は複ふく雑ざつな気分になった。

「小僧、なにを悩んでおるのだ？」

「大したことじゃないんです。ただ、〝みかじめ料〟って言葉を思い出してしまって……」

「そんな細かいことはどうでも良いではないか」

　犬には高級過ぎる悩みなのだろうか。

「そんなことより、客が一人も来んことを心配すべきではないか？」

「まだ営業開始してから一時間も経たってないんですから、そんなもんでしょう。チャムさんはそこで野生のオーラを出しながらマスコット座りをしてて下さい。怪しくないお客さんだけ通すように、と店長が言ってました」

　入り口を犬に任せ、歌鳥は店内へ戻る。

　とてとて、と環たまきが寄ってくる。妹もオープニングスタッフとして働くことになったのだ。もちろん客対応など出来るはずもないので、当面は説せつ子こと組んで研修を行うことになるし、研修バッジが取れてもメインはバックヤードでの作業になるだろうが。

「仕事には慣れそうか？」

「だいぶ覚えた」

「背はい後ご霊れいには？」

「もうすぐ慣れるとおもう」

　背後霊とはなんですか、と言いたげな目つきで睨にらまれる。とはいえ、本当にそんな風にくっついているのだから仕方がない。歌鳥は、呪のろい殺ころすタイプではなく、他の霊から守るタイプだと教えた。

「何の話をしているのかな？」

　フラグも混ぜて、とばかりに彼女がレジカウンターの奥から顔を出す。背後霊について語っていたんだ、とは言えなくて、歌鳥は妹の店員としての成長具合を確かめていたのだと言う。

　店長とどういう取り決めを交わしたのかは知らないが、これからのフラグはときどき店内にも顔を出すとのことだ。危険だから表に出るべきではないと思うのだが、それでも彼女は前に進む。歌鳥と一緒なら大丈夫だ、と言い張って。

　フラグと環の間に挟まれて身動きが取れない歌鳥を見ていたのか、詩し織おりが冷やかしを入れに来る。

「弓原さん、爆発したいならいつでも仰おつしやって下さいな」

「結構です」

　女の子と話しているだけで、「爆発に耐えられない者にリア充を名乗る資格などありませんわ」などと意味不明なことを言って脅おびやかしてくるので大変に恐ろしい。

　そこへ外回りから帰ってきた店長までやって来て忠告を一つ。

「キミたち、スタッフ同士で寄り集まってないで持ち場に戻りたまえ」

「じゃあ、歌鳥くんはフラグと一緒にポップを描かこうよ。ラミネート加工しようね」

「お兄ちゃんはわたしと一緒に在庫の確認」

　双方から袖そでを摑まれ、やはり身動きが取れない。

　でも歌鳥は幸せだった。こんなときがずっと続けばいい、と思った。お互いの生存を賭かけた殺し合いや、自分の実存から来る痛みや妬ねたみに向き合うよりは、こんな他た愛あいない日常の方がずっと大切で輝かしい。

　そんなことをしているうちに、自動ドアが開く。

　お客様だ。

「いらっしゃいませ！」

　歌鳥は大声を張り上げる。それが合図となり、愛いとしき日常が始まった。
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　作者です。

　この度は『魔術師たちの言想遊戯ロゴスゲーム』の二巻あとがきページを開いていただき、まことにありがとうございます。お慕い申し上げます。

　一巻をお読み下さった皆様におかれましては、「えーっ、あの終わり方で二巻が出せるの？」と驚かれたことと思います（たぶん）。その辺の事情が気になって夜も眠れない方は、作中の二つの「断章」をご一読下さい。特に気にならない場合は、「クリア狙いなら前半は捨てゲーで」みたいな感じですっ飛ばしてしまっても、まあ、いちおう大丈夫なようには作ってある……はずです。

　今回はバトルを織おり交まぜた誘拐系サスペンスとなっております。前作がミルキィホームズのラナーク割り、スターシップトゥルーパーズ３風味だとすると、今回はギャング小説と幻想文学を重ねたミルフィーユのような味わいかと思います。少しバカっぽさが薄れたのは残念ですが、その分、シリアスマシマシになりました。ご堪たん能のう下さい。

　あ、あとですね、読みやすさも少し上がりました（当作者比）。前作の感想をチェックすると「読み応え抜群過ぎてこれは……ちょっと読み応え抜群じゃない？」といったものが多かったので、今回はその辺に注意を払いつつ頑張ってみました。指摘がある度に修行不足を実感し、へこむわけですが、それでも何とか生きてます。




　それはさておき。

　一巻を出してから九ヶ月も経ってしまいました。

　なんでこんなにお待たせしてしまったかと申しますと、実は半年ほど小説を書けなくなっていたのです。文章を書いていると「これは変な日本語だ」という違い和わ感かんがついてまわり、アイデアに至っては小学生が喜びそうな下ネタか専門でもない倫りん理りの話しか出てこない有様。二作目を書けない作家さんは多いと風の噂うわさに聞いてはいたのですが、自分の身に降りかかってくるとは思いませんでした。

　なにか精神的な問題が発生しているに違いない。そう考えた私は半年ほど締め切りを踏み倒し（ダメ、ゼッタイ）、双子の赤ん坊のお世話をしたり、廃坑に忍び込んだり、ピングドラムを探したりしていました。そうしたら夏の終わりにまた小説を書けるようになっていたので、急いで五〇〇枚ほど書き上げ、今に至る……というわけなのです。

　こんなのを見捨てずに原稿を待ってくれた編集さん、未完成にもほどがある草稿から素晴らしい絵を仕上げてくれた閏うるう月げつ戈かさん、この本の制作にご協力いただいた皆様に感謝を。そして九ヶ月もの長きに渡り待ち続けてくれた読者の皆様に、最大限の愛を！
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